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塩見　『時代を先取りした“みなと”横浜での
年会』というキャッチフレーズのもと、吉田先
生は横浜で初めて分子生物学会の年会を開
催されました。1998年会ではコンセプトもお
考えになられたのでしょうか？

吉田　正直に申しまして、コンセプトなんても
のがいらない時代でした。ちょうど分子生物
学が日本中に広がって、同時に、ゲノムが本格
的に動き出したときだったんです。ヒトの全ゲ
ノムが2年後に決まったと言えば、若い人も時
代背景がおわかりになるかもしれませんね。
分子生物学的な研究への興味が上向きで、学

会は皆が集まりたい場所であって、何も言う
必要がなかった時代でした。そういう意味で
は、私はとても恵まれた環境で年会をやらせ
てもらったと思っています。

塩見　分子生物学が爆発的に伸びていた時
代、キャパシティに見合う会場をどのように検
討されたのですか？

吉田　新しい研究が展開するのは研究者に
とって最も大きな魅力ですからね。おもしろい
から興奮して皆が集まる。会員がどんどん増え
て年会の参加者も増加しつつあったので、そ

れまでの会場では賄いきれず、最大規模の場
所として横浜にしました。ただ、大変立派な施
設ですから学会の補助だけではとてもやれる
わけがなくて（笑）。それで、勝木元也先生
（2003年会長）と私が中心になって考えてい
たのが、先ず若い人が参加したい年会にした
いということでした。若い人が口頭発表する機
会を多くしたい。出来あがった立派な研究者
だけじゃなくて、大学院生だとか、大学院を出
て間もない若い人たちの発表の機会を増やし
たいと思うとさらに会場が必要になる。しかし
資金がない。ところがご存知のように、我々研
究者にはそういう才能がないので、学会等の
運営会社に声をかけました。お金はないけど
こういうことをやりたいと頼んで、いろんなア
イディアを巡らせてもらって年会のカタチをつ
くっていきました。それがその後の年会に定着
するんですが、ひとつは研究機器の展示場の
変更でした。従来は小さなコーナーに機器が
並べられた展示でしたが、大きな展示場を
作って、ブースのサイズと場所によって値段

（出展料）を変えましょうと。大きい出展には一
等地を占有してもらい、それだけお金を出して
くださいと。これがすごく当たりましてね。当時
はゲノムの研究機器も急速に発展しつつあっ
て、外国の大手企業などが新しい機器のブー
スを出してくれたりして、そうやって資金を稼
いでくれました。

塩見　なるほど。機器展示の考え方を大きく
変えた年会となったのですね。

吉田　もう一つ、今はどこの学会でもやってい
ますけれど、ランチョンセミナーですね。これ
自体は新しいアイディアではなかったのです
が、ランチョンの会場をたくさん作って、お弁
当はただで配ってもらいました。場所を提供す
るだけで資金が集まるわけですから、会場の
広さを活用して、資金確保もできました。研究
の中身も、機器も、集まる人も、全部が右肩上
がりの時期でした。
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第21回（1998年）年会

吉田 光昭 年会長インタビュー
日 時：2021年9月27日（月）15：00～16：45

場 所：Zoom Meeting Room

塩見　うらやましい限りです。

吉田　申し訳ございません。塩見先生の年会
長挨拶を読むと、横浜が最後になるかもしれ
ないって書いてあるじゃないですか。知る人ぞ
知るってありましたから、やはりお金なんだろ
うなとすぐに分かりました。どの年会長さんも
悩むお金、学会のコンセプトなどを考える必
要のないところで年会をやらせてもらった私
でしたが、年会の目標が一体何なのか分から
ずじまいでした。年会ってどんな目的でやるん
だろうねっていう話をしたのはしたのですが、
「吉田さん、そういうことより、ちゃんと人が集
まって、皆がよかったと言う会をやるのが大事
なんだよ」などと言われて、その気で終わった
のですよ。私の年会の記憶というのは、お金集
め以外はあまりないです。すみません、中身の
ないからっぽの年会長だったんじゃないかと
思っています。

塩見　そんなことはありません。先生方の新
しい試みや運営会社さんのヘルプもあって、そ
れが日本の分子生物学という学問を引っ張っ
たんだと思います。

吉田　そう、ポイントは引っ張ることですね。
年会に行きたいと思うポイントは、いい研究が
あるかないかですよね。ですが、いい研究を
リードすることは年会には無理ですから、年会
が出来ることは若い人たちを刺激することく
らいでしょう。それで私たちが思ったのは、口
頭発表の機会を増やそうということでした。す
べて口頭発表前提でアブストラクトを募集し
て、あなたはポスターへと落ちましたよって平

気でやりましょうと。競争の意識を煽ろうと
思ったんですけど、反対されましたね（笑）。

塩見　あら、そうですか。

吉田　反対には理由がありましてね、学会と
いうのは会員が参加して、発表するのが権利
であると。日本の悪い平等主義だと思います
ね。そういう反論は若い人からも年配の人か
らも言われました。口頭発表で選ばれるのは
名誉なことであると、そう思ってもらえる年会
をやろうじゃないかと言ったんだけれど、そこ
らへんまではいかなかった。今も、最初から口
頭発表を希望しないポスターというのが定着
していますよね。そうじゃなくて、一生懸命に
研究したんだから、一生懸命アブストラクト書
いて、いい研究として選ばれましたって言える
ような分子生物学会になれば、若い人たちの
ひとつのステイタスになると今でも思っていま
す。若い人をどう刺激するか、年会とは一体何
か、難しい課題ですね。それに、学問の進歩が
フラットになった今の時代の若い人たちはと
ても気の毒だと思います。

塩見　エキサイトメントが少なくなりますよね。
これを選ぶと正解、ということはサイエンスに
はないですからね。

吉田　その通りですね。個々の研究とは違い、
学会などの活動目標などと云ったものには、正
しい答えなどはないわけで、何かをやってみて
結果が出れば、それが正しい挑戦であったと
なるようなものだと思います。今の学問の進歩
からいうと、5年あるいは10年で修正するとい

うようなものでもいいんじゃないかと思ってい
ます。3年ほど前の学会創立40周年記念対談
（https://www.mbsj.jp/about-mbsj/40an
niv_taidan.html）のとき、分子生物学会にそ
れを求めたいとさんざん塩見（春彦）先生にか
みついたら、大変困っていましたけど（笑）。彼
とは昔のことですが、知り合いだったので、心
安くものごとを申し上げたものでね。ところで
塩見春彦先生とこちらの塩見先生って関係
ある？

塩見　関係ある。夫婦、パートナー。

吉田　あっ、それは失礼をいたしました。

塩見　お世話になりました（笑）。

吉田　いや、そのときはですね、分子生物学会
はもっと社会貢献できないもんですかねって
ことが話題になったんです。例えば癌学会は
がんを治す、それで社会に貢献すると、はっき
りしているんです。ところが分子生物学は、ひ
とつひとつみれば社会と接点があるものの、
学会が直接つながっているわけではないんで
すよ。窓口がないと資金が集めにくいから、そ
こを何とか考えたらどうですかって、塩見（春
彦）先生に言ったんですよ。ただこれは非常に
難しい。

塩見　まさしくそうなんです。例えばうちの母
とか親戚などに、がん研究ならすぐ伝わるんで
す。なぜなら、がんというのは自分の身近にあ
るので。分子生物学は共通言語ですよね。植物
学、動物学、がん研究、そういうもともと分離さ

れていたもの、わかりえなかったものをつなげ
たのが分子生物学だと。それが融合し始めて、
さらにそれを土台として積み上がったものが
あって、今3Dになって、その枠組が分子生物
学だと私は思うんです。当然、いろんな学問に
対して貢献しています。がんもそうだし老化も
そう。そのあたりは人に近いので分かり良いん
ですけれど、枠組はなかなか外から見えない
ところにあって、でもそれがないと倒れてしま
います。分子生物学は、生命科学っていうもの
の枠組というか、家の基礎みたいなものかな
と思っているんです。

吉田　全くその通りです。問題は、世の中の人
たちにその貢献が上手く伝わっているかなん
ですよね。さらに年会は一年単位だから、
2021年会はこれでやるんだって先生が言って
も、次の年会で継承されるかはわからない。こ
ういうことはある程度継承されないと実際の
効果が出てこないですよね。寄付を集めるに
はそのための旗印が必要なんですが、それを
今の分子生物学会に思うわけです。皆は平穏
無事で、年会長になった人たちだけが困った
困ったと言っているのが実情ではないのかと
いう気がしないでもないですね。

塩見　そうかもしれませんね。ありがとうござ
います。このコロナの状況で、昨年2020年会
は上村匡さんが苦渋のご決断で基地局を京
都に設置、オンラインで開催されたんですよ。
だから特に若手は「今回は対面でやりたい、横
浜に行きたい」という声が大きいです。インタ
ラクションという繋がりを若手は切望してい
ますね。

吉田　オンラインだけにしたら終わりだって
思いました。文字や画面からでは伝わらない
ものがあるだけでなく、予期せぬ出会いが無く
なりますね。人と出会うこと、アイディアと出会
うことがとても新鮮なはずですね。研究成果
の交換というだけだったら論文を読めばそれ
でいいので、年会をやる意味がない。自分がこ
れを聞きたいってオンラインで聞けば、そこだ
けで終わるんですよ。でも、現地の会場に行く
と、空いた時間に自分の領域とは関係のない
講演を聞いたり、思わぬ人と出会ったり、
「えっ！」ていうことがあるでしょ。

塩見　あるある。

吉田　人と会って無駄話しているときの「それ
それ！」っていうのがすごく大事だと思うんで
す。セッションよりアフターセッションが大事
なんですよ。コロナみたいな特殊事情のときは
しょうがないですけど、オンラインだけじゃダ
メです。問題はコミュニケーション、人と人の
交流なんですがこれがまた難しい。参加者が
数千人の頃、分子生物学会も年会での懇親会
というのをやっていたんです。ところが、参加
者が多すぎて、懇親会が始まっても食べ物の
テーブルに辿り着けない。追加の料理を頼ん
でも、お皿がメインのテーブルに着く前に全部
なくなってしまう（笑）。マンガみたいでした。こ
れでは懇親会をやる意味がないだけでなく、
不満が残るだけということになりました。その
時でしたね、準備委員からミキサーをやった
らどうかと意見が出て、それでアドホックに
やったんですよ。機器の展示場とか、あっち
こっちにテントを張って、缶ビールをただにす

るとたくさん飲む人が出てくるから、非常に安
くして提供しました。夕方からそれを片手に建
物の外でも中でも話ができるようにしようと。
まぁ、どれほどコミュニケーションの効果が
あったのかは分かりませんでしたが。喜んだ人
は結構いたみたいですけれどね。

塩見　それは喜ばれたと思います。その年会、
今もあるなら私も行きたいくらいです（笑）。昨
年できなかったことを今年はぜひ挽回したい
と思います。それでは、女性研究者の現状につ
いて、先生はどのようにお考えですか？

吉田　学会としてはこれは難しい。学会の運
営とか年会の運営に、女性研究者をたくさん
登用すること以外にできることあるのかな。研
究者になって特別の辛い思いをしなくても生
きていけるっていう社会環境が作られなけれ
ば、それは無理ですよね。これは学会の外の問
題。分子生物学会がやるとしたら、それをどこ
に働きかけるかがひとつの方法ですね。たとえ
ば行政とか、経済界とか、個人では出来ないこ
とですから、やりようがあるかもしれません。

塩見　文科省や教育機関の人を呼んで対談
したりもしているんですけれど、3年くらいで人
が替わって、そのたびに振り出しへ戻って自然
とフェードアウトしますよね。

吉田　別の局面でもそういう経験を大いにし
てきました（笑）。彼らはわかってくれるんです
けど手を付けない。それなら、やらなくちゃい
けないように仕向けるのが戦略というか戦術
ですよ、難しいですがね。何よりも、若手や中

堅の女性が魅力を感じて続けることができる
環境を作ってあげないといけないでしょう。

塩見　先生がおっしゃるように、まず、サポー
トはできるじゃないですか。同等の男性と女性
がいる、女性を起用しよう。だけど、あまりにも
負担になると、若手からみたとき、あんなに女
性はつらい想いをしている。これではダメです
よね。それを周りがサポートするような支援体
制が大事なんでしょうね。うちも子どもがいた
んですけれど、しんどいのは8歳くらいまでな
んです。この8年間を経済的にサポートする。
男性も女性も同等に扱うから、だからやりなさ
いよって。そういうやり方は端的でいいのか
なって思うんですけど、いかんせんお財布がな
いので。

吉田　そのお財布、学会で作れないんですか
ね。もちろん、会員から集めるのではなくて、そ
ういう趣旨の御旗の下に袋を作って、是非に
もそこに入れてもらう。叩かれても非難されて
も、失敗しようが挫折しようがやり続ける。そ
んなことを、学会に期待してはいけないですか
ね。いま言われたように、具体的にサポートの
中身が決まっているなら、やりようによっては
出来るのではないかな。最近ではクラウドファ
ンデイングなどと云うのもありますよね。私は
しばらく会社に行っていたおかげで、こういう
発想ができるようになりました。研究が技術を
作ると同時に技術が新しい研究を作るという
のも正しいですよね。技術は大きなリーダーと
いう感じがよく分かってきたのです。「技術」を
「お金」という文字に置き換えても、話は成り立
つんです。

塩見　でも本当にそうで、研究者も井の中の
蛙ではダメだと思うんです。先生のようにいろ
んなご経験をされて、思考もいろいろだと、新
しいアイディアも出ますよね。日本人は抜きん
出るのが嫌いじゃないですか。平均的に何か
やるというのが大好き。研究者の魅力っていう
のも、私はそこをもうちょっと押し出してもい
いかなと。

岩崎　すっかり吉田先生のお話に聞き入って
いました。これまで、幅広い分野が混在してい
るところが分子生物学会のいいところなんだ
ろうと思っていたのですが、どこか抜きん出る
ところをアピールして社会貢献や資金調達に
つなげるっていう視点も大事なんだというの
が目から鱗でした。

吉田　広く生きものを理解する、分子のレベ
ルで理解するというのを一手に引き受けてい
る分子生物学会は非常に価値がある。必須で
あるだけ十分意味がある。ですがね、ダーウィ
ンは、強いものが生き残るわけじゃない、その
時代と環境に適応したものが生き残ると言っ
た。このように思えば、学会も変わるべきだと
思うんです。現状を見ていろんなことに挑戦す
るのだと。

岩崎　常に挑戦してこられたのですね。先生
の年会ではコンセプトは不要だったというお
話がありましたが、大盛況のなか皆さんハッ
ピーになって終わったというのが根幹的に大
事なところなんだろうと思いました。今年の
2021年会もそういうふうになるようにがんば
りたいと思いました。

パシフィコ横浜 開催
10回 記

念

してください。横浜はロケーションもとても良
いですし、魅力がたくさんありますので。年会
に参加するだけじゃなくて、その後の、例えば
中華街で夕飯を一緒にするとか、そういう場も
大事なんですけれどね、科学の発展には。

吉田　私などはアフターセッションのコミュ
ニケーションが大事であると、今日まで言い
続けてきたじゃないですか（笑）。困難もあるで
しょうけど、実際にやってみる。そうすると必ず
何かそこに問題が起きるんです。それを解決す
るための努力が新しい道を拓くんじゃないか
と。議論が学会の中で起きるということを期待
しています。

塩見　私もまったく同感で、そのように思いま
す。ぜひ横浜にいらしてください。本日はほか
で聞けない話が色々聞けまして、いっぱい笑
いました。吉田先生、本日はありがとうござい
ました。

吉田　ぜひがんばってください。一般に良し悪
しの判断にアンケートなるものが使われます
ね。日本的には、年会がよかったかと質問する
と、多くの人がよかったというところに〇印を
付けるでしょう。だからこんなのはどうですか。
質問に、「こういうことが不都合だった、このよ
うなことが足りなかった」という項目を作る。
アンケートのネガティブ評価を次の年会長に
申し送る。イヤなことですけど（笑）。

岩崎　最近は匿名だと結構本音を引き出せる
なと思うこともあって、例えば授業評価でも、
この先生の授業はわかりにくかったとか、あの
スライドはそうじゃないと思うみたいなことも
正直に書いてくれます。分生のアンケートでも、
結構ざっくばらんに皆いろんな意見を出して
くれる気もしてきますね。

吉田　日本人はマイルドなのか遠慮するのか
本音をあまり語らないんですよ。日本文化なん
だなとしみじみ思ったり、いい時と悪い時があ
るなどと思ったりします。悪いところに丸を付
けるっていう質問の仕方をやってみると何か
わかるかもしれません。

塩見　ちょっと考えてみたいと思います。

吉田　ここ最近、私は年会に出ていないんで
す。いくつか理由がありますが、その中に英語
があります。スライドを見れば大体のことはわ
かるんですが、微妙な言い回しとか、ちょっと
した言い過ぎなどの議論は、聞き手にとって難
しいところがあります。若者にとっていい学会
なるものを、年寄りが推し量ってはならない問

題なんですが、理解や発表の練習は日本語が
原点だと思っています、古い私ですので。考え
がきちんとしていれば日本語がちゃんとでき
るし、日本語が出来る人は英語もうまいし発
表が大変うまいと言われます。自分自身の経
験ですが、仕事が良くても発表がうまくなけれ
ば低い評価を受けることになります。若者には
多くの人の前に立って発表する機会を与えて
練習することが大切だと思います。大切なの
は言葉ではなく、発表のスキルだと思います。
この視点から、年会は若い人たちが勉強・学習
する場所にしたらどうかなって思っています、
国際化の前に。立派な仕事をした人たちは国
際的に向こうでもしゃべるし、論文も出る。日
本でわざわざ英語でしゃべることはないん
じゃないかと。出来上がった人は外国のミー
ティングに出ればいいんですから。

塩見　はい、現地で、対面でやることの重要さ
をあらためて感じました。議論しやすい日本語
もうまく取り入れなさいということですね。

吉田　細かいことは英語で言える人がいても
理解はできない人も多いですから、学生の質を
落とすことにならないようにと心配しています。

塩見　まさしくそうだと思います。理事会のほ
うへも反映させていきたいと思います。

吉田　急に、突撃隊みたいに走らないように。

塩見　はい、日本人なのでマイルドにやってい
きます（笑）。先生、楽しいお話をありがとうご
ざいました。よろしければ12月の年会にいら



塩見　『時代を先取りした“みなと”横浜での
年会』というキャッチフレーズのもと、吉田先
生は横浜で初めて分子生物学会の年会を開
催されました。1998年会ではコンセプトもお
考えになられたのでしょうか？

吉田　正直に申しまして、コンセプトなんても
のがいらない時代でした。ちょうど分子生物
学が日本中に広がって、同時に、ゲノムが本格
的に動き出したときだったんです。ヒトの全ゲ
ノムが2年後に決まったと言えば、若い人も時
代背景がおわかりになるかもしれませんね。
分子生物学的な研究への興味が上向きで、学

会は皆が集まりたい場所であって、何も言う
必要がなかった時代でした。そういう意味で
は、私はとても恵まれた環境で年会をやらせ
てもらったと思っています。

塩見　分子生物学が爆発的に伸びていた時
代、キャパシティに見合う会場をどのように検
討されたのですか？

吉田　新しい研究が展開するのは研究者に
とって最も大きな魅力ですからね。おもしろい
から興奮して皆が集まる。会員がどんどん増え
て年会の参加者も増加しつつあったので、そ

れまでの会場では賄いきれず、最大規模の場
所として横浜にしました。ただ、大変立派な施
設ですから学会の補助だけではとてもやれる
わけがなくて（笑）。それで、勝木元也先生
（2003年会長）と私が中心になって考えてい
たのが、先ず若い人が参加したい年会にした
いということでした。若い人が口頭発表する機
会を多くしたい。出来あがった立派な研究者
だけじゃなくて、大学院生だとか、大学院を出
て間もない若い人たちの発表の機会を増やし
たいと思うとさらに会場が必要になる。しかし
資金がない。ところがご存知のように、我々研
究者にはそういう才能がないので、学会等の
運営会社に声をかけました。お金はないけど
こういうことをやりたいと頼んで、いろんなア
イディアを巡らせてもらって年会のカタチをつ
くっていきました。それがその後の年会に定着
するんですが、ひとつは研究機器の展示場の
変更でした。従来は小さなコーナーに機器が
並べられた展示でしたが、大きな展示場を
作って、ブースのサイズと場所によって値段

（出展料）を変えましょうと。大きい出展には一
等地を占有してもらい、それだけお金を出して
くださいと。これがすごく当たりましてね。当時
はゲノムの研究機器も急速に発展しつつあっ
て、外国の大手企業などが新しい機器のブー
スを出してくれたりして、そうやって資金を稼
いでくれました。

塩見　なるほど。機器展示の考え方を大きく
変えた年会となったのですね。

吉田　もう一つ、今はどこの学会でもやってい
ますけれど、ランチョンセミナーですね。これ
自体は新しいアイディアではなかったのです
が、ランチョンの会場をたくさん作って、お弁
当はただで配ってもらいました。場所を提供す
るだけで資金が集まるわけですから、会場の
広さを活用して、資金確保もできました。研究
の中身も、機器も、集まる人も、全部が右肩上
がりの時期でした。

第21回（1998年）年会 吉田 光昭 年会長インタビュー

塩見　うらやましい限りです。

吉田　申し訳ございません。塩見先生の年会
長挨拶を読むと、横浜が最後になるかもしれ
ないって書いてあるじゃないですか。知る人ぞ
知るってありましたから、やはりお金なんだろ
うなとすぐに分かりました。どの年会長さんも
悩むお金、学会のコンセプトなどを考える必
要のないところで年会をやらせてもらった私
でしたが、年会の目標が一体何なのか分から
ずじまいでした。年会ってどんな目的でやるん
だろうねっていう話をしたのはしたのですが、
「吉田さん、そういうことより、ちゃんと人が集
まって、皆がよかったと言う会をやるのが大事
なんだよ」などと言われて、その気で終わった
のですよ。私の年会の記憶というのは、お金集
め以外はあまりないです。すみません、中身の
ないからっぽの年会長だったんじゃないかと
思っています。

塩見　そんなことはありません。先生方の新
しい試みや運営会社さんのヘルプもあって、そ
れが日本の分子生物学という学問を引っ張っ
たんだと思います。

吉田　そう、ポイントは引っ張ることですね。
年会に行きたいと思うポイントは、いい研究が
あるかないかですよね。ですが、いい研究を
リードすることは年会には無理ですから、年会
が出来ることは若い人たちを刺激することく
らいでしょう。それで私たちが思ったのは、口
頭発表の機会を増やそうということでした。す
べて口頭発表前提でアブストラクトを募集し
て、あなたはポスターへと落ちましたよって平

気でやりましょうと。競争の意識を煽ろうと
思ったんですけど、反対されましたね（笑）。

塩見　あら、そうですか。

吉田　反対には理由がありましてね、学会と
いうのは会員が参加して、発表するのが権利
であると。日本の悪い平等主義だと思います
ね。そういう反論は若い人からも年配の人か
らも言われました。口頭発表で選ばれるのは
名誉なことであると、そう思ってもらえる年会
をやろうじゃないかと言ったんだけれど、そこ
らへんまではいかなかった。今も、最初から口
頭発表を希望しないポスターというのが定着
していますよね。そうじゃなくて、一生懸命に
研究したんだから、一生懸命アブストラクト書
いて、いい研究として選ばれましたって言える
ような分子生物学会になれば、若い人たちの
ひとつのステイタスになると今でも思っていま
す。若い人をどう刺激するか、年会とは一体何
か、難しい課題ですね。それに、学問の進歩が
フラットになった今の時代の若い人たちはと
ても気の毒だと思います。

塩見　エキサイトメントが少なくなりますよね。
これを選ぶと正解、ということはサイエンスに
はないですからね。

吉田　その通りですね。個々の研究とは違い、
学会などの活動目標などと云ったものには、正
しい答えなどはないわけで、何かをやってみて
結果が出れば、それが正しい挑戦であったと
なるようなものだと思います。今の学問の進歩
からいうと、5年あるいは10年で修正するとい

うようなものでもいいんじゃないかと思ってい
ます。3年ほど前の学会創立40周年記念対談
（https://www.mbsj.jp/about-mbsj/40an
niv_taidan.html）のとき、分子生物学会にそ
れを求めたいとさんざん塩見（春彦）先生にか
みついたら、大変困っていましたけど（笑）。彼
とは昔のことですが、知り合いだったので、心
安くものごとを申し上げたものでね。ところで
塩見春彦先生とこちらの塩見先生って関係
ある？

塩見　関係ある。夫婦、パートナー。

吉田　あっ、それは失礼をいたしました。

塩見　お世話になりました（笑）。

吉田　いや、そのときはですね、分子生物学会
はもっと社会貢献できないもんですかねって
ことが話題になったんです。例えば癌学会は
がんを治す、それで社会に貢献すると、はっき
りしているんです。ところが分子生物学は、ひ
とつひとつみれば社会と接点があるものの、
学会が直接つながっているわけではないんで
すよ。窓口がないと資金が集めにくいから、そ
こを何とか考えたらどうですかって、塩見（春
彦）先生に言ったんですよ。ただこれは非常に
難しい。

塩見　まさしくそうなんです。例えばうちの母
とか親戚などに、がん研究ならすぐ伝わるんで
す。なぜなら、がんというのは自分の身近にあ
るので。分子生物学は共通言語ですよね。植物
学、動物学、がん研究、そういうもともと分離さ

れていたもの、わかりえなかったものをつなげ
たのが分子生物学だと。それが融合し始めて、
さらにそれを土台として積み上がったものが
あって、今3Dになって、その枠組が分子生物
学だと私は思うんです。当然、いろんな学問に
対して貢献しています。がんもそうだし老化も
そう。そのあたりは人に近いので分かり良いん
ですけれど、枠組はなかなか外から見えない
ところにあって、でもそれがないと倒れてしま
います。分子生物学は、生命科学っていうもの
の枠組というか、家の基礎みたいなものかな
と思っているんです。

吉田　全くその通りです。問題は、世の中の人
たちにその貢献が上手く伝わっているかなん
ですよね。さらに年会は一年単位だから、
2021年会はこれでやるんだって先生が言って
も、次の年会で継承されるかはわからない。こ
ういうことはある程度継承されないと実際の
効果が出てこないですよね。寄付を集めるに
はそのための旗印が必要なんですが、それを
今の分子生物学会に思うわけです。皆は平穏
無事で、年会長になった人たちだけが困った
困ったと言っているのが実情ではないのかと
いう気がしないでもないですね。

塩見　そうかもしれませんね。ありがとうござ
います。このコロナの状況で、昨年2020年会
は上村匡さんが苦渋のご決断で基地局を京
都に設置、オンラインで開催されたんですよ。
だから特に若手は「今回は対面でやりたい、横
浜に行きたい」という声が大きいです。インタ
ラクションという繋がりを若手は切望してい
ますね。

吉田　オンラインだけにしたら終わりだって
思いました。文字や画面からでは伝わらない
ものがあるだけでなく、予期せぬ出会いが無く
なりますね。人と出会うこと、アイディアと出会
うことがとても新鮮なはずですね。研究成果
の交換というだけだったら論文を読めばそれ
でいいので、年会をやる意味がない。自分がこ
れを聞きたいってオンラインで聞けば、そこだ
けで終わるんですよ。でも、現地の会場に行く
と、空いた時間に自分の領域とは関係のない
講演を聞いたり、思わぬ人と出会ったり、
「えっ！」ていうことがあるでしょ。

塩見　あるある。

吉田　人と会って無駄話しているときの「それ
それ！」っていうのがすごく大事だと思うんで
す。セッションよりアフターセッションが大事
なんですよ。コロナみたいな特殊事情のときは
しょうがないですけど、オンラインだけじゃダ
メです。問題はコミュニケーション、人と人の
交流なんですがこれがまた難しい。参加者が
数千人の頃、分子生物学会も年会での懇親会
というのをやっていたんです。ところが、参加
者が多すぎて、懇親会が始まっても食べ物の
テーブルに辿り着けない。追加の料理を頼ん
でも、お皿がメインのテーブルに着く前に全部
なくなってしまう（笑）。マンガみたいでした。こ
れでは懇親会をやる意味がないだけでなく、
不満が残るだけということになりました。その
時でしたね、準備委員からミキサーをやった
らどうかと意見が出て、それでアドホックに
やったんですよ。機器の展示場とか、あっち
こっちにテントを張って、缶ビールをただにす

るとたくさん飲む人が出てくるから、非常に安
くして提供しました。夕方からそれを片手に建
物の外でも中でも話ができるようにしようと。
まぁ、どれほどコミュニケーションの効果が
あったのかは分かりませんでしたが。喜んだ人
は結構いたみたいですけれどね。

塩見　それは喜ばれたと思います。その年会、
今もあるなら私も行きたいくらいです（笑）。昨
年できなかったことを今年はぜひ挽回したい
と思います。それでは、女性研究者の現状につ
いて、先生はどのようにお考えですか？

吉田　学会としてはこれは難しい。学会の運
営とか年会の運営に、女性研究者をたくさん
登用すること以外にできることあるのかな。研
究者になって特別の辛い思いをしなくても生
きていけるっていう社会環境が作られなけれ
ば、それは無理ですよね。これは学会の外の問
題。分子生物学会がやるとしたら、それをどこ
に働きかけるかがひとつの方法ですね。たとえ
ば行政とか、経済界とか、個人では出来ないこ
とですから、やりようがあるかもしれません。

塩見　文科省や教育機関の人を呼んで対談
したりもしているんですけれど、3年くらいで人
が替わって、そのたびに振り出しへ戻って自然
とフェードアウトしますよね。

吉田　別の局面でもそういう経験を大いにし
てきました（笑）。彼らはわかってくれるんです
けど手を付けない。それなら、やらなくちゃい
けないように仕向けるのが戦略というか戦術
ですよ、難しいですがね。何よりも、若手や中

堅の女性が魅力を感じて続けることができる
環境を作ってあげないといけないでしょう。

塩見　先生がおっしゃるように、まず、サポー
トはできるじゃないですか。同等の男性と女性
がいる、女性を起用しよう。だけど、あまりにも
負担になると、若手からみたとき、あんなに女
性はつらい想いをしている。これではダメです
よね。それを周りがサポートするような支援体
制が大事なんでしょうね。うちも子どもがいた
んですけれど、しんどいのは8歳くらいまでな
んです。この8年間を経済的にサポートする。
男性も女性も同等に扱うから、だからやりなさ
いよって。そういうやり方は端的でいいのか
なって思うんですけど、いかんせんお財布がな
いので。

吉田　そのお財布、学会で作れないんですか
ね。もちろん、会員から集めるのではなくて、そ
ういう趣旨の御旗の下に袋を作って、是非に
もそこに入れてもらう。叩かれても非難されて
も、失敗しようが挫折しようがやり続ける。そ
んなことを、学会に期待してはいけないですか
ね。いま言われたように、具体的にサポートの
中身が決まっているなら、やりようによっては
出来るのではないかな。最近ではクラウドファ
ンデイングなどと云うのもありますよね。私は
しばらく会社に行っていたおかげで、こういう
発想ができるようになりました。研究が技術を
作ると同時に技術が新しい研究を作るという
のも正しいですよね。技術は大きなリーダーと
いう感じがよく分かってきたのです。「技術」を
「お金」という文字に置き換えても、話は成り立
つんです。

塩見　でも本当にそうで、研究者も井の中の
蛙ではダメだと思うんです。先生のようにいろ
んなご経験をされて、思考もいろいろだと、新
しいアイディアも出ますよね。日本人は抜きん
出るのが嫌いじゃないですか。平均的に何か
やるというのが大好き。研究者の魅力っていう
のも、私はそこをもうちょっと押し出してもい
いかなと。

岩崎　すっかり吉田先生のお話に聞き入って
いました。これまで、幅広い分野が混在してい
るところが分子生物学会のいいところなんだ
ろうと思っていたのですが、どこか抜きん出る
ところをアピールして社会貢献や資金調達に
つなげるっていう視点も大事なんだというの
が目から鱗でした。

吉田　広く生きものを理解する、分子のレベ
ルで理解するというのを一手に引き受けてい
る分子生物学会は非常に価値がある。必須で
あるだけ十分意味がある。ですがね、ダーウィ
ンは、強いものが生き残るわけじゃない、その
時代と環境に適応したものが生き残ると言っ
た。このように思えば、学会も変わるべきだと
思うんです。現状を見ていろんなことに挑戦す
るのだと。

岩崎　常に挑戦してこられたのですね。先生
の年会ではコンセプトは不要だったというお
話がありましたが、大盛況のなか皆さんハッ
ピーになって終わったというのが根幹的に大
事なところなんだろうと思いました。今年の
2021年会もそういうふうになるようにがんば
りたいと思いました。
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してください。横浜はロケーションもとても良
いですし、魅力がたくさんありますので。年会
に参加するだけじゃなくて、その後の、例えば
中華街で夕飯を一緒にするとか、そういう場も
大事なんですけれどね、科学の発展には。

吉田　私などはアフターセッションのコミュ
ニケーションが大事であると、今日まで言い
続けてきたじゃないですか（笑）。困難もあるで
しょうけど、実際にやってみる。そうすると必ず
何かそこに問題が起きるんです。それを解決す
るための努力が新しい道を拓くんじゃないか
と。議論が学会の中で起きるということを期待
しています。

塩見　私もまったく同感で、そのように思いま
す。ぜひ横浜にいらしてください。本日はほか
で聞けない話が色々聞けまして、いっぱい笑
いました。吉田先生、本日はありがとうござい
ました。

吉田　ぜひがんばってください。一般に良し悪
しの判断にアンケートなるものが使われます
ね。日本的には、年会がよかったかと質問する
と、多くの人がよかったというところに〇印を
付けるでしょう。だからこんなのはどうですか。
質問に、「こういうことが不都合だった、このよ
うなことが足りなかった」という項目を作る。
アンケートのネガティブ評価を次の年会長に
申し送る。イヤなことですけど（笑）。

岩崎　最近は匿名だと結構本音を引き出せる
なと思うこともあって、例えば授業評価でも、
この先生の授業はわかりにくかったとか、あの
スライドはそうじゃないと思うみたいなことも
正直に書いてくれます。分生のアンケートでも、
結構ざっくばらんに皆いろんな意見を出して
くれる気もしてきますね。

吉田　日本人はマイルドなのか遠慮するのか
本音をあまり語らないんですよ。日本文化なん
だなとしみじみ思ったり、いい時と悪い時があ
るなどと思ったりします。悪いところに丸を付
けるっていう質問の仕方をやってみると何か
わかるかもしれません。

塩見　ちょっと考えてみたいと思います。

吉田　ここ最近、私は年会に出ていないんで
す。いくつか理由がありますが、その中に英語
があります。スライドを見れば大体のことはわ
かるんですが、微妙な言い回しとか、ちょっと
した言い過ぎなどの議論は、聞き手にとって難
しいところがあります。若者にとっていい学会
なるものを、年寄りが推し量ってはならない問

題なんですが、理解や発表の練習は日本語が
原点だと思っています、古い私ですので。考え
がきちんとしていれば日本語がちゃんとでき
るし、日本語が出来る人は英語もうまいし発
表が大変うまいと言われます。自分自身の経
験ですが、仕事が良くても発表がうまくなけれ
ば低い評価を受けることになります。若者には
多くの人の前に立って発表する機会を与えて
練習することが大切だと思います。大切なの
は言葉ではなく、発表のスキルだと思います。
この視点から、年会は若い人たちが勉強・学習
する場所にしたらどうかなって思っています、
国際化の前に。立派な仕事をした人たちは国
際的に向こうでもしゃべるし、論文も出る。日
本でわざわざ英語でしゃべることはないん
じゃないかと。出来上がった人は外国のミー
ティングに出ればいいんですから。

塩見　はい、現地で、対面でやることの重要さ
をあらためて感じました。議論しやすい日本語
もうまく取り入れなさいということですね。

吉田　細かいことは英語で言える人がいても
理解はできない人も多いですから、学生の質を
落とすことにならないようにと心配しています。

塩見　まさしくそうだと思います。理事会のほ
うへも反映させていきたいと思います。

吉田　急に、突撃隊みたいに走らないように。

塩見　はい、日本人なのでマイルドにやってい
きます（笑）。先生、楽しいお話をありがとうご
ざいました。よろしければ12月の年会にいら



塩見　『時代を先取りした“みなと”横浜での
年会』というキャッチフレーズのもと、吉田先
生は横浜で初めて分子生物学会の年会を開
催されました。1998年会ではコンセプトもお
考えになられたのでしょうか？

吉田　正直に申しまして、コンセプトなんても
のがいらない時代でした。ちょうど分子生物
学が日本中に広がって、同時に、ゲノムが本格
的に動き出したときだったんです。ヒトの全ゲ
ノムが2年後に決まったと言えば、若い人も時
代背景がおわかりになるかもしれませんね。
分子生物学的な研究への興味が上向きで、学

会は皆が集まりたい場所であって、何も言う
必要がなかった時代でした。そういう意味で
は、私はとても恵まれた環境で年会をやらせ
てもらったと思っています。

塩見　分子生物学が爆発的に伸びていた時
代、キャパシティに見合う会場をどのように検
討されたのですか？

吉田　新しい研究が展開するのは研究者に
とって最も大きな魅力ですからね。おもしろい
から興奮して皆が集まる。会員がどんどん増え
て年会の参加者も増加しつつあったので、そ

れまでの会場では賄いきれず、最大規模の場
所として横浜にしました。ただ、大変立派な施
設ですから学会の補助だけではとてもやれる
わけがなくて（笑）。それで、勝木元也先生
（2003年会長）と私が中心になって考えてい
たのが、先ず若い人が参加したい年会にした
いということでした。若い人が口頭発表する機
会を多くしたい。出来あがった立派な研究者
だけじゃなくて、大学院生だとか、大学院を出
て間もない若い人たちの発表の機会を増やし
たいと思うとさらに会場が必要になる。しかし
資金がない。ところがご存知のように、我々研
究者にはそういう才能がないので、学会等の
運営会社に声をかけました。お金はないけど
こういうことをやりたいと頼んで、いろんなア
イディアを巡らせてもらって年会のカタチをつ
くっていきました。それがその後の年会に定着
するんですが、ひとつは研究機器の展示場の
変更でした。従来は小さなコーナーに機器が
並べられた展示でしたが、大きな展示場を
作って、ブースのサイズと場所によって値段

（出展料）を変えましょうと。大きい出展には一
等地を占有してもらい、それだけお金を出して
くださいと。これがすごく当たりましてね。当時
はゲノムの研究機器も急速に発展しつつあっ
て、外国の大手企業などが新しい機器のブー
スを出してくれたりして、そうやって資金を稼
いでくれました。

塩見　なるほど。機器展示の考え方を大きく
変えた年会となったのですね。

吉田　もう一つ、今はどこの学会でもやってい
ますけれど、ランチョンセミナーですね。これ
自体は新しいアイディアではなかったのです
が、ランチョンの会場をたくさん作って、お弁
当はただで配ってもらいました。場所を提供す
るだけで資金が集まるわけですから、会場の
広さを活用して、資金確保もできました。研究
の中身も、機器も、集まる人も、全部が右肩上
がりの時期でした。

第21回（1998年）年会 吉田 光昭 年会長インタビュー

塩見　うらやましい限りです。

吉田　申し訳ございません。塩見先生の年会
長挨拶を読むと、横浜が最後になるかもしれ
ないって書いてあるじゃないですか。知る人ぞ
知るってありましたから、やはりお金なんだろ
うなとすぐに分かりました。どの年会長さんも
悩むお金、学会のコンセプトなどを考える必
要のないところで年会をやらせてもらった私
でしたが、年会の目標が一体何なのか分から
ずじまいでした。年会ってどんな目的でやるん
だろうねっていう話をしたのはしたのですが、
「吉田さん、そういうことより、ちゃんと人が集
まって、皆がよかったと言う会をやるのが大事
なんだよ」などと言われて、その気で終わった
のですよ。私の年会の記憶というのは、お金集
め以外はあまりないです。すみません、中身の
ないからっぽの年会長だったんじゃないかと
思っています。

塩見　そんなことはありません。先生方の新
しい試みや運営会社さんのヘルプもあって、そ
れが日本の分子生物学という学問を引っ張っ
たんだと思います。

吉田　そう、ポイントは引っ張ることですね。
年会に行きたいと思うポイントは、いい研究が
あるかないかですよね。ですが、いい研究を
リードすることは年会には無理ですから、年会
が出来ることは若い人たちを刺激することく
らいでしょう。それで私たちが思ったのは、口
頭発表の機会を増やそうということでした。す
べて口頭発表前提でアブストラクトを募集し
て、あなたはポスターへと落ちましたよって平

気でやりましょうと。競争の意識を煽ろうと
思ったんですけど、反対されましたね（笑）。

塩見　あら、そうですか。

吉田　反対には理由がありましてね、学会と
いうのは会員が参加して、発表するのが権利
であると。日本の悪い平等主義だと思います
ね。そういう反論は若い人からも年配の人か
らも言われました。口頭発表で選ばれるのは
名誉なことであると、そう思ってもらえる年会
をやろうじゃないかと言ったんだけれど、そこ
らへんまではいかなかった。今も、最初から口
頭発表を希望しないポスターというのが定着
していますよね。そうじゃなくて、一生懸命に
研究したんだから、一生懸命アブストラクト書
いて、いい研究として選ばれましたって言える
ような分子生物学会になれば、若い人たちの
ひとつのステイタスになると今でも思っていま
す。若い人をどう刺激するか、年会とは一体何
か、難しい課題ですね。それに、学問の進歩が
フラットになった今の時代の若い人たちはと
ても気の毒だと思います。

塩見　エキサイトメントが少なくなりますよね。
これを選ぶと正解、ということはサイエンスに
はないですからね。

吉田　その通りですね。個々の研究とは違い、
学会などの活動目標などと云ったものには、正
しい答えなどはないわけで、何かをやってみて
結果が出れば、それが正しい挑戦であったと
なるようなものだと思います。今の学問の進歩
からいうと、5年あるいは10年で修正するとい

うようなものでもいいんじゃないかと思ってい
ます。3年ほど前の学会創立40周年記念対談
（https://www.mbsj.jp/about-mbsj/40an
niv_taidan.html）のとき、分子生物学会にそ
れを求めたいとさんざん塩見（春彦）先生にか
みついたら、大変困っていましたけど（笑）。彼
とは昔のことですが、知り合いだったので、心
安くものごとを申し上げたものでね。ところで
塩見春彦先生とこちらの塩見先生って関係
ある？

塩見　関係ある。夫婦、パートナー。

吉田　あっ、それは失礼をいたしました。

塩見　お世話になりました（笑）。

吉田　いや、そのときはですね、分子生物学会
はもっと社会貢献できないもんですかねって
ことが話題になったんです。例えば癌学会は
がんを治す、それで社会に貢献すると、はっき
りしているんです。ところが分子生物学は、ひ
とつひとつみれば社会と接点があるものの、
学会が直接つながっているわけではないんで
すよ。窓口がないと資金が集めにくいから、そ
こを何とか考えたらどうですかって、塩見（春
彦）先生に言ったんですよ。ただこれは非常に
難しい。

塩見　まさしくそうなんです。例えばうちの母
とか親戚などに、がん研究ならすぐ伝わるんで
す。なぜなら、がんというのは自分の身近にあ
るので。分子生物学は共通言語ですよね。植物
学、動物学、がん研究、そういうもともと分離さ

れていたもの、わかりえなかったものをつなげ
たのが分子生物学だと。それが融合し始めて、
さらにそれを土台として積み上がったものが
あって、今3Dになって、その枠組が分子生物
学だと私は思うんです。当然、いろんな学問に
対して貢献しています。がんもそうだし老化も
そう。そのあたりは人に近いので分かり良いん
ですけれど、枠組はなかなか外から見えない
ところにあって、でもそれがないと倒れてしま
います。分子生物学は、生命科学っていうもの
の枠組というか、家の基礎みたいなものかな
と思っているんです。

吉田　全くその通りです。問題は、世の中の人
たちにその貢献が上手く伝わっているかなん
ですよね。さらに年会は一年単位だから、
2021年会はこれでやるんだって先生が言って
も、次の年会で継承されるかはわからない。こ
ういうことはある程度継承されないと実際の
効果が出てこないですよね。寄付を集めるに
はそのための旗印が必要なんですが、それを
今の分子生物学会に思うわけです。皆は平穏
無事で、年会長になった人たちだけが困った
困ったと言っているのが実情ではないのかと
いう気がしないでもないですね。

塩見　そうかもしれませんね。ありがとうござ
います。このコロナの状況で、昨年2020年会
は上村匡さんが苦渋のご決断で基地局を京
都に設置、オンラインで開催されたんですよ。
だから特に若手は「今回は対面でやりたい、横
浜に行きたい」という声が大きいです。インタ
ラクションという繋がりを若手は切望してい
ますね。

吉田　オンラインだけにしたら終わりだって
思いました。文字や画面からでは伝わらない
ものがあるだけでなく、予期せぬ出会いが無く
なりますね。人と出会うこと、アイディアと出会
うことがとても新鮮なはずですね。研究成果
の交換というだけだったら論文を読めばそれ
でいいので、年会をやる意味がない。自分がこ
れを聞きたいってオンラインで聞けば、そこだ
けで終わるんですよ。でも、現地の会場に行く
と、空いた時間に自分の領域とは関係のない
講演を聞いたり、思わぬ人と出会ったり、
「えっ！」ていうことがあるでしょ。

塩見　あるある。

吉田　人と会って無駄話しているときの「それ
それ！」っていうのがすごく大事だと思うんで
す。セッションよりアフターセッションが大事
なんですよ。コロナみたいな特殊事情のときは
しょうがないですけど、オンラインだけじゃダ
メです。問題はコミュニケーション、人と人の
交流なんですがこれがまた難しい。参加者が
数千人の頃、分子生物学会も年会での懇親会
というのをやっていたんです。ところが、参加
者が多すぎて、懇親会が始まっても食べ物の
テーブルに辿り着けない。追加の料理を頼ん
でも、お皿がメインのテーブルに着く前に全部
なくなってしまう（笑）。マンガみたいでした。こ
れでは懇親会をやる意味がないだけでなく、
不満が残るだけということになりました。その
時でしたね、準備委員からミキサーをやった
らどうかと意見が出て、それでアドホックに
やったんですよ。機器の展示場とか、あっち
こっちにテントを張って、缶ビールをただにす

るとたくさん飲む人が出てくるから、非常に安
くして提供しました。夕方からそれを片手に建
物の外でも中でも話ができるようにしようと。
まぁ、どれほどコミュニケーションの効果が
あったのかは分かりませんでしたが。喜んだ人
は結構いたみたいですけれどね。

塩見　それは喜ばれたと思います。その年会、
今もあるなら私も行きたいくらいです（笑）。昨
年できなかったことを今年はぜひ挽回したい
と思います。それでは、女性研究者の現状につ
いて、先生はどのようにお考えですか？

吉田　学会としてはこれは難しい。学会の運
営とか年会の運営に、女性研究者をたくさん
登用すること以外にできることあるのかな。研
究者になって特別の辛い思いをしなくても生
きていけるっていう社会環境が作られなけれ
ば、それは無理ですよね。これは学会の外の問
題。分子生物学会がやるとしたら、それをどこ
に働きかけるかがひとつの方法ですね。たとえ
ば行政とか、経済界とか、個人では出来ないこ
とですから、やりようがあるかもしれません。

塩見　文科省や教育機関の人を呼んで対談
したりもしているんですけれど、3年くらいで人
が替わって、そのたびに振り出しへ戻って自然
とフェードアウトしますよね。

吉田　別の局面でもそういう経験を大いにし
てきました（笑）。彼らはわかってくれるんです
けど手を付けない。それなら、やらなくちゃい
けないように仕向けるのが戦略というか戦術
ですよ、難しいですがね。何よりも、若手や中

堅の女性が魅力を感じて続けることができる
環境を作ってあげないといけないでしょう。

塩見　先生がおっしゃるように、まず、サポー
トはできるじゃないですか。同等の男性と女性
がいる、女性を起用しよう。だけど、あまりにも
負担になると、若手からみたとき、あんなに女
性はつらい想いをしている。これではダメです
よね。それを周りがサポートするような支援体
制が大事なんでしょうね。うちも子どもがいた
んですけれど、しんどいのは8歳くらいまでな
んです。この8年間を経済的にサポートする。
男性も女性も同等に扱うから、だからやりなさ
いよって。そういうやり方は端的でいいのか
なって思うんですけど、いかんせんお財布がな
いので。

吉田　そのお財布、学会で作れないんですか
ね。もちろん、会員から集めるのではなくて、そ
ういう趣旨の御旗の下に袋を作って、是非に
もそこに入れてもらう。叩かれても非難されて
も、失敗しようが挫折しようがやり続ける。そ
んなことを、学会に期待してはいけないですか
ね。いま言われたように、具体的にサポートの
中身が決まっているなら、やりようによっては
出来るのではないかな。最近ではクラウドファ
ンデイングなどと云うのもありますよね。私は
しばらく会社に行っていたおかげで、こういう
発想ができるようになりました。研究が技術を
作ると同時に技術が新しい研究を作るという
のも正しいですよね。技術は大きなリーダーと
いう感じがよく分かってきたのです。「技術」を
「お金」という文字に置き換えても、話は成り立
つんです。

塩見　でも本当にそうで、研究者も井の中の
蛙ではダメだと思うんです。先生のようにいろ
んなご経験をされて、思考もいろいろだと、新
しいアイディアも出ますよね。日本人は抜きん
出るのが嫌いじゃないですか。平均的に何か
やるというのが大好き。研究者の魅力っていう
のも、私はそこをもうちょっと押し出してもい
いかなと。

岩崎　すっかり吉田先生のお話に聞き入って
いました。これまで、幅広い分野が混在してい
るところが分子生物学会のいいところなんだ
ろうと思っていたのですが、どこか抜きん出る
ところをアピールして社会貢献や資金調達に
つなげるっていう視点も大事なんだというの
が目から鱗でした。

吉田　広く生きものを理解する、分子のレベ
ルで理解するというのを一手に引き受けてい
る分子生物学会は非常に価値がある。必須で
あるだけ十分意味がある。ですがね、ダーウィ
ンは、強いものが生き残るわけじゃない、その
時代と環境に適応したものが生き残ると言っ
た。このように思えば、学会も変わるべきだと
思うんです。現状を見ていろんなことに挑戦す
るのだと。

岩崎　常に挑戦してこられたのですね。先生
の年会ではコンセプトは不要だったというお
話がありましたが、大盛況のなか皆さんハッ
ピーになって終わったというのが根幹的に大
事なところなんだろうと思いました。今年の
2021年会もそういうふうになるようにがんば
りたいと思いました。
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してください。横浜はロケーションもとても良
いですし、魅力がたくさんありますので。年会
に参加するだけじゃなくて、その後の、例えば
中華街で夕飯を一緒にするとか、そういう場も
大事なんですけれどね、科学の発展には。

吉田　私などはアフターセッションのコミュ
ニケーションが大事であると、今日まで言い
続けてきたじゃないですか（笑）。困難もあるで
しょうけど、実際にやってみる。そうすると必ず
何かそこに問題が起きるんです。それを解決す
るための努力が新しい道を拓くんじゃないか
と。議論が学会の中で起きるということを期待
しています。

塩見　私もまったく同感で、そのように思いま
す。ぜひ横浜にいらしてください。本日はほか
で聞けない話が色々聞けまして、いっぱい笑
いました。吉田先生、本日はありがとうござい
ました。

吉田　ぜひがんばってください。一般に良し悪
しの判断にアンケートなるものが使われます
ね。日本的には、年会がよかったかと質問する
と、多くの人がよかったというところに〇印を
付けるでしょう。だからこんなのはどうですか。
質問に、「こういうことが不都合だった、このよ
うなことが足りなかった」という項目を作る。
アンケートのネガティブ評価を次の年会長に
申し送る。イヤなことですけど（笑）。

岩崎　最近は匿名だと結構本音を引き出せる
なと思うこともあって、例えば授業評価でも、
この先生の授業はわかりにくかったとか、あの
スライドはそうじゃないと思うみたいなことも
正直に書いてくれます。分生のアンケートでも、
結構ざっくばらんに皆いろんな意見を出して
くれる気もしてきますね。

吉田　日本人はマイルドなのか遠慮するのか
本音をあまり語らないんですよ。日本文化なん
だなとしみじみ思ったり、いい時と悪い時があ
るなどと思ったりします。悪いところに丸を付
けるっていう質問の仕方をやってみると何か
わかるかもしれません。

塩見　ちょっと考えてみたいと思います。

吉田　ここ最近、私は年会に出ていないんで
す。いくつか理由がありますが、その中に英語
があります。スライドを見れば大体のことはわ
かるんですが、微妙な言い回しとか、ちょっと
した言い過ぎなどの議論は、聞き手にとって難
しいところがあります。若者にとっていい学会
なるものを、年寄りが推し量ってはならない問

題なんですが、理解や発表の練習は日本語が
原点だと思っています、古い私ですので。考え
がきちんとしていれば日本語がちゃんとでき
るし、日本語が出来る人は英語もうまいし発
表が大変うまいと言われます。自分自身の経
験ですが、仕事が良くても発表がうまくなけれ
ば低い評価を受けることになります。若者には
多くの人の前に立って発表する機会を与えて
練習することが大切だと思います。大切なの
は言葉ではなく、発表のスキルだと思います。
この視点から、年会は若い人たちが勉強・学習
する場所にしたらどうかなって思っています、
国際化の前に。立派な仕事をした人たちは国
際的に向こうでもしゃべるし、論文も出る。日
本でわざわざ英語でしゃべることはないん
じゃないかと。出来上がった人は外国のミー
ティングに出ればいいんですから。

塩見　はい、現地で、対面でやることの重要さ
をあらためて感じました。議論しやすい日本語
もうまく取り入れなさいということですね。

吉田　細かいことは英語で言える人がいても
理解はできない人も多いですから、学生の質を
落とすことにならないようにと心配しています。

塩見　まさしくそうだと思います。理事会のほ
うへも反映させていきたいと思います。

吉田　急に、突撃隊みたいに走らないように。

塩見　はい、日本人なのでマイルドにやってい
きます（笑）。先生、楽しいお話をありがとうご
ざいました。よろしければ12月の年会にいら



塩見　『時代を先取りした“みなと”横浜での
年会』というキャッチフレーズのもと、吉田先
生は横浜で初めて分子生物学会の年会を開
催されました。1998年会ではコンセプトもお
考えになられたのでしょうか？

吉田　正直に申しまして、コンセプトなんても
のがいらない時代でした。ちょうど分子生物
学が日本中に広がって、同時に、ゲノムが本格
的に動き出したときだったんです。ヒトの全ゲ
ノムが2年後に決まったと言えば、若い人も時
代背景がおわかりになるかもしれませんね。
分子生物学的な研究への興味が上向きで、学

会は皆が集まりたい場所であって、何も言う
必要がなかった時代でした。そういう意味で
は、私はとても恵まれた環境で年会をやらせ
てもらったと思っています。

塩見　分子生物学が爆発的に伸びていた時
代、キャパシティに見合う会場をどのように検
討されたのですか？

吉田　新しい研究が展開するのは研究者に
とって最も大きな魅力ですからね。おもしろい
から興奮して皆が集まる。会員がどんどん増え
て年会の参加者も増加しつつあったので、そ

れまでの会場では賄いきれず、最大規模の場
所として横浜にしました。ただ、大変立派な施
設ですから学会の補助だけではとてもやれる
わけがなくて（笑）。それで、勝木元也先生
（2003年会長）と私が中心になって考えてい
たのが、先ず若い人が参加したい年会にした
いということでした。若い人が口頭発表する機
会を多くしたい。出来あがった立派な研究者
だけじゃなくて、大学院生だとか、大学院を出
て間もない若い人たちの発表の機会を増やし
たいと思うとさらに会場が必要になる。しかし
資金がない。ところがご存知のように、我々研
究者にはそういう才能がないので、学会等の
運営会社に声をかけました。お金はないけど
こういうことをやりたいと頼んで、いろんなア
イディアを巡らせてもらって年会のカタチをつ
くっていきました。それがその後の年会に定着
するんですが、ひとつは研究機器の展示場の
変更でした。従来は小さなコーナーに機器が
並べられた展示でしたが、大きな展示場を
作って、ブースのサイズと場所によって値段

（出展料）を変えましょうと。大きい出展には一
等地を占有してもらい、それだけお金を出して
くださいと。これがすごく当たりましてね。当時
はゲノムの研究機器も急速に発展しつつあっ
て、外国の大手企業などが新しい機器のブー
スを出してくれたりして、そうやって資金を稼
いでくれました。

塩見　なるほど。機器展示の考え方を大きく
変えた年会となったのですね。

吉田　もう一つ、今はどこの学会でもやってい
ますけれど、ランチョンセミナーですね。これ
自体は新しいアイディアではなかったのです
が、ランチョンの会場をたくさん作って、お弁
当はただで配ってもらいました。場所を提供す
るだけで資金が集まるわけですから、会場の
広さを活用して、資金確保もできました。研究
の中身も、機器も、集まる人も、全部が右肩上
がりの時期でした。

塩見　うらやましい限りです。

吉田　申し訳ございません。塩見先生の年会
長挨拶を読むと、横浜が最後になるかもしれ
ないって書いてあるじゃないですか。知る人ぞ
知るってありましたから、やはりお金なんだろ
うなとすぐに分かりました。どの年会長さんも
悩むお金、学会のコンセプトなどを考える必
要のないところで年会をやらせてもらった私
でしたが、年会の目標が一体何なのか分から
ずじまいでした。年会ってどんな目的でやるん
だろうねっていう話をしたのはしたのですが、
「吉田さん、そういうことより、ちゃんと人が集
まって、皆がよかったと言う会をやるのが大事
なんだよ」などと言われて、その気で終わった
のですよ。私の年会の記憶というのは、お金集
め以外はあまりないです。すみません、中身の
ないからっぽの年会長だったんじゃないかと
思っています。

塩見　そんなことはありません。先生方の新
しい試みや運営会社さんのヘルプもあって、そ
れが日本の分子生物学という学問を引っ張っ
たんだと思います。

吉田　そう、ポイントは引っ張ることですね。
年会に行きたいと思うポイントは、いい研究が
あるかないかですよね。ですが、いい研究を
リードすることは年会には無理ですから、年会
が出来ることは若い人たちを刺激することく
らいでしょう。それで私たちが思ったのは、口
頭発表の機会を増やそうということでした。す
べて口頭発表前提でアブストラクトを募集し
て、あなたはポスターへと落ちましたよって平

気でやりましょうと。競争の意識を煽ろうと
思ったんですけど、反対されましたね（笑）。

塩見　あら、そうですか。

吉田　反対には理由がありましてね、学会と
いうのは会員が参加して、発表するのが権利
であると。日本の悪い平等主義だと思います
ね。そういう反論は若い人からも年配の人か
らも言われました。口頭発表で選ばれるのは
名誉なことであると、そう思ってもらえる年会
をやろうじゃないかと言ったんだけれど、そこ
らへんまではいかなかった。今も、最初から口
頭発表を希望しないポスターというのが定着
していますよね。そうじゃなくて、一生懸命に
研究したんだから、一生懸命アブストラクト書
いて、いい研究として選ばれましたって言える
ような分子生物学会になれば、若い人たちの
ひとつのステイタスになると今でも思っていま
す。若い人をどう刺激するか、年会とは一体何
か、難しい課題ですね。それに、学問の進歩が
フラットになった今の時代の若い人たちはと
ても気の毒だと思います。

塩見　エキサイトメントが少なくなりますよね。
これを選ぶと正解、ということはサイエンスに
はないですからね。

吉田　その通りですね。個々の研究とは違い、
学会などの活動目標などと云ったものには、正
しい答えなどはないわけで、何かをやってみて
結果が出れば、それが正しい挑戦であったと
なるようなものだと思います。今の学問の進歩
からいうと、5年あるいは10年で修正するとい

うようなものでもいいんじゃないかと思ってい
ます。3年ほど前の学会創立40周年記念対談
（https://www.mbsj.jp/about-mbsj/40an
niv_taidan.html）のとき、分子生物学会にそ
れを求めたいとさんざん塩見（春彦）先生にか
みついたら、大変困っていましたけど（笑）。彼
とは昔のことですが、知り合いだったので、心
安くものごとを申し上げたものでね。ところで
塩見春彦先生とこちらの塩見先生って関係
ある？

塩見　関係ある。夫婦、パートナー。

吉田　あっ、それは失礼をいたしました。

塩見　お世話になりました（笑）。

吉田　いや、そのときはですね、分子生物学会
はもっと社会貢献できないもんですかねって
ことが話題になったんです。例えば癌学会は
がんを治す、それで社会に貢献すると、はっき
りしているんです。ところが分子生物学は、ひ
とつひとつみれば社会と接点があるものの、
学会が直接つながっているわけではないんで
すよ。窓口がないと資金が集めにくいから、そ
こを何とか考えたらどうですかって、塩見（春
彦）先生に言ったんですよ。ただこれは非常に
難しい。

塩見　まさしくそうなんです。例えばうちの母
とか親戚などに、がん研究ならすぐ伝わるんで
す。なぜなら、がんというのは自分の身近にあ
るので。分子生物学は共通言語ですよね。植物
学、動物学、がん研究、そういうもともと分離さ

れていたもの、わかりえなかったものをつなげ
たのが分子生物学だと。それが融合し始めて、
さらにそれを土台として積み上がったものが
あって、今3Dになって、その枠組が分子生物
学だと私は思うんです。当然、いろんな学問に
対して貢献しています。がんもそうだし老化も
そう。そのあたりは人に近いので分かり良いん
ですけれど、枠組はなかなか外から見えない
ところにあって、でもそれがないと倒れてしま
います。分子生物学は、生命科学っていうもの
の枠組というか、家の基礎みたいなものかな
と思っているんです。

吉田　全くその通りです。問題は、世の中の人
たちにその貢献が上手く伝わっているかなん
ですよね。さらに年会は一年単位だから、
2021年会はこれでやるんだって先生が言って
も、次の年会で継承されるかはわからない。こ
ういうことはある程度継承されないと実際の
効果が出てこないですよね。寄付を集めるに
はそのための旗印が必要なんですが、それを
今の分子生物学会に思うわけです。皆は平穏
無事で、年会長になった人たちだけが困った
困ったと言っているのが実情ではないのかと
いう気がしないでもないですね。

塩見　そうかもしれませんね。ありがとうござ
います。このコロナの状況で、昨年2020年会
は上村匡さんが苦渋のご決断で基地局を京
都に設置、オンラインで開催されたんですよ。
だから特に若手は「今回は対面でやりたい、横
浜に行きたい」という声が大きいです。インタ
ラクションという繋がりを若手は切望してい
ますね。

吉田　オンラインだけにしたら終わりだって
思いました。文字や画面からでは伝わらない
ものがあるだけでなく、予期せぬ出会いが無く
なりますね。人と出会うこと、アイディアと出会
うことがとても新鮮なはずですね。研究成果
の交換というだけだったら論文を読めばそれ
でいいので、年会をやる意味がない。自分がこ
れを聞きたいってオンラインで聞けば、そこだ
けで終わるんですよ。でも、現地の会場に行く
と、空いた時間に自分の領域とは関係のない
講演を聞いたり、思わぬ人と出会ったり、
「えっ！」ていうことがあるでしょ。

塩見　あるある。

吉田　人と会って無駄話しているときの「それ
それ！」っていうのがすごく大事だと思うんで
す。セッションよりアフターセッションが大事
なんですよ。コロナみたいな特殊事情のときは
しょうがないですけど、オンラインだけじゃダ
メです。問題はコミュニケーション、人と人の
交流なんですがこれがまた難しい。参加者が
数千人の頃、分子生物学会も年会での懇親会
というのをやっていたんです。ところが、参加
者が多すぎて、懇親会が始まっても食べ物の
テーブルに辿り着けない。追加の料理を頼ん
でも、お皿がメインのテーブルに着く前に全部
なくなってしまう（笑）。マンガみたいでした。こ
れでは懇親会をやる意味がないだけでなく、
不満が残るだけということになりました。その
時でしたね、準備委員からミキサーをやった
らどうかと意見が出て、それでアドホックに
やったんですよ。機器の展示場とか、あっち
こっちにテントを張って、缶ビールをただにす

るとたくさん飲む人が出てくるから、非常に安
くして提供しました。夕方からそれを片手に建
物の外でも中でも話ができるようにしようと。
まぁ、どれほどコミュニケーションの効果が
あったのかは分かりませんでしたが。喜んだ人
は結構いたみたいですけれどね。

塩見　それは喜ばれたと思います。その年会、
今もあるなら私も行きたいくらいです（笑）。昨
年できなかったことを今年はぜひ挽回したい
と思います。それでは、女性研究者の現状につ
いて、先生はどのようにお考えですか？

吉田　学会としてはこれは難しい。学会の運
営とか年会の運営に、女性研究者をたくさん
登用すること以外にできることあるのかな。研
究者になって特別の辛い思いをしなくても生
きていけるっていう社会環境が作られなけれ
ば、それは無理ですよね。これは学会の外の問
題。分子生物学会がやるとしたら、それをどこ
に働きかけるかがひとつの方法ですね。たとえ
ば行政とか、経済界とか、個人では出来ないこ
とですから、やりようがあるかもしれません。

塩見　文科省や教育機関の人を呼んで対談
したりもしているんですけれど、3年くらいで人
が替わって、そのたびに振り出しへ戻って自然
とフェードアウトしますよね。

吉田　別の局面でもそういう経験を大いにし
てきました（笑）。彼らはわかってくれるんです
けど手を付けない。それなら、やらなくちゃい
けないように仕向けるのが戦略というか戦術
ですよ、難しいですがね。何よりも、若手や中

堅の女性が魅力を感じて続けることができる
環境を作ってあげないといけないでしょう。

塩見　先生がおっしゃるように、まず、サポー
トはできるじゃないですか。同等の男性と女性
がいる、女性を起用しよう。だけど、あまりにも
負担になると、若手からみたとき、あんなに女
性はつらい想いをしている。これではダメです
よね。それを周りがサポートするような支援体
制が大事なんでしょうね。うちも子どもがいた
んですけれど、しんどいのは8歳くらいまでな
んです。この8年間を経済的にサポートする。
男性も女性も同等に扱うから、だからやりなさ
いよって。そういうやり方は端的でいいのか
なって思うんですけど、いかんせんお財布がな
いので。

吉田　そのお財布、学会で作れないんですか
ね。もちろん、会員から集めるのではなくて、そ
ういう趣旨の御旗の下に袋を作って、是非に
もそこに入れてもらう。叩かれても非難されて
も、失敗しようが挫折しようがやり続ける。そ
んなことを、学会に期待してはいけないですか
ね。いま言われたように、具体的にサポートの
中身が決まっているなら、やりようによっては
出来るのではないかな。最近ではクラウドファ
ンデイングなどと云うのもありますよね。私は
しばらく会社に行っていたおかげで、こういう
発想ができるようになりました。研究が技術を
作ると同時に技術が新しい研究を作るという
のも正しいですよね。技術は大きなリーダーと
いう感じがよく分かってきたのです。「技術」を
「お金」という文字に置き換えても、話は成り立
つんです。

塩見　でも本当にそうで、研究者も井の中の
蛙ではダメだと思うんです。先生のようにいろ
んなご経験をされて、思考もいろいろだと、新
しいアイディアも出ますよね。日本人は抜きん
出るのが嫌いじゃないですか。平均的に何か
やるというのが大好き。研究者の魅力っていう
のも、私はそこをもうちょっと押し出してもい
いかなと。

岩崎　すっかり吉田先生のお話に聞き入って
いました。これまで、幅広い分野が混在してい
るところが分子生物学会のいいところなんだ
ろうと思っていたのですが、どこか抜きん出る
ところをアピールして社会貢献や資金調達に
つなげるっていう視点も大事なんだというの
が目から鱗でした。

吉田　広く生きものを理解する、分子のレベ
ルで理解するというのを一手に引き受けてい
る分子生物学会は非常に価値がある。必須で
あるだけ十分意味がある。ですがね、ダーウィ
ンは、強いものが生き残るわけじゃない、その
時代と環境に適応したものが生き残ると言っ
た。このように思えば、学会も変わるべきだと
思うんです。現状を見ていろんなことに挑戦す
るのだと。

岩崎　常に挑戦してこられたのですね。先生
の年会ではコンセプトは不要だったというお
話がありましたが、大盛況のなか皆さんハッ
ピーになって終わったというのが根幹的に大
事なところなんだろうと思いました。今年の
2021年会もそういうふうになるようにがんば
りたいと思いました。

してください。横浜はロケーションもとても良
いですし、魅力がたくさんありますので。年会
に参加するだけじゃなくて、その後の、例えば
中華街で夕飯を一緒にするとか、そういう場も
大事なんですけれどね、科学の発展には。

吉田　私などはアフターセッションのコミュ
ニケーションが大事であると、今日まで言い
続けてきたじゃないですか（笑）。困難もあるで
しょうけど、実際にやってみる。そうすると必ず
何かそこに問題が起きるんです。それを解決す
るための努力が新しい道を拓くんじゃないか
と。議論が学会の中で起きるということを期待
しています。

塩見　私もまったく同感で、そのように思いま
す。ぜひ横浜にいらしてください。本日はほか
で聞けない話が色々聞けまして、いっぱい笑
いました。吉田先生、本日はありがとうござい
ました。
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吉田　ぜひがんばってください。一般に良し悪
しの判断にアンケートなるものが使われます
ね。日本的には、年会がよかったかと質問する
と、多くの人がよかったというところに〇印を
付けるでしょう。だからこんなのはどうですか。
質問に、「こういうことが不都合だった、このよ
うなことが足りなかった」という項目を作る。
アンケートのネガティブ評価を次の年会長に
申し送る。イヤなことですけど（笑）。

岩崎　最近は匿名だと結構本音を引き出せる
なと思うこともあって、例えば授業評価でも、
この先生の授業はわかりにくかったとか、あの
スライドはそうじゃないと思うみたいなことも
正直に書いてくれます。分生のアンケートでも、
結構ざっくばらんに皆いろんな意見を出して
くれる気もしてきますね。

吉田　日本人はマイルドなのか遠慮するのか
本音をあまり語らないんですよ。日本文化なん
だなとしみじみ思ったり、いい時と悪い時があ
るなどと思ったりします。悪いところに丸を付
けるっていう質問の仕方をやってみると何か
わかるかもしれません。

塩見　ちょっと考えてみたいと思います。

吉田　ここ最近、私は年会に出ていないんで
す。いくつか理由がありますが、その中に英語
があります。スライドを見れば大体のことはわ
かるんですが、微妙な言い回しとか、ちょっと
した言い過ぎなどの議論は、聞き手にとって難
しいところがあります。若者にとっていい学会
なるものを、年寄りが推し量ってはならない問

題なんですが、理解や発表の練習は日本語が
原点だと思っています、古い私ですので。考え
がきちんとしていれば日本語がちゃんとでき
るし、日本語が出来る人は英語もうまいし発
表が大変うまいと言われます。自分自身の経
験ですが、仕事が良くても発表がうまくなけれ
ば低い評価を受けることになります。若者には
多くの人の前に立って発表する機会を与えて
練習することが大切だと思います。大切なの
は言葉ではなく、発表のスキルだと思います。
この視点から、年会は若い人たちが勉強・学習
する場所にしたらどうかなって思っています、
国際化の前に。立派な仕事をした人たちは国
際的に向こうでもしゃべるし、論文も出る。日
本でわざわざ英語でしゃべることはないん
じゃないかと。出来上がった人は外国のミー
ティングに出ればいいんですから。

塩見　はい、現地で、対面でやることの重要さ
をあらためて感じました。議論しやすい日本語
もうまく取り入れなさいということですね。

吉田　細かいことは英語で言える人がいても
理解はできない人も多いですから、学生の質を
落とすことにならないようにと心配しています。

塩見　まさしくそうだと思います。理事会のほ
うへも反映させていきたいと思います。

吉田　急に、突撃隊みたいに走らないように。

塩見　はい、日本人なのでマイルドにやってい
きます（笑）。先生、楽しいお話をありがとうご
ざいました。よろしければ12月の年会にいら
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塩見　山本先生、本日は3号館までお越しい
ただきありがとうございます。横浜で年会を開
催された年会長へのインタビューということ
で、まず、2001年会のコンセプトから聞かせて
ください。

山本　今回お声がけがあって、さて何を話そ
うかと整理してみたのですが、吉田光昭先生
（1998年会長）が私の3年前に初めて横浜で
開催されて、私の回はまだ2度目の横浜年会
でした。今になってみると、もっと以前から横
浜で開催していたような気がします。横浜は言
わずもがな、非常に大きな会場というのが第

一印象でした。それで、広大な展示場をフルに
活用して、ポスターは演題ごとに二日間掲示
し、会期四日で開催したいと考えました。とこ
ろが、ありがたいことですが、企業展示が想定
以上に集まり、発表者数も予想を超えて、ポス
ターを収容するスペースが足りなくなってし
まったのです。見込みで印刷した要旨集も大
慌てで増刷しました。分子生物学会が急速に
大きくなっていることにあらためて気づかされ
ましたね。

塩見　前年から会員が1000名以上、年会参
加者も1500名の増加では、予測されるのはむ

ずかしかったと思います。

山本　特に当時の分子生物学には、生命科学
の各分野がそれぞれ築き上げた基本概念や
独自の用語で理解していた、分散していた生
命科学の体系をひとつにまとめていく力があ
りました。右肩上がりで関心をもつ人が増えて
いて、翌年の横浜年会はさらに参加者が増え
ました。最初は小さなコミュニティーから始
まった分子生物学でしたが、それが発展する
につれて、従来からあった生物学の分野、たと
えば遺伝学や発生学、分類学などにまで分子
生物学的なコンセプトが浸透し、DNAを研究
対象とする人が分子生物学会に集まってくる
ようになりました。また、医学の領域でも、免疫
学をはじめ様々な分野でDNAを扱うようにな
りました。昔は、動物学と植物学の間にも高い
壁のようなものがあって、たとえばタヌキの生
態を研究する人と植物の分類を研究する人が
議論するような場面はほとんどありませんで
した。ところが、DNAや遺伝子を共通言語とし

て、互いに話が通じるようになり、動物学教室
と植物学教室が統合して生物学教室になる、
そういうことが進んでいた時代でもありまし
た。それほど、分子生物学は大きな力を持って
いたんです。

塩見　非常にいい時代ですよね。

山本　それから、私たち人間の実生活とつな
がりのある医学や農学の分野にまで分子生物
学が波及したことで、分子生物学会に対して
関心をもち、年会への寄付や出展などでサ
ポートしてくださる企業が増えました。そうい
う時代背景でしたので、年会を開けば人が集
まって活発な議論が展開しました。だから実
は年会として特別なコンセプトを設ける必要
がなかったんです。

塩見　本当に素晴らしいですよね。うらやまし
くも思います。
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山本　学会自体がそういう基盤の上にあった
ので、とにかく、心地よい議論の場を提供する
ことがその当時の唯一の方針だったと言える
んじゃないでしょうか。アイドルのグループが
コンサートを開けば、歌が上手いかどうかは
関係なく人が集まるのと似た状況だったよう
に思います（笑）。

岩崎　生物の垣根を越えて、分子生物学や
DNAという共通言語で語れるのって、ものす
ごくおもしろいと思います。共通言語が使える
となると、原理というか、根幹的な法則性にア
プローチできるんじゃないかという期待にも
つながりますよね！

山本　そうですね。遺伝子にしてしまえば、動
物でも植物でも共通に考えられる部分もある
ので、当然、こちらでわかったことがあちらで
役立つというようなことが出てきます。ですか
ら、年会としてはなるべく広く議論の場をもつ、
いろんな分野を受け入れることで議論をさら
に発展させるのが分子生物学会としてのコン
セプトでした。ただ、そうなってくると、既存の
エスタブリッシュした分野から「分子生物学は
単なる技術なんだ」という議論も出てきたんで
す。たしかに、分子生物学的な手法はテクノロ
ジーの分野にも貢献していて、そういう側面が
あればこそ企業からサポートしていただける
ということがあったと思います。ただ、私は、得
体の知れない大腸菌やファージにのめり込ん
で何をやっているのだろうと思われていたマ
ニアックな人々の系譜にいるので、分子生物
学は単なる技術ではないと強く感じていて、
学問としての分子生物学を大事にしなければ

いけないと思っていました。しかし、分子生物
学は科学なのか技術なのかという議論を表
立って始めることは、学会に無用の分断を持
ち込むことになりかねないと考え、2001年会
ではあえてその点について議論しないように
しました。その一方で、より一般的な意味で分
子生物学と社会とのつながりを意識したシン
ポジウム『21世紀の生命科学：バイオサイエン
スは日本の未来を開くか？』を企画し、応用科
学をサポートする分子生物学と、個々の研究
者がやっているスモールサイエンスとしての分
子生物学とのバランスをどうやってとるのか、
というあたりを私としては議論したいという気
持ちがありました。もうひとつは、分子生物学
がおもしろい学問なんだとわかってもらえる
ような企画ということで『ポストゲノムを支え
るモデル生物』のシリーズシンポジウムをプロ
グラム委員会に企画してもらいました。これか
ら分子生物学的な発想を用いて斬り込もうと
している、まだ何が出てくるかわからない、そう
いう分野が興りつつあることを知っていただ
く。若い人の目をそこに向けてもらいたい、と
いう期待を込めて、年会のプログラムに潜り
込ませることにしたんです。

塩見　今よりも当時のほうが学ぶことも多
かったのかもしれませんね。分子生物学その
ものはそれ以前からあったんですけど、年会
の場で一堂に会して視点をきちんとする、その
第一歩になった年会だったのかなと先生のお
話を聞いて思いました。

山本　線虫が分子生物学の対象に入ってきた
のには、生物の行動がどのように制御されて

いるかを分子生物学で突き止められるか、と
いう狙いでモデル生物として立ち上げられた
経緯があります。大腸菌だけではなく、研究対
象をさらに拡張していこうという当時のような
発想は大事だと思います。

塩見　モデル生物シリーズで扱われたものは
今でもすべてが大変重要ですし、どれも欠くこ
とのできないものですよね。また、シンポジウ
ムだけでなくワークショップの座長や演者も
錚々たるメンバーがずらりと名を連ねてらっ
しゃるし、分子生物学会の力というか、そうい
うものも感じますね。

岩崎　これだけの生物種を同じ学会で議論で
きるのも素晴らしいですよね。横に並べて広く
色々な分野をみていくことによって、予想外の
アイディアに繋がることもあるかもしれません
し。

山本　閉鎖的・限定的にするのではなく、分野
の外の人に向かって「こういうところではこう
いうおもしろいことが起こっていますよ」と知
らせていくようなことをやるべき学会なんだと
思います。本屋さんで何冊かパラパラとめくっ
て買う本を決めるような感覚がもてるといい
んじゃないですかね。

岩崎　たしかに、分生の年会には「どんなおも
しろい新しい話が聞けるかな」という想定外
の出会いを期待するようなわくわく感もあり
ます。

山本　分子生物学は技術か、について補足す

ると、数学は物理学にとって重要な解析手段
ですけれども、だから数学は技術なのだと言
う人はいません。小川洋子さんの『博士の愛し
た数式』にも出てくるオイラーの公式eiθ＝cos
θ＋i sinθは、数学好きから最も美しい数式と
評されることもある非常にシンプルな公式で
すが、まるで宇宙の神秘がここに凝縮されて
いるような究極の感覚を与えてくれます。似た
ような意味で、分子生物学は生命科学におい
てそれ自身が確固たる位置を占めている、と
今でもそう思っています。

塩見　分子生物学が生命科学の共通言語と
言われる所以ですか。すごくわかります。実際
に若手はそういう教育を受けてきていますし
ね。学会の創立当時から、とにかく若手を第一
に考えている分生ですが、山本先生からみて
いまの若手、あるいは取り巻く環境をどのよう
に考えていらっしゃいますか？

山本　むずかしい時代であることはたしかで
しょうね。私たちの時代は生まれたときにテレ
ビなんてありませんでした。生まれたときから
テレビがある時代を経て、いまでは、もう最
初っからパソコンやスマートフォンがある。研
究以外に興味をひくものが山ほどある。そうい
う、身体の中にしみ込んだものが違う人たちに
対して、そうではない人があれこれ言うべきで
はないと私は思っています。今の若い人たち自
身が、今何が大事なのかを考えて行動してく
れたらよいのです。もちろん分子生物学には
おもしろい問題がまだたくさん残っていると
思うし、そういう研究にチャレンジしてほしい
気持ちはあります。ただまぁ研究環境を一括

りにして言えば、いろいろな理由があるので
しょうけど、日本のいまの政策が基礎科学を
大事にしていないのは絶対よくありません。

塩見　ノーベル賞をとるような先生がいくら
言っても変わらないんですよね。最近になって
ファンディングエージェンシーが若手を大事
にしようって言い出して、42歳くらいまでは少
し厚くなってきているようです。でも、若手が腰
を据えて研究できるようにしてあげなければ
いけません。大学はお金がないし、運営費交付
金も減るし、自分で稼がなきゃいけないし、稼
ぐためには論文がいる。でもその論文を出す
にはバイオインフォもしなくちゃ、構造もとら
なきゃ、そうなるとお金のある人はできるけど、
そうでない人もたくさんいるんですよね。非常
にやりにくくなっていると感じます。

山本　テクノロジーが発達したのはいいんだ
けど、逆にそれを使っていないとサイエンスが
できないような時代になっているのは問題で
すね。しかし、極端なことを言えば、「そういう
サイエンスが本当におもしろいんですか？」と
いう疑念もあるんですよ。だったら時流に流さ
れずに誰も考えていない新しいことを考える、
それが許されるような仕組みで研究費が配分
されるべきです。基本的なサポートというか、
一極集中で大きなお金をつけるのではなく、
全員にある程度のお金は必ず分配される、そ
れが基本だと思います。かつかつにしろ何とか
信念を貫ける状況があってこそ、全く新しいブ
レイクスルーが出てくるのでしょう。

塩見　大事なことですよね。最近よくやられる

引用回数っていう計り方だと、反論のときも引
用されるので、いまいちですよね。数字が高け
れば良いとするのは仕組みとしては簡単です
から。

山本　インパクトファクター至上主義みたい
になって、このレベルのジャーナルに論文を通
すためにはこれこれのデータを揃えなさい、と
いうことがまかり通っています。出した論文も
内容ではなくジャーナルのインパクトファク
ターや引用回数だけで評価されがちです。す
ばらしい論文を書きましたねとか、おもしろい
論文を書きましたね、っていうことではなく、こ
ちらの論文のほうがインパクトファクターが
高いからあちらより優れてますねって。本来そ
ういうことで論文の価値は計れないですから
ね。

岩崎　とくに人事公募などでは、論文のイン
パクトファクターを中心にみるのではなくて、
そのひとが持っている技術とか、研究内容と
将来的な発展性をしっかり審査してもらえる
と期待したいです。

塩見　そうよね、単なる数字だけに頼らない、
研究者を多面的に複合的にみる審査でなくて
はね。さて、2001年会ではスピーカーが全員
女性のワークショップ『分子生物学の新しい
潮流』を企画されました。20年前のことですの
で、それこそむずかしさがあったのではないで
しょうか。

山本　企画のきっかけは、この年に小川智子
先生（第12期会長）が分子生物学会で初めて

の女性会長になられたんですね。それで、柳田
（充弘）先生（第11期会長）とお二人で世話人
をお務めいただいて、女性だけの企画をやろ
うということになりました。小川先生は私より
ひと世代上の方ですが、がんばっている女性
研究者がいるんだということを知らしめたい
というアファーマティブアクション的お考えと、
しかしサイエンティフィックなレベルで妥協は
しないというお考えの上に企画されたので、
内容的にも聞き応えがあるワークショップで
した。今日では、アファーマティブアクションに
ついてはあったほうがいいというのが議論の
大勢ですが、そういうアクションのおかげで自
分がポストを得たと思われたくない人もいま
す。いいサイエンスをしてきたから今の自分が
あるんだ、という考えはよく理解できます。女
性の中にもやはり考え方には幅があるわけで
すよね。ですから、男女共同参画に関して何か
ひとつだけ方策を出しても、ある人にはメリッ
トだがある人にはそうではないということもあ
る。2001年会で得た私個人の教訓として、女
性研究者支援の方策はある程度の幅をもって
みていかなければならないとずっと感じてい
ます。

塩見　イケイケのときだと、多くが前を向いて
いますし、新しい企画にも取り組みやすい状
況だったのかもしれませんよね。

山本　この時代になってくると、分子生物学の
もつ力の拡大がもちろん背景にあるわけです
が、気がついてみれば分子生物学会は完全に
社会的な存在になっていました。学会としてそ
れに応えうる態勢をとらないといけない時代

に入ってきたのだと思います。世の中に男女共
同参画という言葉は出てきていたし、学会の
規模は発足時のように同好会的な運営でやれ
る範囲をとっくに越えていました。早くから法
人化していた学会とは違って、分子生物学会
にはサイエンスだけをやっていければいいと
いう人たちが多くいました。ある意味ではそれ
が許されていたということでしょうけど（笑）。
もちろん、本当はポリティカルに深い考えのあ
る人もたくさんいました。学生の頃に下働きで
こき使われたり、学問というものは社会と無縁
ではないと教授たちを捕まえては議論をふっ
かけていたりした時代があって、でもあまりう
まくは解決せずに政治的な挫折を経験した人
たちも少なくありません。社会に対する意識は
あるのだけれども、当面はサイエンスに集中し
ようとする人が多かったのだと思います。それ
だけ分子生物学が学問としておもしろいとい
うこともあったと思います。そういう意識を基
盤に拡大していった分子生物学会は、社会と
の関係をなるべく回避しようとしてきた学会
と言えますね。それでも、日本でヒトゲノムプロ
ジェクトを始めるかとなったとき、この問題は
分子生物学会で大きく取り上げて真剣な議論
がありました。推進派がいる一方で、プロジェ
クトを始めるとほかの研究分野が圧迫される
んじゃないかとの反論も強く、総会の場で賛
成反対の喧々諤々がありました。

塩見　1999年にアメリカから帰ってきて、ま
さにこの頃の分生に参加していたので、こんな
に熱い議論をするんだって感覚を覚えたんで
すよね、分子生物学会の年会で。そういうふう
だったんですよ、あらを探して突っ込む人が多
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念

岩崎　これだけ男性ばかりの組織委員会で保
育室を設置しようという英断が素晴らしいと
思いました。先生がそこで前例をつくってくれ
たからこそ今まで続いているのだと思います
し。

塩見　コロナ禍ではありますが、今年も年会
保育室を設置いたします。現地に参加して議
論をしてもらいたいですから。それでは、国際
化やオンライン化についてはいかがでしょう？

山本　おそらく国際化のひとつと考えられる
年会の英語化については、数十年前から話に
は出ていたんですけど、完全英語化には踏み
切れなかったですね。言語が活発な議論を阻
害するようではよくないですからね。日本人同
士で日本語なら一瞬でわかることが、英語で
議論しようとするとちょっともたもたしたりす
るじゃないですか。発表準備してきた説明はう
まくできても、話が少し横にそれると途端にギ
クシャクするとか。

塩見　発表スライドは英語で、わかりにくそう
なところを日本語でフォローしようとすると、
意外と煩雑で見にくくなったりもして。本当に
むずかしい問題だと思いますね。日本人は若
手ほど英語力がいまひとつと言われることも
あったり、グローバライゼーションと言うわり
には気持ちばかりが急いて追いつけていない
感じでしょうか。

岩崎　今の若い人は小学校の頃から英語の
授業を受けてきているから、なんとなく英語も
そんなに辛くないのかなと思っていたんです

けど、若い人にとっても難しいんですね。初め
ての学会発表で英語化のために活発なディス
カッションができず、学会発表があんまりおも
しろくないなと思われてしまっても悲しいです
よね…

塩見　そう、学会はおもしろくないってなって
しまうとね。大学が飲み会を禁止せざるをえ
ない状況が続いて、学生さんもかわいそうです
よ。分かり合う人がいない、作れないなか、学
生生活を送っているんですから。

山本　国際化やオンライン化の負の部分とし
て、ふらっと行っておもしろそうだなっていう
感覚が養われにくくなってきますね。英語の専
門用語がわからないなどハードルが高いと、
この分野はみても理解できそうにないと避け
てしまって、ポスターをみなくなりますよね。ま
た昔は、年会に招かれた外国の偉い先生のお
話を聴く貴重な機会に英語がわからないと
困ったりしたのだけど、これだけネット社会が
発達して、そういう時代ではなくなっています
しね。自分でちょこっと調べれば最新の情報
がわかることも少なくないですし。

塩見　著名な先生の講義などもネットからた
くさん拾うことができるけれど、でもそれを若
手が活用しているかと言えばそんなこともな
さそうだし。ちょっと自分の研究とは違うも
のって分けてしまっているようにも思います。

岩崎　近い将来、日本語で発表したら自動翻
訳で同時に英語が流れるなど、テクノロジー
で言語の壁を突破できるような時代になるか

いこと（笑）。

山本　そうでしたね。そういった好き勝手なこ
と、議論が議論を呼ぶようなことをしてきたい
わば“青臭い”学会でも、会計の規模がものす
ごく大きくなっていました。望むと望まざると
にかかわらず、分子生物学会が社会性を高め
なければならないフェーズに入ってきて、法人
化に向けてバタバタし始めた時期でもありま
した。学会として社会とのつながりを考えなけ
ればならない、任意団体ではもう済まない、そ
ういうターニングポイントに差しかかっていた
気がしますね。

塩見　国立大学の独立行政法人化が進めら
れていた頃ですし、分生くらいの規模ですと、
学会の法人化は必然の流れだったと思います。

山本　そんな時代背景のなか、2001年会で
分子生物学会として初めて保育室を設置しま
した。会員から年会に保育室があるとありが
たいというご意見があったんですけど、組織委
員会では全員が設置に賛成というわけではあ
りませんでした。その大きな理由として、当時
の分子生物学会が法人格をもたない任意団
体で、もし年会の保育室で何かしら事故が起
きたときに責任をとれるのか、そういう観点か
ら反対される方が多くありました。本当は満場
一致となればよかったのでしょうけど、最終的
に判断を年会長に一任していただき、何か
あったときには私が個人的に法的な責任を負
おうと思い定めて、年会に保育室を設置する
という決断をしました。時代の流れからも、分
子生物学会としてはこのあたりで決断してお

かないといけないと考えました。そこで、大坪
久子先生と菊池淑子先生にまとめ役をお願い
し、あらゆる面から検討していただいて設置を
具体化していきました。万が一のときには保険
が適用されるところまで契約を進めることが
できました。初めての設置ということで、年会
へのサポートとは別に保育室に対して寄付し
てくださった企業もありました。結果的に事故
もなく、この保育室の設置が分子生物学会が
男女共同参画に目を向けるきっかけになって、
翌年に男女共同参画ワーキンググループが置
かれることとなったのです。

塩見　20年が経って、もっと変わってほしい
と思うところもあって、実は、今年は、女性研究
者のアファーマティブアクションというか、女
性に参加してもらいたいという記載を公募シ
ンポジウムとワークショップの募集要項から
削除してしまおうと思っていたんです。でも、結
局は残しました。やはりそれをとってしまった
ときの反応が怖かったんですよね…

山本　おっしゃる意味はわかります。ただ、よ
くよく思い返してみると、20年前の組織委員
には女性がひとりもいなかった。そういう意味
では、学会は大きく変わってきたんだと思いま
す。当時は意識としては非常に低い状況だっ
たけれども、分生の男女共同参画元年だった
という評価もいただいています。分子生物学
会が男女共同参画のワーキンググループを立
ち上げたのと同じ時期に、学協会を横断する
男女共同参画学協会連絡会が設立されたの
で、学会として後れを取らずによかったと思っ
ています。

もしれませんね。

塩見　スピーカーを通ると言語が変わってし
まうみたいになるかも。そうなると学会の在り
方も大きく変わるでしょうね。現地に行く魅
力って、自分の発表以外にも誰かに会って直
接、対面で話がしたいみたいなこともあります
から、2021年会はなんとか対面主体のハイブ
リッドで開催できるよう努力してきました。

山本　オンラインにも、これからはお作法とい
うか、色々なサポート技術が出てくるだろうと
思います。いまはまだ質疑の場面とかはどうし
てもぎこちなくなってしまうから、まあ発言し
なくてもいいかと、積極性がなくなって全体的
に大人しくなってしまいますね。オンラインに
も便利なことがあるので、テクノロジーがその
あたりをどう埋めていけるか。研究者がどう使
いこなせるかですね。

塩見　最後に、私たちの2021年会へエールを
お願いします。

山本　若い人は自分のやりたいことを自由に
やっていただくのが一番です。自分がおもしろ
いと思ったことに打ち込んでいくことが基本
で、サイエンスが始まって以来不変の大事な
ことだと思います。そのなかで苦しいこともあ
るかもしれないけど、やりたいと思っているこ
とを是非やりとげてほしいと思います。

岩崎　先生のお話を伺えて、若い世代として
とても勇気が出てきました。今日の保育室を
つくるお話など、自分が責任をとってでも決断

をしてきたその勇気ある行動を知ると、私も大
事なときにはしっかり自分の身を切る覚悟で
やらなきゃいけないんだなという気持ちにな
りました。

山本　生き物っていうのは世代交代していく
ものですから、人間もそう、世代交代をきちん
とやらないといいことはありません。

塩見　山本先生、本日は本当にありがとうご
ざいました。



塩見　山本先生、本日は3号館までお越しい
ただきありがとうございます。横浜で年会を開
催された年会長へのインタビューということ
で、まず、2001年会のコンセプトから聞かせて
ください。

山本　今回お声がけがあって、さて何を話そ
うかと整理してみたのですが、吉田光昭先生
（1998年会長）が私の3年前に初めて横浜で
開催されて、私の回はまだ2度目の横浜年会
でした。今になってみると、もっと以前から横
浜で開催していたような気がします。横浜は言
わずもがな、非常に大きな会場というのが第

一印象でした。それで、広大な展示場をフルに
活用して、ポスターは演題ごとに二日間掲示
し、会期四日で開催したいと考えました。とこ
ろが、ありがたいことですが、企業展示が想定
以上に集まり、発表者数も予想を超えて、ポス
ターを収容するスペースが足りなくなってし
まったのです。見込みで印刷した要旨集も大
慌てで増刷しました。分子生物学会が急速に
大きくなっていることにあらためて気づかされ
ましたね。

塩見　前年から会員が1000名以上、年会参
加者も1500名の増加では、予測されるのはむ

ずかしかったと思います。

山本　特に当時の分子生物学には、生命科学
の各分野がそれぞれ築き上げた基本概念や
独自の用語で理解していた、分散していた生
命科学の体系をひとつにまとめていく力があ
りました。右肩上がりで関心をもつ人が増えて
いて、翌年の横浜年会はさらに参加者が増え
ました。最初は小さなコミュニティーから始
まった分子生物学でしたが、それが発展する
につれて、従来からあった生物学の分野、たと
えば遺伝学や発生学、分類学などにまで分子
生物学的なコンセプトが浸透し、DNAを研究
対象とする人が分子生物学会に集まってくる
ようになりました。また、医学の領域でも、免疫
学をはじめ様々な分野でDNAを扱うようにな
りました。昔は、動物学と植物学の間にも高い
壁のようなものがあって、たとえばタヌキの生
態を研究する人と植物の分類を研究する人が
議論するような場面はほとんどありませんで
した。ところが、DNAや遺伝子を共通言語とし

て、互いに話が通じるようになり、動物学教室
と植物学教室が統合して生物学教室になる、
そういうことが進んでいた時代でもありまし
た。それほど、分子生物学は大きな力を持って
いたんです。

塩見　非常にいい時代ですよね。

山本　それから、私たち人間の実生活とつな
がりのある医学や農学の分野にまで分子生物
学が波及したことで、分子生物学会に対して
関心をもち、年会への寄付や出展などでサ
ポートしてくださる企業が増えました。そうい
う時代背景でしたので、年会を開けば人が集
まって活発な議論が展開しました。だから実
は年会として特別なコンセプトを設ける必要
がなかったんです。

塩見　本当に素晴らしいですよね。うらやまし
くも思います。

第24回（2001年）年会 山本 正幸 年会長インタビュー

山本　学会自体がそういう基盤の上にあった
ので、とにかく、心地よい議論の場を提供する
ことがその当時の唯一の方針だったと言える
んじゃないでしょうか。アイドルのグループが
コンサートを開けば、歌が上手いかどうかは
関係なく人が集まるのと似た状況だったよう
に思います（笑）。

岩崎　生物の垣根を越えて、分子生物学や
DNAという共通言語で語れるのって、ものす
ごくおもしろいと思います。共通言語が使える
となると、原理というか、根幹的な法則性にア
プローチできるんじゃないかという期待にも
つながりますよね！

山本　そうですね。遺伝子にしてしまえば、動
物でも植物でも共通に考えられる部分もある
ので、当然、こちらでわかったことがあちらで
役立つというようなことが出てきます。ですか
ら、年会としてはなるべく広く議論の場をもつ、
いろんな分野を受け入れることで議論をさら
に発展させるのが分子生物学会としてのコン
セプトでした。ただ、そうなってくると、既存の
エスタブリッシュした分野から「分子生物学は
単なる技術なんだ」という議論も出てきたんで
す。たしかに、分子生物学的な手法はテクノロ
ジーの分野にも貢献していて、そういう側面が
あればこそ企業からサポートしていただける
ということがあったと思います。ただ、私は、得
体の知れない大腸菌やファージにのめり込ん
で何をやっているのだろうと思われていたマ
ニアックな人々の系譜にいるので、分子生物
学は単なる技術ではないと強く感じていて、
学問としての分子生物学を大事にしなければ

いけないと思っていました。しかし、分子生物
学は科学なのか技術なのかという議論を表
立って始めることは、学会に無用の分断を持
ち込むことになりかねないと考え、2001年会
ではあえてその点について議論しないように
しました。その一方で、より一般的な意味で分
子生物学と社会とのつながりを意識したシン
ポジウム『21世紀の生命科学：バイオサイエン
スは日本の未来を開くか？』を企画し、応用科
学をサポートする分子生物学と、個々の研究
者がやっているスモールサイエンスとしての分
子生物学とのバランスをどうやってとるのか、
というあたりを私としては議論したいという気
持ちがありました。もうひとつは、分子生物学
がおもしろい学問なんだとわかってもらえる
ような企画ということで『ポストゲノムを支え
るモデル生物』のシリーズシンポジウムをプロ
グラム委員会に企画してもらいました。これか
ら分子生物学的な発想を用いて斬り込もうと
している、まだ何が出てくるかわからない、そう
いう分野が興りつつあることを知っていただ
く。若い人の目をそこに向けてもらいたい、と
いう期待を込めて、年会のプログラムに潜り
込ませることにしたんです。

塩見　今よりも当時のほうが学ぶことも多
かったのかもしれませんね。分子生物学その
ものはそれ以前からあったんですけど、年会
の場で一堂に会して視点をきちんとする、その
第一歩になった年会だったのかなと先生のお
話を聞いて思いました。

山本　線虫が分子生物学の対象に入ってきた
のには、生物の行動がどのように制御されて

いるかを分子生物学で突き止められるか、と
いう狙いでモデル生物として立ち上げられた
経緯があります。大腸菌だけではなく、研究対
象をさらに拡張していこうという当時のような
発想は大事だと思います。

塩見　モデル生物シリーズで扱われたものは
今でもすべてが大変重要ですし、どれも欠くこ
とのできないものですよね。また、シンポジウ
ムだけでなくワークショップの座長や演者も
錚々たるメンバーがずらりと名を連ねてらっ
しゃるし、分子生物学会の力というか、そうい
うものも感じますね。

岩崎　これだけの生物種を同じ学会で議論で
きるのも素晴らしいですよね。横に並べて広く
色々な分野をみていくことによって、予想外の
アイディアに繋がることもあるかもしれません
し。

山本　閉鎖的・限定的にするのではなく、分野
の外の人に向かって「こういうところではこう
いうおもしろいことが起こっていますよ」と知
らせていくようなことをやるべき学会なんだと
思います。本屋さんで何冊かパラパラとめくっ
て買う本を決めるような感覚がもてるといい
んじゃないですかね。

岩崎　たしかに、分生の年会には「どんなおも
しろい新しい話が聞けるかな」という想定外
の出会いを期待するようなわくわく感もあり
ます。

山本　分子生物学は技術か、について補足す

ると、数学は物理学にとって重要な解析手段
ですけれども、だから数学は技術なのだと言
う人はいません。小川洋子さんの『博士の愛し
た数式』にも出てくるオイラーの公式eiθ＝cos
θ＋i sinθは、数学好きから最も美しい数式と
評されることもある非常にシンプルな公式で
すが、まるで宇宙の神秘がここに凝縮されて
いるような究極の感覚を与えてくれます。似た
ような意味で、分子生物学は生命科学におい
てそれ自身が確固たる位置を占めている、と
今でもそう思っています。

塩見　分子生物学が生命科学の共通言語と
言われる所以ですか。すごくわかります。実際
に若手はそういう教育を受けてきていますし
ね。学会の創立当時から、とにかく若手を第一
に考えている分生ですが、山本先生からみて
いまの若手、あるいは取り巻く環境をどのよう
に考えていらっしゃいますか？

山本　むずかしい時代であることはたしかで
しょうね。私たちの時代は生まれたときにテレ
ビなんてありませんでした。生まれたときから
テレビがある時代を経て、いまでは、もう最
初っからパソコンやスマートフォンがある。研
究以外に興味をひくものが山ほどある。そうい
う、身体の中にしみ込んだものが違う人たちに
対して、そうではない人があれこれ言うべきで
はないと私は思っています。今の若い人たち自
身が、今何が大事なのかを考えて行動してく
れたらよいのです。もちろん分子生物学には
おもしろい問題がまだたくさん残っていると
思うし、そういう研究にチャレンジしてほしい
気持ちはあります。ただまぁ研究環境を一括

りにして言えば、いろいろな理由があるので
しょうけど、日本のいまの政策が基礎科学を
大事にしていないのは絶対よくありません。

塩見　ノーベル賞をとるような先生がいくら
言っても変わらないんですよね。最近になって
ファンディングエージェンシーが若手を大事
にしようって言い出して、42歳くらいまでは少
し厚くなってきているようです。でも、若手が腰
を据えて研究できるようにしてあげなければ
いけません。大学はお金がないし、運営費交付
金も減るし、自分で稼がなきゃいけないし、稼
ぐためには論文がいる。でもその論文を出す
にはバイオインフォもしなくちゃ、構造もとら
なきゃ、そうなるとお金のある人はできるけど、
そうでない人もたくさんいるんですよね。非常
にやりにくくなっていると感じます。

山本　テクノロジーが発達したのはいいんだ
けど、逆にそれを使っていないとサイエンスが
できないような時代になっているのは問題で
すね。しかし、極端なことを言えば、「そういう
サイエンスが本当におもしろいんですか？」と
いう疑念もあるんですよ。だったら時流に流さ
れずに誰も考えていない新しいことを考える、
それが許されるような仕組みで研究費が配分
されるべきです。基本的なサポートというか、
一極集中で大きなお金をつけるのではなく、
全員にある程度のお金は必ず分配される、そ
れが基本だと思います。かつかつにしろ何とか
信念を貫ける状況があってこそ、全く新しいブ
レイクスルーが出てくるのでしょう。

塩見　大事なことですよね。最近よくやられる

引用回数っていう計り方だと、反論のときも引
用されるので、いまいちですよね。数字が高け
れば良いとするのは仕組みとしては簡単です
から。

山本　インパクトファクター至上主義みたい
になって、このレベルのジャーナルに論文を通
すためにはこれこれのデータを揃えなさい、と
いうことがまかり通っています。出した論文も
内容ではなくジャーナルのインパクトファク
ターや引用回数だけで評価されがちです。す
ばらしい論文を書きましたねとか、おもしろい
論文を書きましたね、っていうことではなく、こ
ちらの論文のほうがインパクトファクターが
高いからあちらより優れてますねって。本来そ
ういうことで論文の価値は計れないですから
ね。

岩崎　とくに人事公募などでは、論文のイン
パクトファクターを中心にみるのではなくて、
そのひとが持っている技術とか、研究内容と
将来的な発展性をしっかり審査してもらえる
と期待したいです。

塩見　そうよね、単なる数字だけに頼らない、
研究者を多面的に複合的にみる審査でなくて
はね。さて、2001年会ではスピーカーが全員
女性のワークショップ『分子生物学の新しい
潮流』を企画されました。20年前のことですの
で、それこそむずかしさがあったのではないで
しょうか。

山本　企画のきっかけは、この年に小川智子
先生（第12期会長）が分子生物学会で初めて

の女性会長になられたんですね。それで、柳田
（充弘）先生（第11期会長）とお二人で世話人
をお務めいただいて、女性だけの企画をやろ
うということになりました。小川先生は私より
ひと世代上の方ですが、がんばっている女性
研究者がいるんだということを知らしめたい
というアファーマティブアクション的お考えと、
しかしサイエンティフィックなレベルで妥協は
しないというお考えの上に企画されたので、
内容的にも聞き応えがあるワークショップで
した。今日では、アファーマティブアクションに
ついてはあったほうがいいというのが議論の
大勢ですが、そういうアクションのおかげで自
分がポストを得たと思われたくない人もいま
す。いいサイエンスをしてきたから今の自分が
あるんだ、という考えはよく理解できます。女
性の中にもやはり考え方には幅があるわけで
すよね。ですから、男女共同参画に関して何か
ひとつだけ方策を出しても、ある人にはメリッ
トだがある人にはそうではないということもあ
る。2001年会で得た私個人の教訓として、女
性研究者支援の方策はある程度の幅をもって
みていかなければならないとずっと感じてい
ます。

塩見　イケイケのときだと、多くが前を向いて
いますし、新しい企画にも取り組みやすい状
況だったのかもしれませんよね。

山本　この時代になってくると、分子生物学の
もつ力の拡大がもちろん背景にあるわけです
が、気がついてみれば分子生物学会は完全に
社会的な存在になっていました。学会としてそ
れに応えうる態勢をとらないといけない時代

に入ってきたのだと思います。世の中に男女共
同参画という言葉は出てきていたし、学会の
規模は発足時のように同好会的な運営でやれ
る範囲をとっくに越えていました。早くから法
人化していた学会とは違って、分子生物学会
にはサイエンスだけをやっていければいいと
いう人たちが多くいました。ある意味ではそれ
が許されていたということでしょうけど（笑）。
もちろん、本当はポリティカルに深い考えのあ
る人もたくさんいました。学生の頃に下働きで
こき使われたり、学問というものは社会と無縁
ではないと教授たちを捕まえては議論をふっ
かけていたりした時代があって、でもあまりう
まくは解決せずに政治的な挫折を経験した人
たちも少なくありません。社会に対する意識は
あるのだけれども、当面はサイエンスに集中し
ようとする人が多かったのだと思います。それ
だけ分子生物学が学問としておもしろいとい
うこともあったと思います。そういう意識を基
盤に拡大していった分子生物学会は、社会と
の関係をなるべく回避しようとしてきた学会
と言えますね。それでも、日本でヒトゲノムプロ
ジェクトを始めるかとなったとき、この問題は
分子生物学会で大きく取り上げて真剣な議論
がありました。推進派がいる一方で、プロジェ
クトを始めるとほかの研究分野が圧迫される
んじゃないかとの反論も強く、総会の場で賛
成反対の喧々諤々がありました。

塩見　1999年にアメリカから帰ってきて、ま
さにこの頃の分生に参加していたので、こんな
に熱い議論をするんだって感覚を覚えたんで
すよね、分子生物学会の年会で。そういうふう
だったんですよ、あらを探して突っ込む人が多
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岩崎　これだけ男性ばかりの組織委員会で保
育室を設置しようという英断が素晴らしいと
思いました。先生がそこで前例をつくってくれ
たからこそ今まで続いているのだと思います
し。

塩見　コロナ禍ではありますが、今年も年会
保育室を設置いたします。現地に参加して議
論をしてもらいたいですから。それでは、国際
化やオンライン化についてはいかがでしょう？

山本　おそらく国際化のひとつと考えられる
年会の英語化については、数十年前から話に
は出ていたんですけど、完全英語化には踏み
切れなかったですね。言語が活発な議論を阻
害するようではよくないですからね。日本人同
士で日本語なら一瞬でわかることが、英語で
議論しようとするとちょっともたもたしたりす
るじゃないですか。発表準備してきた説明はう
まくできても、話が少し横にそれると途端にギ
クシャクするとか。

塩見　発表スライドは英語で、わかりにくそう
なところを日本語でフォローしようとすると、
意外と煩雑で見にくくなったりもして。本当に
むずかしい問題だと思いますね。日本人は若
手ほど英語力がいまひとつと言われることも
あったり、グローバライゼーションと言うわり
には気持ちばかりが急いて追いつけていない
感じでしょうか。

岩崎　今の若い人は小学校の頃から英語の
授業を受けてきているから、なんとなく英語も
そんなに辛くないのかなと思っていたんです

けど、若い人にとっても難しいんですね。初め
ての学会発表で英語化のために活発なディス
カッションができず、学会発表があんまりおも
しろくないなと思われてしまっても悲しいです
よね…

塩見　そう、学会はおもしろくないってなって
しまうとね。大学が飲み会を禁止せざるをえ
ない状況が続いて、学生さんもかわいそうです
よ。分かり合う人がいない、作れないなか、学
生生活を送っているんですから。

山本　国際化やオンライン化の負の部分とし
て、ふらっと行っておもしろそうだなっていう
感覚が養われにくくなってきますね。英語の専
門用語がわからないなどハードルが高いと、
この分野はみても理解できそうにないと避け
てしまって、ポスターをみなくなりますよね。ま
た昔は、年会に招かれた外国の偉い先生のお
話を聴く貴重な機会に英語がわからないと
困ったりしたのだけど、これだけネット社会が
発達して、そういう時代ではなくなっています
しね。自分でちょこっと調べれば最新の情報
がわかることも少なくないですし。

塩見　著名な先生の講義などもネットからた
くさん拾うことができるけれど、でもそれを若
手が活用しているかと言えばそんなこともな
さそうだし。ちょっと自分の研究とは違うも
のって分けてしまっているようにも思います。

岩崎　近い将来、日本語で発表したら自動翻
訳で同時に英語が流れるなど、テクノロジー
で言語の壁を突破できるような時代になるか

いこと（笑）。

山本　そうでしたね。そういった好き勝手なこ
と、議論が議論を呼ぶようなことをしてきたい
わば“青臭い”学会でも、会計の規模がものす
ごく大きくなっていました。望むと望まざると
にかかわらず、分子生物学会が社会性を高め
なければならないフェーズに入ってきて、法人
化に向けてバタバタし始めた時期でもありま
した。学会として社会とのつながりを考えなけ
ればならない、任意団体ではもう済まない、そ
ういうターニングポイントに差しかかっていた
気がしますね。

塩見　国立大学の独立行政法人化が進めら
れていた頃ですし、分生くらいの規模ですと、
学会の法人化は必然の流れだったと思います。

山本　そんな時代背景のなか、2001年会で
分子生物学会として初めて保育室を設置しま
した。会員から年会に保育室があるとありが
たいというご意見があったんですけど、組織委
員会では全員が設置に賛成というわけではあ
りませんでした。その大きな理由として、当時
の分子生物学会が法人格をもたない任意団
体で、もし年会の保育室で何かしら事故が起
きたときに責任をとれるのか、そういう観点か
ら反対される方が多くありました。本当は満場
一致となればよかったのでしょうけど、最終的
に判断を年会長に一任していただき、何か
あったときには私が個人的に法的な責任を負
おうと思い定めて、年会に保育室を設置する
という決断をしました。時代の流れからも、分
子生物学会としてはこのあたりで決断してお

かないといけないと考えました。そこで、大坪
久子先生と菊池淑子先生にまとめ役をお願い
し、あらゆる面から検討していただいて設置を
具体化していきました。万が一のときには保険
が適用されるところまで契約を進めることが
できました。初めての設置ということで、年会
へのサポートとは別に保育室に対して寄付し
てくださった企業もありました。結果的に事故
もなく、この保育室の設置が分子生物学会が
男女共同参画に目を向けるきっかけになって、
翌年に男女共同参画ワーキンググループが置
かれることとなったのです。

塩見　20年が経って、もっと変わってほしい
と思うところもあって、実は、今年は、女性研究
者のアファーマティブアクションというか、女
性に参加してもらいたいという記載を公募シ
ンポジウムとワークショップの募集要項から
削除してしまおうと思っていたんです。でも、結
局は残しました。やはりそれをとってしまった
ときの反応が怖かったんですよね…

山本　おっしゃる意味はわかります。ただ、よ
くよく思い返してみると、20年前の組織委員
には女性がひとりもいなかった。そういう意味
では、学会は大きく変わってきたんだと思いま
す。当時は意識としては非常に低い状況だっ
たけれども、分生の男女共同参画元年だった
という評価もいただいています。分子生物学
会が男女共同参画のワーキンググループを立
ち上げたのと同じ時期に、学協会を横断する
男女共同参画学協会連絡会が設立されたの
で、学会として後れを取らずによかったと思っ
ています。

もしれませんね。

塩見　スピーカーを通ると言語が変わってし
まうみたいになるかも。そうなると学会の在り
方も大きく変わるでしょうね。現地に行く魅
力って、自分の発表以外にも誰かに会って直
接、対面で話がしたいみたいなこともあります
から、2021年会はなんとか対面主体のハイブ
リッドで開催できるよう努力してきました。

山本　オンラインにも、これからはお作法とい
うか、色々なサポート技術が出てくるだろうと
思います。いまはまだ質疑の場面とかはどうし
てもぎこちなくなってしまうから、まあ発言し
なくてもいいかと、積極性がなくなって全体的
に大人しくなってしまいますね。オンラインに
も便利なことがあるので、テクノロジーがその
あたりをどう埋めていけるか。研究者がどう使
いこなせるかですね。

塩見　最後に、私たちの2021年会へエールを
お願いします。

山本　若い人は自分のやりたいことを自由に
やっていただくのが一番です。自分がおもしろ
いと思ったことに打ち込んでいくことが基本
で、サイエンスが始まって以来不変の大事な
ことだと思います。そのなかで苦しいこともあ
るかもしれないけど、やりたいと思っているこ
とを是非やりとげてほしいと思います。

岩崎　先生のお話を伺えて、若い世代として
とても勇気が出てきました。今日の保育室を
つくるお話など、自分が責任をとってでも決断

をしてきたその勇気ある行動を知ると、私も大
事なときにはしっかり自分の身を切る覚悟で
やらなきゃいけないんだなという気持ちにな
りました。

山本　生き物っていうのは世代交代していく
ものですから、人間もそう、世代交代をきちん
とやらないといいことはありません。

塩見　山本先生、本日は本当にありがとうご
ざいました。



塩見　山本先生、本日は3号館までお越しい
ただきありがとうございます。横浜で年会を開
催された年会長へのインタビューということ
で、まず、2001年会のコンセプトから聞かせて
ください。

山本　今回お声がけがあって、さて何を話そ
うかと整理してみたのですが、吉田光昭先生
（1998年会長）が私の3年前に初めて横浜で
開催されて、私の回はまだ2度目の横浜年会
でした。今になってみると、もっと以前から横
浜で開催していたような気がします。横浜は言
わずもがな、非常に大きな会場というのが第

一印象でした。それで、広大な展示場をフルに
活用して、ポスターは演題ごとに二日間掲示
し、会期四日で開催したいと考えました。とこ
ろが、ありがたいことですが、企業展示が想定
以上に集まり、発表者数も予想を超えて、ポス
ターを収容するスペースが足りなくなってし
まったのです。見込みで印刷した要旨集も大
慌てで増刷しました。分子生物学会が急速に
大きくなっていることにあらためて気づかされ
ましたね。

塩見　前年から会員が1000名以上、年会参
加者も1500名の増加では、予測されるのはむ

ずかしかったと思います。

山本　特に当時の分子生物学には、生命科学
の各分野がそれぞれ築き上げた基本概念や
独自の用語で理解していた、分散していた生
命科学の体系をひとつにまとめていく力があ
りました。右肩上がりで関心をもつ人が増えて
いて、翌年の横浜年会はさらに参加者が増え
ました。最初は小さなコミュニティーから始
まった分子生物学でしたが、それが発展する
につれて、従来からあった生物学の分野、たと
えば遺伝学や発生学、分類学などにまで分子
生物学的なコンセプトが浸透し、DNAを研究
対象とする人が分子生物学会に集まってくる
ようになりました。また、医学の領域でも、免疫
学をはじめ様々な分野でDNAを扱うようにな
りました。昔は、動物学と植物学の間にも高い
壁のようなものがあって、たとえばタヌキの生
態を研究する人と植物の分類を研究する人が
議論するような場面はほとんどありませんで
した。ところが、DNAや遺伝子を共通言語とし

て、互いに話が通じるようになり、動物学教室
と植物学教室が統合して生物学教室になる、
そういうことが進んでいた時代でもありまし
た。それほど、分子生物学は大きな力を持って
いたんです。

塩見　非常にいい時代ですよね。

山本　それから、私たち人間の実生活とつな
がりのある医学や農学の分野にまで分子生物
学が波及したことで、分子生物学会に対して
関心をもち、年会への寄付や出展などでサ
ポートしてくださる企業が増えました。そうい
う時代背景でしたので、年会を開けば人が集
まって活発な議論が展開しました。だから実
は年会として特別なコンセプトを設ける必要
がなかったんです。

塩見　本当に素晴らしいですよね。うらやまし
くも思います。

第24回（2001年）年会 山本 正幸 年会長インタビュー

山本　学会自体がそういう基盤の上にあった
ので、とにかく、心地よい議論の場を提供する
ことがその当時の唯一の方針だったと言える
んじゃないでしょうか。アイドルのグループが
コンサートを開けば、歌が上手いかどうかは
関係なく人が集まるのと似た状況だったよう
に思います（笑）。

岩崎　生物の垣根を越えて、分子生物学や
DNAという共通言語で語れるのって、ものす
ごくおもしろいと思います。共通言語が使える
となると、原理というか、根幹的な法則性にア
プローチできるんじゃないかという期待にも
つながりますよね！

山本　そうですね。遺伝子にしてしまえば、動
物でも植物でも共通に考えられる部分もある
ので、当然、こちらでわかったことがあちらで
役立つというようなことが出てきます。ですか
ら、年会としてはなるべく広く議論の場をもつ、
いろんな分野を受け入れることで議論をさら
に発展させるのが分子生物学会としてのコン
セプトでした。ただ、そうなってくると、既存の
エスタブリッシュした分野から「分子生物学は
単なる技術なんだ」という議論も出てきたんで
す。たしかに、分子生物学的な手法はテクノロ
ジーの分野にも貢献していて、そういう側面が
あればこそ企業からサポートしていただける
ということがあったと思います。ただ、私は、得
体の知れない大腸菌やファージにのめり込ん
で何をやっているのだろうと思われていたマ
ニアックな人々の系譜にいるので、分子生物
学は単なる技術ではないと強く感じていて、
学問としての分子生物学を大事にしなければ

いけないと思っていました。しかし、分子生物
学は科学なのか技術なのかという議論を表
立って始めることは、学会に無用の分断を持
ち込むことになりかねないと考え、2001年会
ではあえてその点について議論しないように
しました。その一方で、より一般的な意味で分
子生物学と社会とのつながりを意識したシン
ポジウム『21世紀の生命科学：バイオサイエン
スは日本の未来を開くか？』を企画し、応用科
学をサポートする分子生物学と、個々の研究
者がやっているスモールサイエンスとしての分
子生物学とのバランスをどうやってとるのか、
というあたりを私としては議論したいという気
持ちがありました。もうひとつは、分子生物学
がおもしろい学問なんだとわかってもらえる
ような企画ということで『ポストゲノムを支え
るモデル生物』のシリーズシンポジウムをプロ
グラム委員会に企画してもらいました。これか
ら分子生物学的な発想を用いて斬り込もうと
している、まだ何が出てくるかわからない、そう
いう分野が興りつつあることを知っていただ
く。若い人の目をそこに向けてもらいたい、と
いう期待を込めて、年会のプログラムに潜り
込ませることにしたんです。

塩見　今よりも当時のほうが学ぶことも多
かったのかもしれませんね。分子生物学その
ものはそれ以前からあったんですけど、年会
の場で一堂に会して視点をきちんとする、その
第一歩になった年会だったのかなと先生のお
話を聞いて思いました。

山本　線虫が分子生物学の対象に入ってきた
のには、生物の行動がどのように制御されて

いるかを分子生物学で突き止められるか、と
いう狙いでモデル生物として立ち上げられた
経緯があります。大腸菌だけではなく、研究対
象をさらに拡張していこうという当時のような
発想は大事だと思います。

塩見　モデル生物シリーズで扱われたものは
今でもすべてが大変重要ですし、どれも欠くこ
とのできないものですよね。また、シンポジウ
ムだけでなくワークショップの座長や演者も
錚々たるメンバーがずらりと名を連ねてらっ
しゃるし、分子生物学会の力というか、そうい
うものも感じますね。

岩崎　これだけの生物種を同じ学会で議論で
きるのも素晴らしいですよね。横に並べて広く
色々な分野をみていくことによって、予想外の
アイディアに繋がることもあるかもしれません
し。

山本　閉鎖的・限定的にするのではなく、分野
の外の人に向かって「こういうところではこう
いうおもしろいことが起こっていますよ」と知
らせていくようなことをやるべき学会なんだと
思います。本屋さんで何冊かパラパラとめくっ
て買う本を決めるような感覚がもてるといい
んじゃないですかね。

岩崎　たしかに、分生の年会には「どんなおも
しろい新しい話が聞けるかな」という想定外
の出会いを期待するようなわくわく感もあり
ます。

山本　分子生物学は技術か、について補足す

ると、数学は物理学にとって重要な解析手段
ですけれども、だから数学は技術なのだと言
う人はいません。小川洋子さんの『博士の愛し
た数式』にも出てくるオイラーの公式eiθ＝cos
θ＋i sinθは、数学好きから最も美しい数式と
評されることもある非常にシンプルな公式で
すが、まるで宇宙の神秘がここに凝縮されて
いるような究極の感覚を与えてくれます。似た
ような意味で、分子生物学は生命科学におい
てそれ自身が確固たる位置を占めている、と
今でもそう思っています。

塩見　分子生物学が生命科学の共通言語と
言われる所以ですか。すごくわかります。実際
に若手はそういう教育を受けてきていますし
ね。学会の創立当時から、とにかく若手を第一
に考えている分生ですが、山本先生からみて
いまの若手、あるいは取り巻く環境をどのよう
に考えていらっしゃいますか？

山本　むずかしい時代であることはたしかで
しょうね。私たちの時代は生まれたときにテレ
ビなんてありませんでした。生まれたときから
テレビがある時代を経て、いまでは、もう最
初っからパソコンやスマートフォンがある。研
究以外に興味をひくものが山ほどある。そうい
う、身体の中にしみ込んだものが違う人たちに
対して、そうではない人があれこれ言うべきで
はないと私は思っています。今の若い人たち自
身が、今何が大事なのかを考えて行動してく
れたらよいのです。もちろん分子生物学には
おもしろい問題がまだたくさん残っていると
思うし、そういう研究にチャレンジしてほしい
気持ちはあります。ただまぁ研究環境を一括

りにして言えば、いろいろな理由があるので
しょうけど、日本のいまの政策が基礎科学を
大事にしていないのは絶対よくありません。

塩見　ノーベル賞をとるような先生がいくら
言っても変わらないんですよね。最近になって
ファンディングエージェンシーが若手を大事
にしようって言い出して、42歳くらいまでは少
し厚くなってきているようです。でも、若手が腰
を据えて研究できるようにしてあげなければ
いけません。大学はお金がないし、運営費交付
金も減るし、自分で稼がなきゃいけないし、稼
ぐためには論文がいる。でもその論文を出す
にはバイオインフォもしなくちゃ、構造もとら
なきゃ、そうなるとお金のある人はできるけど、
そうでない人もたくさんいるんですよね。非常
にやりにくくなっていると感じます。

山本　テクノロジーが発達したのはいいんだ
けど、逆にそれを使っていないとサイエンスが
できないような時代になっているのは問題で
すね。しかし、極端なことを言えば、「そういう
サイエンスが本当におもしろいんですか？」と
いう疑念もあるんですよ。だったら時流に流さ
れずに誰も考えていない新しいことを考える、
それが許されるような仕組みで研究費が配分
されるべきです。基本的なサポートというか、
一極集中で大きなお金をつけるのではなく、
全員にある程度のお金は必ず分配される、そ
れが基本だと思います。かつかつにしろ何とか
信念を貫ける状況があってこそ、全く新しいブ
レイクスルーが出てくるのでしょう。

塩見　大事なことですよね。最近よくやられる

引用回数っていう計り方だと、反論のときも引
用されるので、いまいちですよね。数字が高け
れば良いとするのは仕組みとしては簡単です
から。

山本　インパクトファクター至上主義みたい
になって、このレベルのジャーナルに論文を通
すためにはこれこれのデータを揃えなさい、と
いうことがまかり通っています。出した論文も
内容ではなくジャーナルのインパクトファク
ターや引用回数だけで評価されがちです。す
ばらしい論文を書きましたねとか、おもしろい
論文を書きましたね、っていうことではなく、こ
ちらの論文のほうがインパクトファクターが
高いからあちらより優れてますねって。本来そ
ういうことで論文の価値は計れないですから
ね。

岩崎　とくに人事公募などでは、論文のイン
パクトファクターを中心にみるのではなくて、
そのひとが持っている技術とか、研究内容と
将来的な発展性をしっかり審査してもらえる
と期待したいです。

塩見　そうよね、単なる数字だけに頼らない、
研究者を多面的に複合的にみる審査でなくて
はね。さて、2001年会ではスピーカーが全員
女性のワークショップ『分子生物学の新しい
潮流』を企画されました。20年前のことですの
で、それこそむずかしさがあったのではないで
しょうか。

山本　企画のきっかけは、この年に小川智子
先生（第12期会長）が分子生物学会で初めて

の女性会長になられたんですね。それで、柳田
（充弘）先生（第11期会長）とお二人で世話人
をお務めいただいて、女性だけの企画をやろ
うということになりました。小川先生は私より
ひと世代上の方ですが、がんばっている女性
研究者がいるんだということを知らしめたい
というアファーマティブアクション的お考えと、
しかしサイエンティフィックなレベルで妥協は
しないというお考えの上に企画されたので、
内容的にも聞き応えがあるワークショップで
した。今日では、アファーマティブアクションに
ついてはあったほうがいいというのが議論の
大勢ですが、そういうアクションのおかげで自
分がポストを得たと思われたくない人もいま
す。いいサイエンスをしてきたから今の自分が
あるんだ、という考えはよく理解できます。女
性の中にもやはり考え方には幅があるわけで
すよね。ですから、男女共同参画に関して何か
ひとつだけ方策を出しても、ある人にはメリッ
トだがある人にはそうではないということもあ
る。2001年会で得た私個人の教訓として、女
性研究者支援の方策はある程度の幅をもって
みていかなければならないとずっと感じてい
ます。

塩見　イケイケのときだと、多くが前を向いて
いますし、新しい企画にも取り組みやすい状
況だったのかもしれませんよね。

山本　この時代になってくると、分子生物学の
もつ力の拡大がもちろん背景にあるわけです
が、気がついてみれば分子生物学会は完全に
社会的な存在になっていました。学会としてそ
れに応えうる態勢をとらないといけない時代

に入ってきたのだと思います。世の中に男女共
同参画という言葉は出てきていたし、学会の
規模は発足時のように同好会的な運営でやれ
る範囲をとっくに越えていました。早くから法
人化していた学会とは違って、分子生物学会
にはサイエンスだけをやっていければいいと
いう人たちが多くいました。ある意味ではそれ
が許されていたということでしょうけど（笑）。
もちろん、本当はポリティカルに深い考えのあ
る人もたくさんいました。学生の頃に下働きで
こき使われたり、学問というものは社会と無縁
ではないと教授たちを捕まえては議論をふっ
かけていたりした時代があって、でもあまりう
まくは解決せずに政治的な挫折を経験した人
たちも少なくありません。社会に対する意識は
あるのだけれども、当面はサイエンスに集中し
ようとする人が多かったのだと思います。それ
だけ分子生物学が学問としておもしろいとい
うこともあったと思います。そういう意識を基
盤に拡大していった分子生物学会は、社会と
の関係をなるべく回避しようとしてきた学会
と言えますね。それでも、日本でヒトゲノムプロ
ジェクトを始めるかとなったとき、この問題は
分子生物学会で大きく取り上げて真剣な議論
がありました。推進派がいる一方で、プロジェ
クトを始めるとほかの研究分野が圧迫される
んじゃないかとの反論も強く、総会の場で賛
成反対の喧々諤々がありました。

塩見　1999年にアメリカから帰ってきて、ま
さにこの頃の分生に参加していたので、こんな
に熱い議論をするんだって感覚を覚えたんで
すよね、分子生物学会の年会で。そういうふう
だったんですよ、あらを探して突っ込む人が多
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岩崎　これだけ男性ばかりの組織委員会で保
育室を設置しようという英断が素晴らしいと
思いました。先生がそこで前例をつくってくれ
たからこそ今まで続いているのだと思います
し。

塩見　コロナ禍ではありますが、今年も年会
保育室を設置いたします。現地に参加して議
論をしてもらいたいですから。それでは、国際
化やオンライン化についてはいかがでしょう？

山本　おそらく国際化のひとつと考えられる
年会の英語化については、数十年前から話に
は出ていたんですけど、完全英語化には踏み
切れなかったですね。言語が活発な議論を阻
害するようではよくないですからね。日本人同
士で日本語なら一瞬でわかることが、英語で
議論しようとするとちょっともたもたしたりす
るじゃないですか。発表準備してきた説明はう
まくできても、話が少し横にそれると途端にギ
クシャクするとか。

塩見　発表スライドは英語で、わかりにくそう
なところを日本語でフォローしようとすると、
意外と煩雑で見にくくなったりもして。本当に
むずかしい問題だと思いますね。日本人は若
手ほど英語力がいまひとつと言われることも
あったり、グローバライゼーションと言うわり
には気持ちばかりが急いて追いつけていない
感じでしょうか。

岩崎　今の若い人は小学校の頃から英語の
授業を受けてきているから、なんとなく英語も
そんなに辛くないのかなと思っていたんです

けど、若い人にとっても難しいんですね。初め
ての学会発表で英語化のために活発なディス
カッションができず、学会発表があんまりおも
しろくないなと思われてしまっても悲しいです
よね…

塩見　そう、学会はおもしろくないってなって
しまうとね。大学が飲み会を禁止せざるをえ
ない状況が続いて、学生さんもかわいそうです
よ。分かり合う人がいない、作れないなか、学
生生活を送っているんですから。

山本　国際化やオンライン化の負の部分とし
て、ふらっと行っておもしろそうだなっていう
感覚が養われにくくなってきますね。英語の専
門用語がわからないなどハードルが高いと、
この分野はみても理解できそうにないと避け
てしまって、ポスターをみなくなりますよね。ま
た昔は、年会に招かれた外国の偉い先生のお
話を聴く貴重な機会に英語がわからないと
困ったりしたのだけど、これだけネット社会が
発達して、そういう時代ではなくなっています
しね。自分でちょこっと調べれば最新の情報
がわかることも少なくないですし。

塩見　著名な先生の講義などもネットからた
くさん拾うことができるけれど、でもそれを若
手が活用しているかと言えばそんなこともな
さそうだし。ちょっと自分の研究とは違うも
のって分けてしまっているようにも思います。

岩崎　近い将来、日本語で発表したら自動翻
訳で同時に英語が流れるなど、テクノロジー
で言語の壁を突破できるような時代になるか

いこと（笑）。

山本　そうでしたね。そういった好き勝手なこ
と、議論が議論を呼ぶようなことをしてきたい
わば“青臭い”学会でも、会計の規模がものす
ごく大きくなっていました。望むと望まざると
にかかわらず、分子生物学会が社会性を高め
なければならないフェーズに入ってきて、法人
化に向けてバタバタし始めた時期でもありま
した。学会として社会とのつながりを考えなけ
ればならない、任意団体ではもう済まない、そ
ういうターニングポイントに差しかかっていた
気がしますね。

塩見　国立大学の独立行政法人化が進めら
れていた頃ですし、分生くらいの規模ですと、
学会の法人化は必然の流れだったと思います。

山本　そんな時代背景のなか、2001年会で
分子生物学会として初めて保育室を設置しま
した。会員から年会に保育室があるとありが
たいというご意見があったんですけど、組織委
員会では全員が設置に賛成というわけではあ
りませんでした。その大きな理由として、当時
の分子生物学会が法人格をもたない任意団
体で、もし年会の保育室で何かしら事故が起
きたときに責任をとれるのか、そういう観点か
ら反対される方が多くありました。本当は満場
一致となればよかったのでしょうけど、最終的
に判断を年会長に一任していただき、何か
あったときには私が個人的に法的な責任を負
おうと思い定めて、年会に保育室を設置する
という決断をしました。時代の流れからも、分
子生物学会としてはこのあたりで決断してお

かないといけないと考えました。そこで、大坪
久子先生と菊池淑子先生にまとめ役をお願い
し、あらゆる面から検討していただいて設置を
具体化していきました。万が一のときには保険
が適用されるところまで契約を進めることが
できました。初めての設置ということで、年会
へのサポートとは別に保育室に対して寄付し
てくださった企業もありました。結果的に事故
もなく、この保育室の設置が分子生物学会が
男女共同参画に目を向けるきっかけになって、
翌年に男女共同参画ワーキンググループが置
かれることとなったのです。

塩見　20年が経って、もっと変わってほしい
と思うところもあって、実は、今年は、女性研究
者のアファーマティブアクションというか、女
性に参加してもらいたいという記載を公募シ
ンポジウムとワークショップの募集要項から
削除してしまおうと思っていたんです。でも、結
局は残しました。やはりそれをとってしまった
ときの反応が怖かったんですよね…

山本　おっしゃる意味はわかります。ただ、よ
くよく思い返してみると、20年前の組織委員
には女性がひとりもいなかった。そういう意味
では、学会は大きく変わってきたんだと思いま
す。当時は意識としては非常に低い状況だっ
たけれども、分生の男女共同参画元年だった
という評価もいただいています。分子生物学
会が男女共同参画のワーキンググループを立
ち上げたのと同じ時期に、学協会を横断する
男女共同参画学協会連絡会が設立されたの
で、学会として後れを取らずによかったと思っ
ています。

もしれませんね。

塩見　スピーカーを通ると言語が変わってし
まうみたいになるかも。そうなると学会の在り
方も大きく変わるでしょうね。現地に行く魅
力って、自分の発表以外にも誰かに会って直
接、対面で話がしたいみたいなこともあります
から、2021年会はなんとか対面主体のハイブ
リッドで開催できるよう努力してきました。

山本　オンラインにも、これからはお作法とい
うか、色々なサポート技術が出てくるだろうと
思います。いまはまだ質疑の場面とかはどうし
てもぎこちなくなってしまうから、まあ発言し
なくてもいいかと、積極性がなくなって全体的
に大人しくなってしまいますね。オンラインに
も便利なことがあるので、テクノロジーがその
あたりをどう埋めていけるか。研究者がどう使
いこなせるかですね。

塩見　最後に、私たちの2021年会へエールを
お願いします。

山本　若い人は自分のやりたいことを自由に
やっていただくのが一番です。自分がおもしろ
いと思ったことに打ち込んでいくことが基本
で、サイエンスが始まって以来不変の大事な
ことだと思います。そのなかで苦しいこともあ
るかもしれないけど、やりたいと思っているこ
とを是非やりとげてほしいと思います。

岩崎　先生のお話を伺えて、若い世代として
とても勇気が出てきました。今日の保育室を
つくるお話など、自分が責任をとってでも決断

をしてきたその勇気ある行動を知ると、私も大
事なときにはしっかり自分の身を切る覚悟で
やらなきゃいけないんだなという気持ちにな
りました。

山本　生き物っていうのは世代交代していく
ものですから、人間もそう、世代交代をきちん
とやらないといいことはありません。

塩見　山本先生、本日は本当にありがとうご
ざいました。



塩見　山本先生、本日は3号館までお越しい
ただきありがとうございます。横浜で年会を開
催された年会長へのインタビューということ
で、まず、2001年会のコンセプトから聞かせて
ください。

山本　今回お声がけがあって、さて何を話そ
うかと整理してみたのですが、吉田光昭先生
（1998年会長）が私の3年前に初めて横浜で
開催されて、私の回はまだ2度目の横浜年会
でした。今になってみると、もっと以前から横
浜で開催していたような気がします。横浜は言
わずもがな、非常に大きな会場というのが第

一印象でした。それで、広大な展示場をフルに
活用して、ポスターは演題ごとに二日間掲示
し、会期四日で開催したいと考えました。とこ
ろが、ありがたいことですが、企業展示が想定
以上に集まり、発表者数も予想を超えて、ポス
ターを収容するスペースが足りなくなってし
まったのです。見込みで印刷した要旨集も大
慌てで増刷しました。分子生物学会が急速に
大きくなっていることにあらためて気づかされ
ましたね。

塩見　前年から会員が1000名以上、年会参
加者も1500名の増加では、予測されるのはむ

ずかしかったと思います。

山本　特に当時の分子生物学には、生命科学
の各分野がそれぞれ築き上げた基本概念や
独自の用語で理解していた、分散していた生
命科学の体系をひとつにまとめていく力があ
りました。右肩上がりで関心をもつ人が増えて
いて、翌年の横浜年会はさらに参加者が増え
ました。最初は小さなコミュニティーから始
まった分子生物学でしたが、それが発展する
につれて、従来からあった生物学の分野、たと
えば遺伝学や発生学、分類学などにまで分子
生物学的なコンセプトが浸透し、DNAを研究
対象とする人が分子生物学会に集まってくる
ようになりました。また、医学の領域でも、免疫
学をはじめ様々な分野でDNAを扱うようにな
りました。昔は、動物学と植物学の間にも高い
壁のようなものがあって、たとえばタヌキの生
態を研究する人と植物の分類を研究する人が
議論するような場面はほとんどありませんで
した。ところが、DNAや遺伝子を共通言語とし

て、互いに話が通じるようになり、動物学教室
と植物学教室が統合して生物学教室になる、
そういうことが進んでいた時代でもありまし
た。それほど、分子生物学は大きな力を持って
いたんです。

塩見　非常にいい時代ですよね。

山本　それから、私たち人間の実生活とつな
がりのある医学や農学の分野にまで分子生物
学が波及したことで、分子生物学会に対して
関心をもち、年会への寄付や出展などでサ
ポートしてくださる企業が増えました。そうい
う時代背景でしたので、年会を開けば人が集
まって活発な議論が展開しました。だから実
は年会として特別なコンセプトを設ける必要
がなかったんです。

塩見　本当に素晴らしいですよね。うらやまし
くも思います。

山本　学会自体がそういう基盤の上にあった
ので、とにかく、心地よい議論の場を提供する
ことがその当時の唯一の方針だったと言える
んじゃないでしょうか。アイドルのグループが
コンサートを開けば、歌が上手いかどうかは
関係なく人が集まるのと似た状況だったよう
に思います（笑）。

岩崎　生物の垣根を越えて、分子生物学や
DNAという共通言語で語れるのって、ものす
ごくおもしろいと思います。共通言語が使える
となると、原理というか、根幹的な法則性にア
プローチできるんじゃないかという期待にも
つながりますよね！

山本　そうですね。遺伝子にしてしまえば、動
物でも植物でも共通に考えられる部分もある
ので、当然、こちらでわかったことがあちらで
役立つというようなことが出てきます。ですか
ら、年会としてはなるべく広く議論の場をもつ、
いろんな分野を受け入れることで議論をさら
に発展させるのが分子生物学会としてのコン
セプトでした。ただ、そうなってくると、既存の
エスタブリッシュした分野から「分子生物学は
単なる技術なんだ」という議論も出てきたんで
す。たしかに、分子生物学的な手法はテクノロ
ジーの分野にも貢献していて、そういう側面が
あればこそ企業からサポートしていただける
ということがあったと思います。ただ、私は、得
体の知れない大腸菌やファージにのめり込ん
で何をやっているのだろうと思われていたマ
ニアックな人々の系譜にいるので、分子生物
学は単なる技術ではないと強く感じていて、
学問としての分子生物学を大事にしなければ

いけないと思っていました。しかし、分子生物
学は科学なのか技術なのかという議論を表
立って始めることは、学会に無用の分断を持
ち込むことになりかねないと考え、2001年会
ではあえてその点について議論しないように
しました。その一方で、より一般的な意味で分
子生物学と社会とのつながりを意識したシン
ポジウム『21世紀の生命科学：バイオサイエン
スは日本の未来を開くか？』を企画し、応用科
学をサポートする分子生物学と、個々の研究
者がやっているスモールサイエンスとしての分
子生物学とのバランスをどうやってとるのか、
というあたりを私としては議論したいという気
持ちがありました。もうひとつは、分子生物学
がおもしろい学問なんだとわかってもらえる
ような企画ということで『ポストゲノムを支え
るモデル生物』のシリーズシンポジウムをプロ
グラム委員会に企画してもらいました。これか
ら分子生物学的な発想を用いて斬り込もうと
している、まだ何が出てくるかわからない、そう
いう分野が興りつつあることを知っていただ
く。若い人の目をそこに向けてもらいたい、と
いう期待を込めて、年会のプログラムに潜り
込ませることにしたんです。

塩見　今よりも当時のほうが学ぶことも多
かったのかもしれませんね。分子生物学その
ものはそれ以前からあったんですけど、年会
の場で一堂に会して視点をきちんとする、その
第一歩になった年会だったのかなと先生のお
話を聞いて思いました。

山本　線虫が分子生物学の対象に入ってきた
のには、生物の行動がどのように制御されて

いるかを分子生物学で突き止められるか、と
いう狙いでモデル生物として立ち上げられた
経緯があります。大腸菌だけではなく、研究対
象をさらに拡張していこうという当時のような
発想は大事だと思います。

塩見　モデル生物シリーズで扱われたものは
今でもすべてが大変重要ですし、どれも欠くこ
とのできないものですよね。また、シンポジウ
ムだけでなくワークショップの座長や演者も
錚々たるメンバーがずらりと名を連ねてらっ
しゃるし、分子生物学会の力というか、そうい
うものも感じますね。

岩崎　これだけの生物種を同じ学会で議論で
きるのも素晴らしいですよね。横に並べて広く
色々な分野をみていくことによって、予想外の
アイディアに繋がることもあるかもしれません
し。

山本　閉鎖的・限定的にするのではなく、分野
の外の人に向かって「こういうところではこう
いうおもしろいことが起こっていますよ」と知
らせていくようなことをやるべき学会なんだと
思います。本屋さんで何冊かパラパラとめくっ
て買う本を決めるような感覚がもてるといい
んじゃないですかね。

岩崎　たしかに、分生の年会には「どんなおも
しろい新しい話が聞けるかな」という想定外
の出会いを期待するようなわくわく感もあり
ます。

山本　分子生物学は技術か、について補足す

ると、数学は物理学にとって重要な解析手段
ですけれども、だから数学は技術なのだと言
う人はいません。小川洋子さんの『博士の愛し
た数式』にも出てくるオイラーの公式eiθ＝cos
θ＋i sinθは、数学好きから最も美しい数式と
評されることもある非常にシンプルな公式で
すが、まるで宇宙の神秘がここに凝縮されて
いるような究極の感覚を与えてくれます。似た
ような意味で、分子生物学は生命科学におい
てそれ自身が確固たる位置を占めている、と
今でもそう思っています。

塩見　分子生物学が生命科学の共通言語と
言われる所以ですか。すごくわかります。実際
に若手はそういう教育を受けてきていますし
ね。学会の創立当時から、とにかく若手を第一
に考えている分生ですが、山本先生からみて
いまの若手、あるいは取り巻く環境をどのよう
に考えていらっしゃいますか？

山本　むずかしい時代であることはたしかで
しょうね。私たちの時代は生まれたときにテレ
ビなんてありませんでした。生まれたときから
テレビがある時代を経て、いまでは、もう最
初っからパソコンやスマートフォンがある。研
究以外に興味をひくものが山ほどある。そうい
う、身体の中にしみ込んだものが違う人たちに
対して、そうではない人があれこれ言うべきで
はないと私は思っています。今の若い人たち自
身が、今何が大事なのかを考えて行動してく
れたらよいのです。もちろん分子生物学には
おもしろい問題がまだたくさん残っていると
思うし、そういう研究にチャレンジしてほしい
気持ちはあります。ただまぁ研究環境を一括

りにして言えば、いろいろな理由があるので
しょうけど、日本のいまの政策が基礎科学を
大事にしていないのは絶対よくありません。

塩見　ノーベル賞をとるような先生がいくら
言っても変わらないんですよね。最近になって
ファンディングエージェンシーが若手を大事
にしようって言い出して、42歳くらいまでは少
し厚くなってきているようです。でも、若手が腰
を据えて研究できるようにしてあげなければ
いけません。大学はお金がないし、運営費交付
金も減るし、自分で稼がなきゃいけないし、稼
ぐためには論文がいる。でもその論文を出す
にはバイオインフォもしなくちゃ、構造もとら
なきゃ、そうなるとお金のある人はできるけど、
そうでない人もたくさんいるんですよね。非常
にやりにくくなっていると感じます。

山本　テクノロジーが発達したのはいいんだ
けど、逆にそれを使っていないとサイエンスが
できないような時代になっているのは問題で
すね。しかし、極端なことを言えば、「そういう
サイエンスが本当におもしろいんですか？」と
いう疑念もあるんですよ。だったら時流に流さ
れずに誰も考えていない新しいことを考える、
それが許されるような仕組みで研究費が配分
されるべきです。基本的なサポートというか、
一極集中で大きなお金をつけるのではなく、
全員にある程度のお金は必ず分配される、そ
れが基本だと思います。かつかつにしろ何とか
信念を貫ける状況があってこそ、全く新しいブ
レイクスルーが出てくるのでしょう。

塩見　大事なことですよね。最近よくやられる

引用回数っていう計り方だと、反論のときも引
用されるので、いまいちですよね。数字が高け
れば良いとするのは仕組みとしては簡単です
から。

山本　インパクトファクター至上主義みたい
になって、このレベルのジャーナルに論文を通
すためにはこれこれのデータを揃えなさい、と
いうことがまかり通っています。出した論文も
内容ではなくジャーナルのインパクトファク
ターや引用回数だけで評価されがちです。す
ばらしい論文を書きましたねとか、おもしろい
論文を書きましたね、っていうことではなく、こ
ちらの論文のほうがインパクトファクターが
高いからあちらより優れてますねって。本来そ
ういうことで論文の価値は計れないですから
ね。

岩崎　とくに人事公募などでは、論文のイン
パクトファクターを中心にみるのではなくて、
そのひとが持っている技術とか、研究内容と
将来的な発展性をしっかり審査してもらえる
と期待したいです。

塩見　そうよね、単なる数字だけに頼らない、
研究者を多面的に複合的にみる審査でなくて
はね。さて、2001年会ではスピーカーが全員
女性のワークショップ『分子生物学の新しい
潮流』を企画されました。20年前のことですの
で、それこそむずかしさがあったのではないで
しょうか。

山本　企画のきっかけは、この年に小川智子
先生（第12期会長）が分子生物学会で初めて

の女性会長になられたんですね。それで、柳田
（充弘）先生（第11期会長）とお二人で世話人
をお務めいただいて、女性だけの企画をやろ
うということになりました。小川先生は私より
ひと世代上の方ですが、がんばっている女性
研究者がいるんだということを知らしめたい
というアファーマティブアクション的お考えと、
しかしサイエンティフィックなレベルで妥協は
しないというお考えの上に企画されたので、
内容的にも聞き応えがあるワークショップで
した。今日では、アファーマティブアクションに
ついてはあったほうがいいというのが議論の
大勢ですが、そういうアクションのおかげで自
分がポストを得たと思われたくない人もいま
す。いいサイエンスをしてきたから今の自分が
あるんだ、という考えはよく理解できます。女
性の中にもやはり考え方には幅があるわけで
すよね。ですから、男女共同参画に関して何か
ひとつだけ方策を出しても、ある人にはメリッ
トだがある人にはそうではないということもあ
る。2001年会で得た私個人の教訓として、女
性研究者支援の方策はある程度の幅をもって
みていかなければならないとずっと感じてい
ます。

塩見　イケイケのときだと、多くが前を向いて
いますし、新しい企画にも取り組みやすい状
況だったのかもしれませんよね。

山本　この時代になってくると、分子生物学の
もつ力の拡大がもちろん背景にあるわけです
が、気がついてみれば分子生物学会は完全に
社会的な存在になっていました。学会としてそ
れに応えうる態勢をとらないといけない時代

に入ってきたのだと思います。世の中に男女共
同参画という言葉は出てきていたし、学会の
規模は発足時のように同好会的な運営でやれ
る範囲をとっくに越えていました。早くから法
人化していた学会とは違って、分子生物学会
にはサイエンスだけをやっていければいいと
いう人たちが多くいました。ある意味ではそれ
が許されていたということでしょうけど（笑）。
もちろん、本当はポリティカルに深い考えのあ
る人もたくさんいました。学生の頃に下働きで
こき使われたり、学問というものは社会と無縁
ではないと教授たちを捕まえては議論をふっ
かけていたりした時代があって、でもあまりう
まくは解決せずに政治的な挫折を経験した人
たちも少なくありません。社会に対する意識は
あるのだけれども、当面はサイエンスに集中し
ようとする人が多かったのだと思います。それ
だけ分子生物学が学問としておもしろいとい
うこともあったと思います。そういう意識を基
盤に拡大していった分子生物学会は、社会と
の関係をなるべく回避しようとしてきた学会
と言えますね。それでも、日本でヒトゲノムプロ
ジェクトを始めるかとなったとき、この問題は
分子生物学会で大きく取り上げて真剣な議論
がありました。推進派がいる一方で、プロジェ
クトを始めるとほかの研究分野が圧迫される
んじゃないかとの反論も強く、総会の場で賛
成反対の喧々諤々がありました。

塩見　1999年にアメリカから帰ってきて、ま
さにこの頃の分生に参加していたので、こんな
に熱い議論をするんだって感覚を覚えたんで
すよね、分子生物学会の年会で。そういうふう
だったんですよ、あらを探して突っ込む人が多

岩崎　これだけ男性ばかりの組織委員会で保
育室を設置しようという英断が素晴らしいと
思いました。先生がそこで前例をつくってくれ
たからこそ今まで続いているのだと思います
し。

塩見　コロナ禍ではありますが、今年も年会
保育室を設置いたします。現地に参加して議
論をしてもらいたいですから。それでは、国際
化やオンライン化についてはいかがでしょう？

山本　おそらく国際化のひとつと考えられる
年会の英語化については、数十年前から話に
は出ていたんですけど、完全英語化には踏み
切れなかったですね。言語が活発な議論を阻
害するようではよくないですからね。日本人同
士で日本語なら一瞬でわかることが、英語で
議論しようとするとちょっともたもたしたりす
るじゃないですか。発表準備してきた説明はう
まくできても、話が少し横にそれると途端にギ
クシャクするとか。

塩見　発表スライドは英語で、わかりにくそう
なところを日本語でフォローしようとすると、
意外と煩雑で見にくくなったりもして。本当に
むずかしい問題だと思いますね。日本人は若
手ほど英語力がいまひとつと言われることも
あったり、グローバライゼーションと言うわり
には気持ちばかりが急いて追いつけていない
感じでしょうか。

岩崎　今の若い人は小学校の頃から英語の
授業を受けてきているから、なんとなく英語も
そんなに辛くないのかなと思っていたんです

けど、若い人にとっても難しいんですね。初め
ての学会発表で英語化のために活発なディス
カッションができず、学会発表があんまりおも
しろくないなと思われてしまっても悲しいです
よね…

塩見　そう、学会はおもしろくないってなって
しまうとね。大学が飲み会を禁止せざるをえ
ない状況が続いて、学生さんもかわいそうです
よ。分かり合う人がいない、作れないなか、学
生生活を送っているんですから。

山本　国際化やオンライン化の負の部分とし
て、ふらっと行っておもしろそうだなっていう
感覚が養われにくくなってきますね。英語の専
門用語がわからないなどハードルが高いと、
この分野はみても理解できそうにないと避け
てしまって、ポスターをみなくなりますよね。ま
た昔は、年会に招かれた外国の偉い先生のお
話を聴く貴重な機会に英語がわからないと
困ったりしたのだけど、これだけネット社会が
発達して、そういう時代ではなくなっています
しね。自分でちょこっと調べれば最新の情報
がわかることも少なくないですし。

塩見　著名な先生の講義などもネットからた
くさん拾うことができるけれど、でもそれを若
手が活用しているかと言えばそんなこともな
さそうだし。ちょっと自分の研究とは違うも
のって分けてしまっているようにも思います。

岩崎　近い将来、日本語で発表したら自動翻
訳で同時に英語が流れるなど、テクノロジー
で言語の壁を突破できるような時代になるか
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いこと（笑）。

山本　そうでしたね。そういった好き勝手なこ
と、議論が議論を呼ぶようなことをしてきたい
わば“青臭い”学会でも、会計の規模がものす
ごく大きくなっていました。望むと望まざると
にかかわらず、分子生物学会が社会性を高め
なければならないフェーズに入ってきて、法人
化に向けてバタバタし始めた時期でもありま
した。学会として社会とのつながりを考えなけ
ればならない、任意団体ではもう済まない、そ
ういうターニングポイントに差しかかっていた
気がしますね。

塩見　国立大学の独立行政法人化が進めら
れていた頃ですし、分生くらいの規模ですと、
学会の法人化は必然の流れだったと思います。

山本　そんな時代背景のなか、2001年会で
分子生物学会として初めて保育室を設置しま
した。会員から年会に保育室があるとありが
たいというご意見があったんですけど、組織委
員会では全員が設置に賛成というわけではあ
りませんでした。その大きな理由として、当時
の分子生物学会が法人格をもたない任意団
体で、もし年会の保育室で何かしら事故が起
きたときに責任をとれるのか、そういう観点か
ら反対される方が多くありました。本当は満場
一致となればよかったのでしょうけど、最終的
に判断を年会長に一任していただき、何か
あったときには私が個人的に法的な責任を負
おうと思い定めて、年会に保育室を設置する
という決断をしました。時代の流れからも、分
子生物学会としてはこのあたりで決断してお

かないといけないと考えました。そこで、大坪
久子先生と菊池淑子先生にまとめ役をお願い
し、あらゆる面から検討していただいて設置を
具体化していきました。万が一のときには保険
が適用されるところまで契約を進めることが
できました。初めての設置ということで、年会
へのサポートとは別に保育室に対して寄付し
てくださった企業もありました。結果的に事故
もなく、この保育室の設置が分子生物学会が
男女共同参画に目を向けるきっかけになって、
翌年に男女共同参画ワーキンググループが置
かれることとなったのです。

塩見　20年が経って、もっと変わってほしい
と思うところもあって、実は、今年は、女性研究
者のアファーマティブアクションというか、女
性に参加してもらいたいという記載を公募シ
ンポジウムとワークショップの募集要項から
削除してしまおうと思っていたんです。でも、結
局は残しました。やはりそれをとってしまった
ときの反応が怖かったんですよね…

山本　おっしゃる意味はわかります。ただ、よ
くよく思い返してみると、20年前の組織委員
には女性がひとりもいなかった。そういう意味
では、学会は大きく変わってきたんだと思いま
す。当時は意識としては非常に低い状況だっ
たけれども、分生の男女共同参画元年だった
という評価もいただいています。分子生物学
会が男女共同参画のワーキンググループを立
ち上げたのと同じ時期に、学協会を横断する
男女共同参画学協会連絡会が設立されたの
で、学会として後れを取らずによかったと思っ
ています。
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もしれませんね。

塩見　スピーカーを通ると言語が変わってし
まうみたいになるかも。そうなると学会の在り
方も大きく変わるでしょうね。現地に行く魅
力って、自分の発表以外にも誰かに会って直
接、対面で話がしたいみたいなこともあります
から、2021年会はなんとか対面主体のハイブ
リッドで開催できるよう努力してきました。

山本　オンラインにも、これからはお作法とい
うか、色々なサポート技術が出てくるだろうと
思います。いまはまだ質疑の場面とかはどうし
てもぎこちなくなってしまうから、まあ発言し
なくてもいいかと、積極性がなくなって全体的
に大人しくなってしまいますね。オンラインに
も便利なことがあるので、テクノロジーがその
あたりをどう埋めていけるか。研究者がどう使
いこなせるかですね。

塩見　最後に、私たちの2021年会へエールを
お願いします。

山本　若い人は自分のやりたいことを自由に
やっていただくのが一番です。自分がおもしろ
いと思ったことに打ち込んでいくことが基本
で、サイエンスが始まって以来不変の大事な
ことだと思います。そのなかで苦しいこともあ
るかもしれないけど、やりたいと思っているこ
とを是非やりとげてほしいと思います。

岩崎　先生のお話を伺えて、若い世代として
とても勇気が出てきました。今日の保育室を
つくるお話など、自分が責任をとってでも決断

をしてきたその勇気ある行動を知ると、私も大
事なときにはしっかり自分の身を切る覚悟で
やらなきゃいけないんだなという気持ちにな
りました。

山本　生き物っていうのは世代交代していく
ものですから、人間もそう、世代交代をきちん
とやらないといいことはありません。

塩見　山本先生、本日は本当にありがとうご
ざいました。



塩見　山本先生、本日は3号館までお越しい
ただきありがとうございます。横浜で年会を開
催された年会長へのインタビューということ
で、まず、2001年会のコンセプトから聞かせて
ください。

山本　今回お声がけがあって、さて何を話そ
うかと整理してみたのですが、吉田光昭先生
（1998年会長）が私の3年前に初めて横浜で
開催されて、私の回はまだ2度目の横浜年会
でした。今になってみると、もっと以前から横
浜で開催していたような気がします。横浜は言
わずもがな、非常に大きな会場というのが第

一印象でした。それで、広大な展示場をフルに
活用して、ポスターは演題ごとに二日間掲示
し、会期四日で開催したいと考えました。とこ
ろが、ありがたいことですが、企業展示が想定
以上に集まり、発表者数も予想を超えて、ポス
ターを収容するスペースが足りなくなってし
まったのです。見込みで印刷した要旨集も大
慌てで増刷しました。分子生物学会が急速に
大きくなっていることにあらためて気づかされ
ましたね。

塩見　前年から会員が1000名以上、年会参
加者も1500名の増加では、予測されるのはむ

ずかしかったと思います。

山本　特に当時の分子生物学には、生命科学
の各分野がそれぞれ築き上げた基本概念や
独自の用語で理解していた、分散していた生
命科学の体系をひとつにまとめていく力があ
りました。右肩上がりで関心をもつ人が増えて
いて、翌年の横浜年会はさらに参加者が増え
ました。最初は小さなコミュニティーから始
まった分子生物学でしたが、それが発展する
につれて、従来からあった生物学の分野、たと
えば遺伝学や発生学、分類学などにまで分子
生物学的なコンセプトが浸透し、DNAを研究
対象とする人が分子生物学会に集まってくる
ようになりました。また、医学の領域でも、免疫
学をはじめ様々な分野でDNAを扱うようにな
りました。昔は、動物学と植物学の間にも高い
壁のようなものがあって、たとえばタヌキの生
態を研究する人と植物の分類を研究する人が
議論するような場面はほとんどありませんで
した。ところが、DNAや遺伝子を共通言語とし

て、互いに話が通じるようになり、動物学教室
と植物学教室が統合して生物学教室になる、
そういうことが進んでいた時代でもありまし
た。それほど、分子生物学は大きな力を持って
いたんです。

塩見　非常にいい時代ですよね。

山本　それから、私たち人間の実生活とつな
がりのある医学や農学の分野にまで分子生物
学が波及したことで、分子生物学会に対して
関心をもち、年会への寄付や出展などでサ
ポートしてくださる企業が増えました。そうい
う時代背景でしたので、年会を開けば人が集
まって活発な議論が展開しました。だから実
は年会として特別なコンセプトを設ける必要
がなかったんです。

塩見　本当に素晴らしいですよね。うらやまし
くも思います。

山本　学会自体がそういう基盤の上にあった
ので、とにかく、心地よい議論の場を提供する
ことがその当時の唯一の方針だったと言える
んじゃないでしょうか。アイドルのグループが
コンサートを開けば、歌が上手いかどうかは
関係なく人が集まるのと似た状況だったよう
に思います（笑）。

岩崎　生物の垣根を越えて、分子生物学や
DNAという共通言語で語れるのって、ものす
ごくおもしろいと思います。共通言語が使える
となると、原理というか、根幹的な法則性にア
プローチできるんじゃないかという期待にも
つながりますよね！

山本　そうですね。遺伝子にしてしまえば、動
物でも植物でも共通に考えられる部分もある
ので、当然、こちらでわかったことがあちらで
役立つというようなことが出てきます。ですか
ら、年会としてはなるべく広く議論の場をもつ、
いろんな分野を受け入れることで議論をさら
に発展させるのが分子生物学会としてのコン
セプトでした。ただ、そうなってくると、既存の
エスタブリッシュした分野から「分子生物学は
単なる技術なんだ」という議論も出てきたんで
す。たしかに、分子生物学的な手法はテクノロ
ジーの分野にも貢献していて、そういう側面が
あればこそ企業からサポートしていただける
ということがあったと思います。ただ、私は、得
体の知れない大腸菌やファージにのめり込ん
で何をやっているのだろうと思われていたマ
ニアックな人々の系譜にいるので、分子生物
学は単なる技術ではないと強く感じていて、
学問としての分子生物学を大事にしなければ

いけないと思っていました。しかし、分子生物
学は科学なのか技術なのかという議論を表
立って始めることは、学会に無用の分断を持
ち込むことになりかねないと考え、2001年会
ではあえてその点について議論しないように
しました。その一方で、より一般的な意味で分
子生物学と社会とのつながりを意識したシン
ポジウム『21世紀の生命科学：バイオサイエン
スは日本の未来を開くか？』を企画し、応用科
学をサポートする分子生物学と、個々の研究
者がやっているスモールサイエンスとしての分
子生物学とのバランスをどうやってとるのか、
というあたりを私としては議論したいという気
持ちがありました。もうひとつは、分子生物学
がおもしろい学問なんだとわかってもらえる
ような企画ということで『ポストゲノムを支え
るモデル生物』のシリーズシンポジウムをプロ
グラム委員会に企画してもらいました。これか
ら分子生物学的な発想を用いて斬り込もうと
している、まだ何が出てくるかわからない、そう
いう分野が興りつつあることを知っていただ
く。若い人の目をそこに向けてもらいたい、と
いう期待を込めて、年会のプログラムに潜り
込ませることにしたんです。

塩見　今よりも当時のほうが学ぶことも多
かったのかもしれませんね。分子生物学その
ものはそれ以前からあったんですけど、年会
の場で一堂に会して視点をきちんとする、その
第一歩になった年会だったのかなと先生のお
話を聞いて思いました。

山本　線虫が分子生物学の対象に入ってきた
のには、生物の行動がどのように制御されて

いるかを分子生物学で突き止められるか、と
いう狙いでモデル生物として立ち上げられた
経緯があります。大腸菌だけではなく、研究対
象をさらに拡張していこうという当時のような
発想は大事だと思います。

塩見　モデル生物シリーズで扱われたものは
今でもすべてが大変重要ですし、どれも欠くこ
とのできないものですよね。また、シンポジウ
ムだけでなくワークショップの座長や演者も
錚々たるメンバーがずらりと名を連ねてらっ
しゃるし、分子生物学会の力というか、そうい
うものも感じますね。

岩崎　これだけの生物種を同じ学会で議論で
きるのも素晴らしいですよね。横に並べて広く
色々な分野をみていくことによって、予想外の
アイディアに繋がることもあるかもしれません
し。

山本　閉鎖的・限定的にするのではなく、分野
の外の人に向かって「こういうところではこう
いうおもしろいことが起こっていますよ」と知
らせていくようなことをやるべき学会なんだと
思います。本屋さんで何冊かパラパラとめくっ
て買う本を決めるような感覚がもてるといい
んじゃないですかね。

岩崎　たしかに、分生の年会には「どんなおも
しろい新しい話が聞けるかな」という想定外
の出会いを期待するようなわくわく感もあり
ます。

山本　分子生物学は技術か、について補足す

ると、数学は物理学にとって重要な解析手段
ですけれども、だから数学は技術なのだと言
う人はいません。小川洋子さんの『博士の愛し
た数式』にも出てくるオイラーの公式eiθ＝cos
θ＋i sinθは、数学好きから最も美しい数式と
評されることもある非常にシンプルな公式で
すが、まるで宇宙の神秘がここに凝縮されて
いるような究極の感覚を与えてくれます。似た
ような意味で、分子生物学は生命科学におい
てそれ自身が確固たる位置を占めている、と
今でもそう思っています。

塩見　分子生物学が生命科学の共通言語と
言われる所以ですか。すごくわかります。実際
に若手はそういう教育を受けてきていますし
ね。学会の創立当時から、とにかく若手を第一
に考えている分生ですが、山本先生からみて
いまの若手、あるいは取り巻く環境をどのよう
に考えていらっしゃいますか？

山本　むずかしい時代であることはたしかで
しょうね。私たちの時代は生まれたときにテレ
ビなんてありませんでした。生まれたときから
テレビがある時代を経て、いまでは、もう最
初っからパソコンやスマートフォンがある。研
究以外に興味をひくものが山ほどある。そうい
う、身体の中にしみ込んだものが違う人たちに
対して、そうではない人があれこれ言うべきで
はないと私は思っています。今の若い人たち自
身が、今何が大事なのかを考えて行動してく
れたらよいのです。もちろん分子生物学には
おもしろい問題がまだたくさん残っていると
思うし、そういう研究にチャレンジしてほしい
気持ちはあります。ただまぁ研究環境を一括

りにして言えば、いろいろな理由があるので
しょうけど、日本のいまの政策が基礎科学を
大事にしていないのは絶対よくありません。

塩見　ノーベル賞をとるような先生がいくら
言っても変わらないんですよね。最近になって
ファンディングエージェンシーが若手を大事
にしようって言い出して、42歳くらいまでは少
し厚くなってきているようです。でも、若手が腰
を据えて研究できるようにしてあげなければ
いけません。大学はお金がないし、運営費交付
金も減るし、自分で稼がなきゃいけないし、稼
ぐためには論文がいる。でもその論文を出す
にはバイオインフォもしなくちゃ、構造もとら
なきゃ、そうなるとお金のある人はできるけど、
そうでない人もたくさんいるんですよね。非常
にやりにくくなっていると感じます。

山本　テクノロジーが発達したのはいいんだ
けど、逆にそれを使っていないとサイエンスが
できないような時代になっているのは問題で
すね。しかし、極端なことを言えば、「そういう
サイエンスが本当におもしろいんですか？」と
いう疑念もあるんですよ。だったら時流に流さ
れずに誰も考えていない新しいことを考える、
それが許されるような仕組みで研究費が配分
されるべきです。基本的なサポートというか、
一極集中で大きなお金をつけるのではなく、
全員にある程度のお金は必ず分配される、そ
れが基本だと思います。かつかつにしろ何とか
信念を貫ける状況があってこそ、全く新しいブ
レイクスルーが出てくるのでしょう。

塩見　大事なことですよね。最近よくやられる

引用回数っていう計り方だと、反論のときも引
用されるので、いまいちですよね。数字が高け
れば良いとするのは仕組みとしては簡単です
から。

山本　インパクトファクター至上主義みたい
になって、このレベルのジャーナルに論文を通
すためにはこれこれのデータを揃えなさい、と
いうことがまかり通っています。出した論文も
内容ではなくジャーナルのインパクトファク
ターや引用回数だけで評価されがちです。す
ばらしい論文を書きましたねとか、おもしろい
論文を書きましたね、っていうことではなく、こ
ちらの論文のほうがインパクトファクターが
高いからあちらより優れてますねって。本来そ
ういうことで論文の価値は計れないですから
ね。

岩崎　とくに人事公募などでは、論文のイン
パクトファクターを中心にみるのではなくて、
そのひとが持っている技術とか、研究内容と
将来的な発展性をしっかり審査してもらえる
と期待したいです。

塩見　そうよね、単なる数字だけに頼らない、
研究者を多面的に複合的にみる審査でなくて
はね。さて、2001年会ではスピーカーが全員
女性のワークショップ『分子生物学の新しい
潮流』を企画されました。20年前のことですの
で、それこそむずかしさがあったのではないで
しょうか。

山本　企画のきっかけは、この年に小川智子
先生（第12期会長）が分子生物学会で初めて

の女性会長になられたんですね。それで、柳田
（充弘）先生（第11期会長）とお二人で世話人
をお務めいただいて、女性だけの企画をやろ
うということになりました。小川先生は私より
ひと世代上の方ですが、がんばっている女性
研究者がいるんだということを知らしめたい
というアファーマティブアクション的お考えと、
しかしサイエンティフィックなレベルで妥協は
しないというお考えの上に企画されたので、
内容的にも聞き応えがあるワークショップで
した。今日では、アファーマティブアクションに
ついてはあったほうがいいというのが議論の
大勢ですが、そういうアクションのおかげで自
分がポストを得たと思われたくない人もいま
す。いいサイエンスをしてきたから今の自分が
あるんだ、という考えはよく理解できます。女
性の中にもやはり考え方には幅があるわけで
すよね。ですから、男女共同参画に関して何か
ひとつだけ方策を出しても、ある人にはメリッ
トだがある人にはそうではないということもあ
る。2001年会で得た私個人の教訓として、女
性研究者支援の方策はある程度の幅をもって
みていかなければならないとずっと感じてい
ます。

塩見　イケイケのときだと、多くが前を向いて
いますし、新しい企画にも取り組みやすい状
況だったのかもしれませんよね。

山本　この時代になってくると、分子生物学の
もつ力の拡大がもちろん背景にあるわけです
が、気がついてみれば分子生物学会は完全に
社会的な存在になっていました。学会としてそ
れに応えうる態勢をとらないといけない時代

に入ってきたのだと思います。世の中に男女共
同参画という言葉は出てきていたし、学会の
規模は発足時のように同好会的な運営でやれ
る範囲をとっくに越えていました。早くから法
人化していた学会とは違って、分子生物学会
にはサイエンスだけをやっていければいいと
いう人たちが多くいました。ある意味ではそれ
が許されていたということでしょうけど（笑）。
もちろん、本当はポリティカルに深い考えのあ
る人もたくさんいました。学生の頃に下働きで
こき使われたり、学問というものは社会と無縁
ではないと教授たちを捕まえては議論をふっ
かけていたりした時代があって、でもあまりう
まくは解決せずに政治的な挫折を経験した人
たちも少なくありません。社会に対する意識は
あるのだけれども、当面はサイエンスに集中し
ようとする人が多かったのだと思います。それ
だけ分子生物学が学問としておもしろいとい
うこともあったと思います。そういう意識を基
盤に拡大していった分子生物学会は、社会と
の関係をなるべく回避しようとしてきた学会
と言えますね。それでも、日本でヒトゲノムプロ
ジェクトを始めるかとなったとき、この問題は
分子生物学会で大きく取り上げて真剣な議論
がありました。推進派がいる一方で、プロジェ
クトを始めるとほかの研究分野が圧迫される
んじゃないかとの反論も強く、総会の場で賛
成反対の喧々諤々がありました。

塩見　1999年にアメリカから帰ってきて、ま
さにこの頃の分生に参加していたので、こんな
に熱い議論をするんだって感覚を覚えたんで
すよね、分子生物学会の年会で。そういうふう
だったんですよ、あらを探して突っ込む人が多

岩崎　これだけ男性ばかりの組織委員会で保
育室を設置しようという英断が素晴らしいと
思いました。先生がそこで前例をつくってくれ
たからこそ今まで続いているのだと思います
し。

塩見　コロナ禍ではありますが、今年も年会
保育室を設置いたします。現地に参加して議
論をしてもらいたいですから。それでは、国際
化やオンライン化についてはいかがでしょう？

山本　おそらく国際化のひとつと考えられる
年会の英語化については、数十年前から話に
は出ていたんですけど、完全英語化には踏み
切れなかったですね。言語が活発な議論を阻
害するようではよくないですからね。日本人同
士で日本語なら一瞬でわかることが、英語で
議論しようとするとちょっともたもたしたりす
るじゃないですか。発表準備してきた説明はう
まくできても、話が少し横にそれると途端にギ
クシャクするとか。

塩見　発表スライドは英語で、わかりにくそう
なところを日本語でフォローしようとすると、
意外と煩雑で見にくくなったりもして。本当に
むずかしい問題だと思いますね。日本人は若
手ほど英語力がいまひとつと言われることも
あったり、グローバライゼーションと言うわり
には気持ちばかりが急いて追いつけていない
感じでしょうか。

岩崎　今の若い人は小学校の頃から英語の
授業を受けてきているから、なんとなく英語も
そんなに辛くないのかなと思っていたんです

けど、若い人にとっても難しいんですね。初め
ての学会発表で英語化のために活発なディス
カッションができず、学会発表があんまりおも
しろくないなと思われてしまっても悲しいです
よね…

塩見　そう、学会はおもしろくないってなって
しまうとね。大学が飲み会を禁止せざるをえ
ない状況が続いて、学生さんもかわいそうです
よ。分かり合う人がいない、作れないなか、学
生生活を送っているんですから。

山本　国際化やオンライン化の負の部分とし
て、ふらっと行っておもしろそうだなっていう
感覚が養われにくくなってきますね。英語の専
門用語がわからないなどハードルが高いと、
この分野はみても理解できそうにないと避け
てしまって、ポスターをみなくなりますよね。ま
た昔は、年会に招かれた外国の偉い先生のお
話を聴く貴重な機会に英語がわからないと
困ったりしたのだけど、これだけネット社会が
発達して、そういう時代ではなくなっています
しね。自分でちょこっと調べれば最新の情報
がわかることも少なくないですし。

塩見　著名な先生の講義などもネットからた
くさん拾うことができるけれど、でもそれを若
手が活用しているかと言えばそんなこともな
さそうだし。ちょっと自分の研究とは違うも
のって分けてしまっているようにも思います。

岩崎　近い将来、日本語で発表したら自動翻
訳で同時に英語が流れるなど、テクノロジー
で言語の壁を突破できるような時代になるか

いこと（笑）。

山本　そうでしたね。そういった好き勝手なこ
と、議論が議論を呼ぶようなことをしてきたい
わば“青臭い”学会でも、会計の規模がものす
ごく大きくなっていました。望むと望まざると
にかかわらず、分子生物学会が社会性を高め
なければならないフェーズに入ってきて、法人
化に向けてバタバタし始めた時期でもありま
した。学会として社会とのつながりを考えなけ
ればならない、任意団体ではもう済まない、そ
ういうターニングポイントに差しかかっていた
気がしますね。

塩見　国立大学の独立行政法人化が進めら
れていた頃ですし、分生くらいの規模ですと、
学会の法人化は必然の流れだったと思います。

山本　そんな時代背景のなか、2001年会で
分子生物学会として初めて保育室を設置しま
した。会員から年会に保育室があるとありが
たいというご意見があったんですけど、組織委
員会では全員が設置に賛成というわけではあ
りませんでした。その大きな理由として、当時
の分子生物学会が法人格をもたない任意団
体で、もし年会の保育室で何かしら事故が起
きたときに責任をとれるのか、そういう観点か
ら反対される方が多くありました。本当は満場
一致となればよかったのでしょうけど、最終的
に判断を年会長に一任していただき、何か
あったときには私が個人的に法的な責任を負
おうと思い定めて、年会に保育室を設置する
という決断をしました。時代の流れからも、分
子生物学会としてはこのあたりで決断してお

かないといけないと考えました。そこで、大坪
久子先生と菊池淑子先生にまとめ役をお願い
し、あらゆる面から検討していただいて設置を
具体化していきました。万が一のときには保険
が適用されるところまで契約を進めることが
できました。初めての設置ということで、年会
へのサポートとは別に保育室に対して寄付し
てくださった企業もありました。結果的に事故
もなく、この保育室の設置が分子生物学会が
男女共同参画に目を向けるきっかけになって、
翌年に男女共同参画ワーキンググループが置
かれることとなったのです。

塩見　20年が経って、もっと変わってほしい
と思うところもあって、実は、今年は、女性研究
者のアファーマティブアクションというか、女
性に参加してもらいたいという記載を公募シ
ンポジウムとワークショップの募集要項から
削除してしまおうと思っていたんです。でも、結
局は残しました。やはりそれをとってしまった
ときの反応が怖かったんですよね…

山本　おっしゃる意味はわかります。ただ、よ
くよく思い返してみると、20年前の組織委員
には女性がひとりもいなかった。そういう意味
では、学会は大きく変わってきたんだと思いま
す。当時は意識としては非常に低い状況だっ
たけれども、分生の男女共同参画元年だった
という評価もいただいています。分子生物学
会が男女共同参画のワーキンググループを立
ち上げたのと同じ時期に、学協会を横断する
男女共同参画学協会連絡会が設立されたの
で、学会として後れを取らずによかったと思っ
ています。
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もしれませんね。

塩見　スピーカーを通ると言語が変わってし
まうみたいになるかも。そうなると学会の在り
方も大きく変わるでしょうね。現地に行く魅
力って、自分の発表以外にも誰かに会って直
接、対面で話がしたいみたいなこともあります
から、2021年会はなんとか対面主体のハイブ
リッドで開催できるよう努力してきました。

山本　オンラインにも、これからはお作法とい
うか、色々なサポート技術が出てくるだろうと
思います。いまはまだ質疑の場面とかはどうし
てもぎこちなくなってしまうから、まあ発言し
なくてもいいかと、積極性がなくなって全体的
に大人しくなってしまいますね。オンラインに
も便利なことがあるので、テクノロジーがその
あたりをどう埋めていけるか。研究者がどう使
いこなせるかですね。

塩見　最後に、私たちの2021年会へエールを
お願いします。

山本　若い人は自分のやりたいことを自由に
やっていただくのが一番です。自分がおもしろ
いと思ったことに打ち込んでいくことが基本
で、サイエンスが始まって以来不変の大事な
ことだと思います。そのなかで苦しいこともあ
るかもしれないけど、やりたいと思っているこ
とを是非やりとげてほしいと思います。

岩崎　先生のお話を伺えて、若い世代として
とても勇気が出てきました。今日の保育室を
つくるお話など、自分が責任をとってでも決断

をしてきたその勇気ある行動を知ると、私も大
事なときにはしっかり自分の身を切る覚悟で
やらなきゃいけないんだなという気持ちにな
りました。

山本　生き物っていうのは世代交代していく
ものですから、人間もそう、世代交代をきちん
とやらないといいことはありません。

塩見　山本先生、本日は本当にありがとうご
ざいました。
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塩見　2002年会は前年に続く二年連続の横
浜年会として開催されました。まず、先生がコ
ンセプトとされたことなど、そのあたりからお
伺いできればと思います。

藤井　あらためて思い返してみたんですけど、
おそらくコンセプトのようなものはなかったん
じゃないかと思うんです。

塩見　この頃の年会長は皆さんそう仰います。
分子生物学という学問の良さを引き出すのが、
年会を開催する意義そのものであったという
ことのようですね。

藤井　おっしゃる通りです。分子生物学会の
創立が1978年でしたから、20余年が過ぎた
この頃は成熟期というか爛熟期というか、でも
まだ雰囲気としては明らかに右肩上がりの時
代でした。参加者9,000人の年会でしたから
ね。特別講演のほか、シンポジウムやワーク
ショップにも結構外国から人を呼んだんです。
全部で60人近くだったと思いますが、その招
聘費が大変でして、東薬工（東京医薬品工業
協会）と大薬協（大阪医薬品協会／現：関西医
薬品協会）へ寄付をお願いに伺ったところ、分
子生物学会が薬業界より認定団体として認め
られ、支援を受けることができた。その寄付金

があったおかげで、外国から人を呼ぶことが
できました。

塩見　ありがたいことに、私たちの2021年会
も日薬連（日本製薬団体連合会）にサポートし
てもらっています。これは藤井先生のご寄付の
お願いが発端だったのですね。

岩崎　分生単体での年会としては、2002年会
が最多の参加者だったようですね。

藤井　年会長を引き受けたとき、僕は東北大
にいましたから、当初は仙台でやろうと思って
いたんですけれど、いろいろと調べてみたら、
どんなに工夫しても7,500人が限界だとわ
かったんです。定年で筑波大へ移った年だっ
たので、僕にとっては横浜開催がちょうどよ
かったのかもしれません。

塩見　筑波ですと横浜に近くなりますものね。

藤井　ええ。そんな経緯があったので、東北大
の皆さんに準備をしてもらって、それに筑波大
の人も何人かお手伝いしてもらって。そんな感
じでしたので、予想以上に組織が大きくなりま
した。

塩見　組織委員の一覧を見させていただくと、
東北大の皆さんが名を連ねています。

藤井　はい。僕の十年ちょっと前に水野（重
樹）先生（1989年会長）が仙台でやっておられ
て、その時に一般演題が1,000題を超え、「仙
台だから“千題”になったんだ」なんて話されて
いたことを覚えています。2002年会では総演
題数が4,000題を超える規模になった。10年
少々で4倍になったということです。

塩見　なるほど。覚えやすいですね。先生の年
会からポスター掲示を二日間にされたんです
ね。これはしばらく続いたようです。
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藤井　前年にパシフィコ横浜の会場の改修が
完了して、展示会場が倍くらいになったので、
掲示もディスカッションも少し長めにしてみよ
うということになりました。

塩見　素晴らしいですね。最終日の午後には、
中高生や一般の方向けの公開講座『わかりや
すい分子生物学と生命科学の最先端 ―生き
物を遺伝子で語れる時代がやってきた！』を開
催されました。榊（佳之）先生がゲノムを話さ
れたとか。

藤井　そうでしたね。その当時は理科離れが
叫ばれていて、分子生物学会で何か貢献しよ
うということになり、分子生物学とはどんな学
問かに始まり、様々な分野で活躍している4人
の先生方にお願いしてやりました。神奈川県
教育委員会、NHK横浜放送局、神奈川新聞な
どの団体に後援してもらい、500人くらいの参
加者があったと思います。中学や高校の先生
なども熱心に参加されて、たくさんの質問があ
りました。

岩崎　私もちょうど大学受験をした時期なの
ですが、理科離れの時代だったんですね。入試
や卒業後の就職に関連して理系が敬遠された
というところもあるのでしょうか。

塩見　最近は生物離れなのかなというのがあ
ります。大学を受けるのに、物理や化学だと点
が取りやすいからと、生物が敬遠されてしまう
んです、高校生に。そういう背景もあり、分生の
市民向けの公開講座は例年一般に加え中高
生をも引きつける内容となっており、効果が表

れることが期待されます。公開講座は大隅典
子さん（第18期理事長）が世話人をされたよ
うですね。

藤井　ええ、大隅さんと田村（宏治）さんに世
話人をお願いしました。分子生物学会は生物
系の学会として当時から女性が活躍していま
した。

塩見　それでも、正会員の女性比率は20％か
らなかなか伸びないんです。今、学生会員を含
むと35％というところでしょうか。女子学生の
比率は悪くないんですけれど、上にいくほど女
性が少なくなってしまう。今でもそれが問題な
んですよ。

岩崎　これは女性に限らずですが、最近、博士
号を取る学生さんが減っているのも問題に
なっていますね…

塩見　修士で出てしまう子が半分なんですけ
れど、企業が魅力的なんですよね。修士から研
究職に就けるケースも多いので、それでいいん
じゃないかと思う学生が結構います。もうひと
つ、アカデミアのポジションが多くないという
のもありますけど、博士号を取った子も企業
が採用するので、アカデミアに残る子が少なく
なって。いろんなことが重なって、アカデミアに
はなかなか残らないですね。

藤井　経済的なこともあるんでしょうけど、学
部でやめてしまうケースもあるのですか？

塩見　私がいる学科では今の所ほとんどが修

士には行きますけれど、ドクターには進まず企
業を望む子がここのところ多いです。金融や
IT産業へ行く子もいます。この状況ですので、
いろんなファンディングエージェンシーがそれ
ではまずいということで、学生にもっとサポー
トをしましょうと動きが出てきました。今後、そ
の効果がどう出てくるかということなんですけ
れど、良い方向に行ければ、アカデミア志向の
学生がまた増えてくるかもしれませんね。そう
期待しています。

藤井　僕の頃は、ドクターまでは行かずにマ
スターまでという人が増えていました。学部の
学生はわりあいフレキシブルだけど、だんだん
と専門化してくるから、企業としては使いにく
さもあると（笑）。当時からそうした企業側の考
えが伝わっていました。しかし、そういうことが
言われながらも、企業も学生の専門性を大事
にするようになるんじゃないかと思われても
いましたけれど、さほど進化はなかったという
わけですね。

塩見　先生はPh.D.を取ることに迷いはな
かったのですか？

藤井　僕はマスターで製薬会社に行ったんで
す。それから会社を辞めて、関西医科大学に
行ったのちにがん研に移り、そこから東北大に
行ったんです。がん研が東京の大塚にあった
時代ですが、吉田（光昭）さん（1998年会長）
はウイルス部、僕は生化学部で、かなり長い間
同じ所で働いていました。

岩崎　企業からアカデミアに戻られた理由と

いうのは、研究の自由さとか、そういう点で
しょうか？

藤井　そう、自由さですね、やっぱり（笑）。組
織の中に入ると、組織で動くわけじゃないです
か。当然そこには指揮命令系統がある。行って
みて、僕には合わないかなと思ったんです。

塩見　企業には企業の魅力があるのはよくわ
かります。ただ、研究室を率いる立場としては
若手研究者がなかなかアカデミアに残らない
ことを憂いています。学問自体が、たとえば分
子生物学だけをやっていればいい時代ではな
くなっていて、論文一つ発表するにも、学際的
にこれとこれをやってくださいと、色々なこと
が要求されて、そういった事実もアカデミア敬
遠の理由の一つになっているかもしれません。

藤井　それらはどこから要求されるんです
か？

塩見　論文を出すとき、レビュアーに回ります
よね。そうすると、生化学だけでは足りないか
ら構造もやりなさいとか、生物情報的なことも
やりなさいとか、いろいろ要求されます。そう
なると、自分の研究室だけではできないんで
すね。共同研究をやらないと間に合わないよ
うな、そういうことが要求されるので、本当に
難しくなってきています。若い子たちがそうい
う苦労を見ていると「あんなしんどいことはし
たくない」みたいなのもあって、よくないですよ
ね。やっぱり若手が育たないとしぼんでいきま
すものね。経済的な支援と、あとは私たちがい
かに魅力的な職業なんだっていうのを見せら

れるかですよね。

藤井　だんだん時間が経つと学問自体が古く
見られてきますし、最近は特に進展が早いで
すからね。やっぱりそういう流行もあるでしょ
うね。

塩見　先ほど、2002年会では60人くらいのゲ
ストを海外から呼ばれたとのことでしたが、学
会の国際化についてはどのようにお考えです
か？　日本ではポスドクのポジションが相対
的に増えてきて、そういう意味で海外へ留学
する若手が少なくなってきていると言われて
います。年会での発表はすべて英語ということ
についてはどう思われますか？

藤井　それは目的によるんじゃないかと思い
ます。日本人って日本語でまずものを考える
じゃないですか。英語では考えないですよね。
だとすると、研究の話をダイレクトにするのは
日本語がいいんだと思います。だから、何もわ
ざわざ無理してやるようなことはないと。ただ、
外国で自分のことを宣伝しなくちゃいけない
ので、英語もできたほうがいいのは確かだと
思いますね。ともあれ、ちゃんとしたものを
持っていなかったら、いくら宣伝したってしょ
うがないわけで、仕事がちゃんとしていること
が最優先でしょう。

塩見　まずは研究者としてのベースが肝心で
すよね。先生がおっしゃるように、日本語でや
りとりするのも大事だし、しかしながらそれだ
けだと国際的に自分の仕事を紹介できない。
なかなか難しいところですので、我々の今年の

年会は半 く々らいでやろうと思っています。

岩崎　分生のワークショップも、何だかんだ
で英語のより日本語のワークショップのほう
が質疑も盛り上がっていたりします。

藤井　そうですよ。だってインパクトが違う
じゃないですか。でも英語でやると、往々にし
て考え込んでしまいますよね（笑）。翻訳しない
といけない。そうすると、やっぱり日本人同士
での英語でのディスカッションは難しいん
じゃないかと僕は思いますけどね。

塩見　藤井先生のご研究にとって分子生物学
の魅力とは？

藤井　1960年代、分子生物学の勃興期です
ね。分子生物学はかなり注目されていました。
いろんな大学に生物物理学科や分子生物学
科ができたというのもありますけど、当時の時
流に乗ったんだと思いますね。分子生物学は
バクテリアの分子遺伝学から始まったんです
けど、1970年くらいになるともう分子生物学
は終わりじゃないかと言われたことがあるん
です。それは、バクテリアでできることはもう尽
きてしまった。重要なのは真核生物、それも動
物細胞の分子生物学だけれども、その頃はま
だ方法論がなかったということです。ところが
1973年くらいだったと思いますが、異種の
DNAを細菌で殖やす組換えDNAの技術が出
てきて、動物細胞の色々な遺伝子を細菌で増
やして、それを利用して動物細胞の遺伝子の
構造の研究が一気に進んだわけです。そのあ
と、今度は遺伝子改変マウスの技術が出てき

て、遺伝子の機能の研究やゲノムの構造がで
きるようになってさらに研究のフロンティアが
広がっていった。そんな時代ですから、夢が
あったんです。

塩見　先生もそこでシークエンスとかされて
いたのですか？

藤井　その頃の日本ではまだできるところは
あまりありませんでした。僕が遺伝子のシーク
エンスの仕事をしたのはがん研時代、最初は
マクサム・ギルバートの方法でした。1980年
のすこし前だったと思います。

塩見　私もそこから入りました。でもすぐにダ
イデオキシに移行したかな。修士は京都大学
で取ったんですけど、その頃は高浪（満）先生
（第5期会長）が大きなラボを持っていらっ
しゃって（京大化研：宇治市）、そこに助手でい
らした田畑（哲之）さんに色々習ったんです。

藤井　そうでしたか。高浪先生が日本では最
初にシークエンスを広められたのではないで
すか。懐かしいですね。その当時、京大化研の
高浪研で講習会が開かれて、僕も参加させて
いただいた記憶があります。

塩見　つながるものですね。今後、分子生物
学という学問はどうなると思われますか？

藤井　結局のところ、分子生物学はいろんな
分野に広がっていくのではないですか。分子
古生物学、分子進化学、分子疫学、分子法医学、
生物に関係しているものはすべて、それなしに

は語れなくなっているんじゃないですか。

塩見　学問ではなくて技術なんだっていう声
も聞こえてくるんですけれども。たしかに、学問
の垣根が鮮明でなくなってきているとは思い
ますが。

藤井　それは考え方だと思いますね。新しい
技術から、新しいものが見えてきて、新しい学
問が生まれてくる場合もありますし、技術が進
歩すれば合成生物学とか、絶滅したマンモス
を作るとか、そういうことまで考えられるで
しょう。まぁ、あれは分子生物学だけれど、これ
は分子生物学じゃない、そんな境界を考えて
も仕方がないんじゃないですか。

塩見　では先生、分子生物学会の若い人たち
にひと言いただけますか。

藤井　なにかと厳しい現実だと思いますが、
こういうことをやりたいと思って選んだ研究の
道ですから、最後までやり遂げてほしいです
ね。今も昔も、それなりに大変なことがあるし、
不満があるのは同じことだと思います。今の人
たちが大変かなと思うのは、世の中が結構裕
福になっているという状況です。周りがハング
リーだと、自身のハングリーさをあまり感じな
いんですよ。でも、周りが裕福で自分だけがハ
ングリーだと思うと、それに立ち向かうのは大
変です。だからこそ、がんばっていい仕事をし
てほしいですね。

塩見　そうですね。いつの時代もハングリー
でいなければ。

パシフィコ横浜 開催
10回 記

念

藤井　やっぱり、育てた人にはそれを活かし
てもらいたいというのはありますね。

塩見　そういう子たちが別の業界へ行くのは、
それもいいんですけれど、もったいないかなと
いう気がしてしまって。優秀な子ばかりですの
で。そういえば、先生がいらした時、ここ（東大
理学部3号館）ってまだなかったんですよね？

藤井　いえいえ、私共が最初です。3号館が出
来てすぐに入ったんですから。

塩見　あら、そうでしたか。

藤井　懐かしいです。今日は少し早く着いた
から、近くをゆっくり歩いてみました。ここは、
できた当時からコンクリート打ちっぱなしの
建物で、安っぽい建物だなと思っていました
が、いまだにもっているというのは、奇跡に近
いんじゃないですか（笑）。

塩見　以前、堀田（凱樹）先生が分生キャリア
パス委員会の打合せにいらしたとき、「安普請
だな～」ってぼやいていらっしゃいました（笑）。

藤井　私のいた研究室は一階の向こう側でし
たよ。

岩崎　今、美喜子さんが使っている部屋です
ね！

塩見　藤井先生、この後、ぜひ寄って行ってく
ださい！今日はありがとうございました。

藤井　もちろん、パーマネントな職が任期制
に置き換わった部分があって、それが大きな
問題なのだと思いますが、僕たちの若い頃に
もそういう話はぽつぽつあったのも事実です。
大学が独立行政法人化されたあたりからだん
だんパーマネントな職が減っていったことは
あると思います。同じ環境の中での落差は大
変なことかもしれません。

塩見　もう一つは、運営費交付金というのが
ほとんどなくて…　一方、研究室のスペース
チャージを大学が取るんですよ、これは常々お
かしいと思っています。だって、それは雇用主
である大学が我々に仕事場として無償提供す
るもの、ですよね。

藤井　おかしなことですね。昔の講座制の研
究室は、教授がいて助教授、助手がいて、一定
の研究費は講座費として大学から出ていた。
この講座制のよさを知っていて、評価している
人はアメリカ人にもいました。しかし日本国内
はそうではなかった。講座制の悪い面のみが
強調されて、「角を矯めて牛を殺す」ということ
になっちゃったんですね。運営費交付金を
段々減らされて、気が付いてあたふたしている
状態ですか。これから先を見据えて、考え直す
ときかもしれませんね。

岩崎　お金を何とかしなきゃいけなくなると、
私くらいの年代ですと1～3年間の研究費が
多いので、毎年のように研究費の申請を一生
懸命書かなくてはいけなくてなかなか辛いで
す。

塩見　終わったあとは報告書も書かないとい
けないですしね。科研費はまだいいですけれ
ど、縛りがかなり強いところもあったりします。

藤井　JSPSの研究連絡センターがあるス
ウェーデンのストックホルムにいた時にカロ
リンスカの教授に聞いた話では、報告書は簡
単なものしか出さないそうです。カロリンスカ
でも、いい仕事をしている人たちは、立派な報
告書を出さなくても良い研究を続けていると
話していました。

岩崎　たしかに。とくに論文が出ていれば、も
うそれで十分成果は報告できているんじゃな
いかとも思いますよね。

藤井　仕事の継続性の重要性が考えられる
審査が行なわれないことは大きな問題です。
1960年代の頃に教育を受けた人の中から、
ノーベル賞を受賞された人だって多く出てい
るじゃないですか。この先どうだろうって思い
ますよね。

塩見　すこしずつでも改善するといいですよ
ね。先ほどの、せっかく研究の世界へ来たのだ
からアカデミアで研究を続けてほしいという
のもあるんですけれど、すべての子に希望する
受け皿があるわけではないので。大部分は企
業も含め、その他の道へとなるのですが、中国
あたりを見ているとジャーナルのエディター
をやるとか、うまくいっている部分もあるみた
いです。それが日本ではまだ少なくて、そうい
う職業の多様性というのも、今後日本は考え
ていかなくてはならないと思います。



塩見　2002年会は前年に続く二年連続の横
浜年会として開催されました。まず、先生がコ
ンセプトとされたことなど、そのあたりからお
伺いできればと思います。

藤井　あらためて思い返してみたんですけど、
おそらくコンセプトのようなものはなかったん
じゃないかと思うんです。

塩見　この頃の年会長は皆さんそう仰います。
分子生物学という学問の良さを引き出すのが、
年会を開催する意義そのものであったという
ことのようですね。

藤井　おっしゃる通りです。分子生物学会の
創立が1978年でしたから、20余年が過ぎた
この頃は成熟期というか爛熟期というか、でも
まだ雰囲気としては明らかに右肩上がりの時
代でした。参加者9,000人の年会でしたから
ね。特別講演のほか、シンポジウムやワーク
ショップにも結構外国から人を呼んだんです。
全部で60人近くだったと思いますが、その招
聘費が大変でして、東薬工（東京医薬品工業
協会）と大薬協（大阪医薬品協会／現：関西医
薬品協会）へ寄付をお願いに伺ったところ、分
子生物学会が薬業界より認定団体として認め
られ、支援を受けることができた。その寄付金

があったおかげで、外国から人を呼ぶことが
できました。

塩見　ありがたいことに、私たちの2021年会
も日薬連（日本製薬団体連合会）にサポートし
てもらっています。これは藤井先生のご寄付の
お願いが発端だったのですね。

岩崎　分生単体での年会としては、2002年会
が最多の参加者だったようですね。

藤井　年会長を引き受けたとき、僕は東北大
にいましたから、当初は仙台でやろうと思って
いたんですけれど、いろいろと調べてみたら、
どんなに工夫しても7,500人が限界だとわ
かったんです。定年で筑波大へ移った年だっ
たので、僕にとっては横浜開催がちょうどよ
かったのかもしれません。

塩見　筑波ですと横浜に近くなりますものね。

藤井　ええ。そんな経緯があったので、東北大
の皆さんに準備をしてもらって、それに筑波大
の人も何人かお手伝いしてもらって。そんな感
じでしたので、予想以上に組織が大きくなりま
した。

塩見　組織委員の一覧を見させていただくと、
東北大の皆さんが名を連ねています。

藤井　はい。僕の十年ちょっと前に水野（重
樹）先生（1989年会長）が仙台でやっておられ
て、その時に一般演題が1,000題を超え、「仙
台だから“千題”になったんだ」なんて話されて
いたことを覚えています。2002年会では総演
題数が4,000題を超える規模になった。10年
少々で4倍になったということです。

塩見　なるほど。覚えやすいですね。先生の年
会からポスター掲示を二日間にされたんです
ね。これはしばらく続いたようです。
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藤井　前年にパシフィコ横浜の会場の改修が
完了して、展示会場が倍くらいになったので、
掲示もディスカッションも少し長めにしてみよ
うということになりました。

塩見　素晴らしいですね。最終日の午後には、
中高生や一般の方向けの公開講座『わかりや
すい分子生物学と生命科学の最先端 ―生き
物を遺伝子で語れる時代がやってきた！』を開
催されました。榊（佳之）先生がゲノムを話さ
れたとか。

藤井　そうでしたね。その当時は理科離れが
叫ばれていて、分子生物学会で何か貢献しよ
うということになり、分子生物学とはどんな学
問かに始まり、様々な分野で活躍している4人
の先生方にお願いしてやりました。神奈川県
教育委員会、NHK横浜放送局、神奈川新聞な
どの団体に後援してもらい、500人くらいの参
加者があったと思います。中学や高校の先生
なども熱心に参加されて、たくさんの質問があ
りました。

岩崎　私もちょうど大学受験をした時期なの
ですが、理科離れの時代だったんですね。入試
や卒業後の就職に関連して理系が敬遠された
というところもあるのでしょうか。

塩見　最近は生物離れなのかなというのがあ
ります。大学を受けるのに、物理や化学だと点
が取りやすいからと、生物が敬遠されてしまう
んです、高校生に。そういう背景もあり、分生の
市民向けの公開講座は例年一般に加え中高
生をも引きつける内容となっており、効果が表

れることが期待されます。公開講座は大隅典
子さん（第18期理事長）が世話人をされたよ
うですね。

藤井　ええ、大隅さんと田村（宏治）さんに世
話人をお願いしました。分子生物学会は生物
系の学会として当時から女性が活躍していま
した。

塩見　それでも、正会員の女性比率は20％か
らなかなか伸びないんです。今、学生会員を含
むと35％というところでしょうか。女子学生の
比率は悪くないんですけれど、上にいくほど女
性が少なくなってしまう。今でもそれが問題な
んですよ。

岩崎　これは女性に限らずですが、最近、博士
号を取る学生さんが減っているのも問題に
なっていますね…

塩見　修士で出てしまう子が半分なんですけ
れど、企業が魅力的なんですよね。修士から研
究職に就けるケースも多いので、それでいいん
じゃないかと思う学生が結構います。もうひと
つ、アカデミアのポジションが多くないという
のもありますけど、博士号を取った子も企業
が採用するので、アカデミアに残る子が少なく
なって。いろんなことが重なって、アカデミアに
はなかなか残らないですね。

藤井　経済的なこともあるんでしょうけど、学
部でやめてしまうケースもあるのですか？

塩見　私がいる学科では今の所ほとんどが修

士には行きますけれど、ドクターには進まず企
業を望む子がここのところ多いです。金融や
IT産業へ行く子もいます。この状況ですので、
いろんなファンディングエージェンシーがそれ
ではまずいということで、学生にもっとサポー
トをしましょうと動きが出てきました。今後、そ
の効果がどう出てくるかということなんですけ
れど、良い方向に行ければ、アカデミア志向の
学生がまた増えてくるかもしれませんね。そう
期待しています。

藤井　僕の頃は、ドクターまでは行かずにマ
スターまでという人が増えていました。学部の
学生はわりあいフレキシブルだけど、だんだん
と専門化してくるから、企業としては使いにく
さもあると（笑）。当時からそうした企業側の考
えが伝わっていました。しかし、そういうことが
言われながらも、企業も学生の専門性を大事
にするようになるんじゃないかと思われても
いましたけれど、さほど進化はなかったという
わけですね。

塩見　先生はPh.D.を取ることに迷いはな
かったのですか？

藤井　僕はマスターで製薬会社に行ったんで
す。それから会社を辞めて、関西医科大学に
行ったのちにがん研に移り、そこから東北大に
行ったんです。がん研が東京の大塚にあった
時代ですが、吉田（光昭）さん（1998年会長）
はウイルス部、僕は生化学部で、かなり長い間
同じ所で働いていました。

岩崎　企業からアカデミアに戻られた理由と

いうのは、研究の自由さとか、そういう点で
しょうか？

藤井　そう、自由さですね、やっぱり（笑）。組
織の中に入ると、組織で動くわけじゃないです
か。当然そこには指揮命令系統がある。行って
みて、僕には合わないかなと思ったんです。

塩見　企業には企業の魅力があるのはよくわ
かります。ただ、研究室を率いる立場としては
若手研究者がなかなかアカデミアに残らない
ことを憂いています。学問自体が、たとえば分
子生物学だけをやっていればいい時代ではな
くなっていて、論文一つ発表するにも、学際的
にこれとこれをやってくださいと、色々なこと
が要求されて、そういった事実もアカデミア敬
遠の理由の一つになっているかもしれません。

藤井　それらはどこから要求されるんです
か？

塩見　論文を出すとき、レビュアーに回ります
よね。そうすると、生化学だけでは足りないか
ら構造もやりなさいとか、生物情報的なことも
やりなさいとか、いろいろ要求されます。そう
なると、自分の研究室だけではできないんで
すね。共同研究をやらないと間に合わないよ
うな、そういうことが要求されるので、本当に
難しくなってきています。若い子たちがそうい
う苦労を見ていると「あんなしんどいことはし
たくない」みたいなのもあって、よくないですよ
ね。やっぱり若手が育たないとしぼんでいきま
すものね。経済的な支援と、あとは私たちがい
かに魅力的な職業なんだっていうのを見せら

れるかですよね。

藤井　だんだん時間が経つと学問自体が古く
見られてきますし、最近は特に進展が早いで
すからね。やっぱりそういう流行もあるでしょ
うね。

塩見　先ほど、2002年会では60人くらいのゲ
ストを海外から呼ばれたとのことでしたが、学
会の国際化についてはどのようにお考えです
か？　日本ではポスドクのポジションが相対
的に増えてきて、そういう意味で海外へ留学
する若手が少なくなってきていると言われて
います。年会での発表はすべて英語ということ
についてはどう思われますか？

藤井　それは目的によるんじゃないかと思い
ます。日本人って日本語でまずものを考える
じゃないですか。英語では考えないですよね。
だとすると、研究の話をダイレクトにするのは
日本語がいいんだと思います。だから、何もわ
ざわざ無理してやるようなことはないと。ただ、
外国で自分のことを宣伝しなくちゃいけない
ので、英語もできたほうがいいのは確かだと
思いますね。ともあれ、ちゃんとしたものを
持っていなかったら、いくら宣伝したってしょ
うがないわけで、仕事がちゃんとしていること
が最優先でしょう。

塩見　まずは研究者としてのベースが肝心で
すよね。先生がおっしゃるように、日本語でや
りとりするのも大事だし、しかしながらそれだ
けだと国際的に自分の仕事を紹介できない。
なかなか難しいところですので、我々の今年の

年会は半 く々らいでやろうと思っています。

岩崎　分生のワークショップも、何だかんだ
で英語のより日本語のワークショップのほう
が質疑も盛り上がっていたりします。

藤井　そうですよ。だってインパクトが違う
じゃないですか。でも英語でやると、往々にし
て考え込んでしまいますよね（笑）。翻訳しない
といけない。そうすると、やっぱり日本人同士
での英語でのディスカッションは難しいん
じゃないかと僕は思いますけどね。

塩見　藤井先生のご研究にとって分子生物学
の魅力とは？

藤井　1960年代、分子生物学の勃興期です
ね。分子生物学はかなり注目されていました。
いろんな大学に生物物理学科や分子生物学
科ができたというのもありますけど、当時の時
流に乗ったんだと思いますね。分子生物学は
バクテリアの分子遺伝学から始まったんです
けど、1970年くらいになるともう分子生物学
は終わりじゃないかと言われたことがあるん
です。それは、バクテリアでできることはもう尽
きてしまった。重要なのは真核生物、それも動
物細胞の分子生物学だけれども、その頃はま
だ方法論がなかったということです。ところが
1973年くらいだったと思いますが、異種の
DNAを細菌で殖やす組換えDNAの技術が出
てきて、動物細胞の色々な遺伝子を細菌で増
やして、それを利用して動物細胞の遺伝子の
構造の研究が一気に進んだわけです。そのあ
と、今度は遺伝子改変マウスの技術が出てき

て、遺伝子の機能の研究やゲノムの構造がで
きるようになってさらに研究のフロンティアが
広がっていった。そんな時代ですから、夢が
あったんです。

塩見　先生もそこでシークエンスとかされて
いたのですか？

藤井　その頃の日本ではまだできるところは
あまりありませんでした。僕が遺伝子のシーク
エンスの仕事をしたのはがん研時代、最初は
マクサム・ギルバートの方法でした。1980年
のすこし前だったと思います。

塩見　私もそこから入りました。でもすぐにダ
イデオキシに移行したかな。修士は京都大学
で取ったんですけど、その頃は高浪（満）先生
（第5期会長）が大きなラボを持っていらっ
しゃって（京大化研：宇治市）、そこに助手でい
らした田畑（哲之）さんに色々習ったんです。

藤井　そうでしたか。高浪先生が日本では最
初にシークエンスを広められたのではないで
すか。懐かしいですね。その当時、京大化研の
高浪研で講習会が開かれて、僕も参加させて
いただいた記憶があります。

塩見　つながるものですね。今後、分子生物
学という学問はどうなると思われますか？

藤井　結局のところ、分子生物学はいろんな
分野に広がっていくのではないですか。分子
古生物学、分子進化学、分子疫学、分子法医学、
生物に関係しているものはすべて、それなしに

は語れなくなっているんじゃないですか。

塩見　学問ではなくて技術なんだっていう声
も聞こえてくるんですけれども。たしかに、学問
の垣根が鮮明でなくなってきているとは思い
ますが。

藤井　それは考え方だと思いますね。新しい
技術から、新しいものが見えてきて、新しい学
問が生まれてくる場合もありますし、技術が進
歩すれば合成生物学とか、絶滅したマンモス
を作るとか、そういうことまで考えられるで
しょう。まぁ、あれは分子生物学だけれど、これ
は分子生物学じゃない、そんな境界を考えて
も仕方がないんじゃないですか。

塩見　では先生、分子生物学会の若い人たち
にひと言いただけますか。

藤井　なにかと厳しい現実だと思いますが、
こういうことをやりたいと思って選んだ研究の
道ですから、最後までやり遂げてほしいです
ね。今も昔も、それなりに大変なことがあるし、
不満があるのは同じことだと思います。今の人
たちが大変かなと思うのは、世の中が結構裕
福になっているという状況です。周りがハング
リーだと、自身のハングリーさをあまり感じな
いんですよ。でも、周りが裕福で自分だけがハ
ングリーだと思うと、それに立ち向かうのは大
変です。だからこそ、がんばっていい仕事をし
てほしいですね。

塩見　そうですね。いつの時代もハングリー
でいなければ。
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藤井　やっぱり、育てた人にはそれを活かし
てもらいたいというのはありますね。

塩見　そういう子たちが別の業界へ行くのは、
それもいいんですけれど、もったいないかなと
いう気がしてしまって。優秀な子ばかりですの
で。そういえば、先生がいらした時、ここ（東大
理学部3号館）ってまだなかったんですよね？

藤井　いえいえ、私共が最初です。3号館が出
来てすぐに入ったんですから。

塩見　あら、そうでしたか。

藤井　懐かしいです。今日は少し早く着いた
から、近くをゆっくり歩いてみました。ここは、
できた当時からコンクリート打ちっぱなしの
建物で、安っぽい建物だなと思っていました
が、いまだにもっているというのは、奇跡に近
いんじゃないですか（笑）。

塩見　以前、堀田（凱樹）先生が分生キャリア
パス委員会の打合せにいらしたとき、「安普請
だな～」ってぼやいていらっしゃいました（笑）。

藤井　私のいた研究室は一階の向こう側でし
たよ。

岩崎　今、美喜子さんが使っている部屋です
ね！

塩見　藤井先生、この後、ぜひ寄って行ってく
ださい！今日はありがとうございました。

藤井　もちろん、パーマネントな職が任期制
に置き換わった部分があって、それが大きな
問題なのだと思いますが、僕たちの若い頃に
もそういう話はぽつぽつあったのも事実です。
大学が独立行政法人化されたあたりからだん
だんパーマネントな職が減っていったことは
あると思います。同じ環境の中での落差は大
変なことかもしれません。

塩見　もう一つは、運営費交付金というのが
ほとんどなくて…　一方、研究室のスペース
チャージを大学が取るんですよ、これは常々お
かしいと思っています。だって、それは雇用主
である大学が我々に仕事場として無償提供す
るもの、ですよね。

藤井　おかしなことですね。昔の講座制の研
究室は、教授がいて助教授、助手がいて、一定
の研究費は講座費として大学から出ていた。
この講座制のよさを知っていて、評価している
人はアメリカ人にもいました。しかし日本国内
はそうではなかった。講座制の悪い面のみが
強調されて、「角を矯めて牛を殺す」ということ
になっちゃったんですね。運営費交付金を
段々減らされて、気が付いてあたふたしている
状態ですか。これから先を見据えて、考え直す
ときかもしれませんね。

岩崎　お金を何とかしなきゃいけなくなると、
私くらいの年代ですと1～3年間の研究費が
多いので、毎年のように研究費の申請を一生
懸命書かなくてはいけなくてなかなか辛いで
す。

塩見　終わったあとは報告書も書かないとい
けないですしね。科研費はまだいいですけれ
ど、縛りがかなり強いところもあったりします。

藤井　JSPSの研究連絡センターがあるス
ウェーデンのストックホルムにいた時にカロ
リンスカの教授に聞いた話では、報告書は簡
単なものしか出さないそうです。カロリンスカ
でも、いい仕事をしている人たちは、立派な報
告書を出さなくても良い研究を続けていると
話していました。

岩崎　たしかに。とくに論文が出ていれば、も
うそれで十分成果は報告できているんじゃな
いかとも思いますよね。

藤井　仕事の継続性の重要性が考えられる
審査が行なわれないことは大きな問題です。
1960年代の頃に教育を受けた人の中から、
ノーベル賞を受賞された人だって多く出てい
るじゃないですか。この先どうだろうって思い
ますよね。

塩見　すこしずつでも改善するといいですよ
ね。先ほどの、せっかく研究の世界へ来たのだ
からアカデミアで研究を続けてほしいという
のもあるんですけれど、すべての子に希望する
受け皿があるわけではないので。大部分は企
業も含め、その他の道へとなるのですが、中国
あたりを見ているとジャーナルのエディター
をやるとか、うまくいっている部分もあるみた
いです。それが日本ではまだ少なくて、そうい
う職業の多様性というのも、今後日本は考え
ていかなくてはならないと思います。



塩見　2002年会は前年に続く二年連続の横
浜年会として開催されました。まず、先生がコ
ンセプトとされたことなど、そのあたりからお
伺いできればと思います。

藤井　あらためて思い返してみたんですけど、
おそらくコンセプトのようなものはなかったん
じゃないかと思うんです。

塩見　この頃の年会長は皆さんそう仰います。
分子生物学という学問の良さを引き出すのが、
年会を開催する意義そのものであったという
ことのようですね。

藤井　おっしゃる通りです。分子生物学会の
創立が1978年でしたから、20余年が過ぎた
この頃は成熟期というか爛熟期というか、でも
まだ雰囲気としては明らかに右肩上がりの時
代でした。参加者9,000人の年会でしたから
ね。特別講演のほか、シンポジウムやワーク
ショップにも結構外国から人を呼んだんです。
全部で60人近くだったと思いますが、その招
聘費が大変でして、東薬工（東京医薬品工業
協会）と大薬協（大阪医薬品協会／現：関西医
薬品協会）へ寄付をお願いに伺ったところ、分
子生物学会が薬業界より認定団体として認め
られ、支援を受けることができた。その寄付金

があったおかげで、外国から人を呼ぶことが
できました。

塩見　ありがたいことに、私たちの2021年会
も日薬連（日本製薬団体連合会）にサポートし
てもらっています。これは藤井先生のご寄付の
お願いが発端だったのですね。

岩崎　分生単体での年会としては、2002年会
が最多の参加者だったようですね。

藤井　年会長を引き受けたとき、僕は東北大
にいましたから、当初は仙台でやろうと思って
いたんですけれど、いろいろと調べてみたら、
どんなに工夫しても7,500人が限界だとわ
かったんです。定年で筑波大へ移った年だっ
たので、僕にとっては横浜開催がちょうどよ
かったのかもしれません。

塩見　筑波ですと横浜に近くなりますものね。

藤井　ええ。そんな経緯があったので、東北大
の皆さんに準備をしてもらって、それに筑波大
の人も何人かお手伝いしてもらって。そんな感
じでしたので、予想以上に組織が大きくなりま
した。

塩見　組織委員の一覧を見させていただくと、
東北大の皆さんが名を連ねています。

藤井　はい。僕の十年ちょっと前に水野（重
樹）先生（1989年会長）が仙台でやっておられ
て、その時に一般演題が1,000題を超え、「仙
台だから“千題”になったんだ」なんて話されて
いたことを覚えています。2002年会では総演
題数が4,000題を超える規模になった。10年
少々で4倍になったということです。

塩見　なるほど。覚えやすいですね。先生の年
会からポスター掲示を二日間にされたんです
ね。これはしばらく続いたようです。

第25回（2002年）年会 藤井 義明 年会長インタビュー

藤井　前年にパシフィコ横浜の会場の改修が
完了して、展示会場が倍くらいになったので、
掲示もディスカッションも少し長めにしてみよ
うということになりました。

塩見　素晴らしいですね。最終日の午後には、
中高生や一般の方向けの公開講座『わかりや
すい分子生物学と生命科学の最先端 ―生き
物を遺伝子で語れる時代がやってきた！』を開
催されました。榊（佳之）先生がゲノムを話さ
れたとか。

藤井　そうでしたね。その当時は理科離れが
叫ばれていて、分子生物学会で何か貢献しよ
うということになり、分子生物学とはどんな学
問かに始まり、様々な分野で活躍している4人
の先生方にお願いしてやりました。神奈川県
教育委員会、NHK横浜放送局、神奈川新聞な
どの団体に後援してもらい、500人くらいの参
加者があったと思います。中学や高校の先生
なども熱心に参加されて、たくさんの質問があ
りました。

岩崎　私もちょうど大学受験をした時期なの
ですが、理科離れの時代だったんですね。入試
や卒業後の就職に関連して理系が敬遠された
というところもあるのでしょうか。

塩見　最近は生物離れなのかなというのがあ
ります。大学を受けるのに、物理や化学だと点
が取りやすいからと、生物が敬遠されてしまう
んです、高校生に。そういう背景もあり、分生の
市民向けの公開講座は例年一般に加え中高
生をも引きつける内容となっており、効果が表

れることが期待されます。公開講座は大隅典
子さん（第18期理事長）が世話人をされたよ
うですね。

藤井　ええ、大隅さんと田村（宏治）さんに世
話人をお願いしました。分子生物学会は生物
系の学会として当時から女性が活躍していま
した。

塩見　それでも、正会員の女性比率は20％か
らなかなか伸びないんです。今、学生会員を含
むと35％というところでしょうか。女子学生の
比率は悪くないんですけれど、上にいくほど女
性が少なくなってしまう。今でもそれが問題な
んですよ。

岩崎　これは女性に限らずですが、最近、博士
号を取る学生さんが減っているのも問題に
なっていますね…

塩見　修士で出てしまう子が半分なんですけ
れど、企業が魅力的なんですよね。修士から研
究職に就けるケースも多いので、それでいいん
じゃないかと思う学生が結構います。もうひと
つ、アカデミアのポジションが多くないという
のもありますけど、博士号を取った子も企業
が採用するので、アカデミアに残る子が少なく
なって。いろんなことが重なって、アカデミアに
はなかなか残らないですね。

藤井　経済的なこともあるんでしょうけど、学
部でやめてしまうケースもあるのですか？

塩見　私がいる学科では今の所ほとんどが修

士には行きますけれど、ドクターには進まず企
業を望む子がここのところ多いです。金融や
IT産業へ行く子もいます。この状況ですので、
いろんなファンディングエージェンシーがそれ
ではまずいということで、学生にもっとサポー
トをしましょうと動きが出てきました。今後、そ
の効果がどう出てくるかということなんですけ
れど、良い方向に行ければ、アカデミア志向の
学生がまた増えてくるかもしれませんね。そう
期待しています。

藤井　僕の頃は、ドクターまでは行かずにマ
スターまでという人が増えていました。学部の
学生はわりあいフレキシブルだけど、だんだん
と専門化してくるから、企業としては使いにく
さもあると（笑）。当時からそうした企業側の考
えが伝わっていました。しかし、そういうことが
言われながらも、企業も学生の専門性を大事
にするようになるんじゃないかと思われても
いましたけれど、さほど進化はなかったという
わけですね。

塩見　先生はPh.D.を取ることに迷いはな
かったのですか？

藤井　僕はマスターで製薬会社に行ったんで
す。それから会社を辞めて、関西医科大学に
行ったのちにがん研に移り、そこから東北大に
行ったんです。がん研が東京の大塚にあった
時代ですが、吉田（光昭）さん（1998年会長）
はウイルス部、僕は生化学部で、かなり長い間
同じ所で働いていました。

岩崎　企業からアカデミアに戻られた理由と

いうのは、研究の自由さとか、そういう点で
しょうか？

藤井　そう、自由さですね、やっぱり（笑）。組
織の中に入ると、組織で動くわけじゃないです
か。当然そこには指揮命令系統がある。行って
みて、僕には合わないかなと思ったんです。

塩見　企業には企業の魅力があるのはよくわ
かります。ただ、研究室を率いる立場としては
若手研究者がなかなかアカデミアに残らない
ことを憂いています。学問自体が、たとえば分
子生物学だけをやっていればいい時代ではな
くなっていて、論文一つ発表するにも、学際的
にこれとこれをやってくださいと、色々なこと
が要求されて、そういった事実もアカデミア敬
遠の理由の一つになっているかもしれません。

藤井　それらはどこから要求されるんです
か？

塩見　論文を出すとき、レビュアーに回ります
よね。そうすると、生化学だけでは足りないか
ら構造もやりなさいとか、生物情報的なことも
やりなさいとか、いろいろ要求されます。そう
なると、自分の研究室だけではできないんで
すね。共同研究をやらないと間に合わないよ
うな、そういうことが要求されるので、本当に
難しくなってきています。若い子たちがそうい
う苦労を見ていると「あんなしんどいことはし
たくない」みたいなのもあって、よくないですよ
ね。やっぱり若手が育たないとしぼんでいきま
すものね。経済的な支援と、あとは私たちがい
かに魅力的な職業なんだっていうのを見せら

れるかですよね。

藤井　だんだん時間が経つと学問自体が古く
見られてきますし、最近は特に進展が早いで
すからね。やっぱりそういう流行もあるでしょ
うね。

塩見　先ほど、2002年会では60人くらいのゲ
ストを海外から呼ばれたとのことでしたが、学
会の国際化についてはどのようにお考えです
か？　日本ではポスドクのポジションが相対
的に増えてきて、そういう意味で海外へ留学
する若手が少なくなってきていると言われて
います。年会での発表はすべて英語ということ
についてはどう思われますか？

藤井　それは目的によるんじゃないかと思い
ます。日本人って日本語でまずものを考える
じゃないですか。英語では考えないですよね。
だとすると、研究の話をダイレクトにするのは
日本語がいいんだと思います。だから、何もわ
ざわざ無理してやるようなことはないと。ただ、
外国で自分のことを宣伝しなくちゃいけない
ので、英語もできたほうがいいのは確かだと
思いますね。ともあれ、ちゃんとしたものを
持っていなかったら、いくら宣伝したってしょ
うがないわけで、仕事がちゃんとしていること
が最優先でしょう。

塩見　まずは研究者としてのベースが肝心で
すよね。先生がおっしゃるように、日本語でや
りとりするのも大事だし、しかしながらそれだ
けだと国際的に自分の仕事を紹介できない。
なかなか難しいところですので、我々の今年の

年会は半 く々らいでやろうと思っています。

岩崎　分生のワークショップも、何だかんだ
で英語のより日本語のワークショップのほう
が質疑も盛り上がっていたりします。

藤井　そうですよ。だってインパクトが違う
じゃないですか。でも英語でやると、往々にし
て考え込んでしまいますよね（笑）。翻訳しない
といけない。そうすると、やっぱり日本人同士
での英語でのディスカッションは難しいん
じゃないかと僕は思いますけどね。

塩見　藤井先生のご研究にとって分子生物学
の魅力とは？

藤井　1960年代、分子生物学の勃興期です
ね。分子生物学はかなり注目されていました。
いろんな大学に生物物理学科や分子生物学
科ができたというのもありますけど、当時の時
流に乗ったんだと思いますね。分子生物学は
バクテリアの分子遺伝学から始まったんです
けど、1970年くらいになるともう分子生物学
は終わりじゃないかと言われたことがあるん
です。それは、バクテリアでできることはもう尽
きてしまった。重要なのは真核生物、それも動
物細胞の分子生物学だけれども、その頃はま
だ方法論がなかったということです。ところが
1973年くらいだったと思いますが、異種の
DNAを細菌で殖やす組換えDNAの技術が出
てきて、動物細胞の色々な遺伝子を細菌で増
やして、それを利用して動物細胞の遺伝子の
構造の研究が一気に進んだわけです。そのあ
と、今度は遺伝子改変マウスの技術が出てき

て、遺伝子の機能の研究やゲノムの構造がで
きるようになってさらに研究のフロンティアが
広がっていった。そんな時代ですから、夢が
あったんです。

塩見　先生もそこでシークエンスとかされて
いたのですか？

藤井　その頃の日本ではまだできるところは
あまりありませんでした。僕が遺伝子のシーク
エンスの仕事をしたのはがん研時代、最初は
マクサム・ギルバートの方法でした。1980年
のすこし前だったと思います。

塩見　私もそこから入りました。でもすぐにダ
イデオキシに移行したかな。修士は京都大学
で取ったんですけど、その頃は高浪（満）先生
（第5期会長）が大きなラボを持っていらっ
しゃって（京大化研：宇治市）、そこに助手でい
らした田畑（哲之）さんに色々習ったんです。

藤井　そうでしたか。高浪先生が日本では最
初にシークエンスを広められたのではないで
すか。懐かしいですね。その当時、京大化研の
高浪研で講習会が開かれて、僕も参加させて
いただいた記憶があります。

塩見　つながるものですね。今後、分子生物
学という学問はどうなると思われますか？

藤井　結局のところ、分子生物学はいろんな
分野に広がっていくのではないですか。分子
古生物学、分子進化学、分子疫学、分子法医学、
生物に関係しているものはすべて、それなしに

は語れなくなっているんじゃないですか。

塩見　学問ではなくて技術なんだっていう声
も聞こえてくるんですけれども。たしかに、学問
の垣根が鮮明でなくなってきているとは思い
ますが。

藤井　それは考え方だと思いますね。新しい
技術から、新しいものが見えてきて、新しい学
問が生まれてくる場合もありますし、技術が進
歩すれば合成生物学とか、絶滅したマンモス
を作るとか、そういうことまで考えられるで
しょう。まぁ、あれは分子生物学だけれど、これ
は分子生物学じゃない、そんな境界を考えて
も仕方がないんじゃないですか。

塩見　では先生、分子生物学会の若い人たち
にひと言いただけますか。

藤井　なにかと厳しい現実だと思いますが、
こういうことをやりたいと思って選んだ研究の
道ですから、最後までやり遂げてほしいです
ね。今も昔も、それなりに大変なことがあるし、
不満があるのは同じことだと思います。今の人
たちが大変かなと思うのは、世の中が結構裕
福になっているという状況です。周りがハング
リーだと、自身のハングリーさをあまり感じな
いんですよ。でも、周りが裕福で自分だけがハ
ングリーだと思うと、それに立ち向かうのは大
変です。だからこそ、がんばっていい仕事をし
てほしいですね。

塩見　そうですね。いつの時代もハングリー
でいなければ。
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藤井　やっぱり、育てた人にはそれを活かし
てもらいたいというのはありますね。

塩見　そういう子たちが別の業界へ行くのは、
それもいいんですけれど、もったいないかなと
いう気がしてしまって。優秀な子ばかりですの
で。そういえば、先生がいらした時、ここ（東大
理学部3号館）ってまだなかったんですよね？

藤井　いえいえ、私共が最初です。3号館が出
来てすぐに入ったんですから。

塩見　あら、そうでしたか。

藤井　懐かしいです。今日は少し早く着いた
から、近くをゆっくり歩いてみました。ここは、
できた当時からコンクリート打ちっぱなしの
建物で、安っぽい建物だなと思っていました
が、いまだにもっているというのは、奇跡に近
いんじゃないですか（笑）。

塩見　以前、堀田（凱樹）先生が分生キャリア
パス委員会の打合せにいらしたとき、「安普請
だな～」ってぼやいていらっしゃいました（笑）。

藤井　私のいた研究室は一階の向こう側でし
たよ。

岩崎　今、美喜子さんが使っている部屋です
ね！

塩見　藤井先生、この後、ぜひ寄って行ってく
ださい！今日はありがとうございました。

藤井　もちろん、パーマネントな職が任期制
に置き換わった部分があって、それが大きな
問題なのだと思いますが、僕たちの若い頃に
もそういう話はぽつぽつあったのも事実です。
大学が独立行政法人化されたあたりからだん
だんパーマネントな職が減っていったことは
あると思います。同じ環境の中での落差は大
変なことかもしれません。

塩見　もう一つは、運営費交付金というのが
ほとんどなくて…　一方、研究室のスペース
チャージを大学が取るんですよ、これは常々お
かしいと思っています。だって、それは雇用主
である大学が我々に仕事場として無償提供す
るもの、ですよね。

藤井　おかしなことですね。昔の講座制の研
究室は、教授がいて助教授、助手がいて、一定
の研究費は講座費として大学から出ていた。
この講座制のよさを知っていて、評価している
人はアメリカ人にもいました。しかし日本国内
はそうではなかった。講座制の悪い面のみが
強調されて、「角を矯めて牛を殺す」ということ
になっちゃったんですね。運営費交付金を
段々減らされて、気が付いてあたふたしている
状態ですか。これから先を見据えて、考え直す
ときかもしれませんね。

岩崎　お金を何とかしなきゃいけなくなると、
私くらいの年代ですと1～3年間の研究費が
多いので、毎年のように研究費の申請を一生
懸命書かなくてはいけなくてなかなか辛いで
す。

塩見　終わったあとは報告書も書かないとい
けないですしね。科研費はまだいいですけれ
ど、縛りがかなり強いところもあったりします。

藤井　JSPSの研究連絡センターがあるス
ウェーデンのストックホルムにいた時にカロ
リンスカの教授に聞いた話では、報告書は簡
単なものしか出さないそうです。カロリンスカ
でも、いい仕事をしている人たちは、立派な報
告書を出さなくても良い研究を続けていると
話していました。

岩崎　たしかに。とくに論文が出ていれば、も
うそれで十分成果は報告できているんじゃな
いかとも思いますよね。

藤井　仕事の継続性の重要性が考えられる
審査が行なわれないことは大きな問題です。
1960年代の頃に教育を受けた人の中から、
ノーベル賞を受賞された人だって多く出てい
るじゃないですか。この先どうだろうって思い
ますよね。

塩見　すこしずつでも改善するといいですよ
ね。先ほどの、せっかく研究の世界へ来たのだ
からアカデミアで研究を続けてほしいという
のもあるんですけれど、すべての子に希望する
受け皿があるわけではないので。大部分は企
業も含め、その他の道へとなるのですが、中国
あたりを見ているとジャーナルのエディター
をやるとか、うまくいっている部分もあるみた
いです。それが日本ではまだ少なくて、そうい
う職業の多様性というのも、今後日本は考え
ていかなくてはならないと思います。



塩見　2002年会は前年に続く二年連続の横
浜年会として開催されました。まず、先生がコ
ンセプトとされたことなど、そのあたりからお
伺いできればと思います。

藤井　あらためて思い返してみたんですけど、
おそらくコンセプトのようなものはなかったん
じゃないかと思うんです。

塩見　この頃の年会長は皆さんそう仰います。
分子生物学という学問の良さを引き出すのが、
年会を開催する意義そのものであったという
ことのようですね。

藤井　おっしゃる通りです。分子生物学会の
創立が1978年でしたから、20余年が過ぎた
この頃は成熟期というか爛熟期というか、でも
まだ雰囲気としては明らかに右肩上がりの時
代でした。参加者9,000人の年会でしたから
ね。特別講演のほか、シンポジウムやワーク
ショップにも結構外国から人を呼んだんです。
全部で60人近くだったと思いますが、その招
聘費が大変でして、東薬工（東京医薬品工業
協会）と大薬協（大阪医薬品協会／現：関西医
薬品協会）へ寄付をお願いに伺ったところ、分
子生物学会が薬業界より認定団体として認め
られ、支援を受けることができた。その寄付金

があったおかげで、外国から人を呼ぶことが
できました。

塩見　ありがたいことに、私たちの2021年会
も日薬連（日本製薬団体連合会）にサポートし
てもらっています。これは藤井先生のご寄付の
お願いが発端だったのですね。

岩崎　分生単体での年会としては、2002年会
が最多の参加者だったようですね。

藤井　年会長を引き受けたとき、僕は東北大
にいましたから、当初は仙台でやろうと思って
いたんですけれど、いろいろと調べてみたら、
どんなに工夫しても7,500人が限界だとわ
かったんです。定年で筑波大へ移った年だっ
たので、僕にとっては横浜開催がちょうどよ
かったのかもしれません。

塩見　筑波ですと横浜に近くなりますものね。

藤井　ええ。そんな経緯があったので、東北大
の皆さんに準備をしてもらって、それに筑波大
の人も何人かお手伝いしてもらって。そんな感
じでしたので、予想以上に組織が大きくなりま
した。

塩見　組織委員の一覧を見させていただくと、
東北大の皆さんが名を連ねています。

藤井　はい。僕の十年ちょっと前に水野（重
樹）先生（1989年会長）が仙台でやっておられ
て、その時に一般演題が1,000題を超え、「仙
台だから“千題”になったんだ」なんて話されて
いたことを覚えています。2002年会では総演
題数が4,000題を超える規模になった。10年
少々で4倍になったということです。

塩見　なるほど。覚えやすいですね。先生の年
会からポスター掲示を二日間にされたんです
ね。これはしばらく続いたようです。

藤井　前年にパシフィコ横浜の会場の改修が
完了して、展示会場が倍くらいになったので、
掲示もディスカッションも少し長めにしてみよ
うということになりました。

塩見　素晴らしいですね。最終日の午後には、
中高生や一般の方向けの公開講座『わかりや
すい分子生物学と生命科学の最先端 ―生き
物を遺伝子で語れる時代がやってきた！』を開
催されました。榊（佳之）先生がゲノムを話さ
れたとか。

藤井　そうでしたね。その当時は理科離れが
叫ばれていて、分子生物学会で何か貢献しよ
うということになり、分子生物学とはどんな学
問かに始まり、様々な分野で活躍している4人
の先生方にお願いしてやりました。神奈川県
教育委員会、NHK横浜放送局、神奈川新聞な
どの団体に後援してもらい、500人くらいの参
加者があったと思います。中学や高校の先生
なども熱心に参加されて、たくさんの質問があ
りました。

岩崎　私もちょうど大学受験をした時期なの
ですが、理科離れの時代だったんですね。入試
や卒業後の就職に関連して理系が敬遠された
というところもあるのでしょうか。

塩見　最近は生物離れなのかなというのがあ
ります。大学を受けるのに、物理や化学だと点
が取りやすいからと、生物が敬遠されてしまう
んです、高校生に。そういう背景もあり、分生の
市民向けの公開講座は例年一般に加え中高
生をも引きつける内容となっており、効果が表

れることが期待されます。公開講座は大隅典
子さん（第18期理事長）が世話人をされたよ
うですね。

藤井　ええ、大隅さんと田村（宏治）さんに世
話人をお願いしました。分子生物学会は生物
系の学会として当時から女性が活躍していま
した。

塩見　それでも、正会員の女性比率は20％か
らなかなか伸びないんです。今、学生会員を含
むと35％というところでしょうか。女子学生の
比率は悪くないんですけれど、上にいくほど女
性が少なくなってしまう。今でもそれが問題な
んですよ。

岩崎　これは女性に限らずですが、最近、博士
号を取る学生さんが減っているのも問題に
なっていますね…

塩見　修士で出てしまう子が半分なんですけ
れど、企業が魅力的なんですよね。修士から研
究職に就けるケースも多いので、それでいいん
じゃないかと思う学生が結構います。もうひと
つ、アカデミアのポジションが多くないという
のもありますけど、博士号を取った子も企業
が採用するので、アカデミアに残る子が少なく
なって。いろんなことが重なって、アカデミアに
はなかなか残らないですね。

藤井　経済的なこともあるんでしょうけど、学
部でやめてしまうケースもあるのですか？

塩見　私がいる学科では今の所ほとんどが修

士には行きますけれど、ドクターには進まず企
業を望む子がここのところ多いです。金融や
IT産業へ行く子もいます。この状況ですので、
いろんなファンディングエージェンシーがそれ
ではまずいということで、学生にもっとサポー
トをしましょうと動きが出てきました。今後、そ
の効果がどう出てくるかということなんですけ
れど、良い方向に行ければ、アカデミア志向の
学生がまた増えてくるかもしれませんね。そう
期待しています。

藤井　僕の頃は、ドクターまでは行かずにマ
スターまでという人が増えていました。学部の
学生はわりあいフレキシブルだけど、だんだん
と専門化してくるから、企業としては使いにく
さもあると（笑）。当時からそうした企業側の考
えが伝わっていました。しかし、そういうことが
言われながらも、企業も学生の専門性を大事
にするようになるんじゃないかと思われても
いましたけれど、さほど進化はなかったという
わけですね。

塩見　先生はPh.D.を取ることに迷いはな
かったのですか？

藤井　僕はマスターで製薬会社に行ったんで
す。それから会社を辞めて、関西医科大学に
行ったのちにがん研に移り、そこから東北大に
行ったんです。がん研が東京の大塚にあった
時代ですが、吉田（光昭）さん（1998年会長）
はウイルス部、僕は生化学部で、かなり長い間
同じ所で働いていました。

岩崎　企業からアカデミアに戻られた理由と

いうのは、研究の自由さとか、そういう点で
しょうか？

藤井　そう、自由さですね、やっぱり（笑）。組
織の中に入ると、組織で動くわけじゃないです
か。当然そこには指揮命令系統がある。行って
みて、僕には合わないかなと思ったんです。

塩見　企業には企業の魅力があるのはよくわ
かります。ただ、研究室を率いる立場としては
若手研究者がなかなかアカデミアに残らない
ことを憂いています。学問自体が、たとえば分
子生物学だけをやっていればいい時代ではな
くなっていて、論文一つ発表するにも、学際的
にこれとこれをやってくださいと、色々なこと
が要求されて、そういった事実もアカデミア敬
遠の理由の一つになっているかもしれません。

藤井　それらはどこから要求されるんです
か？

塩見　論文を出すとき、レビュアーに回ります
よね。そうすると、生化学だけでは足りないか
ら構造もやりなさいとか、生物情報的なことも
やりなさいとか、いろいろ要求されます。そう
なると、自分の研究室だけではできないんで
すね。共同研究をやらないと間に合わないよ
うな、そういうことが要求されるので、本当に
難しくなってきています。若い子たちがそうい
う苦労を見ていると「あんなしんどいことはし
たくない」みたいなのもあって、よくないですよ
ね。やっぱり若手が育たないとしぼんでいきま
すものね。経済的な支援と、あとは私たちがい
かに魅力的な職業なんだっていうのを見せら

れるかですよね。

藤井　だんだん時間が経つと学問自体が古く
見られてきますし、最近は特に進展が早いで
すからね。やっぱりそういう流行もあるでしょ
うね。

塩見　先ほど、2002年会では60人くらいのゲ
ストを海外から呼ばれたとのことでしたが、学
会の国際化についてはどのようにお考えです
か？　日本ではポスドクのポジションが相対
的に増えてきて、そういう意味で海外へ留学
する若手が少なくなってきていると言われて
います。年会での発表はすべて英語ということ
についてはどう思われますか？

藤井　それは目的によるんじゃないかと思い
ます。日本人って日本語でまずものを考える
じゃないですか。英語では考えないですよね。
だとすると、研究の話をダイレクトにするのは
日本語がいいんだと思います。だから、何もわ
ざわざ無理してやるようなことはないと。ただ、
外国で自分のことを宣伝しなくちゃいけない
ので、英語もできたほうがいいのは確かだと
思いますね。ともあれ、ちゃんとしたものを
持っていなかったら、いくら宣伝したってしょ
うがないわけで、仕事がちゃんとしていること
が最優先でしょう。

塩見　まずは研究者としてのベースが肝心で
すよね。先生がおっしゃるように、日本語でや
りとりするのも大事だし、しかしながらそれだ
けだと国際的に自分の仕事を紹介できない。
なかなか難しいところですので、我々の今年の

年会は半 く々らいでやろうと思っています。

岩崎　分生のワークショップも、何だかんだ
で英語のより日本語のワークショップのほう
が質疑も盛り上がっていたりします。

藤井　そうですよ。だってインパクトが違う
じゃないですか。でも英語でやると、往々にし
て考え込んでしまいますよね（笑）。翻訳しない
といけない。そうすると、やっぱり日本人同士
での英語でのディスカッションは難しいん
じゃないかと僕は思いますけどね。

塩見　藤井先生のご研究にとって分子生物学
の魅力とは？

藤井　1960年代、分子生物学の勃興期です
ね。分子生物学はかなり注目されていました。
いろんな大学に生物物理学科や分子生物学
科ができたというのもありますけど、当時の時
流に乗ったんだと思いますね。分子生物学は
バクテリアの分子遺伝学から始まったんです
けど、1970年くらいになるともう分子生物学
は終わりじゃないかと言われたことがあるん
です。それは、バクテリアでできることはもう尽
きてしまった。重要なのは真核生物、それも動
物細胞の分子生物学だけれども、その頃はま
だ方法論がなかったということです。ところが
1973年くらいだったと思いますが、異種の
DNAを細菌で殖やす組換えDNAの技術が出
てきて、動物細胞の色々な遺伝子を細菌で増
やして、それを利用して動物細胞の遺伝子の
構造の研究が一気に進んだわけです。そのあ
と、今度は遺伝子改変マウスの技術が出てき

て、遺伝子の機能の研究やゲノムの構造がで
きるようになってさらに研究のフロンティアが
広がっていった。そんな時代ですから、夢が
あったんです。

塩見　先生もそこでシークエンスとかされて
いたのですか？

藤井　その頃の日本ではまだできるところは
あまりありませんでした。僕が遺伝子のシーク
エンスの仕事をしたのはがん研時代、最初は
マクサム・ギルバートの方法でした。1980年
のすこし前だったと思います。

塩見　私もそこから入りました。でもすぐにダ
イデオキシに移行したかな。修士は京都大学
で取ったんですけど、その頃は高浪（満）先生
（第5期会長）が大きなラボを持っていらっ
しゃって（京大化研：宇治市）、そこに助手でい
らした田畑（哲之）さんに色々習ったんです。

藤井　そうでしたか。高浪先生が日本では最
初にシークエンスを広められたのではないで
すか。懐かしいですね。その当時、京大化研の
高浪研で講習会が開かれて、僕も参加させて
いただいた記憶があります。

塩見　つながるものですね。今後、分子生物
学という学問はどうなると思われますか？

藤井　結局のところ、分子生物学はいろんな
分野に広がっていくのではないですか。分子
古生物学、分子進化学、分子疫学、分子法医学、
生物に関係しているものはすべて、それなしに

は語れなくなっているんじゃないですか。

塩見　学問ではなくて技術なんだっていう声
も聞こえてくるんですけれども。たしかに、学問
の垣根が鮮明でなくなってきているとは思い
ますが。

藤井　それは考え方だと思いますね。新しい
技術から、新しいものが見えてきて、新しい学
問が生まれてくる場合もありますし、技術が進
歩すれば合成生物学とか、絶滅したマンモス
を作るとか、そういうことまで考えられるで
しょう。まぁ、あれは分子生物学だけれど、これ
は分子生物学じゃない、そんな境界を考えて
も仕方がないんじゃないですか。

塩見　では先生、分子生物学会の若い人たち
にひと言いただけますか。

藤井　なにかと厳しい現実だと思いますが、
こういうことをやりたいと思って選んだ研究の
道ですから、最後までやり遂げてほしいです
ね。今も昔も、それなりに大変なことがあるし、
不満があるのは同じことだと思います。今の人
たちが大変かなと思うのは、世の中が結構裕
福になっているという状況です。周りがハング
リーだと、自身のハングリーさをあまり感じな
いんですよ。でも、周りが裕福で自分だけがハ
ングリーだと思うと、それに立ち向かうのは大
変です。だからこそ、がんばっていい仕事をし
てほしいですね。

塩見　そうですね。いつの時代もハングリー
でいなければ。

藤井　やっぱり、育てた人にはそれを活かし
てもらいたいというのはありますね。

塩見　そういう子たちが別の業界へ行くのは、
それもいいんですけれど、もったいないかなと
いう気がしてしまって。優秀な子ばかりですの
で。そういえば、先生がいらした時、ここ（東大
理学部3号館）ってまだなかったんですよね？

藤井　いえいえ、私共が最初です。3号館が出
来てすぐに入ったんですから。

塩見　あら、そうでしたか。

藤井　懐かしいです。今日は少し早く着いた
から、近くをゆっくり歩いてみました。ここは、
できた当時からコンクリート打ちっぱなしの
建物で、安っぽい建物だなと思っていました
が、いまだにもっているというのは、奇跡に近
いんじゃないですか（笑）。

塩見　以前、堀田（凱樹）先生が分生キャリア
パス委員会の打合せにいらしたとき、「安普請
だな～」ってぼやいていらっしゃいました（笑）。

藤井　私のいた研究室は一階の向こう側でし
たよ。

岩崎　今、美喜子さんが使っている部屋です
ね！

塩見　藤井先生、この後、ぜひ寄って行ってく
ださい！今日はありがとうございました。
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藤井　もちろん、パーマネントな職が任期制
に置き換わった部分があって、それが大きな
問題なのだと思いますが、僕たちの若い頃に
もそういう話はぽつぽつあったのも事実です。
大学が独立行政法人化されたあたりからだん
だんパーマネントな職が減っていったことは
あると思います。同じ環境の中での落差は大
変なことかもしれません。

塩見　もう一つは、運営費交付金というのが
ほとんどなくて…　一方、研究室のスペース
チャージを大学が取るんですよ、これは常々お
かしいと思っています。だって、それは雇用主
である大学が我々に仕事場として無償提供す
るもの、ですよね。

藤井　おかしなことですね。昔の講座制の研
究室は、教授がいて助教授、助手がいて、一定
の研究費は講座費として大学から出ていた。
この講座制のよさを知っていて、評価している
人はアメリカ人にもいました。しかし日本国内
はそうではなかった。講座制の悪い面のみが
強調されて、「角を矯めて牛を殺す」ということ
になっちゃったんですね。運営費交付金を
段々減らされて、気が付いてあたふたしている
状態ですか。これから先を見据えて、考え直す
ときかもしれませんね。

岩崎　お金を何とかしなきゃいけなくなると、
私くらいの年代ですと1～3年間の研究費が
多いので、毎年のように研究費の申請を一生
懸命書かなくてはいけなくてなかなか辛いで
す。

塩見　終わったあとは報告書も書かないとい
けないですしね。科研費はまだいいですけれ
ど、縛りがかなり強いところもあったりします。

藤井　JSPSの研究連絡センターがあるス
ウェーデンのストックホルムにいた時にカロ
リンスカの教授に聞いた話では、報告書は簡
単なものしか出さないそうです。カロリンスカ
でも、いい仕事をしている人たちは、立派な報
告書を出さなくても良い研究を続けていると
話していました。

岩崎　たしかに。とくに論文が出ていれば、も
うそれで十分成果は報告できているんじゃな
いかとも思いますよね。

藤井　仕事の継続性の重要性が考えられる
審査が行なわれないことは大きな問題です。
1960年代の頃に教育を受けた人の中から、
ノーベル賞を受賞された人だって多く出てい
るじゃないですか。この先どうだろうって思い
ますよね。

塩見　すこしずつでも改善するといいですよ
ね。先ほどの、せっかく研究の世界へ来たのだ
からアカデミアで研究を続けてほしいという
のもあるんですけれど、すべての子に希望する
受け皿があるわけではないので。大部分は企
業も含め、その他の道へとなるのですが、中国
あたりを見ているとジャーナルのエディター
をやるとか、うまくいっている部分もあるみた
いです。それが日本ではまだ少なくて、そうい
う職業の多様性というのも、今後日本は考え
ていかなくてはならないと思います。
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塩見　山本先生の年会はとても華やかでした
ね。参加者数も過去最多、企業ブースもすごく
にぎわっていた印象です。

山本　ありがとうございます。私がポスドクの
ときに参加した年会で一番大きかったのが
ASCB（American Society for Cell Biology）
でした。アメリカの細胞生物学会だろうと思っ
ていたらとんでもなくて、遺伝学から生化学か
ら、全部あるんですよね。自分の研究領域以外
にも色々なところがみられて、ああいう雰囲気
の年会にできたらと思ったんです。もちろん、
コンパクトな規模の専門学会も大切だと思い

ます。でも、日本の生命科学を一堂に会する意
義というか、そういう場所が必要だと感じてい
ました。それと、だいぶ昔の話になりますが、
分子生物学会が生命科学全体をみようという
動きがありました。分子生物学会は遺伝子を
背景に発展してきた学会ですが、糖質や代謝
など一番遠いところの領域を含めることで生
命科学のほとんどがカバーできるんですね。
年会長を引き受けてそんなことを思い起こし
ていると、私と同じ2007年に生化学会の大会
長に決まっていた清水孝雄先生も近い考えを
お持ちということがわかって、五日間の会期で
合同大会を開催することになりました。

岩崎　分生の年会アンケートによると、合同
開催については賛成と反対それぞれのご意見
があるようですね。その後も何度か合同です
ることがあったのは、合同大会の試みがよくて、
魅力を感じた方もいらしたということでしょ
うか？

山本　分子生物学会と生化学会、大きな学会
へ二度も出張したくないという方がいる一方
で、いずれの学会にしか入っていない方からす
ると、そもそもそういった議論は関係ないとい
う意見もありました。当時の評議員会には富澤
純一先生（名誉会員）も出席されていて、眼光
鋭く厳しい表情でおられたけれども、「しっか
りとした考えがあるなら合同もよし、ただし、い
い加減にやってはいけない」というようなご意
見をいただいたものと解釈しました。翌2008
年も、長田重一さんが生化学会の大隅良典さ
んと合同で開催することになりましたね。最近
では、2017年にConBio（生命科学系学会合
同年次大会）という新しい形態がありましたが、

こういう枠組みもいいと思います。

塩見　マスターズレクチャーなる企画、錚々た
る顔ぶれでした。

山本　分生はあまりプレナリーをやらないん
だけど、生化は毎年やっているんですよね。だ
からバランスをとって特別講演を大会長企画
のプレナリーとして開催したんです、名称にも
注意を払って（笑）。また、教育的な講演という
意味合いもありました。山梨裕司さん（庶務幹
事）や井上純一郎さん（プログラム幹事）はじ
めプログラム委員の先生方がうまく編成して
くれました。なんせ五日間を運営するわけです
からね。

岩崎　朝から目の醒めそうなプログラムです
し、スーツで参加された方が多かったのでしょ
うか？　自分が初めて座長をすることになっ
たとき、ちゃんとしていたほうがいいかなって、
スーツで臨んだときのことを思い出しました。
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山本 雅 年会長インタビュー
日 時：2020年6月25日（木）15：00～16：45

場 所：東京大学 本郷キャンパス 理3号館

山本　いやー、ジーパンが多かったんじゃな
いかな（笑）。分生の年会は日本では珍しく国
際学会のようにわりとみんなラフで、昔から
ジーンズでしたよ。若者にとってもそういう敷
居の低いところが分生のよさでもあるんです。
私はOISTへ移ってから日本人の若手とじっく
り話す機会がだいぶ減ってしまったけれども、
最近の年会はなんとなく国際化が進んでいる
感じがありますね。英語での発表が増えてい
るんですか？

塩見　第21期の理事長だった阿形さんが年
会の国際化を推進したのもあって、2019年会
の佐々木年会長によってＴ字型プログラムが
組まれました。会期を通して（横に）英語セッ
ションがあり、二日目は丸一日（縦に）英語の
セッションがあることから、これをＴ字型プロ
グラムと呼んでいます。必ずどこかに英語での
発表があるように組まれているので、英語圏の
参加者も全日程を楽しめるようになりました。

山本　若手にとっても刺激になっていいじゃ
ないですか。やはり若手を育てること、若い学
生さんのサポートは特に大事です。年会での
取り組みとは異なりますが、私の所属する
OISTでも基礎生命科学の分野で研究してい
る先生がいるので、臨床のMD-PhDコースを
走らせて学生さんに来てもらうための積極的
なアプローチをしたり、インターンでもアプラ
イできるようにしています。運営費交付金が
減っているなか、競争的資金をベースにした
方針だと若手はきついですよ。

岩崎　慶應の医学部でも、学生さん、特に学

部生が外で研究しやすいようなインターン
シップを活発化しようとしています。夏休みの
スケジュールを組み直すなどして。そういう制
度的なものがうまくまわり始めると、OIST
だったり、学生さんの受け入れがしっかりして
いるところとの連携も進むように思います。ま
た、チャレンジングな研究提案への長期支援
型の研究費「創発」が2020年度にスタートし
ました（https://www.jst.go.jp/souhatsu/）。
ちょうど独立するくらいの若手向けの支援事
業で、原則7年間（最大10年間）という長期の
支援は初めて。研究者の多様なキャリアパス
やライフイベントを考慮した運営が期待され
ています。

塩見　そう、きめ細やかな制度設計が大事で
すよね。地方大学のきびしさは年々だし、この
あたりもどうブーストしていくか私たちの世代
が考えなければいけません。

山本　OISTも女性をターゲットにしたポジ
ションを用意したり、色々とやっていますね。
ただそれでも、残念ながらなかなか女性が増
えていないのが実情です。社会のサポートシス
テムがかなり追いついてきているんだけど、子
育て時期のサポートがまだ万全でないという
ことかな。だからこそ、育てないといけないと
思いますね。私のところに、きわめて優秀な女
性の学生さんがいたのですけど、ポスドクにな
る前に国へ帰ってまず結婚すると言ってね。一
度は引き留めてみたけど、こればかりはご本
人の意向を尊重しなければいけません。この
学生さんは、お相手を国に残していたわけで
すが。

岩崎　子育て時期のサポートについてはその
とおりですね。出産や育児で研究からいった
ん離れてしまうと、次のチャンスにチャレンジ
するハードルもなかなか高くなってしまうよう
に思いますし…

塩見　アメリカやヨーロッパだと、PIの女性比
率が日本より低いなんてことはありませんか
ら、日本の制度にはいくつか原因となっている
ことがありそうですね。

山本　10年以上前のことだけど、私がアメリ
カにいたころのボスに『The Female Brain』
という本を紹介されたんです、男性のボスにで
すよ。実は彼も奥さんに読むよう勧められたら
しく、女性の脳と男性の脳とで異なる重要な
ポイントについて説明されていて、女性がどう
考え、何を大切にし、どのようにコミュニケー
ションをとり、誰を愛するのかを明らかにしよ
うとしています。それを読んでから私も奥さん
の考え方が以前よりわかるようになったし、夫
婦円満の秘訣となったのかもしれません（笑）。
優秀な女性はたくさんいるわけですから、そう
いう人材が社会で活躍できるようにしなけれ
ばいけない。ブレーキをかけながらでも、フル
に力を発揮できるようなことをうまく示してく
れたらいい。おそらく、そういう女性が今も活
躍されているんじゃないですかね。

岩崎　女性にも男性にもタイプは色々なので、
グイグイ引っ張るようなリーダーではなく一緒
に伴走するタイプを目指すとか、そういうリー
ダー像もうまく広まっていくといいですね。私
もいけるかもしれないと思える女性が増える

ことを願って。

塩見　山本先生は日本の分子生物学をどの
ようにみてらっしゃいますか？

山本　もちろん環境的なこともあるけれど、遺
伝子がすべてを支配しているんじゃないかと
いう考えが私にはあって、ゲノム科学を含む生
物学全般、生命科学全体をみるのが分子生物
学会だと思ってるんですよ。だから、冒頭でも
お伝えしたように、生命科学オンパレードみた
いな雰囲気の年会をやりたかったんです。塩
見さんも然り、年会を任された方がそれぞれ
の個性をもってやってみるのがいいですよ。

岩崎　分子生物学会のいいところだなと思う
のが、自分が普段いかないような分野の発表
まであるから、参加費を払って専門学会へ行っ
て聞くほどでもないようなとき、分生なら隣の
会場で聞けるなんてこともありがたいんです。
横浜は会議センターと展示ホールも近くて便
利な会場ですし。

塩見　近藤滋さんのとき（2013年会）はジャ
ズとか落書きまであって、すごく特徴的な年会
だったんですよね。私はあそこまではやれない
けれども（笑）、山本先生がおっしゃるように何
か印象的なことをやってみたい気持ちがあっ
て、ちょうど私で10回目の横浜開催というご
縁もあり、また、もしかしたらこれが分生に
とって最後の横浜年会になるのかも、というこ
とで、これまでお世話になった横浜への感謝
の気持ちも込めて「横浜ヒストリア」と銘打っ
た企画をやってはどうかと思いたちました。

パシフィコ横浜 開催
10回 記

念

山本　いいネーミングですね。そういう企画は
分生でも初めてなんじゃないかな。

塩見　では最後に、日本の生命科学の将来に
ついて、お願いします。

山本　AIは分子生物学と共存しやすいパート
ナーになるんじゃないですかね。メンタリ
ティーには入ってこないかもしれないけど、テ
クニックとして絶対必要だし、生物学特有の
ネットワークを理解するのにAIは打って付け
ですよ。膨大な情報をいかに数学の力で解き
進めていくか。

岩崎　最近は解析技術もめざましい進歩を遂
げているので、得られる情報の量がすごい。だ
から、コンピュテーショナルなアプローチを入
れていかないと処理しきれません…

山本　そうそう、システムバイオロジー的な手
法で、すこしデータを見やすくしてくれないと、
なかなか次が考えられないケースもあります
よね。生物現象が、AIとの相性がいいことの裏
返しだと思います。

塩見　そうなると、そういうことも念頭に学生
さんを教育していくべきでしょうか？

山本　重要なのは、先端技術を使いこなせる
方が、生物現象を理解したうえでやってくれる
かどうかですね。それを前提としないと、とん
でもない方向へ行ってしまうかもしれない。表
面上のことだけでなく、そういうことをしっか
りと理解したうえで研究に従事するには、領域

を網羅する分子生物学会、分生年会のような
場が生物学にはますます必要だと思います。

塩見　山本先生、本日は興味深いお話をあり
がとうございました。
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ただそれでも、残念ながらなかなか女性が増
えていないのが実情です。社会のサポートシス
テムがかなり追いついてきているんだけど、子
育て時期のサポートがまだ万全でないという
ことかな。だからこそ、育てないといけないと
思いますね。私のところに、きわめて優秀な女
性の学生さんがいたのですけど、ポスドクにな
る前に国へ帰ってまず結婚すると言ってね。一
度は引き留めてみたけど、こればかりはご本
人の意向を尊重しなければいけません。この
学生さんは、お相手を国に残していたわけで
すが。

岩崎　子育て時期のサポートについてはその
とおりですね。出産や育児で研究からいった
ん離れてしまうと、次のチャンスにチャレンジ
するハードルもなかなか高くなってしまうよう
に思いますし…

塩見　アメリカやヨーロッパだと、PIの女性比
率が日本より低いなんてことはありませんか
ら、日本の制度にはいくつか原因となっている
ことがありそうですね。

山本　10年以上前のことだけど、私がアメリ
カにいたころのボスに『The Female Brain』
という本を紹介されたんです、男性のボスにで
すよ。実は彼も奥さんに読むよう勧められたら
しく、女性の脳と男性の脳とで異なる重要な
ポイントについて説明されていて、女性がどう
考え、何を大切にし、どのようにコミュニケー
ションをとり、誰を愛するのかを明らかにしよ
うとしています。それを読んでから私も奥さん
の考え方が以前よりわかるようになったし、夫
婦円満の秘訣となったのかもしれません（笑）。
優秀な女性はたくさんいるわけですから、そう
いう人材が社会で活躍できるようにしなけれ
ばいけない。ブレーキをかけながらでも、フル
に力を発揮できるようなことをうまく示してく
れたらいい。おそらく、そういう女性が今も活
躍されているんじゃないですかね。

岩崎　女性にも男性にもタイプは色々なので、
グイグイ引っ張るようなリーダーではなく一緒
に伴走するタイプを目指すとか、そういうリー
ダー像もうまく広まっていくといいですね。私
もいけるかもしれないと思える女性が増える

ことを願って。

塩見　山本先生は日本の分子生物学をどの
ようにみてらっしゃいますか？

山本　もちろん環境的なこともあるけれど、遺
伝子がすべてを支配しているんじゃないかと
いう考えが私にはあって、ゲノム科学を含む生
物学全般、生命科学全体をみるのが分子生物
学会だと思ってるんですよ。だから、冒頭でも
お伝えしたように、生命科学オンパレードみた
いな雰囲気の年会をやりたかったんです。塩
見さんも然り、年会を任された方がそれぞれ
の個性をもってやってみるのがいいですよ。

岩崎　分子生物学会のいいところだなと思う
のが、自分が普段いかないような分野の発表
まであるから、参加費を払って専門学会へ行っ
て聞くほどでもないようなとき、分生なら隣の
会場で聞けるなんてこともありがたいんです。
横浜は会議センターと展示ホールも近くて便
利な会場ですし。

塩見　近藤滋さんのとき（2013年会）はジャ
ズとか落書きまであって、すごく特徴的な年会
だったんですよね。私はあそこまではやれない
けれども（笑）、山本先生がおっしゃるように何
か印象的なことをやってみたい気持ちがあっ
て、ちょうど私で10回目の横浜開催というご
縁もあり、また、もしかしたらこれが分生に
とって最後の横浜年会になるのかも、というこ
とで、これまでお世話になった横浜への感謝
の気持ちも込めて「横浜ヒストリア」と銘打っ
た企画をやってはどうかと思いたちました。
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山本　いいネーミングですね。そういう企画は
分生でも初めてなんじゃないかな。

塩見　では最後に、日本の生命科学の将来に
ついて、お願いします。

山本　AIは分子生物学と共存しやすいパート
ナーになるんじゃないですかね。メンタリ
ティーには入ってこないかもしれないけど、テ
クニックとして絶対必要だし、生物学特有の
ネットワークを理解するのにAIは打って付け
ですよ。膨大な情報をいかに数学の力で解き
進めていくか。

岩崎　最近は解析技術もめざましい進歩を遂
げているので、得られる情報の量がすごい。だ
から、コンピュテーショナルなアプローチを入
れていかないと処理しきれません…

山本　そうそう、システムバイオロジー的な手
法で、すこしデータを見やすくしてくれないと、
なかなか次が考えられないケースもあります
よね。生物現象が、AIとの相性がいいことの裏
返しだと思います。

塩見　そうなると、そういうことも念頭に学生
さんを教育していくべきでしょうか？

山本　重要なのは、先端技術を使いこなせる
方が、生物現象を理解したうえでやってくれる
かどうかですね。それを前提としないと、とん
でもない方向へ行ってしまうかもしれない。表
面上のことだけでなく、そういうことをしっか
りと理解したうえで研究に従事するには、領域

を網羅する分子生物学会、分生年会のような
場が生物学にはますます必要だと思います。

塩見　山本先生、本日は興味深いお話をあり
がとうございました。



塩見　山本先生の年会はとても華やかでした
ね。参加者数も過去最多、企業ブースもすごく
にぎわっていた印象です。

山本　ありがとうございます。私がポスドクの
ときに参加した年会で一番大きかったのが
ASCB（American Society for Cell Biology）
でした。アメリカの細胞生物学会だろうと思っ
ていたらとんでもなくて、遺伝学から生化学か
ら、全部あるんですよね。自分の研究領域以外
にも色々なところがみられて、ああいう雰囲気
の年会にできたらと思ったんです。もちろん、
コンパクトな規模の専門学会も大切だと思い

ます。でも、日本の生命科学を一堂に会する意
義というか、そういう場所が必要だと感じてい
ました。それと、だいぶ昔の話になりますが、
分子生物学会が生命科学全体をみようという
動きがありました。分子生物学会は遺伝子を
背景に発展してきた学会ですが、糖質や代謝
など一番遠いところの領域を含めることで生
命科学のほとんどがカバーできるんですね。
年会長を引き受けてそんなことを思い起こし
ていると、私と同じ2007年に生化学会の大会
長に決まっていた清水孝雄先生も近い考えを
お持ちということがわかって、五日間の会期で
合同大会を開催することになりました。

岩崎　分生の年会アンケートによると、合同
開催については賛成と反対それぞれのご意見
があるようですね。その後も何度か合同です
ることがあったのは、合同大会の試みがよくて、
魅力を感じた方もいらしたということでしょ
うか？

山本　分子生物学会と生化学会、大きな学会
へ二度も出張したくないという方がいる一方
で、いずれの学会にしか入っていない方からす
ると、そもそもそういった議論は関係ないとい
う意見もありました。当時の評議員会には富澤
純一先生（名誉会員）も出席されていて、眼光
鋭く厳しい表情でおられたけれども、「しっか
りとした考えがあるなら合同もよし、ただし、い
い加減にやってはいけない」というようなご意
見をいただいたものと解釈しました。翌2008
年も、長田重一さんが生化学会の大隅良典さ
んと合同で開催することになりましたね。最近
では、2017年にConBio（生命科学系学会合
同年次大会）という新しい形態がありましたが、

こういう枠組みもいいと思います。

塩見　マスターズレクチャーなる企画、錚々た
る顔ぶれでした。

山本　分生はあまりプレナリーをやらないん
だけど、生化は毎年やっているんですよね。だ
からバランスをとって特別講演を大会長企画
のプレナリーとして開催したんです、名称にも
注意を払って（笑）。また、教育的な講演という
意味合いもありました。山梨裕司さん（庶務幹
事）や井上純一郎さん（プログラム幹事）はじ
めプログラム委員の先生方がうまく編成して
くれました。なんせ五日間を運営するわけです
からね。

岩崎　朝から目の醒めそうなプログラムです
し、スーツで参加された方が多かったのでしょ
うか？　自分が初めて座長をすることになっ
たとき、ちゃんとしていたほうがいいかなって、
スーツで臨んだときのことを思い出しました。
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山本　いやー、ジーパンが多かったんじゃな
いかな（笑）。分生の年会は日本では珍しく国
際学会のようにわりとみんなラフで、昔から
ジーンズでしたよ。若者にとってもそういう敷
居の低いところが分生のよさでもあるんです。
私はOISTへ移ってから日本人の若手とじっく
り話す機会がだいぶ減ってしまったけれども、
最近の年会はなんとなく国際化が進んでいる
感じがありますね。英語での発表が増えてい
るんですか？

塩見　第21期の理事長だった阿形さんが年
会の国際化を推進したのもあって、2019年会
の佐々木年会長によってＴ字型プログラムが
組まれました。会期を通して（横に）英語セッ
ションがあり、二日目は丸一日（縦に）英語の
セッションがあることから、これをＴ字型プロ
グラムと呼んでいます。必ずどこかに英語での
発表があるように組まれているので、英語圏の
参加者も全日程を楽しめるようになりました。

山本　若手にとっても刺激になっていいじゃ
ないですか。やはり若手を育てること、若い学
生さんのサポートは特に大事です。年会での
取り組みとは異なりますが、私の所属する
OISTでも基礎生命科学の分野で研究してい
る先生がいるので、臨床のMD-PhDコースを
走らせて学生さんに来てもらうための積極的
なアプローチをしたり、インターンでもアプラ
イできるようにしています。運営費交付金が
減っているなか、競争的資金をベースにした
方針だと若手はきついですよ。

岩崎　慶應の医学部でも、学生さん、特に学

部生が外で研究しやすいようなインターン
シップを活発化しようとしています。夏休みの
スケジュールを組み直すなどして。そういう制
度的なものがうまくまわり始めると、OIST
だったり、学生さんの受け入れがしっかりして
いるところとの連携も進むように思います。ま
た、チャレンジングな研究提案への長期支援
型の研究費「創発」が2020年度にスタートし
ました（https://www.jst.go.jp/souhatsu/）。
ちょうど独立するくらいの若手向けの支援事
業で、原則7年間（最大10年間）という長期の
支援は初めて。研究者の多様なキャリアパス
やライフイベントを考慮した運営が期待され
ています。

塩見　そう、きめ細やかな制度設計が大事で
すよね。地方大学のきびしさは年々だし、この
あたりもどうブーストしていくか私たちの世代
が考えなければいけません。

山本　OISTも女性をターゲットにしたポジ
ションを用意したり、色々とやっていますね。
ただそれでも、残念ながらなかなか女性が増
えていないのが実情です。社会のサポートシス
テムがかなり追いついてきているんだけど、子
育て時期のサポートがまだ万全でないという
ことかな。だからこそ、育てないといけないと
思いますね。私のところに、きわめて優秀な女
性の学生さんがいたのですけど、ポスドクにな
る前に国へ帰ってまず結婚すると言ってね。一
度は引き留めてみたけど、こればかりはご本
人の意向を尊重しなければいけません。この
学生さんは、お相手を国に残していたわけで
すが。

岩崎　子育て時期のサポートについてはその
とおりですね。出産や育児で研究からいった
ん離れてしまうと、次のチャンスにチャレンジ
するハードルもなかなか高くなってしまうよう
に思いますし…

塩見　アメリカやヨーロッパだと、PIの女性比
率が日本より低いなんてことはありませんか
ら、日本の制度にはいくつか原因となっている
ことがありそうですね。

山本　10年以上前のことだけど、私がアメリ
カにいたころのボスに『The Female Brain』
という本を紹介されたんです、男性のボスにで
すよ。実は彼も奥さんに読むよう勧められたら
しく、女性の脳と男性の脳とで異なる重要な
ポイントについて説明されていて、女性がどう
考え、何を大切にし、どのようにコミュニケー
ションをとり、誰を愛するのかを明らかにしよ
うとしています。それを読んでから私も奥さん
の考え方が以前よりわかるようになったし、夫
婦円満の秘訣となったのかもしれません（笑）。
優秀な女性はたくさんいるわけですから、そう
いう人材が社会で活躍できるようにしなけれ
ばいけない。ブレーキをかけながらでも、フル
に力を発揮できるようなことをうまく示してく
れたらいい。おそらく、そういう女性が今も活
躍されているんじゃないですかね。

岩崎　女性にも男性にもタイプは色々なので、
グイグイ引っ張るようなリーダーではなく一緒
に伴走するタイプを目指すとか、そういうリー
ダー像もうまく広まっていくといいですね。私
もいけるかもしれないと思える女性が増える

ことを願って。

塩見　山本先生は日本の分子生物学をどの
ようにみてらっしゃいますか？

山本　もちろん環境的なこともあるけれど、遺
伝子がすべてを支配しているんじゃないかと
いう考えが私にはあって、ゲノム科学を含む生
物学全般、生命科学全体をみるのが分子生物
学会だと思ってるんですよ。だから、冒頭でも
お伝えしたように、生命科学オンパレードみた
いな雰囲気の年会をやりたかったんです。塩
見さんも然り、年会を任された方がそれぞれ
の個性をもってやってみるのがいいですよ。

岩崎　分子生物学会のいいところだなと思う
のが、自分が普段いかないような分野の発表
まであるから、参加費を払って専門学会へ行っ
て聞くほどでもないようなとき、分生なら隣の
会場で聞けるなんてこともありがたいんです。
横浜は会議センターと展示ホールも近くて便
利な会場ですし。

塩見　近藤滋さんのとき（2013年会）はジャ
ズとか落書きまであって、すごく特徴的な年会
だったんですよね。私はあそこまではやれない
けれども（笑）、山本先生がおっしゃるように何
か印象的なことをやってみたい気持ちがあっ
て、ちょうど私で10回目の横浜開催というご
縁もあり、また、もしかしたらこれが分生に
とって最後の横浜年会になるのかも、というこ
とで、これまでお世話になった横浜への感謝
の気持ちも込めて「横浜ヒストリア」と銘打っ
た企画をやってはどうかと思いたちました。
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プログラム 大会長あいさつ
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山本　いいネーミングですね。そういう企画は
分生でも初めてなんじゃないかな。

塩見　では最後に、日本の生命科学の将来に
ついて、お願いします。

山本　AIは分子生物学と共存しやすいパート
ナーになるんじゃないですかね。メンタリ
ティーには入ってこないかもしれないけど、テ
クニックとして絶対必要だし、生物学特有の
ネットワークを理解するのにAIは打って付け
ですよ。膨大な情報をいかに数学の力で解き
進めていくか。

岩崎　最近は解析技術もめざましい進歩を遂
げているので、得られる情報の量がすごい。だ
から、コンピュテーショナルなアプローチを入
れていかないと処理しきれません…

山本　そうそう、システムバイオロジー的な手
法で、すこしデータを見やすくしてくれないと、
なかなか次が考えられないケースもあります
よね。生物現象が、AIとの相性がいいことの裏
返しだと思います。

塩見　そうなると、そういうことも念頭に学生
さんを教育していくべきでしょうか？

山本　重要なのは、先端技術を使いこなせる
方が、生物現象を理解したうえでやってくれる
かどうかですね。それを前提としないと、とん
でもない方向へ行ってしまうかもしれない。表
面上のことだけでなく、そういうことをしっか
りと理解したうえで研究に従事するには、領域

を網羅する分子生物学会、分生年会のような
場が生物学にはますます必要だと思います。

塩見　山本先生、本日は興味深いお話をあり
がとうございました。
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塩見　小原先生が『分子生物学会の原点―す
べては議論から―』というテーマを掲げた
2009年会は、のちの分生年会に大きなインパ
クトを残した年会となったのではないでしょ
うか。このテーマの真意からお聞かせください。

小原　分子生物学会の年会は、やはりこの学
会のアイデンティティーそのものであるように
思います。分生年会に行けば生物学研究の世
界の新しいことがわかる。いろんなことを見聞
きしたい人が一堂に集まって、ボーダーレスに
ワイワイ議論するから自ずと先端がわかってく
る、そんな雰囲気がありました。会員数がうな

ぎのぼりだった時期には、若手が多く参加す
る分生の年会はまるでマスターの練習台で学
芸会のようだと揶揄する人もいましたけど、分
生がエッジの効いた人の集まりだとわかって
いる人からすれば、それも含めての分子生物
学会なんですよね。たしかに、学会の規模が大
きくなったことで、年会でいろんな人に会うの
が少しずつむずかしくなってきて、これはもっ
たいないなーと思っていたところに年会長の
指名を受けました。私になったのもいろいろ
経緯があるそうですが、とにかく対面で議論
することが分生の基本スタイルなので、それを
年会で実現したいと。だから、「議論」という学

会の原点に戻る意味合いが必然的にあって、
分子生物学会がなんなのかを若い人に知ら
せないといけない、テーマとしてはシンプルに
それだったんです。その点で、横浜の会場は理
想的です。ポスター会場は大きいのが一つで
すから、その日に参加している人がそこに集ま
れば年会全体が盛り上がるんじゃないかと。
宣伝用のポスターもシンプルにしたんですけ
ど、「これは下書きですか？」って言われたくら
いでね（笑）。まぁ、単独にせよ他学会と合同で
やるにせよ、分子生物学会の基本を土台にす
ること、それに尽きるんですよ。

塩見　先生の年会では大きく4つのコンセプ
トがあったようですね。メインテーマに通ずる
「議論すること」、そして「IT化」「国際性」「社会
性」、さきほどのお話に関連して、ポスター討
論におけるディスカッサー制について伺えま
すか？

小原　分生の一般演題と言えばポスター発

表ですが、ポスターって若い人が徹夜して作っ
てくるものなんですよ。このせっかくのポス
ターの討論を活性化するため、年会に参加す
る会員にディスカッサー役をお願いすること
にしたんです。なんでそんなことするのかって
意見も結構ありました。本来は自然に議論さ
れることが望ましいのですけど、議論すること
を前面に押し出すためにも導入したかった。
違う分野のポスターでもきちんと聞けば結構
おもしろいですよね。だからそれをディスカッ
サーに体験してもらうという実験的な側面も
ありました。組織委員会の荒木（弘之）さん、深
川（竜郎）さん（2022年会長）、小林（武彦）さ
ん（2025年会長）ががんばってくれて、いざ年
会が始まってみると、ほとんどのディスカッ
サーが時間通りにちゃんと来てくれたし、一生
懸命に議論する若手を見て嬉しく思いました
よ。ディスカッサーを引き受けてくれた人たち
からも、「楽しかった」、「思いがけずおもしろ
かった」という意見が多かったですし、導入し
てよかったと今でも思っています。「こんな先
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生と議論したんだ」みたいに若手が喜んでくれ
て、シニアの先生が活躍してくれるのも嬉し
かったんですよ。

岩崎　歴代の年会長にインタビューしたり、
年会のアンケートをみたりして気付いたのは、
ディスカッサー制はポスターの発表者をエン
カレッジするだけでなく、ディスカッサーとし
て議論することを楽しんでいる方も多いとい
うことです。まさに分生という感じがします！

塩見　そういうことですよね。『すべては議論
から』、シンプルに分子生物学会を表していて、
これからも大事にしなくてはならないことです
よね。

小原　ポスターセッションの時間帯は他に一
切のプログラムを入れない、それによって参加
者がホールに集まるような仕掛けにしました。
ポスター・展示会場に行きさえすれば、旧知の
友人に出会えるし、食べ物だってあるし、無論、
企業展示にとっても1か所に固まっていて効果
的。ポスターを最後の時間帯にしたので終了
後も延々と議論が続いてました。そうそう、ポ
スターとポスターのあいだに椅子を置きまし
た。背もたれのない椅子ですよ（笑）。そのス
ペースを確保するために間隔をとる必要もあ
るんだけど、座ってポスターが見られるし、議
論がしやすいんですよ。これはちょっとした小
技だけど、すごくよかったと思います。

塩見　私も毎年椅子があるといいなーって思
うんですけど、どういうわけか空いているのは
いつも隅っこで（笑）。このコロナの状況だから、

対策としてできることをしっかりとやって、是
非ポスターを盛り上げたいと思います。そのポ
スター発表も含め、2021年会はハイブリッド
で準備を進めていますが、IT化・オンライン化
についてはいかがでしょう？

小原　当時はまだiPhoneが出たばかりで、基
本はPCでネットに接続してダウンロードする
時代だったからね。今から考えたらまだまだ
でした。パケット代って言うんですか、携帯電
話のネット使い放題の契約をしていない参加
者もいて、このあたりの注意喚起もおこないま
した。

岩崎　年会にパソコンを持ち込んで有効活用
するためには、Wi-Fi環境が必須ですよね。

小原　電話帳かと思うくらいの要旨集を持ち
歩くのは拷問でしたから、なんとかならないの
かってことで要旨集のオンライン化に踏み切
りました。印刷や発送にも結構な費用がかか
りますからね。とにかくあれを持たせたくな
かった（笑）。

塩見　分生は全会員にプログラム集を送って
いましたが、今年はそれもやめて、年会のシス
テムをより効果的に使ってもらえるようIT化
をより進めています。国際性も、ITの進歩に
よってメリットが見い出されたひとつでしょう
か。

小原　2009年会のシンポジウムは指定企画・
公募企画とも英語にして、各セッションに複数
の海外演者を招聘してもらいました。塩見さ

んにもオーガナイズしてもらったけど、海外の
研究現場でファーストオーサーとして論文を
出しているような若手のPIやポスドクを必ず
二人は呼んでもらうというものです。来てくれ
たシンポジストには、ポスター会場に設置した
『Meet the Symposists』のコーナーで日本
の若手と語り合ってもらい、その日だけは飲み
に行く時間をちょっと遅らせてもらって（笑）、
ポスターセッションにも参戦してもらいました。
年会としては、このあたりの国際性を担保する
ために、ポスターも要旨は英語での執筆を推
奨して、おやっと思ったら立ち止まってもらえ
るようにしました。組織委員会でもいろんな話
が出たけど、我々が韓国の学会へ行って、ハン
グルで書かれたポスターを前にしたときの絶
望感を思い出してくださいってことなんですよ
ね。なにもできない。だからせめて英語で書い
てよというわけです。ただ意外にも、年会の英
語化については若い人よりPIにネガティブな
反応が多かったんですよ。

塩見　2009年会当時はって感じですかね。今
年はありがたいことに、ワークショップも積極
的に英語でやってくださる方が多いです。

小原　プレナリーはやりませんでしたが、みん
なで聴く、共有することも大事ですから、そう
いう視点ではやってもよかったかなと思うとこ
ろです。ただ、ノーベル賞をとったような人は
飛行機代もばか高くかかります。会期前日の
パーティーみたいなこともやめましょうと。そ
のかわり、第一線の若手を海外から多数呼ぶ
のにお金を使いました。ポスターにも参戦して
もらい、年会での議論を重視するためでした。

塩見　明確なメッセージですね。ここ数年、国
際化を検討している分生年会も言語は悩まし
いところですが、ポスターはタイトルと要旨で
英語を推奨して、討論の言語は自由にして
しっかり議論するというあたりがよさそうです。
では、社会性についてはいかがですか？　日
本の女性研究者の状況、あまり変わってない
んですよ。

小原　なんでなんですかね。僕は大学院から
岡崎（令治）研なので恒子さんがボスですし、
そのあと線虫の研究に移ったら世界では女性
のほうが優秀な人が多い。国内でも活躍して
いる人が多いです。だからあまりピンときてな
かったんですけど、まだ日本はダメですか。

岩崎　なんでなんでしょう。インタビューのた
びにこのお話を伺うのですが、結局なんなん
だろうねってなっちゃうんです…

塩見　ある著名な方が仰っていましたけど、
日本のいまの状況だと、女性の活躍が成長の
柱とか国がいくら言ってみたところで、大学も
企業も3割なんて到底無理、せいぜい2割強が
いいとこだそうです。一つは、母集団の小ささ。
我々の領域を見ても然りで、若い年齢層は結
構いるけれど、上にいけばいくほど減る。階段
から女性が故意に降ろされているわけではな
いだろうから、むしろ女性自身が階段を上が
らないか、降りてしまっている。若手向けの支
援は文科省も一生懸命になっていろいろと
やってくれているんですけれどね。

小原　個々の研究者はしっかり研究をやって

いるのに不思議ですよね。女性も若手も、この
問題には年会というより学会が手を打つべき
で、分生としてはキャリアパス委員会を中心に
継続的な活動が今後も必要でしょうね。

塩見　これは現委員会メンバーの由香さんた
ちに頑張ってもらいましょう。年会に参加する
学部学生の参加費が無料になったのも2009
年会の試みだったのでしょうか？

小原　マスターには行くけどドクターまでは
行かないというような状況が出てきていたの
で、学部のときにおもしろい体験をしてもらっ
たほうがいいんじゃないかと考え、学生会員
になっている学部学生を意識して思い切って
やりました。学会デビューもそうでしょうけど、
若い頃に見聞きしたことって残るじゃないで
すか。学会っていうのがどういうものかを知っ
てもらうだけでもいいと思うんですよね。

岩崎　学生は嬉しいと思います。私も学部の
頃から年会に行きたかったんですけど、自分
の発表がないと研究費でってわけにはいかな
くて。

塩見　このコロナ禍では、若手研究者や学生
さんの心をくすぐるようなものが減ってしまっ
ているものね。

岩崎　ポスターやトークを聴いたりして、いつ
か自分もこういう発表がしてみたいとか、特に
若手はそう思うだけでやる気も出てきますよ
ね。
塩見　学会の場で発表すると自分自身もエン

カレッジされるし、先生が言われたように、生
の、つまり対人の体験を通して学ぶことは大き
いです。ナショナルバイオリソース（NBRP）の
ような展示も分生年会に欠かせない体験コー
ナーと言えますね。

小原　僕はNBRPに関わっていて、宣伝のた
めにNBRPが始まった翌年の2003年会から
やってきたのですが、実物展示がポイントです。
みんなDNAや遺伝子は知っていても、その生
き物のことはあまり知らないんです。その生き
物の大きさのイメージもわかないだろうし、ホ
ヤとか優れたモデル生物（仙台などで食べる
ホヤとは違います）だけど見たこともないで
しょう。でも実物見ると、いろいろ疑問やアイ
ディアが湧いてきます。見るだけでも楽しいで
すし。この最初の展示で一番盛り上がったの
が出展しているNBRP担当の研究者どうしで
す。隣のリソースの実物初めて見たと。これは
学会員に是非実物を見せないといけないと思
いました。

岩崎　私たちも培養細胞や配列データ解析
をメインで研究していると、個体を扱うことは
少なくなりますし、触れる機会がないモデル生
物って意外と沢山あるように思います。研究分
野や世代を問わずよい取り組みですね。高校
生発表に参加した高校生たちが興味津々な感
じですごく喜んでいたのをよく覚えています。

塩見　今年の市民公開講座は、小林さんと胡
桃坂さんが趣向を凝らした企画を検討してく
れているから（笑）、高校生にもたくさん参加し
てほしいな。2009年会の市民公開講座は最

終日でも会員の参加が多かったですよね。

小原　僕のときも小林さんにやってもらいま
した。市民の方も参加しやすいように事前の
参加申込を不要にして宣伝しました。余興的
な雰囲気も多少はあったと思いますが、話は
サイエンスの内容でした。タレントさんの力も
お借りして、結構な人が入りました。

塩見　初日の夜に開催した緊急フォーラム
『事業仕分けから日本の未来の科学を考える』
も反響が大きかったようですね。

小原　ちょうど政権交代が起きて、行政刷新
会議が行う事業仕分けが連日報道されていま
した。科研費はいったいどうなるんだってこと
だったので、当時理事長だった岡田清孝さん
と文科省や内閣府へ陳情に行って、行政の立
場からも緊急フォーラムに参加してもらいま
した。分子生物学会としては、多くの会員から
文科省の学術政策を危惧する意見が出されて
いたので、これらをパブコメとして冊子にまと
めて配布したんです。本当に時間がなかった
けどよくまとめてくれたと思います。余談です
けど、事業仕分けって、だだっ広い会場を仕
切って、ザワザワしているところでヘッドフォン
とマイクを使ってやってましたよね。このカタ
チで広い場所でワークショップを並べてやっ
たら盛り上がるんじゃないかなって思ったん
ですよ（笑）。当時は音響や照明など設備的に
も障壁がありましたので無理でしたが、分生く
らいの規模だと、隣接する講演会場が近いの
はすごいメリットです。講演を聴いた会場のす
ぐ横でポスターが見られるとか、企業展示や

ポスターも導線的によさそうですよね。巨大学
会ゆえのスケールメリットが出せるのではな
いか、これは深川さんがチャレンジしてくれる
ようです。

塩見　以前は口頭発表でも喧々諤々の議論と
かありましたよね。でも今はお行儀がよくなっ
てしまったのかもしれないから、そういうのも
新しくってよいと思います。

小原　「大変おもしろい話をありがとうござい
ました」みたいな枕詞から始める人が多いで
すね。ちょっと行き過ぎてしまっているのかも
しれませんね。ズバッと質問したほうがいいと
思います。ディスカッサーの場合は、ある程度
キャッチボールになるからそういう風にはな
らないですよね。口頭発表でもそういう雰囲気
でやったらいいと思います。

岩崎　言わないと、発表者におもしろくなかっ
たってメッセージが伝わったらどうしようみた
いな感じがあるのかもしれませんね（笑）。面
白くて興味があるから質問しているのだから、
あえて言わなくてもそこは伝わって欲しいとこ
ろですが。

塩見　いい子でいないと次がないみたいな、
そういうよくない感じが蔓延してしまっては
もったいないですね。でもそんなのどこ吹く風
で、いろんなよい実験をされた2009年会は先
生にとってどんなものでしたか？

小原　組織委員会のコアメンバー（荒木さん、
深川さん、小林さん）が遺伝研だったから、事
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務局に来てもらえば所内で完結できてね。結
構な長時間、膝を付け合わせてアイディアを
煮詰めていたのが思い出されます。その後の
年会につながって、またやっていただいたこと
もあるので、実験をさせていただいた者として
はありがたく思っています。分子生物学会がで
きた頃、一番の年長者だった渡邊格さん（初代
会長／名誉会員）も現役、中心メンバーはほと
んど40代でみんな若かった。分生は当時から
年会でも分け隔てなくやっていたから、僕もそ
ういう感じでやらせてもらいました。分子生物
学って、新しい攻め方や戦略、そのための新し
い方法論とか技術とかで生命の理解を進める、
そういう学問なんですよね。だから、ファージ
から始まった学会が高等生物にいくのは当然
のことだったし。他の学会を飛び出してきた奇
抜な人たちが作った学会だから、そういう奇
抜な若手が出てきてほしいな。

塩見　では最後に、そんな私たちの2021年会
へエールをお願いします。

小原　分子生物学会の皆さんはとにかく議論
が好きなんですよ。シニアから若手まで世代を
問わず、それは今もひしひしと感じています。
オンラインにも、海外からも参加しやすいなど
いい面がありますから、うまいことハイブリッ
ドのバランスをとれればよいですが、コロナ禍
でオンラインがよいこととオンラインではだめ
なことがはっきりしたと思います。分生ならで
はのエビデンスをベースにした感染対策をし
て、ぜひオンサイトで多くの参加者が集まれる
ようになればいいなと思います。対面で議論
するサイエンスにみんなが本当に飢えてます

から。

岩崎　特にポスター発表や企業展示などは、
歩き回ってフラっと立ち寄った際に良い出会
いがあった、といったことも多いと思います。
そういった意味でも、やはりオンラインでは補
いきれない良さが対面にはあるんじゃないか
と思います。

塩見　分生は今年の年会どうするんだってみ
られているでしょうしね。気を付けつつ、いい
ところを取り入れて、なんとかオンサイト参加
者の比率を高めてやり切りたいと思います。

小原　いろんな学会と合同でやってみるのも
いいと思いますし、いつか、日本の生物系の学
会が合同で何か考えましょうっていうのが
あってもいいでしょ。やっぱり年会には人が集
まってなんぼですし、学術集会をやることが目
的なんですからね。ポリティカルなこととは別
で、仲間に会って議論したいという感覚を持
つ会員のために年会を開くことが本質で、オ
ンサイトで議論できる場を提供するのが学会
の使命なはずですから。

塩見　ありがとうございます。頑張ります。



塩見　小原先生が『分子生物学会の原点―す
べては議論から―』というテーマを掲げた
2009年会は、のちの分生年会に大きなインパ
クトを残した年会となったのではないでしょ
うか。このテーマの真意からお聞かせください。

小原　分子生物学会の年会は、やはりこの学
会のアイデンティティーそのものであるように
思います。分生年会に行けば生物学研究の世
界の新しいことがわかる。いろんなことを見聞
きしたい人が一堂に集まって、ボーダーレスに
ワイワイ議論するから自ずと先端がわかってく
る、そんな雰囲気がありました。会員数がうな

ぎのぼりだった時期には、若手が多く参加す
る分生の年会はまるでマスターの練習台で学
芸会のようだと揶揄する人もいましたけど、分
生がエッジの効いた人の集まりだとわかって
いる人からすれば、それも含めての分子生物
学会なんですよね。たしかに、学会の規模が大
きくなったことで、年会でいろんな人に会うの
が少しずつむずかしくなってきて、これはもっ
たいないなーと思っていたところに年会長の
指名を受けました。私になったのもいろいろ
経緯があるそうですが、とにかく対面で議論
することが分生の基本スタイルなので、それを
年会で実現したいと。だから、「議論」という学

会の原点に戻る意味合いが必然的にあって、
分子生物学会がなんなのかを若い人に知ら
せないといけない、テーマとしてはシンプルに
それだったんです。その点で、横浜の会場は理
想的です。ポスター会場は大きいのが一つで
すから、その日に参加している人がそこに集ま
れば年会全体が盛り上がるんじゃないかと。
宣伝用のポスターもシンプルにしたんですけ
ど、「これは下書きですか？」って言われたくら
いでね（笑）。まぁ、単独にせよ他学会と合同で
やるにせよ、分子生物学会の基本を土台にす
ること、それに尽きるんですよ。

塩見　先生の年会では大きく4つのコンセプ
トがあったようですね。メインテーマに通ずる
「議論すること」、そして「IT化」「国際性」「社会
性」、さきほどのお話に関連して、ポスター討
論におけるディスカッサー制について伺えま
すか？

小原　分生の一般演題と言えばポスター発

表ですが、ポスターって若い人が徹夜して作っ
てくるものなんですよ。このせっかくのポス
ターの討論を活性化するため、年会に参加す
る会員にディスカッサー役をお願いすること
にしたんです。なんでそんなことするのかって
意見も結構ありました。本来は自然に議論さ
れることが望ましいのですけど、議論すること
を前面に押し出すためにも導入したかった。
違う分野のポスターでもきちんと聞けば結構
おもしろいですよね。だからそれをディスカッ
サーに体験してもらうという実験的な側面も
ありました。組織委員会の荒木（弘之）さん、深
川（竜郎）さん（2022年会長）、小林（武彦）さ
ん（2025年会長）ががんばってくれて、いざ年
会が始まってみると、ほとんどのディスカッ
サーが時間通りにちゃんと来てくれたし、一生
懸命に議論する若手を見て嬉しく思いました
よ。ディスカッサーを引き受けてくれた人たち
からも、「楽しかった」、「思いがけずおもしろ
かった」という意見が多かったですし、導入し
てよかったと今でも思っています。「こんな先
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生と議論したんだ」みたいに若手が喜んでくれ
て、シニアの先生が活躍してくれるのも嬉し
かったんですよ。

岩崎　歴代の年会長にインタビューしたり、
年会のアンケートをみたりして気付いたのは、
ディスカッサー制はポスターの発表者をエン
カレッジするだけでなく、ディスカッサーとし
て議論することを楽しんでいる方も多いとい
うことです。まさに分生という感じがします！

塩見　そういうことですよね。『すべては議論
から』、シンプルに分子生物学会を表していて、
これからも大事にしなくてはならないことです
よね。

小原　ポスターセッションの時間帯は他に一
切のプログラムを入れない、それによって参加
者がホールに集まるような仕掛けにしました。
ポスター・展示会場に行きさえすれば、旧知の
友人に出会えるし、食べ物だってあるし、無論、
企業展示にとっても1か所に固まっていて効果
的。ポスターを最後の時間帯にしたので終了
後も延々と議論が続いてました。そうそう、ポ
スターとポスターのあいだに椅子を置きまし
た。背もたれのない椅子ですよ（笑）。そのス
ペースを確保するために間隔をとる必要もあ
るんだけど、座ってポスターが見られるし、議
論がしやすいんですよ。これはちょっとした小
技だけど、すごくよかったと思います。

塩見　私も毎年椅子があるといいなーって思
うんですけど、どういうわけか空いているのは
いつも隅っこで（笑）。このコロナの状況だから、

対策としてできることをしっかりとやって、是
非ポスターを盛り上げたいと思います。そのポ
スター発表も含め、2021年会はハイブリッド
で準備を進めていますが、IT化・オンライン化
についてはいかがでしょう？

小原　当時はまだiPhoneが出たばかりで、基
本はPCでネットに接続してダウンロードする
時代だったからね。今から考えたらまだまだ
でした。パケット代って言うんですか、携帯電
話のネット使い放題の契約をしていない参加
者もいて、このあたりの注意喚起もおこないま
した。

岩崎　年会にパソコンを持ち込んで有効活用
するためには、Wi-Fi環境が必須ですよね。

小原　電話帳かと思うくらいの要旨集を持ち
歩くのは拷問でしたから、なんとかならないの
かってことで要旨集のオンライン化に踏み切
りました。印刷や発送にも結構な費用がかか
りますからね。とにかくあれを持たせたくな
かった（笑）。

塩見　分生は全会員にプログラム集を送って
いましたが、今年はそれもやめて、年会のシス
テムをより効果的に使ってもらえるようIT化
をより進めています。国際性も、ITの進歩に
よってメリットが見い出されたひとつでしょう
か。

小原　2009年会のシンポジウムは指定企画・
公募企画とも英語にして、各セッションに複数
の海外演者を招聘してもらいました。塩見さ

んにもオーガナイズしてもらったけど、海外の
研究現場でファーストオーサーとして論文を
出しているような若手のPIやポスドクを必ず
二人は呼んでもらうというものです。来てくれ
たシンポジストには、ポスター会場に設置した
『Meet the Symposists』のコーナーで日本
の若手と語り合ってもらい、その日だけは飲み
に行く時間をちょっと遅らせてもらって（笑）、
ポスターセッションにも参戦してもらいました。
年会としては、このあたりの国際性を担保する
ために、ポスターも要旨は英語での執筆を推
奨して、おやっと思ったら立ち止まってもらえ
るようにしました。組織委員会でもいろんな話
が出たけど、我々が韓国の学会へ行って、ハン
グルで書かれたポスターを前にしたときの絶
望感を思い出してくださいってことなんですよ
ね。なにもできない。だからせめて英語で書い
てよというわけです。ただ意外にも、年会の英
語化については若い人よりPIにネガティブな
反応が多かったんですよ。

塩見　2009年会当時はって感じですかね。今
年はありがたいことに、ワークショップも積極
的に英語でやってくださる方が多いです。

小原　プレナリーはやりませんでしたが、みん
なで聴く、共有することも大事ですから、そう
いう視点ではやってもよかったかなと思うとこ
ろです。ただ、ノーベル賞をとったような人は
飛行機代もばか高くかかります。会期前日の
パーティーみたいなこともやめましょうと。そ
のかわり、第一線の若手を海外から多数呼ぶ
のにお金を使いました。ポスターにも参戦して
もらい、年会での議論を重視するためでした。

塩見　明確なメッセージですね。ここ数年、国
際化を検討している分生年会も言語は悩まし
いところですが、ポスターはタイトルと要旨で
英語を推奨して、討論の言語は自由にして
しっかり議論するというあたりがよさそうです。
では、社会性についてはいかがですか？　日
本の女性研究者の状況、あまり変わってない
んですよ。

小原　なんでなんですかね。僕は大学院から
岡崎（令治）研なので恒子さんがボスですし、
そのあと線虫の研究に移ったら世界では女性
のほうが優秀な人が多い。国内でも活躍して
いる人が多いです。だからあまりピンときてな
かったんですけど、まだ日本はダメですか。

岩崎　なんでなんでしょう。インタビューのた
びにこのお話を伺うのですが、結局なんなん
だろうねってなっちゃうんです…

塩見　ある著名な方が仰っていましたけど、
日本のいまの状況だと、女性の活躍が成長の
柱とか国がいくら言ってみたところで、大学も
企業も3割なんて到底無理、せいぜい2割強が
いいとこだそうです。一つは、母集団の小ささ。
我々の領域を見ても然りで、若い年齢層は結
構いるけれど、上にいけばいくほど減る。階段
から女性が故意に降ろされているわけではな
いだろうから、むしろ女性自身が階段を上が
らないか、降りてしまっている。若手向けの支
援は文科省も一生懸命になっていろいろと
やってくれているんですけれどね。

小原　個々の研究者はしっかり研究をやって

いるのに不思議ですよね。女性も若手も、この
問題には年会というより学会が手を打つべき
で、分生としてはキャリアパス委員会を中心に
継続的な活動が今後も必要でしょうね。

塩見　これは現委員会メンバーの由香さんた
ちに頑張ってもらいましょう。年会に参加する
学部学生の参加費が無料になったのも2009
年会の試みだったのでしょうか？

小原　マスターには行くけどドクターまでは
行かないというような状況が出てきていたの
で、学部のときにおもしろい体験をしてもらっ
たほうがいいんじゃないかと考え、学生会員
になっている学部学生を意識して思い切って
やりました。学会デビューもそうでしょうけど、
若い頃に見聞きしたことって残るじゃないで
すか。学会っていうのがどういうものかを知っ
てもらうだけでもいいと思うんですよね。

岩崎　学生は嬉しいと思います。私も学部の
頃から年会に行きたかったんですけど、自分
の発表がないと研究費でってわけにはいかな
くて。

塩見　このコロナ禍では、若手研究者や学生
さんの心をくすぐるようなものが減ってしまっ
ているものね。

岩崎　ポスターやトークを聴いたりして、いつ
か自分もこういう発表がしてみたいとか、特に
若手はそう思うだけでやる気も出てきますよ
ね。
塩見　学会の場で発表すると自分自身もエン

カレッジされるし、先生が言われたように、生
の、つまり対人の体験を通して学ぶことは大き
いです。ナショナルバイオリソース（NBRP）の
ような展示も分生年会に欠かせない体験コー
ナーと言えますね。

小原　僕はNBRPに関わっていて、宣伝のた
めにNBRPが始まった翌年の2003年会から
やってきたのですが、実物展示がポイントです。
みんなDNAや遺伝子は知っていても、その生
き物のことはあまり知らないんです。その生き
物の大きさのイメージもわかないだろうし、ホ
ヤとか優れたモデル生物（仙台などで食べる
ホヤとは違います）だけど見たこともないで
しょう。でも実物見ると、いろいろ疑問やアイ
ディアが湧いてきます。見るだけでも楽しいで
すし。この最初の展示で一番盛り上がったの
が出展しているNBRP担当の研究者どうしで
す。隣のリソースの実物初めて見たと。これは
学会員に是非実物を見せないといけないと思
いました。

岩崎　私たちも培養細胞や配列データ解析
をメインで研究していると、個体を扱うことは
少なくなりますし、触れる機会がないモデル生
物って意外と沢山あるように思います。研究分
野や世代を問わずよい取り組みですね。高校
生発表に参加した高校生たちが興味津々な感
じですごく喜んでいたのをよく覚えています。

塩見　今年の市民公開講座は、小林さんと胡
桃坂さんが趣向を凝らした企画を検討してく
れているから（笑）、高校生にもたくさん参加し
てほしいな。2009年会の市民公開講座は最

終日でも会員の参加が多かったですよね。

小原　僕のときも小林さんにやってもらいま
した。市民の方も参加しやすいように事前の
参加申込を不要にして宣伝しました。余興的
な雰囲気も多少はあったと思いますが、話は
サイエンスの内容でした。タレントさんの力も
お借りして、結構な人が入りました。

塩見　初日の夜に開催した緊急フォーラム
『事業仕分けから日本の未来の科学を考える』
も反響が大きかったようですね。

小原　ちょうど政権交代が起きて、行政刷新
会議が行う事業仕分けが連日報道されていま
した。科研費はいったいどうなるんだってこと
だったので、当時理事長だった岡田清孝さん
と文科省や内閣府へ陳情に行って、行政の立
場からも緊急フォーラムに参加してもらいま
した。分子生物学会としては、多くの会員から
文科省の学術政策を危惧する意見が出されて
いたので、これらをパブコメとして冊子にまと
めて配布したんです。本当に時間がなかった
けどよくまとめてくれたと思います。余談です
けど、事業仕分けって、だだっ広い会場を仕
切って、ザワザワしているところでヘッドフォン
とマイクを使ってやってましたよね。このカタ
チで広い場所でワークショップを並べてやっ
たら盛り上がるんじゃないかなって思ったん
ですよ（笑）。当時は音響や照明など設備的に
も障壁がありましたので無理でしたが、分生く
らいの規模だと、隣接する講演会場が近いの
はすごいメリットです。講演を聴いた会場のす
ぐ横でポスターが見られるとか、企業展示や

ポスターも導線的によさそうですよね。巨大学
会ゆえのスケールメリットが出せるのではな
いか、これは深川さんがチャレンジしてくれる
ようです。

塩見　以前は口頭発表でも喧々諤々の議論と
かありましたよね。でも今はお行儀がよくなっ
てしまったのかもしれないから、そういうのも
新しくってよいと思います。

小原　「大変おもしろい話をありがとうござい
ました」みたいな枕詞から始める人が多いで
すね。ちょっと行き過ぎてしまっているのかも
しれませんね。ズバッと質問したほうがいいと
思います。ディスカッサーの場合は、ある程度
キャッチボールになるからそういう風にはな
らないですよね。口頭発表でもそういう雰囲気
でやったらいいと思います。

岩崎　言わないと、発表者におもしろくなかっ
たってメッセージが伝わったらどうしようみた
いな感じがあるのかもしれませんね（笑）。面
白くて興味があるから質問しているのだから、
あえて言わなくてもそこは伝わって欲しいとこ
ろですが。

塩見　いい子でいないと次がないみたいな、
そういうよくない感じが蔓延してしまっては
もったいないですね。でもそんなのどこ吹く風
で、いろんなよい実験をされた2009年会は先
生にとってどんなものでしたか？

小原　組織委員会のコアメンバー（荒木さん、
深川さん、小林さん）が遺伝研だったから、事
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務局に来てもらえば所内で完結できてね。結
構な長時間、膝を付け合わせてアイディアを
煮詰めていたのが思い出されます。その後の
年会につながって、またやっていただいたこと
もあるので、実験をさせていただいた者として
はありがたく思っています。分子生物学会がで
きた頃、一番の年長者だった渡邊格さん（初代
会長／名誉会員）も現役、中心メンバーはほと
んど40代でみんな若かった。分生は当時から
年会でも分け隔てなくやっていたから、僕もそ
ういう感じでやらせてもらいました。分子生物
学って、新しい攻め方や戦略、そのための新し
い方法論とか技術とかで生命の理解を進める、
そういう学問なんですよね。だから、ファージ
から始まった学会が高等生物にいくのは当然
のことだったし。他の学会を飛び出してきた奇
抜な人たちが作った学会だから、そういう奇
抜な若手が出てきてほしいな。

塩見　では最後に、そんな私たちの2021年会
へエールをお願いします。

小原　分子生物学会の皆さんはとにかく議論
が好きなんですよ。シニアから若手まで世代を
問わず、それは今もひしひしと感じています。
オンラインにも、海外からも参加しやすいなど
いい面がありますから、うまいことハイブリッ
ドのバランスをとれればよいですが、コロナ禍
でオンラインがよいこととオンラインではだめ
なことがはっきりしたと思います。分生ならで
はのエビデンスをベースにした感染対策をし
て、ぜひオンサイトで多くの参加者が集まれる
ようになればいいなと思います。対面で議論
するサイエンスにみんなが本当に飢えてます

から。

岩崎　特にポスター発表や企業展示などは、
歩き回ってフラっと立ち寄った際に良い出会
いがあった、といったことも多いと思います。
そういった意味でも、やはりオンラインでは補
いきれない良さが対面にはあるんじゃないか
と思います。

塩見　分生は今年の年会どうするんだってみ
られているでしょうしね。気を付けつつ、いい
ところを取り入れて、なんとかオンサイト参加
者の比率を高めてやり切りたいと思います。

小原　いろんな学会と合同でやってみるのも
いいと思いますし、いつか、日本の生物系の学
会が合同で何か考えましょうっていうのが
あってもいいでしょ。やっぱり年会には人が集
まってなんぼですし、学術集会をやることが目
的なんですからね。ポリティカルなこととは別
で、仲間に会って議論したいという感覚を持
つ会員のために年会を開くことが本質で、オ
ンサイトで議論できる場を提供するのが学会
の使命なはずですから。

塩見　ありがとうございます。頑張ります。



塩見　小原先生が『分子生物学会の原点―す
べては議論から―』というテーマを掲げた
2009年会は、のちの分生年会に大きなインパ
クトを残した年会となったのではないでしょ
うか。このテーマの真意からお聞かせください。

小原　分子生物学会の年会は、やはりこの学
会のアイデンティティーそのものであるように
思います。分生年会に行けば生物学研究の世
界の新しいことがわかる。いろんなことを見聞
きしたい人が一堂に集まって、ボーダーレスに
ワイワイ議論するから自ずと先端がわかってく
る、そんな雰囲気がありました。会員数がうな

ぎのぼりだった時期には、若手が多く参加す
る分生の年会はまるでマスターの練習台で学
芸会のようだと揶揄する人もいましたけど、分
生がエッジの効いた人の集まりだとわかって
いる人からすれば、それも含めての分子生物
学会なんですよね。たしかに、学会の規模が大
きくなったことで、年会でいろんな人に会うの
が少しずつむずかしくなってきて、これはもっ
たいないなーと思っていたところに年会長の
指名を受けました。私になったのもいろいろ
経緯があるそうですが、とにかく対面で議論
することが分生の基本スタイルなので、それを
年会で実現したいと。だから、「議論」という学

会の原点に戻る意味合いが必然的にあって、
分子生物学会がなんなのかを若い人に知ら
せないといけない、テーマとしてはシンプルに
それだったんです。その点で、横浜の会場は理
想的です。ポスター会場は大きいのが一つで
すから、その日に参加している人がそこに集ま
れば年会全体が盛り上がるんじゃないかと。
宣伝用のポスターもシンプルにしたんですけ
ど、「これは下書きですか？」って言われたくら
いでね（笑）。まぁ、単独にせよ他学会と合同で
やるにせよ、分子生物学会の基本を土台にす
ること、それに尽きるんですよ。

塩見　先生の年会では大きく4つのコンセプ
トがあったようですね。メインテーマに通ずる
「議論すること」、そして「IT化」「国際性」「社会
性」、さきほどのお話に関連して、ポスター討
論におけるディスカッサー制について伺えま
すか？

小原　分生の一般演題と言えばポスター発

表ですが、ポスターって若い人が徹夜して作っ
てくるものなんですよ。このせっかくのポス
ターの討論を活性化するため、年会に参加す
る会員にディスカッサー役をお願いすること
にしたんです。なんでそんなことするのかって
意見も結構ありました。本来は自然に議論さ
れることが望ましいのですけど、議論すること
を前面に押し出すためにも導入したかった。
違う分野のポスターでもきちんと聞けば結構
おもしろいですよね。だからそれをディスカッ
サーに体験してもらうという実験的な側面も
ありました。組織委員会の荒木（弘之）さん、深
川（竜郎）さん（2022年会長）、小林（武彦）さ
ん（2025年会長）ががんばってくれて、いざ年
会が始まってみると、ほとんどのディスカッ
サーが時間通りにちゃんと来てくれたし、一生
懸命に議論する若手を見て嬉しく思いました
よ。ディスカッサーを引き受けてくれた人たち
からも、「楽しかった」、「思いがけずおもしろ
かった」という意見が多かったですし、導入し
てよかったと今でも思っています。「こんな先
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生と議論したんだ」みたいに若手が喜んでくれ
て、シニアの先生が活躍してくれるのも嬉し
かったんですよ。

岩崎　歴代の年会長にインタビューしたり、
年会のアンケートをみたりして気付いたのは、
ディスカッサー制はポスターの発表者をエン
カレッジするだけでなく、ディスカッサーとし
て議論することを楽しんでいる方も多いとい
うことです。まさに分生という感じがします！

塩見　そういうことですよね。『すべては議論
から』、シンプルに分子生物学会を表していて、
これからも大事にしなくてはならないことです
よね。

小原　ポスターセッションの時間帯は他に一
切のプログラムを入れない、それによって参加
者がホールに集まるような仕掛けにしました。
ポスター・展示会場に行きさえすれば、旧知の
友人に出会えるし、食べ物だってあるし、無論、
企業展示にとっても1か所に固まっていて効果
的。ポスターを最後の時間帯にしたので終了
後も延々と議論が続いてました。そうそう、ポ
スターとポスターのあいだに椅子を置きまし
た。背もたれのない椅子ですよ（笑）。そのス
ペースを確保するために間隔をとる必要もあ
るんだけど、座ってポスターが見られるし、議
論がしやすいんですよ。これはちょっとした小
技だけど、すごくよかったと思います。

塩見　私も毎年椅子があるといいなーって思
うんですけど、どういうわけか空いているのは
いつも隅っこで（笑）。このコロナの状況だから、

対策としてできることをしっかりとやって、是
非ポスターを盛り上げたいと思います。そのポ
スター発表も含め、2021年会はハイブリッド
で準備を進めていますが、IT化・オンライン化
についてはいかがでしょう？

小原　当時はまだiPhoneが出たばかりで、基
本はPCでネットに接続してダウンロードする
時代だったからね。今から考えたらまだまだ
でした。パケット代って言うんですか、携帯電
話のネット使い放題の契約をしていない参加
者もいて、このあたりの注意喚起もおこないま
した。

岩崎　年会にパソコンを持ち込んで有効活用
するためには、Wi-Fi環境が必須ですよね。

小原　電話帳かと思うくらいの要旨集を持ち
歩くのは拷問でしたから、なんとかならないの
かってことで要旨集のオンライン化に踏み切
りました。印刷や発送にも結構な費用がかか
りますからね。とにかくあれを持たせたくな
かった（笑）。

塩見　分生は全会員にプログラム集を送って
いましたが、今年はそれもやめて、年会のシス
テムをより効果的に使ってもらえるようIT化
をより進めています。国際性も、ITの進歩に
よってメリットが見い出されたひとつでしょう
か。

小原　2009年会のシンポジウムは指定企画・
公募企画とも英語にして、各セッションに複数
の海外演者を招聘してもらいました。塩見さ

んにもオーガナイズしてもらったけど、海外の
研究現場でファーストオーサーとして論文を
出しているような若手のPIやポスドクを必ず
二人は呼んでもらうというものです。来てくれ
たシンポジストには、ポスター会場に設置した
『Meet the Symposists』のコーナーで日本
の若手と語り合ってもらい、その日だけは飲み
に行く時間をちょっと遅らせてもらって（笑）、
ポスターセッションにも参戦してもらいました。
年会としては、このあたりの国際性を担保する
ために、ポスターも要旨は英語での執筆を推
奨して、おやっと思ったら立ち止まってもらえ
るようにしました。組織委員会でもいろんな話
が出たけど、我々が韓国の学会へ行って、ハン
グルで書かれたポスターを前にしたときの絶
望感を思い出してくださいってことなんですよ
ね。なにもできない。だからせめて英語で書い
てよというわけです。ただ意外にも、年会の英
語化については若い人よりPIにネガティブな
反応が多かったんですよ。

塩見　2009年会当時はって感じですかね。今
年はありがたいことに、ワークショップも積極
的に英語でやってくださる方が多いです。

小原　プレナリーはやりませんでしたが、みん
なで聴く、共有することも大事ですから、そう
いう視点ではやってもよかったかなと思うとこ
ろです。ただ、ノーベル賞をとったような人は
飛行機代もばか高くかかります。会期前日の
パーティーみたいなこともやめましょうと。そ
のかわり、第一線の若手を海外から多数呼ぶ
のにお金を使いました。ポスターにも参戦して
もらい、年会での議論を重視するためでした。

塩見　明確なメッセージですね。ここ数年、国
際化を検討している分生年会も言語は悩まし
いところですが、ポスターはタイトルと要旨で
英語を推奨して、討論の言語は自由にして
しっかり議論するというあたりがよさそうです。
では、社会性についてはいかがですか？　日
本の女性研究者の状況、あまり変わってない
んですよ。

小原　なんでなんですかね。僕は大学院から
岡崎（令治）研なので恒子さんがボスですし、
そのあと線虫の研究に移ったら世界では女性
のほうが優秀な人が多い。国内でも活躍して
いる人が多いです。だからあまりピンときてな
かったんですけど、まだ日本はダメですか。

岩崎　なんでなんでしょう。インタビューのた
びにこのお話を伺うのですが、結局なんなん
だろうねってなっちゃうんです…

塩見　ある著名な方が仰っていましたけど、
日本のいまの状況だと、女性の活躍が成長の
柱とか国がいくら言ってみたところで、大学も
企業も3割なんて到底無理、せいぜい2割強が
いいとこだそうです。一つは、母集団の小ささ。
我々の領域を見ても然りで、若い年齢層は結
構いるけれど、上にいけばいくほど減る。階段
から女性が故意に降ろされているわけではな
いだろうから、むしろ女性自身が階段を上が
らないか、降りてしまっている。若手向けの支
援は文科省も一生懸命になっていろいろと
やってくれているんですけれどね。

小原　個々の研究者はしっかり研究をやって

いるのに不思議ですよね。女性も若手も、この
問題には年会というより学会が手を打つべき
で、分生としてはキャリアパス委員会を中心に
継続的な活動が今後も必要でしょうね。

塩見　これは現委員会メンバーの由香さんた
ちに頑張ってもらいましょう。年会に参加する
学部学生の参加費が無料になったのも2009
年会の試みだったのでしょうか？

小原　マスターには行くけどドクターまでは
行かないというような状況が出てきていたの
で、学部のときにおもしろい体験をしてもらっ
たほうがいいんじゃないかと考え、学生会員
になっている学部学生を意識して思い切って
やりました。学会デビューもそうでしょうけど、
若い頃に見聞きしたことって残るじゃないで
すか。学会っていうのがどういうものかを知っ
てもらうだけでもいいと思うんですよね。

岩崎　学生は嬉しいと思います。私も学部の
頃から年会に行きたかったんですけど、自分
の発表がないと研究費でってわけにはいかな
くて。

塩見　このコロナ禍では、若手研究者や学生
さんの心をくすぐるようなものが減ってしまっ
ているものね。

岩崎　ポスターやトークを聴いたりして、いつ
か自分もこういう発表がしてみたいとか、特に
若手はそう思うだけでやる気も出てきますよ
ね。
塩見　学会の場で発表すると自分自身もエン

カレッジされるし、先生が言われたように、生
の、つまり対人の体験を通して学ぶことは大き
いです。ナショナルバイオリソース（NBRP）の
ような展示も分生年会に欠かせない体験コー
ナーと言えますね。

小原　僕はNBRPに関わっていて、宣伝のた
めにNBRPが始まった翌年の2003年会から
やってきたのですが、実物展示がポイントです。
みんなDNAや遺伝子は知っていても、その生
き物のことはあまり知らないんです。その生き
物の大きさのイメージもわかないだろうし、ホ
ヤとか優れたモデル生物（仙台などで食べる
ホヤとは違います）だけど見たこともないで
しょう。でも実物見ると、いろいろ疑問やアイ
ディアが湧いてきます。見るだけでも楽しいで
すし。この最初の展示で一番盛り上がったの
が出展しているNBRP担当の研究者どうしで
す。隣のリソースの実物初めて見たと。これは
学会員に是非実物を見せないといけないと思
いました。

岩崎　私たちも培養細胞や配列データ解析
をメインで研究していると、個体を扱うことは
少なくなりますし、触れる機会がないモデル生
物って意外と沢山あるように思います。研究分
野や世代を問わずよい取り組みですね。高校
生発表に参加した高校生たちが興味津々な感
じですごく喜んでいたのをよく覚えています。

塩見　今年の市民公開講座は、小林さんと胡
桃坂さんが趣向を凝らした企画を検討してく
れているから（笑）、高校生にもたくさん参加し
てほしいな。2009年会の市民公開講座は最

終日でも会員の参加が多かったですよね。

小原　僕のときも小林さんにやってもらいま
した。市民の方も参加しやすいように事前の
参加申込を不要にして宣伝しました。余興的
な雰囲気も多少はあったと思いますが、話は
サイエンスの内容でした。タレントさんの力も
お借りして、結構な人が入りました。

塩見　初日の夜に開催した緊急フォーラム
『事業仕分けから日本の未来の科学を考える』
も反響が大きかったようですね。

小原　ちょうど政権交代が起きて、行政刷新
会議が行う事業仕分けが連日報道されていま
した。科研費はいったいどうなるんだってこと
だったので、当時理事長だった岡田清孝さん
と文科省や内閣府へ陳情に行って、行政の立
場からも緊急フォーラムに参加してもらいま
した。分子生物学会としては、多くの会員から
文科省の学術政策を危惧する意見が出されて
いたので、これらをパブコメとして冊子にまと
めて配布したんです。本当に時間がなかった
けどよくまとめてくれたと思います。余談です
けど、事業仕分けって、だだっ広い会場を仕
切って、ザワザワしているところでヘッドフォン
とマイクを使ってやってましたよね。このカタ
チで広い場所でワークショップを並べてやっ
たら盛り上がるんじゃないかなって思ったん
ですよ（笑）。当時は音響や照明など設備的に
も障壁がありましたので無理でしたが、分生く
らいの規模だと、隣接する講演会場が近いの
はすごいメリットです。講演を聴いた会場のす
ぐ横でポスターが見られるとか、企業展示や

ポスターも導線的によさそうですよね。巨大学
会ゆえのスケールメリットが出せるのではな
いか、これは深川さんがチャレンジしてくれる
ようです。

塩見　以前は口頭発表でも喧々諤々の議論と
かありましたよね。でも今はお行儀がよくなっ
てしまったのかもしれないから、そういうのも
新しくってよいと思います。

小原　「大変おもしろい話をありがとうござい
ました」みたいな枕詞から始める人が多いで
すね。ちょっと行き過ぎてしまっているのかも
しれませんね。ズバッと質問したほうがいいと
思います。ディスカッサーの場合は、ある程度
キャッチボールになるからそういう風にはな
らないですよね。口頭発表でもそういう雰囲気
でやったらいいと思います。

岩崎　言わないと、発表者におもしろくなかっ
たってメッセージが伝わったらどうしようみた
いな感じがあるのかもしれませんね（笑）。面
白くて興味があるから質問しているのだから、
あえて言わなくてもそこは伝わって欲しいとこ
ろですが。

塩見　いい子でいないと次がないみたいな、
そういうよくない感じが蔓延してしまっては
もったいないですね。でもそんなのどこ吹く風
で、いろんなよい実験をされた2009年会は先
生にとってどんなものでしたか？

小原　組織委員会のコアメンバー（荒木さん、
深川さん、小林さん）が遺伝研だったから、事
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務局に来てもらえば所内で完結できてね。結
構な長時間、膝を付け合わせてアイディアを
煮詰めていたのが思い出されます。その後の
年会につながって、またやっていただいたこと
もあるので、実験をさせていただいた者として
はありがたく思っています。分子生物学会がで
きた頃、一番の年長者だった渡邊格さん（初代
会長／名誉会員）も現役、中心メンバーはほと
んど40代でみんな若かった。分生は当時から
年会でも分け隔てなくやっていたから、僕もそ
ういう感じでやらせてもらいました。分子生物
学って、新しい攻め方や戦略、そのための新し
い方法論とか技術とかで生命の理解を進める、
そういう学問なんですよね。だから、ファージ
から始まった学会が高等生物にいくのは当然
のことだったし。他の学会を飛び出してきた奇
抜な人たちが作った学会だから、そういう奇
抜な若手が出てきてほしいな。

塩見　では最後に、そんな私たちの2021年会
へエールをお願いします。

小原　分子生物学会の皆さんはとにかく議論
が好きなんですよ。シニアから若手まで世代を
問わず、それは今もひしひしと感じています。
オンラインにも、海外からも参加しやすいなど
いい面がありますから、うまいことハイブリッ
ドのバランスをとれればよいですが、コロナ禍
でオンラインがよいこととオンラインではだめ
なことがはっきりしたと思います。分生ならで
はのエビデンスをベースにした感染対策をし
て、ぜひオンサイトで多くの参加者が集まれる
ようになればいいなと思います。対面で議論
するサイエンスにみんなが本当に飢えてます

から。

岩崎　特にポスター発表や企業展示などは、
歩き回ってフラっと立ち寄った際に良い出会
いがあった、といったことも多いと思います。
そういった意味でも、やはりオンラインでは補
いきれない良さが対面にはあるんじゃないか
と思います。

塩見　分生は今年の年会どうするんだってみ
られているでしょうしね。気を付けつつ、いい
ところを取り入れて、なんとかオンサイト参加
者の比率を高めてやり切りたいと思います。

小原　いろんな学会と合同でやってみるのも
いいと思いますし、いつか、日本の生物系の学
会が合同で何か考えましょうっていうのが
あってもいいでしょ。やっぱり年会には人が集
まってなんぼですし、学術集会をやることが目
的なんですからね。ポリティカルなこととは別
で、仲間に会って議論したいという感覚を持
つ会員のために年会を開くことが本質で、オ
ンサイトで議論できる場を提供するのが学会
の使命なはずですから。

塩見　ありがとうございます。頑張ります。



塩見　小原先生が『分子生物学会の原点―す
べては議論から―』というテーマを掲げた
2009年会は、のちの分生年会に大きなインパ
クトを残した年会となったのではないでしょ
うか。このテーマの真意からお聞かせください。

小原　分子生物学会の年会は、やはりこの学
会のアイデンティティーそのものであるように
思います。分生年会に行けば生物学研究の世
界の新しいことがわかる。いろんなことを見聞
きしたい人が一堂に集まって、ボーダーレスに
ワイワイ議論するから自ずと先端がわかってく
る、そんな雰囲気がありました。会員数がうな

ぎのぼりだった時期には、若手が多く参加す
る分生の年会はまるでマスターの練習台で学
芸会のようだと揶揄する人もいましたけど、分
生がエッジの効いた人の集まりだとわかって
いる人からすれば、それも含めての分子生物
学会なんですよね。たしかに、学会の規模が大
きくなったことで、年会でいろんな人に会うの
が少しずつむずかしくなってきて、これはもっ
たいないなーと思っていたところに年会長の
指名を受けました。私になったのもいろいろ
経緯があるそうですが、とにかく対面で議論
することが分生の基本スタイルなので、それを
年会で実現したいと。だから、「議論」という学

会の原点に戻る意味合いが必然的にあって、
分子生物学会がなんなのかを若い人に知ら
せないといけない、テーマとしてはシンプルに
それだったんです。その点で、横浜の会場は理
想的です。ポスター会場は大きいのが一つで
すから、その日に参加している人がそこに集ま
れば年会全体が盛り上がるんじゃないかと。
宣伝用のポスターもシンプルにしたんですけ
ど、「これは下書きですか？」って言われたくら
いでね（笑）。まぁ、単独にせよ他学会と合同で
やるにせよ、分子生物学会の基本を土台にす
ること、それに尽きるんですよ。

塩見　先生の年会では大きく4つのコンセプ
トがあったようですね。メインテーマに通ずる
「議論すること」、そして「IT化」「国際性」「社会
性」、さきほどのお話に関連して、ポスター討
論におけるディスカッサー制について伺えま
すか？

小原　分生の一般演題と言えばポスター発

表ですが、ポスターって若い人が徹夜して作っ
てくるものなんですよ。このせっかくのポス
ターの討論を活性化するため、年会に参加す
る会員にディスカッサー役をお願いすること
にしたんです。なんでそんなことするのかって
意見も結構ありました。本来は自然に議論さ
れることが望ましいのですけど、議論すること
を前面に押し出すためにも導入したかった。
違う分野のポスターでもきちんと聞けば結構
おもしろいですよね。だからそれをディスカッ
サーに体験してもらうという実験的な側面も
ありました。組織委員会の荒木（弘之）さん、深
川（竜郎）さん（2022年会長）、小林（武彦）さ
ん（2025年会長）ががんばってくれて、いざ年
会が始まってみると、ほとんどのディスカッ
サーが時間通りにちゃんと来てくれたし、一生
懸命に議論する若手を見て嬉しく思いました
よ。ディスカッサーを引き受けてくれた人たち
からも、「楽しかった」、「思いがけずおもしろ
かった」という意見が多かったですし、導入し
てよかったと今でも思っています。「こんな先

生と議論したんだ」みたいに若手が喜んでくれ
て、シニアの先生が活躍してくれるのも嬉し
かったんですよ。

岩崎　歴代の年会長にインタビューしたり、
年会のアンケートをみたりして気付いたのは、
ディスカッサー制はポスターの発表者をエン
カレッジするだけでなく、ディスカッサーとし
て議論することを楽しんでいる方も多いとい
うことです。まさに分生という感じがします！

塩見　そういうことですよね。『すべては議論
から』、シンプルに分子生物学会を表していて、
これからも大事にしなくてはならないことです
よね。
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的。ポスターを最後の時間帯にしたので終了
後も延々と議論が続いてました。そうそう、ポ
スターとポスターのあいだに椅子を置きまし
た。背もたれのない椅子ですよ（笑）。そのス
ペースを確保するために間隔をとる必要もあ
るんだけど、座ってポスターが見られるし、議
論がしやすいんですよ。これはちょっとした小
技だけど、すごくよかったと思います。

塩見　私も毎年椅子があるといいなーって思
うんですけど、どういうわけか空いているのは
いつも隅っこで（笑）。このコロナの状況だから、
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で準備を進めていますが、IT化・オンライン化
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小原　当時はまだiPhoneが出たばかりで、基
本はPCでネットに接続してダウンロードする
時代だったからね。今から考えたらまだまだ
でした。パケット代って言うんですか、携帯電
話のネット使い放題の契約をしていない参加
者もいて、このあたりの注意喚起もおこないま
した。

岩崎　年会にパソコンを持ち込んで有効活用
するためには、Wi-Fi環境が必須ですよね。

小原　電話帳かと思うくらいの要旨集を持ち
歩くのは拷問でしたから、なんとかならないの
かってことで要旨集のオンライン化に踏み切
りました。印刷や発送にも結構な費用がかか
りますからね。とにかくあれを持たせたくな
かった（笑）。

塩見　分生は全会員にプログラム集を送って
いましたが、今年はそれもやめて、年会のシス
テムをより効果的に使ってもらえるようIT化
をより進めています。国際性も、ITの進歩に
よってメリットが見い出されたひとつでしょう
か。

小原　2009年会のシンポジウムは指定企画・
公募企画とも英語にして、各セッションに複数
の海外演者を招聘してもらいました。塩見さ

んにもオーガナイズしてもらったけど、海外の
研究現場でファーストオーサーとして論文を
出しているような若手のPIやポスドクを必ず
二人は呼んでもらうというものです。来てくれ
たシンポジストには、ポスター会場に設置した
『Meet the Symposists』のコーナーで日本
の若手と語り合ってもらい、その日だけは飲み
に行く時間をちょっと遅らせてもらって（笑）、
ポスターセッションにも参戦してもらいました。
年会としては、このあたりの国際性を担保する
ために、ポスターも要旨は英語での執筆を推
奨して、おやっと思ったら立ち止まってもらえ
るようにしました。組織委員会でもいろんな話
が出たけど、我々が韓国の学会へ行って、ハン
グルで書かれたポスターを前にしたときの絶
望感を思い出してくださいってことなんですよ
ね。なにもできない。だからせめて英語で書い
てよというわけです。ただ意外にも、年会の英
語化については若い人よりPIにネガティブな
反応が多かったんですよ。

塩見　2009年会当時はって感じですかね。今
年はありがたいことに、ワークショップも積極
的に英語でやってくださる方が多いです。

小原　プレナリーはやりませんでしたが、みん
なで聴く、共有することも大事ですから、そう
いう視点ではやってもよかったかなと思うとこ
ろです。ただ、ノーベル賞をとったような人は
飛行機代もばか高くかかります。会期前日の
パーティーみたいなこともやめましょうと。そ
のかわり、第一線の若手を海外から多数呼ぶ
のにお金を使いました。ポスターにも参戦して
もらい、年会での議論を重視するためでした。

塩見　明確なメッセージですね。ここ数年、国
際化を検討している分生年会も言語は悩まし
いところですが、ポスターはタイトルと要旨で
英語を推奨して、討論の言語は自由にして
しっかり議論するというあたりがよさそうです。
では、社会性についてはいかがですか？　日
本の女性研究者の状況、あまり変わってない
んですよ。

小原　なんでなんですかね。僕は大学院から
岡崎（令治）研なので恒子さんがボスですし、
そのあと線虫の研究に移ったら世界では女性
のほうが優秀な人が多い。国内でも活躍して
いる人が多いです。だからあまりピンときてな
かったんですけど、まだ日本はダメですか。

岩崎　なんでなんでしょう。インタビューのた
びにこのお話を伺うのですが、結局なんなん
だろうねってなっちゃうんです…

塩見　ある著名な方が仰っていましたけど、
日本のいまの状況だと、女性の活躍が成長の
柱とか国がいくら言ってみたところで、大学も
企業も3割なんて到底無理、せいぜい2割強が
いいとこだそうです。一つは、母集団の小ささ。
我々の領域を見ても然りで、若い年齢層は結
構いるけれど、上にいけばいくほど減る。階段
から女性が故意に降ろされているわけではな
いだろうから、むしろ女性自身が階段を上が
らないか、降りてしまっている。若手向けの支
援は文科省も一生懸命になっていろいろと
やってくれているんですけれどね。

小原　個々の研究者はしっかり研究をやって

いるのに不思議ですよね。女性も若手も、この
問題には年会というより学会が手を打つべき
で、分生としてはキャリアパス委員会を中心に
継続的な活動が今後も必要でしょうね。

塩見　これは現委員会メンバーの由香さんた
ちに頑張ってもらいましょう。年会に参加する
学部学生の参加費が無料になったのも2009
年会の試みだったのでしょうか？

小原　マスターには行くけどドクターまでは
行かないというような状況が出てきていたの
で、学部のときにおもしろい体験をしてもらっ
たほうがいいんじゃないかと考え、学生会員
になっている学部学生を意識して思い切って
やりました。学会デビューもそうでしょうけど、
若い頃に見聞きしたことって残るじゃないで
すか。学会っていうのがどういうものかを知っ
てもらうだけでもいいと思うんですよね。

岩崎　学生は嬉しいと思います。私も学部の
頃から年会に行きたかったんですけど、自分
の発表がないと研究費でってわけにはいかな
くて。

塩見　このコロナ禍では、若手研究者や学生
さんの心をくすぐるようなものが減ってしまっ
ているものね。

岩崎　ポスターやトークを聴いたりして、いつ
か自分もこういう発表がしてみたいとか、特に
若手はそう思うだけでやる気も出てきますよ
ね。
塩見　学会の場で発表すると自分自身もエン

カレッジされるし、先生が言われたように、生
の、つまり対人の体験を通して学ぶことは大き
いです。ナショナルバイオリソース（NBRP）の
ような展示も分生年会に欠かせない体験コー
ナーと言えますね。

小原　僕はNBRPに関わっていて、宣伝のた
めにNBRPが始まった翌年の2003年会から
やってきたのですが、実物展示がポイントです。
みんなDNAや遺伝子は知っていても、その生
き物のことはあまり知らないんです。その生き
物の大きさのイメージもわかないだろうし、ホ
ヤとか優れたモデル生物（仙台などで食べる
ホヤとは違います）だけど見たこともないで
しょう。でも実物見ると、いろいろ疑問やアイ
ディアが湧いてきます。見るだけでも楽しいで
すし。この最初の展示で一番盛り上がったの
が出展しているNBRP担当の研究者どうしで
す。隣のリソースの実物初めて見たと。これは
学会員に是非実物を見せないといけないと思
いました。

岩崎　私たちも培養細胞や配列データ解析
をメインで研究していると、個体を扱うことは
少なくなりますし、触れる機会がないモデル生
物って意外と沢山あるように思います。研究分
野や世代を問わずよい取り組みですね。高校
生発表に参加した高校生たちが興味津々な感
じですごく喜んでいたのをよく覚えています。

塩見　今年の市民公開講座は、小林さんと胡
桃坂さんが趣向を凝らした企画を検討してく
れているから（笑）、高校生にもたくさん参加し
てほしいな。2009年会の市民公開講座は最

終日でも会員の参加が多かったですよね。

小原　僕のときも小林さんにやってもらいま
した。市民の方も参加しやすいように事前の
参加申込を不要にして宣伝しました。余興的
な雰囲気も多少はあったと思いますが、話は
サイエンスの内容でした。タレントさんの力も
お借りして、結構な人が入りました。

塩見　初日の夜に開催した緊急フォーラム
『事業仕分けから日本の未来の科学を考える』
も反響が大きかったようですね。

小原　ちょうど政権交代が起きて、行政刷新
会議が行う事業仕分けが連日報道されていま
した。科研費はいったいどうなるんだってこと
だったので、当時理事長だった岡田清孝さん
と文科省や内閣府へ陳情に行って、行政の立
場からも緊急フォーラムに参加してもらいま
した。分子生物学会としては、多くの会員から
文科省の学術政策を危惧する意見が出されて
いたので、これらをパブコメとして冊子にまと
めて配布したんです。本当に時間がなかった
けどよくまとめてくれたと思います。余談です
けど、事業仕分けって、だだっ広い会場を仕
切って、ザワザワしているところでヘッドフォン
とマイクを使ってやってましたよね。このカタ
チで広い場所でワークショップを並べてやっ
たら盛り上がるんじゃないかなって思ったん
ですよ（笑）。当時は音響や照明など設備的に
も障壁がありましたので無理でしたが、分生く
らいの規模だと、隣接する講演会場が近いの
はすごいメリットです。講演を聴いた会場のす
ぐ横でポスターが見られるとか、企業展示や

ポスターも導線的によさそうですよね。巨大学
会ゆえのスケールメリットが出せるのではな
いか、これは深川さんがチャレンジしてくれる
ようです。

塩見　以前は口頭発表でも喧々諤々の議論と
かありましたよね。でも今はお行儀がよくなっ
てしまったのかもしれないから、そういうのも
新しくってよいと思います。

小原　「大変おもしろい話をありがとうござい
ました」みたいな枕詞から始める人が多いで
すね。ちょっと行き過ぎてしまっているのかも
しれませんね。ズバッと質問したほうがいいと
思います。ディスカッサーの場合は、ある程度
キャッチボールになるからそういう風にはな
らないですよね。口頭発表でもそういう雰囲気
でやったらいいと思います。

岩崎　言わないと、発表者におもしろくなかっ
たってメッセージが伝わったらどうしようみた
いな感じがあるのかもしれませんね（笑）。面
白くて興味があるから質問しているのだから、
あえて言わなくてもそこは伝わって欲しいとこ
ろですが。

塩見　いい子でいないと次がないみたいな、
そういうよくない感じが蔓延してしまっては
もったいないですね。でもそんなのどこ吹く風
で、いろんなよい実験をされた2009年会は先
生にとってどんなものでしたか？

小原　組織委員会のコアメンバー（荒木さん、
深川さん、小林さん）が遺伝研だったから、事
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務局に来てもらえば所内で完結できてね。結
構な長時間、膝を付け合わせてアイディアを
煮詰めていたのが思い出されます。その後の
年会につながって、またやっていただいたこと
もあるので、実験をさせていただいた者として
はありがたく思っています。分子生物学会がで
きた頃、一番の年長者だった渡邊格さん（初代
会長／名誉会員）も現役、中心メンバーはほと
んど40代でみんな若かった。分生は当時から
年会でも分け隔てなくやっていたから、僕もそ
ういう感じでやらせてもらいました。分子生物
学って、新しい攻め方や戦略、そのための新し
い方法論とか技術とかで生命の理解を進める、
そういう学問なんですよね。だから、ファージ
から始まった学会が高等生物にいくのは当然
のことだったし。他の学会を飛び出してきた奇
抜な人たちが作った学会だから、そういう奇
抜な若手が出てきてほしいな。

塩見　では最後に、そんな私たちの2021年会
へエールをお願いします。

小原　分子生物学会の皆さんはとにかく議論
が好きなんですよ。シニアから若手まで世代を
問わず、それは今もひしひしと感じています。
オンラインにも、海外からも参加しやすいなど
いい面がありますから、うまいことハイブリッ
ドのバランスをとれればよいですが、コロナ禍
でオンラインがよいこととオンラインではだめ
なことがはっきりしたと思います。分生ならで
はのエビデンスをベースにした感染対策をし
て、ぜひオンサイトで多くの参加者が集まれる
ようになればいいなと思います。対面で議論
するサイエンスにみんなが本当に飢えてます

から。

岩崎　特にポスター発表や企業展示などは、
歩き回ってフラっと立ち寄った際に良い出会
いがあった、といったことも多いと思います。
そういった意味でも、やはりオンラインでは補
いきれない良さが対面にはあるんじゃないか
と思います。

塩見　分生は今年の年会どうするんだってみ
られているでしょうしね。気を付けつつ、いい
ところを取り入れて、なんとかオンサイト参加
者の比率を高めてやり切りたいと思います。

小原　いろんな学会と合同でやってみるのも
いいと思いますし、いつか、日本の生物系の学
会が合同で何か考えましょうっていうのが
あってもいいでしょ。やっぱり年会には人が集
まってなんぼですし、学術集会をやることが目
的なんですからね。ポリティカルなこととは別
で、仲間に会って議論したいという感覚を持
つ会員のために年会を開くことが本質で、オ
ンサイトで議論できる場を提供するのが学会
の使命なはずですから。

塩見　ありがとうございます。頑張ります。
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年会長挨拶
第 32 回日本分子生物学会年会は本年 12 月 9-12 日の 4日間、横浜にて開催いたします。今回は「分子生物学会の原

点－すべては議論から－」というテーマといたしました。
分子生物学会の年会は合同年会も含め例年盛会で、参加者も数千人に及ぶようになりました。しかし、巨大になった

がゆえに十分な議論が出来ない、いろんな人に出会いにくいということが起こっているように思います。分子生物学会
年会のよさはやはり学生から大先生までが分け隔てなく「議論すること」に尽きるのではないか、そして年会に行けば
いろんな人に出会えることだと思います。本年会の企画にあたり、これらの点を何とかできないかと考えました。これ
に「国際性」を加えて 2本柱とし、避けて通れない「社会性」、方法論として「ITの活用」についても考慮いたしました。
「国際性」については、各シンポジウムに分野の第一線で活躍している海外のPI を 2 名以上招いてもらいました。国
際水準の議論を期待したいと思います。また、ポスター会場に「Meet the Symposists」のコーナーを設け、当日のシン
ポジストと議論できる場を作りました。さらに、シンポジストには時間が許す限りポスターセッションにも「参戦」し
てもらいます。このためにシンポジウムは要旨・講演ともに英語とし、その他はポスターを含め要旨は英語での執筆を
推奨いたしました。
「議論」の活性化のためにはポスター会場での発表／討論を重視しました。多くのポスターは若い人が徹夜をして作っ
てきたものだと思います。それを十分に活用しない手はありません。そこでポスターセッションのなかにディスカッサー
制度を企画いたしました。すべてのポスターについて、経験豊かなディスカッサーが分担して発表者に対して議論をふっ
かけていただきます。組織委員会でも賛否両論がありましたがあえてやってみることにしました。これらのこともあり、
ポスターセッション中は他の企画は一切入れず、１時間延長し、その後にミキサーも予定しております。横浜会場はポ
スター発表を一つの会場で行えますので全参加者が一同に集うことになります。熱い議論が続くことを期待しておりま
す。
「ITの活用」については、今回思い切って要旨集はオンライン化し、印刷物はやめることにしました。プログラム集
はこれまでどおり印刷物を作成・送付しますし、参加登録者はパスワード・IDを用いて年会ホームページから事前に要
旨等の閲覧・検索・ダウンロードができます。会場ではPC・携帯電話にて検索・閲覧・その他サービスを利用できる
ようにいたします。いろいろな活用が考えられると思います。
「社会性」につきましては、男女共同参画、若手倫理教育、さらにはポスドク問題に対応して企業の人や研究者以外
の人たちとの接点創成など、様々な企画をサイエンスセッションとのバランスを考慮しつつ企画いたしました。また、
横浜近辺の高校生の見学企画も進行中です。恒例になりましたナショナルバイオリソースプロジェクトの実物展示も行
います。
次世代シーケンス技術やイメージング技術に象徴されるように、生命科学は大きく様変わりしております。第 32 回

日本分子生物学会年会が実りある議論・情報交換の場となり、分子生物学の更なる発展のきっかけとなることを期待し、
横浜で皆様とお会いできることを楽しみにしております。
最後に、これまでに多くの方々からいただきましたご協力に対して厚くお礼申し上げます。
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塩見　花岡先生の年会はちょうど10年前で
した。ではまず、『分子からヒトへ ―メカニズム
を知り、コントロールする』のコンセプトから
お伺いします。これは先生が付けられたので
すか？

花岡　普通はそうですよね（笑）。実はこの
キャッチコピー、組織委員長の永田恭介さん
が考えてくれたんです。それで、『基礎研究と応
用研究の基軸としての分子生物学』をテーマ
として、彼に年会全体を取り仕切ってもらって、
コアメンバーの人選なども永田さんが考えて
くれました。

塩見　財務委員長というポジションもあった
んですね。

花岡　はい、分生の年会は何と言っても企業
協賛で成り立っていますから、運営会社へ丸
投げするのではなく、組織委員会に財務委員
長を置きました。私たちが声をかけやすい企
業さんもありますし、協力を得るために企業ま
わりもしました。そういうことでお金を工面す
ることによって、年会をやった充実感を得るこ
ともできました。

塩見　素晴らしい取り組みですね。いまはコ

ロナの状況もあったりして、私たちも企業さん
にダイレクトにお願いすることを続けています。
2011年会は、会期の9か月前、東日本大震災
に見舞われました。10年ってあっという間で
すけれども、震災への対応は本当にご苦労さ
れたと思います。

花岡　もちろん、年会開催に向けて私たちも
大変なことはありましたけど、被災地の方、被
災された方はとんでもない経験をされたわけ
ですからね、私たちとしては分生年会でやれる
ことをやろうと。企業のなかには大きな打撃を
受けたところもありましたが、早めに準備をし
ていたのが功を奏して結果的に大きな影響を
受けずに乗り切れたと思います。財務を担当
した菅澤薫さんの頑張りと、呼応してくれた企
業さんの協力が本当にありがたかったです。

岩崎　参加者には影響がなかったのですか？

花岡　3月25日がシンポジウム・ワークショッ

プの公募締切でしたから、まずはこれを第1回
目の締切として公募枠全体の約3分の2を採
択して、第2回目の締切を5月10日に設け、残
りの3分の1をピックアップするという二段階
で対応しました。プログラム委員長の三浦正
幸さんを中心にプログラム委員の皆さんが例
年より数か月の後ろ倒しスケジュールで編成
してくれたんです。Late-breaking Abstract
もギリギリまで受け付けられるよう工夫しま
した。そして、被災された学生会員の参加登録
費を免除、当時の小原雄治理事長と歩調を合
わせて年度会費も免除することにしました。そ
ういう努力もしたので、年会としては無事に例
年通りの規模で開催することができました。

塩見　先生のご配慮で年会参加の希望が叶っ
た学生さんも多かったことでしょうね。私たち
も多くの若手に横浜へ来てもらえるようインセ
ンティブを検討しています。では、年会プログラ
ムの中身ですが、「One Day 研究集会」という
試みはどういったものだったのでしょう？
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花岡 文雄 年会長インタビュー
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場 所：慶應義塾大学 信濃町キャンパス 総合医科学研究棟

花岡　これは、各日に同時並行させる2テーマ
を異なる分野とすることで、興味のあるプログ
ラムの開催時間が重なって聴講できないなど
の不満を解消しながら、自分の関連分野の
テーマ開催日だけの参加でも済むよう、多忙
な参加者の利便性を図ったものでした。今日
は“〇〇の日”という形で、Early Birdセミナー
から始まり、Leading Edgeセミナー、一般講
演、バイテクセミナー、ポスター発表、そして2
コマのシンポジウム・ワークショップで締める。
参加者は会期にメリハリをもたせて参加でき
ると、これも永田さんの発案で試みのひとつと
してやってくれました。

岩崎　これまでにないプログラム編成・企画
としてのチャレンジだったんですね。Early 
BirdとLeading Edge、このふたつのセミナー
はどんな違いがあったのでしょうか？

花岡　Early Birdセミナーは完全にエスタブ
リッシュされた先生に、研究の秘話だったり、
どんなきっかけでその分野に入ったかなど、
教育的な、特別講演のような位置付けでした。
一方のLeading Edgeは、当時バリバリと顕著
な業績を挙げている方によるセミナーでした。

岩崎　特別な機会でもない限り、こういう偉
大な先生の研究史みたいなものをじっくり聴
けることは少ないので、Early Birdのような講
演は特に若手は嬉しいですよね。

塩見　Leading Edgeの登壇者に東山（哲也）
さんがいますね！　東山さんには2021年会の
組織委員会に入ってもらっていますが、色々

“裏方的お仕事”をしていただいていて、なん
か申し訳ない感じです（笑）。さきほど公募締
切を二段階にされたとお話を伺いましたけれ
ども、指定企画もいくつかあったのですよね？

花岡　2011年会では、プログラム委員会のほ
うでこれは外せないという一部の企画を指定
シンポジウム、指定ワークショップとしてお願
いして、それ以外の多くを会員からの公募企
画としました。あとは一般講演をできるだけや
ろうと。ワークショップの数を増やすよりも、ポ
スター発表の中から一般口頭発表への希望を
募って、若手を積極的にピックアップしました。
もちろんポスター発表もいいんですけどね、や
はり講演というチャンスも若手には大切かな
と思ったんです。

岩崎　そうですよね。うちの学生さんでも、ぜ
ひトークで発表したい！と言う人もいるので、
広くトークのチャンスがあるっていうのは良い
ことだと思います。

塩見　若手がたくさん参加しているとにぎや
かで活気があっていいですよね。先生の年会
には高校生も参加されたとか、分生年会での
高校生発表（企画）が始まる前年でしたが、お
問い合わせがあったのでしょうか？

花岡　とある高校の先生から、生徒たちを年
会に参加させてあげたいというリクエストが事
務局に入ったんです。分生ではあまりそういう
対応はしていなかったんですけど、まぎれもな
い次世代の担い手なわけですし、それをつな
ごうとした先生の熱意と言うかな、そういうも

のを感じたのもあって「是非、分子生物学会の
年会を体感してください」とお返事をしました。

岩崎　何人くらいいらしたのですか？

花岡　十数人だったかな。おひとりずつにプ
ログラム冊子を渡したら皆さんすごく喜んでく
れましたし、展示会場で結構な景品が当たっ
た生徒さんもいたようですよ。高校生発表など
の生命科学教育事業が翌年にスタートしたの
で、私たちの年会がお役に立てたのなら嬉し
いです。

岩崎　展示会場では、ブースに寄るとチュー
ブやプレートなど、もらえたりしますね（笑）。
高校生の年会参加や発表は、今でも続いてい
るので、この年会で始まった試みがポジティブ
に評価されているということなんでしょうね！

花岡　引率された先生が素晴らしい方でね。
おそらくご自身も分子生物学研究のバックグ
ラウンドがあって、ポスドクなどを経験されて
いたかもしれないと思っているんですけど、こ
ういう方が熱意をもって若手を教育するから
成立するところもある。生徒さんたちに夢と希
望を与えたいというスタンスで参加を申し出
てくださったので、私としてもお引き受けして
本当によかったと思っています。

塩見　すごく未来志向のプログラムで、お祭
りのようだと形容される分生年会のひとつの
醍醐味と言えますね。そのときの高校生が20
代の後半になって、いま何をなさっているのか
…　とても興味があります。

花岡　おっしゃる通りですね。おひとりでも、
サイエンスに関わるところにいてくれたらこん
な幸せなことはありません。そうそう、富澤基
金の第1回贈呈式もこの年会だったんですよ。

塩見　2021年会でメモリアルイベントを開催
します。年会の二日目に、特別ワークショップ
のほか、歴代の助成対象者によるポスター発
表も予定しています。私も基金運営委員をして
いましたので、総勢50人の歴代の助成対象者
がいまどんな研究をどこでどのようになさっ
ているのか、とても楽しみにしているんです。市
民公開講座『心とからだの生物学』、これは先
生のご企画でしたか？

花岡　はい、これは私が企画しました（笑）。中
村桂子先生に司会をお願いするところから考
え始めましてね。脳関係の方が多いのは当時
を物語っているかな。分子生物学会だからで
しょうけど、快く引き受けてくださいました。中
村先生は長らくJT生命誌研究館のお仕事を
されて、2020年の4月に名誉館長になられて
います。

塩見　あ、演者が男女半々ですね！　このあ
たりは意識されたのですか？

花岡　ええ、もちろん意識しました。でも日本
の男女共同参画は進まないようですけど…

塩見　そうなんですよ、我々が期待するほどに
は進んでいないんです。花岡先生の目に映る
分生年会での印象はいかがですか？

花岡　分子生物学会に占める女性会員の割
合に比べて、年会のオーガナイザーやスピー
カーに女性が少ないですよね。それで、小原先
生の2009年会で、女性オーガナイザーによる
企画、女性スピーカーを積極的に登用するな
どのアクションを起こされたんですけど、
2011年会ではもう一歩踏み込んで、『男女共
同参画の実現と若手研究者の育成』にも力を
入れるという方針を打ち出しました。

岩崎　女性や若手としても、ちょっと背中を押
してもらうようなことがあると、それをきっか
けにやってみようと思える方もいると思うので、
良い動機付けにもなりますよね。

花岡　目標設定も大事でしょうが、国の政策
も然りで、旗振り役・リード役がいないと進み
ませんからね。草の根的なことも大事、でもそ
れだけでは短期で効果を上げるのはむずかし
いのが実状です。

岩崎　当事者の女性研究者から声をあげら
れたらいいんでしょうけど、そういう気質を
もった女性は特に日本人には少ないのかもし
れません。そういった声が昔から大きければ
今のような状況にはなっていないでしょうし。

塩見　そうね。時間はかかるかもしれないけ
れど、こういったことをリードする人、バトンを
受け継ぐ人、がいて徐々に醸成されていくもの
なんでしょうね。海外の学会へ行くとすごく女
性がたくさんいるじゃないですか。リードしな
ければって花岡先生が思われたきっかけが
あったのですか？

花岡　まさにそれ、海外へ行くと思うんですよ。
大規模ではない、150人とか200人くらいが参
加するようなミーティングだと、その分野の
トップの人が来て、そこにポスドクや学生も参
加していますよね。プログラムを見てみると当
たり前のように女性が活躍しているんです。こ
れはいかに日本が遅れているかということ。サ
イエンスは格闘技とは違うんだから、男女で
差があるわけもなく、すべて平等であるべきだ
し、アメリカあたりだと生物系はポスドクから
学生から女性のほうが多いくらいの印象です
よね。そういうところに近づけていかないと世
界から取り残されてしまう。サイエンスこそ、そ
ういったアクションを起こさなければいけな
いと強く思いますね。

塩見　国ごとの特性があるにしても、日本は
もっと基本の部分、根底のところを変えていく
べきですよね。それではもうひとつ、育成すべ
しとお考えになった若手についてはいかがで
しょうか？　JSTがごく最近始めたSPRING
（https://www.jst.go.jp/jisedai/）は、博士
後期課程に入った学生を学振レベルで経済
的にサポートしていきましょうというものです。
こういう制度が充実して博士が増えるといい
んですけどね。あと、アカデミアのポストの問
題があって、修士を出たら企業へ就職という
ケースが増えていますよね。将来へのリスクと
感じる若者がいるのは致し方ない気もします
が、研究を通してわからないことが自分の力で
わかるようになるのって、とても魅力的だと思
うんです。

岩崎　小学生の人気職業ランキングだと研究

者は常に上位にあるので、10代の前半くらい
までは素直に魅力的な職業だと思ってもらえ
ているのかなって。年齢があがるにつれてリス
クなども加味して考えると、その魅力は激減し
ちゃうってことでしょうか…

花岡　将来へのリスクは、これは昔からあっ
たように思います。社会や経済の状況、それに
ポストの問題もあるのでしょうが、本当にやり
たいことをやりたいって言えるといいんですけ
どね。ですから、高校生とか若者には広い範囲
での取り組みが必要です。本当はね、以前の春
季シンポジウムのような小規模なイベントも
若手にとっていいものだと思います。

塩見　生物学研究の世界では、分子生物学会
とかが上手に魅力を伝えていかなくてはなら
ない。そうなると、さっきの高校生への対応と
か、生命科学教育的な活動は大事になってき
ますね。春季シンポジウムの予算を付け替え
ることで始まった国際化支援は、サポートして
それっきりという感じがあります。海外の人が
呼べたりして、よい事業だとは思うんですけど、
分生にとってのリターンは何かなと。

花岡　その特定の分野にはいいんですよ。で
も、学会が定常的に動いていては機会が創り
切れないので、合宿形式のセミナーとか特に
若い人に刺激になるものがあるといいですね。

塩見　学会の国際化やオンライン化について
はいかがでしょうか？　全部を英語にしたと
き、「何もわからないんじゃおもしろくない」と
いうご意見もあります。日本語で教育を受ける

ということも大事ですし、どのあたりでバラン
スをとるかでしょうか。

岩崎　学生さんとかが初めて学会で話をする
ようなとき、完全英語だとそれはきびしい。
RNA学会みたいに、RNAの話だけをしますっ
て学会だと英語もなんとかついていけるので
すが、分生の場合、幅広い分野が一堂に会す
るのが特徴であり魅力ですからね。

花岡　そうなんですよね。分生くらいの規模で、
様々な分野の話が聴けるっていう学会だと、
専門分野以外の話を理解するのは決して簡単
ではありません。学会に参加してほかの分野
の話しもかじってくるのが分生のいいところな
ので、完全英語となるとちょっと違うかな。英
語教育は当然大事なんですけどね。だからこ
そ、海外へ行くことが大きな経験となるんです。

塩見　私もある程度の英語化が必要かなと
思っていた時期もあるんですけど、日本語を織
り交ぜつつくらいがいいかなと。数年前、胡桃
坂（仁志）さんのワークショップの言語が日本
語で、質問が止まずにすごく盛り上がっていた
んですよ。英語オンリーのセッションではなか
なかこれを体験しづらくて、新鮮さを感じまし
た。若者がそういう風に積極的になれるなら、
日本語セッションを行うのもいいのかなと
思った記憶があります。

花岡　やはり、バランスということでしょうね。
英語に寄りすぎて活発な議論にならないよう
では本末転倒ですから。

パシフィコ横浜 開催
10回 記

念

塩見　活発な議論といえば、やはり多くの研
究者に現地に来ていただく年会、ですよね。今
年はコロナ禍での対応で致し方なく現地プラ
スオンライン形式なのですが、二つの年会を
同時開催するような感じで、しかも感染対策
も求められるし、企業さんにお世話になってい
る協賛もなかなか読めず、ということで予算的
にも非常に厳しいのが現状です。

花岡　そうですよね、今年はどの学会も特に
むずかしいでしょう。オンラインのよいところ
もあると思いますが、あまり学会らしくはない
ですからね。

岩崎　やっぱりオンサイトで学会があって、先
生のような大御所の方にたまたま発表をきい
て頂いてアドバイスなど頂ければ、とても励み
になります。自分の発表以外にも、現地でいろ
んな人の面白い発表を聞いたり、ディスカッ
ションしたりしてラボに戻ると、また研究を頑
張るぞーってモチベーションもあがりますし。

塩見　本当に、2021年会は、なるべく多くの
現地希望者に横浜でサイエンスを議論しても
らいたいです。貧相でなく、明るく、堂々とした
分生らしい年会にする、これが年会を託され
た私たち組織委員の使命だと思います。それ
では最後に、2021年会に熱いエールを。

花岡　研究者自身が何か新しいことを始めよ
うとしたときに、勉強するよりもまずは目と耳
から情報を入れるというのが手っ取り早い。
ですから、専門的な学会プラス分生というスタ
イルは日本の生命科学にとって重要な役割を

果たしています。このコロナ禍で、サイエンス
が日本の人たちを明るくしていけるように、分
子生物学に従事する研究者たちが生き生きと
した姿を国民の皆さんに見せたいですね。分
子生物学会は、そういうところにも存在意義
のある学会だと思います。

塩見　花岡先生、本日はありがとうございま
した。



塩見　花岡先生の年会はちょうど10年前で
した。ではまず、『分子からヒトへ ―メカニズム
を知り、コントロールする』のコンセプトから
お伺いします。これは先生が付けられたので
すか？

花岡　普通はそうですよね（笑）。実はこの
キャッチコピー、組織委員長の永田恭介さん
が考えてくれたんです。それで、『基礎研究と応
用研究の基軸としての分子生物学』をテーマ
として、彼に年会全体を取り仕切ってもらって、
コアメンバーの人選なども永田さんが考えて
くれました。

塩見　財務委員長というポジションもあった
んですね。

花岡　はい、分生の年会は何と言っても企業
協賛で成り立っていますから、運営会社へ丸
投げするのではなく、組織委員会に財務委員
長を置きました。私たちが声をかけやすい企
業さんもありますし、協力を得るために企業ま
わりもしました。そういうことでお金を工面す
ることによって、年会をやった充実感を得るこ
ともできました。
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を異なる分野とすることで、興味のあるプログ
ラムの開催時間が重なって聴講できないなど
の不満を解消しながら、自分の関連分野の
テーマ開催日だけの参加でも済むよう、多忙
な参加者の利便性を図ったものでした。今日
は“〇〇の日”という形で、Early Birdセミナー
から始まり、Leading Edgeセミナー、一般講
演、バイテクセミナー、ポスター発表、そして2
コマのシンポジウム・ワークショップで締める。
参加者は会期にメリハリをもたせて参加でき
ると、これも永田さんの発案で試みのひとつと
してやってくれました。

岩崎　これまでにないプログラム編成・企画
としてのチャレンジだったんですね。Early 
BirdとLeading Edge、このふたつのセミナー
はどんな違いがあったのでしょうか？

花岡　Early Birdセミナーは完全にエスタブ
リッシュされた先生に、研究の秘話だったり、
どんなきっかけでその分野に入ったかなど、
教育的な、特別講演のような位置付けでした。
一方のLeading Edgeは、当時バリバリと顕著
な業績を挙げている方によるセミナーでした。

岩崎　特別な機会でもない限り、こういう偉
大な先生の研究史みたいなものをじっくり聴
けることは少ないので、Early Birdのような講
演は特に若手は嬉しいですよね。

塩見　Leading Edgeの登壇者に東山（哲也）
さんがいますね！　東山さんには2021年会の
組織委員会に入ってもらっていますが、色々

“裏方的お仕事”をしていただいていて、なん
か申し訳ない感じです（笑）。さきほど公募締
切を二段階にされたとお話を伺いましたけれ
ども、指定企画もいくつかあったのですよね？

花岡　2011年会では、プログラム委員会のほ
うでこれは外せないという一部の企画を指定
シンポジウム、指定ワークショップとしてお願
いして、それ以外の多くを会員からの公募企
画としました。あとは一般講演をできるだけや
ろうと。ワークショップの数を増やすよりも、ポ
スター発表の中から一般口頭発表への希望を
募って、若手を積極的にピックアップしました。
もちろんポスター発表もいいんですけどね、や
はり講演というチャンスも若手には大切かな
と思ったんです。

岩崎　そうですよね。うちの学生さんでも、ぜ
ひトークで発表したい！と言う人もいるので、
広くトークのチャンスがあるっていうのは良い
ことだと思います。

塩見　若手がたくさん参加しているとにぎや
かで活気があっていいですよね。先生の年会
には高校生も参加されたとか、分生年会での
高校生発表（企画）が始まる前年でしたが、お
問い合わせがあったのでしょうか？

花岡　とある高校の先生から、生徒たちを年
会に参加させてあげたいというリクエストが事
務局に入ったんです。分生ではあまりそういう
対応はしていなかったんですけど、まぎれもな
い次世代の担い手なわけですし、それをつな
ごうとした先生の熱意と言うかな、そういうも

のを感じたのもあって「是非、分子生物学会の
年会を体感してください」とお返事をしました。

岩崎　何人くらいいらしたのですか？

花岡　十数人だったかな。おひとりずつにプ
ログラム冊子を渡したら皆さんすごく喜んでく
れましたし、展示会場で結構な景品が当たっ
た生徒さんもいたようですよ。高校生発表など
の生命科学教育事業が翌年にスタートしたの
で、私たちの年会がお役に立てたのなら嬉し
いです。

岩崎　展示会場では、ブースに寄るとチュー
ブやプレートなど、もらえたりしますね（笑）。
高校生の年会参加や発表は、今でも続いてい
るので、この年会で始まった試みがポジティブ
に評価されているということなんでしょうね！

花岡　引率された先生が素晴らしい方でね。
おそらくご自身も分子生物学研究のバックグ
ラウンドがあって、ポスドクなどを経験されて
いたかもしれないと思っているんですけど、こ
ういう方が熱意をもって若手を教育するから
成立するところもある。生徒さんたちに夢と希
望を与えたいというスタンスで参加を申し出
てくださったので、私としてもお引き受けして
本当によかったと思っています。

塩見　すごく未来志向のプログラムで、お祭
りのようだと形容される分生年会のひとつの
醍醐味と言えますね。そのときの高校生が20
代の後半になって、いま何をなさっているのか
…　とても興味があります。

花岡　おっしゃる通りですね。おひとりでも、
サイエンスに関わるところにいてくれたらこん
な幸せなことはありません。そうそう、富澤基
金の第1回贈呈式もこの年会だったんですよ。

塩見　2021年会でメモリアルイベントを開催
します。年会の二日目に、特別ワークショップ
のほか、歴代の助成対象者によるポスター発
表も予定しています。私も基金運営委員をして
いましたので、総勢50人の歴代の助成対象者
がいまどんな研究をどこでどのようになさっ
ているのか、とても楽しみにしているんです。市
民公開講座『心とからだの生物学』、これは先
生のご企画でしたか？

花岡　はい、これは私が企画しました（笑）。中
村桂子先生に司会をお願いするところから考
え始めましてね。脳関係の方が多いのは当時
を物語っているかな。分子生物学会だからで
しょうけど、快く引き受けてくださいました。中
村先生は長らくJT生命誌研究館のお仕事を
されて、2020年の4月に名誉館長になられて
います。

塩見　あ、演者が男女半々ですね！　このあ
たりは意識されたのですか？

花岡　ええ、もちろん意識しました。でも日本
の男女共同参画は進まないようですけど…

塩見　そうなんですよ、我々が期待するほどに
は進んでいないんです。花岡先生の目に映る
分生年会での印象はいかがですか？

花岡　分子生物学会に占める女性会員の割
合に比べて、年会のオーガナイザーやスピー
カーに女性が少ないですよね。それで、小原先
生の2009年会で、女性オーガナイザーによる
企画、女性スピーカーを積極的に登用するな
どのアクションを起こされたんですけど、
2011年会ではもう一歩踏み込んで、『男女共
同参画の実現と若手研究者の育成』にも力を
入れるという方針を打ち出しました。

岩崎　女性や若手としても、ちょっと背中を押
してもらうようなことがあると、それをきっか
けにやってみようと思える方もいると思うので、
良い動機付けにもなりますよね。

花岡　目標設定も大事でしょうが、国の政策
も然りで、旗振り役・リード役がいないと進み
ませんからね。草の根的なことも大事、でもそ
れだけでは短期で効果を上げるのはむずかし
いのが実状です。

岩崎　当事者の女性研究者から声をあげら
れたらいいんでしょうけど、そういう気質を
もった女性は特に日本人には少ないのかもし
れません。そういった声が昔から大きければ
今のような状況にはなっていないでしょうし。

塩見　そうね。時間はかかるかもしれないけ
れど、こういったことをリードする人、バトンを
受け継ぐ人、がいて徐々に醸成されていくもの
なんでしょうね。海外の学会へ行くとすごく女
性がたくさんいるじゃないですか。リードしな
ければって花岡先生が思われたきっかけが
あったのですか？

花岡　まさにそれ、海外へ行くと思うんですよ。
大規模ではない、150人とか200人くらいが参
加するようなミーティングだと、その分野の
トップの人が来て、そこにポスドクや学生も参
加していますよね。プログラムを見てみると当
たり前のように女性が活躍しているんです。こ
れはいかに日本が遅れているかということ。サ
イエンスは格闘技とは違うんだから、男女で
差があるわけもなく、すべて平等であるべきだ
し、アメリカあたりだと生物系はポスドクから
学生から女性のほうが多いくらいの印象です
よね。そういうところに近づけていかないと世
界から取り残されてしまう。サイエンスこそ、そ
ういったアクションを起こさなければいけな
いと強く思いますね。

塩見　国ごとの特性があるにしても、日本は
もっと基本の部分、根底のところを変えていく
べきですよね。それではもうひとつ、育成すべ
しとお考えになった若手についてはいかがで
しょうか？　JSTがごく最近始めたSPRING
（https://www.jst.go.jp/jisedai/）は、博士
後期課程に入った学生を学振レベルで経済
的にサポートしていきましょうというものです。
こういう制度が充実して博士が増えるといい
んですけどね。あと、アカデミアのポストの問
題があって、修士を出たら企業へ就職という
ケースが増えていますよね。将来へのリスクと
感じる若者がいるのは致し方ない気もします
が、研究を通してわからないことが自分の力で
わかるようになるのって、とても魅力的だと思
うんです。

岩崎　小学生の人気職業ランキングだと研究

者は常に上位にあるので、10代の前半くらい
までは素直に魅力的な職業だと思ってもらえ
ているのかなって。年齢があがるにつれてリス
クなども加味して考えると、その魅力は激減し
ちゃうってことでしょうか…

花岡　将来へのリスクは、これは昔からあっ
たように思います。社会や経済の状況、それに
ポストの問題もあるのでしょうが、本当にやり
たいことをやりたいって言えるといいんですけ
どね。ですから、高校生とか若者には広い範囲
での取り組みが必要です。本当はね、以前の春
季シンポジウムのような小規模なイベントも
若手にとっていいものだと思います。

塩見　生物学研究の世界では、分子生物学会
とかが上手に魅力を伝えていかなくてはなら
ない。そうなると、さっきの高校生への対応と
か、生命科学教育的な活動は大事になってき
ますね。春季シンポジウムの予算を付け替え
ることで始まった国際化支援は、サポートして
それっきりという感じがあります。海外の人が
呼べたりして、よい事業だとは思うんですけど、
分生にとってのリターンは何かなと。

花岡　その特定の分野にはいいんですよ。で
も、学会が定常的に動いていては機会が創り
切れないので、合宿形式のセミナーとか特に
若い人に刺激になるものがあるといいですね。

塩見　学会の国際化やオンライン化について
はいかがでしょうか？　全部を英語にしたと
き、「何もわからないんじゃおもしろくない」と
いうご意見もあります。日本語で教育を受ける

ということも大事ですし、どのあたりでバラン
スをとるかでしょうか。

岩崎　学生さんとかが初めて学会で話をする
ようなとき、完全英語だとそれはきびしい。
RNA学会みたいに、RNAの話だけをしますっ
て学会だと英語もなんとかついていけるので
すが、分生の場合、幅広い分野が一堂に会す
るのが特徴であり魅力ですからね。

花岡　そうなんですよね。分生くらいの規模で、
様々な分野の話が聴けるっていう学会だと、
専門分野以外の話を理解するのは決して簡単
ではありません。学会に参加してほかの分野
の話しもかじってくるのが分生のいいところな
ので、完全英語となるとちょっと違うかな。英
語教育は当然大事なんですけどね。だからこ
そ、海外へ行くことが大きな経験となるんです。

塩見　私もある程度の英語化が必要かなと
思っていた時期もあるんですけど、日本語を織
り交ぜつつくらいがいいかなと。数年前、胡桃
坂（仁志）さんのワークショップの言語が日本
語で、質問が止まずにすごく盛り上がっていた
んですよ。英語オンリーのセッションではなか
なかこれを体験しづらくて、新鮮さを感じまし
た。若者がそういう風に積極的になれるなら、
日本語セッションを行うのもいいのかなと
思った記憶があります。

花岡　やはり、バランスということでしょうね。
英語に寄りすぎて活発な議論にならないよう
では本末転倒ですから。
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塩見　活発な議論といえば、やはり多くの研
究者に現地に来ていただく年会、ですよね。今
年はコロナ禍での対応で致し方なく現地プラ
スオンライン形式なのですが、二つの年会を
同時開催するような感じで、しかも感染対策
も求められるし、企業さんにお世話になってい
る協賛もなかなか読めず、ということで予算的
にも非常に厳しいのが現状です。

花岡　そうですよね、今年はどの学会も特に
むずかしいでしょう。オンラインのよいところ
もあると思いますが、あまり学会らしくはない
ですからね。

岩崎　やっぱりオンサイトで学会があって、先
生のような大御所の方にたまたま発表をきい
て頂いてアドバイスなど頂ければ、とても励み
になります。自分の発表以外にも、現地でいろ
んな人の面白い発表を聞いたり、ディスカッ
ションしたりしてラボに戻ると、また研究を頑
張るぞーってモチベーションもあがりますし。

塩見　本当に、2021年会は、なるべく多くの
現地希望者に横浜でサイエンスを議論しても
らいたいです。貧相でなく、明るく、堂々とした
分生らしい年会にする、これが年会を託され
た私たち組織委員の使命だと思います。それ
では最後に、2021年会に熱いエールを。

花岡　研究者自身が何か新しいことを始めよ
うとしたときに、勉強するよりもまずは目と耳
から情報を入れるというのが手っ取り早い。
ですから、専門的な学会プラス分生というスタ
イルは日本の生命科学にとって重要な役割を

果たしています。このコロナ禍で、サイエンス
が日本の人たちを明るくしていけるように、分
子生物学に従事する研究者たちが生き生きと
した姿を国民の皆さんに見せたいですね。分
子生物学会は、そういうところにも存在意義
のある学会だと思います。

塩見　花岡先生、本日はありがとうございま
した。



塩見　花岡先生の年会はちょうど10年前で
した。ではまず、『分子からヒトへ ―メカニズム
を知り、コントロールする』のコンセプトから
お伺いします。これは先生が付けられたので
すか？

花岡　普通はそうですよね（笑）。実はこの
キャッチコピー、組織委員長の永田恭介さん
が考えてくれたんです。それで、『基礎研究と応
用研究の基軸としての分子生物学』をテーマ
として、彼に年会全体を取り仕切ってもらって、
コアメンバーの人選なども永田さんが考えて
くれました。

塩見　財務委員長というポジションもあった
んですね。

花岡　はい、分生の年会は何と言っても企業
協賛で成り立っていますから、運営会社へ丸
投げするのではなく、組織委員会に財務委員
長を置きました。私たちが声をかけやすい企
業さんもありますし、協力を得るために企業ま
わりもしました。そういうことでお金を工面す
ることによって、年会をやった充実感を得るこ
ともできました。

塩見　素晴らしい取り組みですね。いまはコ

ロナの状況もあったりして、私たちも企業さん
にダイレクトにお願いすることを続けています。
2011年会は、会期の9か月前、東日本大震災
に見舞われました。10年ってあっという間で
すけれども、震災への対応は本当にご苦労さ
れたと思います。

花岡　もちろん、年会開催に向けて私たちも
大変なことはありましたけど、被災地の方、被
災された方はとんでもない経験をされたわけ
ですからね、私たちとしては分生年会でやれる
ことをやろうと。企業のなかには大きな打撃を
受けたところもありましたが、早めに準備をし
ていたのが功を奏して結果的に大きな影響を
受けずに乗り切れたと思います。財務を担当
した菅澤薫さんの頑張りと、呼応してくれた企
業さんの協力が本当にありがたかったです。

岩崎　参加者には影響がなかったのですか？

花岡　3月25日がシンポジウム・ワークショッ

プの公募締切でしたから、まずはこれを第1回
目の締切として公募枠全体の約3分の2を採
択して、第2回目の締切を5月10日に設け、残
りの3分の1をピックアップするという二段階
で対応しました。プログラム委員長の三浦正
幸さんを中心にプログラム委員の皆さんが例
年より数か月の後ろ倒しスケジュールで編成
してくれたんです。Late-breaking Abstract
もギリギリまで受け付けられるよう工夫しま
した。そして、被災された学生会員の参加登録
費を免除、当時の小原雄治理事長と歩調を合
わせて年度会費も免除することにしました。そ
ういう努力もしたので、年会としては無事に例
年通りの規模で開催することができました。

塩見　先生のご配慮で年会参加の希望が叶っ
た学生さんも多かったことでしょうね。私たち
も多くの若手に横浜へ来てもらえるようインセ
ンティブを検討しています。では、年会プログラ
ムの中身ですが、「One Day 研究集会」という
試みはどういったものだったのでしょう？
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スター発表の中から一般口頭発表への希望を
募って、若手を積極的にピックアップしました。
もちろんポスター発表もいいんですけどね、や
はり講演というチャンスも若手には大切かな
と思ったんです。

岩崎　そうですよね。うちの学生さんでも、ぜ
ひトークで発表したい！と言う人もいるので、
広くトークのチャンスがあるっていうのは良い
ことだと思います。

塩見　若手がたくさん参加しているとにぎや
かで活気があっていいですよね。先生の年会
には高校生も参加されたとか、分生年会での
高校生発表（企画）が始まる前年でしたが、お
問い合わせがあったのでしょうか？

花岡　とある高校の先生から、生徒たちを年
会に参加させてあげたいというリクエストが事
務局に入ったんです。分生ではあまりそういう
対応はしていなかったんですけど、まぎれもな
い次世代の担い手なわけですし、それをつな
ごうとした先生の熱意と言うかな、そういうも

のを感じたのもあって「是非、分子生物学会の
年会を体感してください」とお返事をしました。

岩崎　何人くらいいらしたのですか？

花岡　十数人だったかな。おひとりずつにプ
ログラム冊子を渡したら皆さんすごく喜んでく
れましたし、展示会場で結構な景品が当たっ
た生徒さんもいたようですよ。高校生発表など
の生命科学教育事業が翌年にスタートしたの
で、私たちの年会がお役に立てたのなら嬉し
いです。

岩崎　展示会場では、ブースに寄るとチュー
ブやプレートなど、もらえたりしますね（笑）。
高校生の年会参加や発表は、今でも続いてい
るので、この年会で始まった試みがポジティブ
に評価されているということなんでしょうね！

花岡　引率された先生が素晴らしい方でね。
おそらくご自身も分子生物学研究のバックグ
ラウンドがあって、ポスドクなどを経験されて
いたかもしれないと思っているんですけど、こ
ういう方が熱意をもって若手を教育するから
成立するところもある。生徒さんたちに夢と希
望を与えたいというスタンスで参加を申し出
てくださったので、私としてもお引き受けして
本当によかったと思っています。

塩見　すごく未来志向のプログラムで、お祭
りのようだと形容される分生年会のひとつの
醍醐味と言えますね。そのときの高校生が20
代の後半になって、いま何をなさっているのか
…　とても興味があります。

花岡　おっしゃる通りですね。おひとりでも、
サイエンスに関わるところにいてくれたらこん
な幸せなことはありません。そうそう、富澤基
金の第1回贈呈式もこの年会だったんですよ。

塩見　2021年会でメモリアルイベントを開催
します。年会の二日目に、特別ワークショップ
のほか、歴代の助成対象者によるポスター発
表も予定しています。私も基金運営委員をして
いましたので、総勢50人の歴代の助成対象者
がいまどんな研究をどこでどのようになさっ
ているのか、とても楽しみにしているんです。市
民公開講座『心とからだの生物学』、これは先
生のご企画でしたか？

花岡　はい、これは私が企画しました（笑）。中
村桂子先生に司会をお願いするところから考
え始めましてね。脳関係の方が多いのは当時
を物語っているかな。分子生物学会だからで
しょうけど、快く引き受けてくださいました。中
村先生は長らくJT生命誌研究館のお仕事を
されて、2020年の4月に名誉館長になられて
います。

塩見　あ、演者が男女半々ですね！　このあ
たりは意識されたのですか？

花岡　ええ、もちろん意識しました。でも日本
の男女共同参画は進まないようですけど…

塩見　そうなんですよ、我々が期待するほどに
は進んでいないんです。花岡先生の目に映る
分生年会での印象はいかがですか？

花岡　分子生物学会に占める女性会員の割
合に比べて、年会のオーガナイザーやスピー
カーに女性が少ないですよね。それで、小原先
生の2009年会で、女性オーガナイザーによる
企画、女性スピーカーを積極的に登用するな
どのアクションを起こされたんですけど、
2011年会ではもう一歩踏み込んで、『男女共
同参画の実現と若手研究者の育成』にも力を
入れるという方針を打ち出しました。

岩崎　女性や若手としても、ちょっと背中を押
してもらうようなことがあると、それをきっか
けにやってみようと思える方もいると思うので、
良い動機付けにもなりますよね。

花岡　目標設定も大事でしょうが、国の政策
も然りで、旗振り役・リード役がいないと進み
ませんからね。草の根的なことも大事、でもそ
れだけでは短期で効果を上げるのはむずかし
いのが実状です。

岩崎　当事者の女性研究者から声をあげら
れたらいいんでしょうけど、そういう気質を
もった女性は特に日本人には少ないのかもし
れません。そういった声が昔から大きければ
今のような状況にはなっていないでしょうし。

塩見　そうね。時間はかかるかもしれないけ
れど、こういったことをリードする人、バトンを
受け継ぐ人、がいて徐々に醸成されていくもの
なんでしょうね。海外の学会へ行くとすごく女
性がたくさんいるじゃないですか。リードしな
ければって花岡先生が思われたきっかけが
あったのですか？

花岡　まさにそれ、海外へ行くと思うんですよ。
大規模ではない、150人とか200人くらいが参
加するようなミーティングだと、その分野の
トップの人が来て、そこにポスドクや学生も参
加していますよね。プログラムを見てみると当
たり前のように女性が活躍しているんです。こ
れはいかに日本が遅れているかということ。サ
イエンスは格闘技とは違うんだから、男女で
差があるわけもなく、すべて平等であるべきだ
し、アメリカあたりだと生物系はポスドクから
学生から女性のほうが多いくらいの印象です
よね。そういうところに近づけていかないと世
界から取り残されてしまう。サイエンスこそ、そ
ういったアクションを起こさなければいけな
いと強く思いますね。

塩見　国ごとの特性があるにしても、日本は
もっと基本の部分、根底のところを変えていく
べきですよね。それではもうひとつ、育成すべ
しとお考えになった若手についてはいかがで
しょうか？　JSTがごく最近始めたSPRING
（https://www.jst.go.jp/jisedai/）は、博士
後期課程に入った学生を学振レベルで経済
的にサポートしていきましょうというものです。
こういう制度が充実して博士が増えるといい
んですけどね。あと、アカデミアのポストの問
題があって、修士を出たら企業へ就職という
ケースが増えていますよね。将来へのリスクと
感じる若者がいるのは致し方ない気もします
が、研究を通してわからないことが自分の力で
わかるようになるのって、とても魅力的だと思
うんです。

岩崎　小学生の人気職業ランキングだと研究

者は常に上位にあるので、10代の前半くらい
までは素直に魅力的な職業だと思ってもらえ
ているのかなって。年齢があがるにつれてリス
クなども加味して考えると、その魅力は激減し
ちゃうってことでしょうか…

花岡　将来へのリスクは、これは昔からあっ
たように思います。社会や経済の状況、それに
ポストの問題もあるのでしょうが、本当にやり
たいことをやりたいって言えるといいんですけ
どね。ですから、高校生とか若者には広い範囲
での取り組みが必要です。本当はね、以前の春
季シンポジウムのような小規模なイベントも
若手にとっていいものだと思います。

塩見　生物学研究の世界では、分子生物学会
とかが上手に魅力を伝えていかなくてはなら
ない。そうなると、さっきの高校生への対応と
か、生命科学教育的な活動は大事になってき
ますね。春季シンポジウムの予算を付け替え
ることで始まった国際化支援は、サポートして
それっきりという感じがあります。海外の人が
呼べたりして、よい事業だとは思うんですけど、
分生にとってのリターンは何かなと。

花岡　その特定の分野にはいいんですよ。で
も、学会が定常的に動いていては機会が創り
切れないので、合宿形式のセミナーとか特に
若い人に刺激になるものがあるといいですね。

塩見　学会の国際化やオンライン化について
はいかがでしょうか？　全部を英語にしたと
き、「何もわからないんじゃおもしろくない」と
いうご意見もあります。日本語で教育を受ける

ということも大事ですし、どのあたりでバラン
スをとるかでしょうか。

岩崎　学生さんとかが初めて学会で話をする
ようなとき、完全英語だとそれはきびしい。
RNA学会みたいに、RNAの話だけをしますっ
て学会だと英語もなんとかついていけるので
すが、分生の場合、幅広い分野が一堂に会す
るのが特徴であり魅力ですからね。

花岡　そうなんですよね。分生くらいの規模で、
様々な分野の話が聴けるっていう学会だと、
専門分野以外の話を理解するのは決して簡単
ではありません。学会に参加してほかの分野
の話しもかじってくるのが分生のいいところな
ので、完全英語となるとちょっと違うかな。英
語教育は当然大事なんですけどね。だからこ
そ、海外へ行くことが大きな経験となるんです。

塩見　私もある程度の英語化が必要かなと
思っていた時期もあるんですけど、日本語を織
り交ぜつつくらいがいいかなと。数年前、胡桃
坂（仁志）さんのワークショップの言語が日本
語で、質問が止まずにすごく盛り上がっていた
んですよ。英語オンリーのセッションではなか
なかこれを体験しづらくて、新鮮さを感じまし
た。若者がそういう風に積極的になれるなら、
日本語セッションを行うのもいいのかなと
思った記憶があります。

花岡　やはり、バランスということでしょうね。
英語に寄りすぎて活発な議論にならないよう
では本末転倒ですから。
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塩見　活発な議論といえば、やはり多くの研
究者に現地に来ていただく年会、ですよね。今
年はコロナ禍での対応で致し方なく現地プラ
スオンライン形式なのですが、二つの年会を
同時開催するような感じで、しかも感染対策
も求められるし、企業さんにお世話になってい
る協賛もなかなか読めず、ということで予算的
にも非常に厳しいのが現状です。

花岡　そうですよね、今年はどの学会も特に
むずかしいでしょう。オンラインのよいところ
もあると思いますが、あまり学会らしくはない
ですからね。

岩崎　やっぱりオンサイトで学会があって、先
生のような大御所の方にたまたま発表をきい
て頂いてアドバイスなど頂ければ、とても励み
になります。自分の発表以外にも、現地でいろ
んな人の面白い発表を聞いたり、ディスカッ
ションしたりしてラボに戻ると、また研究を頑
張るぞーってモチベーションもあがりますし。

塩見　本当に、2021年会は、なるべく多くの
現地希望者に横浜でサイエンスを議論しても
らいたいです。貧相でなく、明るく、堂々とした
分生らしい年会にする、これが年会を託され
た私たち組織委員の使命だと思います。それ
では最後に、2021年会に熱いエールを。

花岡　研究者自身が何か新しいことを始めよ
うとしたときに、勉強するよりもまずは目と耳
から情報を入れるというのが手っ取り早い。
ですから、専門的な学会プラス分生というスタ
イルは日本の生命科学にとって重要な役割を

果たしています。このコロナ禍で、サイエンス
が日本の人たちを明るくしていけるように、分
子生物学に従事する研究者たちが生き生きと
した姿を国民の皆さんに見せたいですね。分
子生物学会は、そういうところにも存在意義
のある学会だと思います。

塩見　花岡先生、本日はありがとうございま
した。



ポスター

塩見　花岡先生の年会はちょうど10年前で
した。ではまず、『分子からヒトへ ―メカニズム
を知り、コントロールする』のコンセプトから
お伺いします。これは先生が付けられたので
すか？

花岡　普通はそうですよね（笑）。実はこの
キャッチコピー、組織委員長の永田恭介さん
が考えてくれたんです。それで、『基礎研究と応
用研究の基軸としての分子生物学』をテーマ
として、彼に年会全体を取り仕切ってもらって、
コアメンバーの人選なども永田さんが考えて
くれました。

塩見　財務委員長というポジションもあった
んですね。

花岡　はい、分生の年会は何と言っても企業
協賛で成り立っていますから、運営会社へ丸
投げするのではなく、組織委員会に財務委員
長を置きました。私たちが声をかけやすい企
業さんもありますし、協力を得るために企業ま
わりもしました。そういうことでお金を工面す
ることによって、年会をやった充実感を得るこ
ともできました。

塩見　素晴らしい取り組みですね。いまはコ

ロナの状況もあったりして、私たちも企業さん
にダイレクトにお願いすることを続けています。
2011年会は、会期の9か月前、東日本大震災
に見舞われました。10年ってあっという間で
すけれども、震災への対応は本当にご苦労さ
れたと思います。

花岡　もちろん、年会開催に向けて私たちも
大変なことはありましたけど、被災地の方、被
災された方はとんでもない経験をされたわけ
ですからね、私たちとしては分生年会でやれる
ことをやろうと。企業のなかには大きな打撃を
受けたところもありましたが、早めに準備をし
ていたのが功を奏して結果的に大きな影響を
受けずに乗り切れたと思います。財務を担当
した菅澤薫さんの頑張りと、呼応してくれた企
業さんの協力が本当にありがたかったです。

岩崎　参加者には影響がなかったのですか？

花岡　3月25日がシンポジウム・ワークショッ

プの公募締切でしたから、まずはこれを第1回
目の締切として公募枠全体の約3分の2を採
択して、第2回目の締切を5月10日に設け、残
りの3分の1をピックアップするという二段階
で対応しました。プログラム委員長の三浦正
幸さんを中心にプログラム委員の皆さんが例
年より数か月の後ろ倒しスケジュールで編成
してくれたんです。Late-breaking Abstract
もギリギリまで受け付けられるよう工夫しま
した。そして、被災された学生会員の参加登録
費を免除、当時の小原雄治理事長と歩調を合
わせて年度会費も免除することにしました。そ
ういう努力もしたので、年会としては無事に例
年通りの規模で開催することができました。

塩見　先生のご配慮で年会参加の希望が叶っ
た学生さんも多かったことでしょうね。私たち
も多くの若手に横浜へ来てもらえるようインセ
ンティブを検討しています。では、年会プログラ
ムの中身ですが、「One Day 研究集会」という
試みはどういったものだったのでしょう？

花岡　これは、各日に同時並行させる2テーマ
を異なる分野とすることで、興味のあるプログ
ラムの開催時間が重なって聴講できないなど
の不満を解消しながら、自分の関連分野の
テーマ開催日だけの参加でも済むよう、多忙
な参加者の利便性を図ったものでした。今日
は“〇〇の日”という形で、Early Birdセミナー
から始まり、Leading Edgeセミナー、一般講
演、バイテクセミナー、ポスター発表、そして2
コマのシンポジウム・ワークショップで締める。
参加者は会期にメリハリをもたせて参加でき
ると、これも永田さんの発案で試みのひとつと
してやってくれました。

岩崎　これまでにないプログラム編成・企画
としてのチャレンジだったんですね。Early 
BirdとLeading Edge、このふたつのセミナー
はどんな違いがあったのでしょうか？

花岡　Early Birdセミナーは完全にエスタブ
リッシュされた先生に、研究の秘話だったり、
どんなきっかけでその分野に入ったかなど、
教育的な、特別講演のような位置付けでした。
一方のLeading Edgeは、当時バリバリと顕著
な業績を挙げている方によるセミナーでした。

岩崎　特別な機会でもない限り、こういう偉
大な先生の研究史みたいなものをじっくり聴
けることは少ないので、Early Birdのような講
演は特に若手は嬉しいですよね。

塩見　Leading Edgeの登壇者に東山（哲也）
さんがいますね！　東山さんには2021年会の
組織委員会に入ってもらっていますが、色々

“裏方的お仕事”をしていただいていて、なん
か申し訳ない感じです（笑）。さきほど公募締
切を二段階にされたとお話を伺いましたけれ
ども、指定企画もいくつかあったのですよね？

花岡　2011年会では、プログラム委員会のほ
うでこれは外せないという一部の企画を指定
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スター発表の中から一般口頭発表への希望を
募って、若手を積極的にピックアップしました。
もちろんポスター発表もいいんですけどね、や
はり講演というチャンスも若手には大切かな
と思ったんです。

岩崎　そうですよね。うちの学生さんでも、ぜ
ひトークで発表したい！と言う人もいるので、
広くトークのチャンスがあるっていうのは良い
ことだと思います。

塩見　若手がたくさん参加しているとにぎや
かで活気があっていいですよね。先生の年会
には高校生も参加されたとか、分生年会での
高校生発表（企画）が始まる前年でしたが、お
問い合わせがあったのでしょうか？

花岡　とある高校の先生から、生徒たちを年
会に参加させてあげたいというリクエストが事
務局に入ったんです。分生ではあまりそういう
対応はしていなかったんですけど、まぎれもな
い次世代の担い手なわけですし、それをつな
ごうとした先生の熱意と言うかな、そういうも

のを感じたのもあって「是非、分子生物学会の
年会を体感してください」とお返事をしました。
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花岡　十数人だったかな。おひとりずつにプ
ログラム冊子を渡したら皆さんすごく喜んでく
れましたし、展示会場で結構な景品が当たっ
た生徒さんもいたようですよ。高校生発表など
の生命科学教育事業が翌年にスタートしたの
で、私たちの年会がお役に立てたのなら嬉し
いです。

岩崎　展示会場では、ブースに寄るとチュー
ブやプレートなど、もらえたりしますね（笑）。
高校生の年会参加や発表は、今でも続いてい
るので、この年会で始まった試みがポジティブ
に評価されているということなんでしょうね！

花岡　引率された先生が素晴らしい方でね。
おそらくご自身も分子生物学研究のバックグ
ラウンドがあって、ポスドクなどを経験されて
いたかもしれないと思っているんですけど、こ
ういう方が熱意をもって若手を教育するから
成立するところもある。生徒さんたちに夢と希
望を与えたいというスタンスで参加を申し出
てくださったので、私としてもお引き受けして
本当によかったと思っています。

塩見　すごく未来志向のプログラムで、お祭
りのようだと形容される分生年会のひとつの
醍醐味と言えますね。そのときの高校生が20
代の後半になって、いま何をなさっているのか
…　とても興味があります。

花岡　おっしゃる通りですね。おひとりでも、
サイエンスに関わるところにいてくれたらこん
な幸せなことはありません。そうそう、富澤基
金の第1回贈呈式もこの年会だったんですよ。

塩見　2021年会でメモリアルイベントを開催
します。年会の二日目に、特別ワークショップ
のほか、歴代の助成対象者によるポスター発
表も予定しています。私も基金運営委員をして
いましたので、総勢50人の歴代の助成対象者
がいまどんな研究をどこでどのようになさっ
ているのか、とても楽しみにしているんです。市
民公開講座『心とからだの生物学』、これは先
生のご企画でしたか？

花岡　はい、これは私が企画しました（笑）。中
村桂子先生に司会をお願いするところから考
え始めましてね。脳関係の方が多いのは当時
を物語っているかな。分子生物学会だからで
しょうけど、快く引き受けてくださいました。中
村先生は長らくJT生命誌研究館のお仕事を
されて、2020年の4月に名誉館長になられて
います。

塩見　あ、演者が男女半々ですね！　このあ
たりは意識されたのですか？

花岡　ええ、もちろん意識しました。でも日本
の男女共同参画は進まないようですけど…

塩見　そうなんですよ、我々が期待するほどに
は進んでいないんです。花岡先生の目に映る
分生年会での印象はいかがですか？

花岡　分子生物学会に占める女性会員の割
合に比べて、年会のオーガナイザーやスピー
カーに女性が少ないですよね。それで、小原先
生の2009年会で、女性オーガナイザーによる
企画、女性スピーカーを積極的に登用するな
どのアクションを起こされたんですけど、
2011年会ではもう一歩踏み込んで、『男女共
同参画の実現と若手研究者の育成』にも力を
入れるという方針を打ち出しました。

岩崎　女性や若手としても、ちょっと背中を押
してもらうようなことがあると、それをきっか
けにやってみようと思える方もいると思うので、
良い動機付けにもなりますよね。

花岡　目標設定も大事でしょうが、国の政策
も然りで、旗振り役・リード役がいないと進み
ませんからね。草の根的なことも大事、でもそ
れだけでは短期で効果を上げるのはむずかし
いのが実状です。

岩崎　当事者の女性研究者から声をあげら
れたらいいんでしょうけど、そういう気質を
もった女性は特に日本人には少ないのかもし
れません。そういった声が昔から大きければ
今のような状況にはなっていないでしょうし。

塩見　そうね。時間はかかるかもしれないけ
れど、こういったことをリードする人、バトンを
受け継ぐ人、がいて徐々に醸成されていくもの
なんでしょうね。海外の学会へ行くとすごく女
性がたくさんいるじゃないですか。リードしな
ければって花岡先生が思われたきっかけが
あったのですか？

花岡　まさにそれ、海外へ行くと思うんですよ。
大規模ではない、150人とか200人くらいが参
加するようなミーティングだと、その分野の
トップの人が来て、そこにポスドクや学生も参
加していますよね。プログラムを見てみると当
たり前のように女性が活躍しているんです。こ
れはいかに日本が遅れているかということ。サ
イエンスは格闘技とは違うんだから、男女で
差があるわけもなく、すべて平等であるべきだ
し、アメリカあたりだと生物系はポスドクから
学生から女性のほうが多いくらいの印象です
よね。そういうところに近づけていかないと世
界から取り残されてしまう。サイエンスこそ、そ
ういったアクションを起こさなければいけな
いと強く思いますね。

塩見　国ごとの特性があるにしても、日本は
もっと基本の部分、根底のところを変えていく
べきですよね。それではもうひとつ、育成すべ
しとお考えになった若手についてはいかがで
しょうか？　JSTがごく最近始めたSPRING
（https://www.jst.go.jp/jisedai/）は、博士
後期課程に入った学生を学振レベルで経済
的にサポートしていきましょうというものです。
こういう制度が充実して博士が増えるといい
んですけどね。あと、アカデミアのポストの問
題があって、修士を出たら企業へ就職という
ケースが増えていますよね。将来へのリスクと
感じる若者がいるのは致し方ない気もします
が、研究を通してわからないことが自分の力で
わかるようになるのって、とても魅力的だと思
うんです。

岩崎　小学生の人気職業ランキングだと研究

者は常に上位にあるので、10代の前半くらい
までは素直に魅力的な職業だと思ってもらえ
ているのかなって。年齢があがるにつれてリス
クなども加味して考えると、その魅力は激減し
ちゃうってことでしょうか…

花岡　将来へのリスクは、これは昔からあっ
たように思います。社会や経済の状況、それに
ポストの問題もあるのでしょうが、本当にやり
たいことをやりたいって言えるといいんですけ
どね。ですから、高校生とか若者には広い範囲
での取り組みが必要です。本当はね、以前の春
季シンポジウムのような小規模なイベントも
若手にとっていいものだと思います。

塩見　生物学研究の世界では、分子生物学会
とかが上手に魅力を伝えていかなくてはなら
ない。そうなると、さっきの高校生への対応と
か、生命科学教育的な活動は大事になってき
ますね。春季シンポジウムの予算を付け替え
ることで始まった国際化支援は、サポートして
それっきりという感じがあります。海外の人が
呼べたりして、よい事業だとは思うんですけど、
分生にとってのリターンは何かなと。

花岡　その特定の分野にはいいんですよ。で
も、学会が定常的に動いていては機会が創り
切れないので、合宿形式のセミナーとか特に
若い人に刺激になるものがあるといいですね。

塩見　学会の国際化やオンライン化について
はいかがでしょうか？　全部を英語にしたと
き、「何もわからないんじゃおもしろくない」と
いうご意見もあります。日本語で教育を受ける

ということも大事ですし、どのあたりでバラン
スをとるかでしょうか。

岩崎　学生さんとかが初めて学会で話をする
ようなとき、完全英語だとそれはきびしい。
RNA学会みたいに、RNAの話だけをしますっ
て学会だと英語もなんとかついていけるので
すが、分生の場合、幅広い分野が一堂に会す
るのが特徴であり魅力ですからね。

花岡　そうなんですよね。分生くらいの規模で、
様々な分野の話が聴けるっていう学会だと、
専門分野以外の話を理解するのは決して簡単
ではありません。学会に参加してほかの分野
の話しもかじってくるのが分生のいいところな
ので、完全英語となるとちょっと違うかな。英
語教育は当然大事なんですけどね。だからこ
そ、海外へ行くことが大きな経験となるんです。

塩見　私もある程度の英語化が必要かなと
思っていた時期もあるんですけど、日本語を織
り交ぜつつくらいがいいかなと。数年前、胡桃
坂（仁志）さんのワークショップの言語が日本
語で、質問が止まずにすごく盛り上がっていた
んですよ。英語オンリーのセッションではなか
なかこれを体験しづらくて、新鮮さを感じまし
た。若者がそういう風に積極的になれるなら、
日本語セッションを行うのもいいのかなと
思った記憶があります。

花岡　やはり、バランスということでしょうね。
英語に寄りすぎて活発な議論にならないよう
では本末転倒ですから。

第34回（2011年）年会 花岡 文雄 年会長インタビュー  

5150

塩見　活発な議論といえば、やはり多くの研
究者に現地に来ていただく年会、ですよね。今
年はコロナ禍での対応で致し方なく現地プラ
スオンライン形式なのですが、二つの年会を
同時開催するような感じで、しかも感染対策
も求められるし、企業さんにお世話になってい
る協賛もなかなか読めず、ということで予算的
にも非常に厳しいのが現状です。

花岡　そうですよね、今年はどの学会も特に
むずかしいでしょう。オンラインのよいところ
もあると思いますが、あまり学会らしくはない
ですからね。

岩崎　やっぱりオンサイトで学会があって、先
生のような大御所の方にたまたま発表をきい
て頂いてアドバイスなど頂ければ、とても励み
になります。自分の発表以外にも、現地でいろ
んな人の面白い発表を聞いたり、ディスカッ
ションしたりしてラボに戻ると、また研究を頑
張るぞーってモチベーションもあがりますし。

塩見　本当に、2021年会は、なるべく多くの
現地希望者に横浜でサイエンスを議論しても
らいたいです。貧相でなく、明るく、堂々とした
分生らしい年会にする、これが年会を託され
た私たち組織委員の使命だと思います。それ
では最後に、2021年会に熱いエールを。

花岡　研究者自身が何か新しいことを始めよ
うとしたときに、勉強するよりもまずは目と耳
から情報を入れるというのが手っ取り早い。
ですから、専門的な学会プラス分生というスタ
イルは日本の生命科学にとって重要な役割を

果たしています。このコロナ禍で、サイエンス
が日本の人たちを明るくしていけるように、分
子生物学に従事する研究者たちが生き生きと
した姿を国民の皆さんに見せたいですね。分
子生物学会は、そういうところにも存在意義
のある学会だと思います。

塩見　花岡先生、本日はありがとうございま
した。

花岡 文雄（はなおか ふみお）
1946年生まれ
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年会長挨拶

このたびの東日本大震災ならびに東京電力福島第一原発事故で被害に遭われた皆様に対し謹んでお見舞い申し上げま

すとともに、一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

さて日本分子生物学会は、第34回年会を、本年12月 13日～16日の4日間にわたり横浜にて開催いたします。今回

は「分子からヒトへ　－メカニズムを知り、コントロールする－」というキャッチコピーのもと、「基礎研究と応用研

究の基軸としての分子生物学」をテーマといたしました。本年会を企画するにあたって準備委員会で何度も話し合いの

機会をもち、プログラム委員の皆様には、年会長の在住地域にこだわらず、広く日本全国から参加して頂くことといた

しました。またこれまでの年会でも採用された特徴を活かしつつ、いくつかの新しい試みを含めて年会を進めることと

いたしました。その詳細は会報No. 98およびNo. 99に掲載されておりますので、ここでは繰り返しませんが、今日は

「◯◯の日」という形で、Early Birdセミナーから始まり、Leading Edgeセミナー、一般講演、バイテクセミナー、ポ

スター発表、2コマのシンポジウム・ワークショップで締めるという、いわば「一日研究集会」のようなものを行いま

す。こうすることによって、会員は年会の会期にメリハリを持たせて参加出来ますし、超多忙な会員は自分に最も近い

研究集会の日だけを選択して参加することも可能です。

シンポジウム・ワークショップの一部はプログラム委員に企画していただいたものもありますが、大多数は会員の皆

様のご提案からプログラム委員会で選択いたしました。3月下旬を締切りとしてシンポジウム・ワークショップを公募

していたその最中に例の大震災が起きましたので、東北地方の会員の便宜を計らうため、まず公募枠全体の約3分の2

を採択し、2段目の締切りを5月上旬に設け、残り3分の 1をピックアップするという2段階にいたしました。その2

回の採択時ともに予想を大幅に上回る応募があり、プログラム委員会ではこれらの選択・調整に大いに頭を悩ませたと

聞いております。困難な作業をして頂いたプログラム委員の皆様にこの場を借りて心より感謝申し上げます。また、優

れたご提案にも関わらず会場の関係で残念ながら採択できなかった応募も複数ありました。積極的な応募をいただきま

したことに重ねて感謝申し上げます。

本年会のもう一つの特徴は、一般演題を特に重視することです。最近の年会では、ワークショップの一部に一般演題か

らピックアップされた講演を採択する場合は見られましたが、今回はそれをさらに進めて、一般演題の中で本人が口頭発

表を希望するものの中からプログラム委員会が「一般講演」として採択することにしております。特に口頭発表の機会の

少ない若手研究者や院生を中心に、ポスター発表とともに一般講演でも自らの研究をアピールする場を提供します。

これまでも本学会は若手や女性研究者に対して、特に配慮をしてきておりますが、本年会でも上記「一般講演」の機

会を設ける、シンポジウム・ワークショップのオーガナイザーや講演者に若手・女性研究者を積極的に登用する、など

の具体的な措置を取っているほか、例年のように保育室や親子休憩室を会場内に設けて、少子化対策、男女共同参画の

実現などに配慮いたしております。

第34回日本分子生物学会年会
年会長　花岡　文雄

（学習院大学理学部生命科学科）

ご挨拶

プログラム 年会長あいさつ



また従来からの流れにしたがって、外国にも開かれた学会でありたいとの思いから、シンポジウムでは講演、質疑応

答すべてを英語で、またワークショップにおいても講演は英語、質疑応答は座長の裁量にお任せするという形で行いま

す。またポスター発表においても、少なくとも要旨は英語での執筆を推奨いたします。

さらに、これもここ数年の流れを踏襲し、要旨集はオンライン化し、印刷物は発行いたしません。ただしプログラム

集は印刷物を作成・送付し、参加登録者はパスワードと IDを用いて年会ホームページから事前に要旨等の閲覧・検

索・ダウンロードができるようにいたします。また会場においては、PCやスマートフォンにて検索・閲覧・その他の

サービスを利用出来るようにする予定です。

また今年度に特別の配慮として、東日本大震災で被災された学生会員の2011年度学会会費と年会登録費を免除いた

します。手続き等については学会本部のホームページおよび年会ホームページでお知らせします。

この国難の年に、わが国の分子生物学に関わる研究者が一堂に会し、さらに海外からの研究者にも参加していただき

幅広い分野について、実りある議論をかわすことによって、分子生物学のさらなる発展の一助になればと願っておりま

す。12月に横浜で皆様とお会いできることを楽しみにいたしております。



塩見　小安先生の年会でプログラム委員長を
務めさせていただいたのですが、最初の会議
で先生はこう仰いました。「コンカレントにする
と人が分散してしまうから、セッション数を減
らしてでも会場に人を集めたい」とても明快
だったのでよく覚えています。このメッセージ
の理由からお伺いしてよろしいでしょうか？

小安　若手を中心に考えるのが分子生物学会
ですから、ポスター発表も口頭発表も活気が
感じられる雰囲気を大切にしたかったんです。
そのためにはとにかくサイエンスを中心にする、
これが私の唯一のコンセプトでした。それにな

んだかんだと皆さんお忙しいし、会期四日は長
いという議論もされていました。全体のプログ
ラムを三日にできる自信もありましたし、いず
れ誰かの決断に委ねることになるんだったら
私が決めようと、そう考えてのことでした。

岩崎　のちの年会アンケートをみますと、会
期を三日間にされたことに加えて、小型化・軽
量化されたA5サイズのプログラムも、世代を
問わず参加者に高評価だったようですね。年
会の会場でパソコンを持ち歩く方は少なくあ
りませんし、コンパクトになったプログラムは
以降のスタンダードになりました。その一方で、

口頭発表に応募のあった79件を49セッショ
ンに編成するのはかなり大変な作業だったの
ではないでしょうか？

小安　三日でやるのは初めて、さらにセッショ
ン数を大幅に減らしたわけですから、塩見さ
んはじめプログラム委員の先生方にはご負担
をかけました。プログラムに落とし込んでいく
作業は私もドキドキしましたが（笑）、皆さんが
うまく編成してくれました。スロットがあるか
ら埋めていくという機械的な作業ではなく、表
現がむずかしいけれども、おもしろい発表には
人が集まるんですよ。シンポジウムに大物を呼
べば何となく箔が付くような感じもわかるけ
ど、それだったら実際にデータを出している中
堅や若手にやってもらったほうがよっぽどい
い。それに、分生年会の主軸はあくまでもポス
ター発表であって、特に若手のポスターに人
が集まることが何より重要だと思っています。
2009年会で小原（雄治）さんが命名したディ
スカッサー制度がありますよね。私自身もディ

スカッサーをやってみて、体験してその良さが
よくわかりました。若い人がすごく喜んでくれ
る。緊張もするだろうけど、なかなか接点のな
いような人が自分の話を聞いてくれる、自分の
ポスターをみてディスカッションしてくれる。
今回も真剣な眼差しで議論が交わされる幾多
のシーンにふれたとき、「年会長をお引き受け
してよかった」という気持ちが心の底から湧き
上がるのを感じました。

塩見　嶋田一夫先生（組織委員長）や石野史
敏先生（組織委員）と年会本部でそういったお
話をされていましたよね。参加者数の推移
データとにらめっこしながら（笑）。

小安　そうそう、それでポスター討論が始ま
る頃に彼らと展示ホールへ移動して、急遽参
加できなくなったディスカッサーがいると知
れば、顔見知りの足を止めて「何番から何番ま
でのポスターディスカッサーをたのむ！」みた
いなこともやりましたね。
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岩崎　2021年会でもこの制度の良い部分を
生かしてさらにバージョンアップできるような
仕掛けを検討したいと思います。

小安　「わざわざポスターをまわる意味があ
るのか？」というような指摘は今も少なからず
あるでしょうね。ただ、せっかく研究の成果を
まとめた発表者に対して年会は敬意を払うべ
きで、私はそれが若手育成にもつながると
思っています。例えば、これから論文にしよう
としている若手には実験のバリエーションを
提案してあげるとか、ポジティブなフィード
バックが大事で、こういうことがサイエンス全
体を底上げして、サイエンス自体を活性化して
いくんじゃないですかね。

塩見　昔は辛辣で厳しい質問を受けた学生
がフリーズするみたいなことがあったと聞い
ています。私もアメリカから帰ってきてすぐく
らいの分生年会だったかな、そういった場面
に遭遇したこともありました。最近は、質疑応
答は大変お行儀よくなされますよね。シンポジ
ウムやワークショップの座長を仰せつかって、
フロアからの質問がなくて、私がポディウムか
ら質問を続投するといった経験もあります。

小安　何十年も前は、勢いのある若手がいた
ら、「ぺんぺん草が生えなくなるまで叩いてか
らがスタートだ！」みたいなこともあったと聞
きます（笑）。私自身も、突っ込みどころのある
発表にはすべて質問するようなタイプですが、
闇雲に厳しい質問を浴びせるのではなく、た
だただ真剣に議論するということでしょう。少
なくともサイエンスの議論はそうでなければ

いけない。ディスカッサーがポスター会場をま
わって議論することで、議論がない発表が無
いという、こういうスタイルが分子生物学会の
年会に合っていると感じます。

塩見　そうですよね、私もそう思います。では、
いまの若手、分子生物学にかぎらず、ライフサ
イエンスの日本の若手研究者を先生はどうみ
てらっしゃいますか？

小安　「博士後期課程の若手を増やさないと
日本のサイエンスが終わってしまう」というこ
とをあちこちで発言しています。給料を出すべ
きだと主張していますし、言い続けないといけ
ません。分生はキャリアパス委員会が発信を続
けているけど、これはすごく有効な取り組みだ
と思いますよ。研究の現場では、それぞれの施
設が共同研究や連携大学院などの仕組みを駆
使しているわけですが、本筋としては、サイエン
スがおもしろいってことを学生さんに根付か
せる活動が重要でしょうね。若い人って、研究
でおもしろい結果が出てそれを楽しいと思うと、
結構馬力が入るじゃないですか。そういう人を
増やしてあげたいですよね。かと言って、ボスが
むやみにおだてるのは甘やかすだけになって
しまうかもしれない。だからこそ、研究室から
離れた学会発表の場で、ディスカッサーと議論
するような機会があるべきと思います。

塩見　ポスターは女性がたくさん発表してい
ていいですよね。分生会員の女性比率（3割
弱）よりも高い比率ですし、これはとても喜ば
しいことです。ただ、シンポジウムやワーク
ショップでの比率の低さにはあまり変化がみ

られていません。

小安　日本でも持続的に取り組んでいるけど、
なかなか増えていないですね。「スピーカーの
3分の1は女性に」という国際的なアベレージ
になるべく近づけようとしているものの、そも
そも欧米はそんなルールがなくても女性が多
いからね。日本にだって性別を限定した公募
や賞には絶対応募しないって人もいるし、何
が正しいのか、どうあるべきか、難しさをいつ
も感じています。

塩見　海外では参加者が女性ばかりのセッ
ションもあったりしますよね。分子生物学会で
も、年会保育室を導入された山本正幸先生の
2001年会で、スピーカーが全員女性のワーク
ショップが企画されました。その後、男女共同
参画ワーキンググループが委員会組織に昇格
して、今はキャリアパス委員会のもと、女性研
究者を盛り上げようと年会での企画が毎年の
ように行われてきています。2021年会で久し
ぶりに女性だけを集めてみようと思う反面、こ
れはつまり20年間、我々は、同じ目標に向かっ
て同じような企画を行っているんだ、という実
情を思い知らされ、焦りというか、一抹の不安
をおぼえたのも事実です。なんとかしたいと
ずっと考えていますが、同時にフッと思い浮か
んだのは、果たして日本の女性若手研究者で、
PIとしてバリバリやっていきたい人がどれくら
いいるのか、ということなんですね。我々は、彼
女たちの希望を汲み取り、彼女たちにとって良
かれと思ってやっている企画なども、本当は
ちょっと的ハズレで、だから費用対効果が思
うほど出てきていないのではないか。そろそろ、

当事者の生の声を改めて拾い集め、問題意識
を新たにし、それに沿った改革を推進する時
なのかな、その主体となるのも歳をとった我々
ではなく、女性若手研究者たち自身に任せて
みる、少なくとも案を出してもらうのは良いの
かな、と思ったりもします。

岩崎　研究を続けていきたいというところか
ら、PIというものを意識したとき、すごく高い
ハードルだと捉えている女性が少なくないと
思います。PIを目指すなら結婚も出産もあきら
め、多くを犠牲にしないと無理だと思っている
人が多い…　研究も完璧にやりたいし、子育
てだって完璧にと考えたら、それはどちらかし
か選択できなくなりますよね。私は小学生の頃
にアメリカにいましたが、日本人メンタルなの
でいろいろと不安になることもあります（笑）。
でも、美喜子さんみたいな女性PIもいますし、
幸せに研究できるんだということをしっかり
示す必要がありそうです。

小安　生活に何を求めるのか、その基準が変
わってきている可能性もありそうだけど、やっ
ぱり頑張っている人をロールモデルとして宣
伝しなきゃいけないでしょうね。

塩見　アメリカで過ごしているうちに、あまり
気を張らず、それほどちゃんとしなくてもいい
んだと、周囲の女性研究者たちをみてそう思
えるようになったんです。それを日本でどう設
定するかが問題ですけど、自分が見聞きして
きたやり方がスタンダードだとは決め付けず、
いろんなやり方、多様性を知るためにも海外
への留学はよいと思います。

小安　そう、多様性を知って、そこから学ぶこ
とが大事ですね。アメリカにかぎったことでは
ないでしょうが、海外での手続きのいい加減
さにとまどった日本人は少なくないんじゃな
いかな。ただそれでも不思議と慣れちゃうんだ
よね（笑）。最初は抵抗があっても、慣れるとむ
しろ楽に感じたりしてね。さらに日本に帰って
くると、細かいことは指摘しないで欲しいと思
うようにもなる。

塩見　そういう意味でも、学会は多様性の坩
堝と言えそうですが、広い研究領域をカバーす
る分子生物学についてはどう思われますか？

小安　学会の創立40周年記念対談で大石道
夫さん（第10期会長）に逆に問いかけられてし
まったんだけど、「21世紀の分子生物学は何
がある？」、「分子生物学会の存在意義はなん
だ！」というわけです。世界的にみても、「分子
生物学」の学会って日本にしかありませんが、
そのコンセプトになったのは「分子遺伝学」で
したよね。遺伝子と個体とのあいだのブラック
ボックスをいかに解くかというところがあって、
還元主義の権化みたいな学問だったからね、
分子生物学というのは。だけどそれが今日的
な意味になったとき、「分子生物学」とは果た
して何だろうと。分子生物学的な手法を使って
拡大してきた学会であることはたしかですが、
かなり深い問いであるように思いますね。

岩崎　年会プログラムで演題分類の変遷をみ
ると、本当に広い領域をカバーする学会であ
ることがわかりますが、これらの領域も、マー
ジしたり、分岐したり、新設されたり、実は今で

もずっと変わり続けてきているんです。

塩見　分生はそういう変化を遂げながら、最
近ではEMBOとの関係強化によって、フェ
ローシップ制度を若手に活用してもらうため
のサポートをしたり、ラボマネージメントスキ
ルを理論的に学べるコースを共同開催したり、
若手支援を前提とした学会の国際化に力点を
置いています。また、韓国分子細胞生物学会
（KSMCB）などからもアプローチを受けてい
ます。このような海外との連携についてはいか
がでしょうか？

小安　目的次第だと思います。情報を交換し
たいのか、それとも人の行き来を活発にした
いのか、何のために学会を国際化するのかと
いうことであって、お互いにどういうメリット
があるのか継続的な議論が必要でしょうね。
一方で、年会の英語化は分生でもやるべきだ
と私はずっと言っています。抵抗感をもつ人も
いるだろうけど、若手の英語力はかなり上がっ
ているし、発表するだけなら練習すればできる
ようになります。ディスカッションは大変だか
ら、どうしても詰まったときには「日本語でもい
いよ」って座長が助け舟を出してあげましょう
よ。だから、国際化を目指すなら年会の使用言
語はすべて英語でいいと思う。外国から人を
呼んだって、英語の年会なら彼らはそこを尊
重して貢献しようとしてくれますから。でもた
だの連携だと、ものすごく手間がかかるわりに
あんまり効果を見出せないんじゃないかな。
やるなら自分たちが襟を正して足元から変え
ていかないと。そういうところで鍛えてあげれ
ば、学生さんも国際学会で臆することがなく

なっていきますよ。

塩見　海外からいらした人をいろんなセッ
ションに招いて、ポスターのディスカッション
にも参加してもらったりすると、学生さんの刺
激にもなりそうですね。年会だけにとどまらず、
学会は今後どのようになっていけばよいと思
われますか？

小安　これからの日本のサイエンスがとって
も不安なので、とにかく若い人をどうやって育
てられるかにかかっているでしょう。ただ幸い
にして、日本の分子生物学会は我が国のライ
フサイエンスのすべてを包含しているような状
態にあるので、いかに盛り上がっていけるかっ
てことをこの学会には考える責任があると感
じています。それと、未発表データの発表が多
い学会はいい学会だと皆さんそう思われてい
るはずです。撮影や録音は無論一切させず、高
いモラルの中で発表できる環境が整っていれ
ば、それは年会の価値をさらに高めると思い
ますよ。私の恩師である岡田吉美先生が第1
回年会の年会長をされたときは、A会場とB会
場の二つしか会場がなくてね。でも活気が
あった。若手のひとりとして当時の私が感じて
いたのは、その活気は若い人が主体的になれ
る自由な雰囲気があったからこそだというこ
とです。

塩見　仰る通りですね。それでは最後に、
2021年会に向けて私たちにエールを。

小安　分子生物学会のキャリアパス委員会が、
男女共同参画を含む日本のサイエンスを取り

巻く問題に真っ向から挑み、すごく真面目に
議論しているじゃないですか。これは素晴らし
いことです。それこそ、日本の女性研究者の
ロールモデルが示せるような、対外的なアプ
ローチも今後さらに求められていくでしょう。
年会も学会も若手を大事に。私も引き続きお
手伝いさせていただきます。

岩崎　理事会の女性比率も会員比率くらいに
なってくれるといいですよね。無理なカタチで
はなくごく自然に。

塩見　小安先生、お忙しいところ本日はあり
がとうございました。
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塩見　小安先生の年会でプログラム委員長を
務めさせていただいたのですが、最初の会議
で先生はこう仰いました。「コンカレントにする
と人が分散してしまうから、セッション数を減
らしてでも会場に人を集めたい」とても明快
だったのでよく覚えています。このメッセージ
の理由からお伺いしてよろしいでしょうか？

小安　若手を中心に考えるのが分子生物学会
ですから、ポスター発表も口頭発表も活気が
感じられる雰囲気を大切にしたかったんです。
そのためにはとにかくサイエンスを中心にする、
これが私の唯一のコンセプトでした。それにな

んだかんだと皆さんお忙しいし、会期四日は長
いという議論もされていました。全体のプログ
ラムを三日にできる自信もありましたし、いず
れ誰かの決断に委ねることになるんだったら
私が決めようと、そう考えてのことでした。

岩崎　のちの年会アンケートをみますと、会
期を三日間にされたことに加えて、小型化・軽
量化されたA5サイズのプログラムも、世代を
問わず参加者に高評価だったようですね。年
会の会場でパソコンを持ち歩く方は少なくあ
りませんし、コンパクトになったプログラムは
以降のスタンダードになりました。その一方で、

口頭発表に応募のあった79件を49セッショ
ンに編成するのはかなり大変な作業だったの
ではないでしょうか？

小安　三日でやるのは初めて、さらにセッショ
ン数を大幅に減らしたわけですから、塩見さ
んはじめプログラム委員の先生方にはご負担
をかけました。プログラムに落とし込んでいく
作業は私もドキドキしましたが（笑）、皆さんが
うまく編成してくれました。スロットがあるか
ら埋めていくという機械的な作業ではなく、表
現がむずかしいけれども、おもしろい発表には
人が集まるんですよ。シンポジウムに大物を呼
べば何となく箔が付くような感じもわかるけ
ど、それだったら実際にデータを出している中
堅や若手にやってもらったほうがよっぽどい
い。それに、分生年会の主軸はあくまでもポス
ター発表であって、特に若手のポスターに人
が集まることが何より重要だと思っています。
2009年会で小原（雄治）さんが命名したディ
スカッサー制度がありますよね。私自身もディ

スカッサーをやってみて、体験してその良さが
よくわかりました。若い人がすごく喜んでくれ
る。緊張もするだろうけど、なかなか接点のな
いような人が自分の話を聞いてくれる、自分の
ポスターをみてディスカッションしてくれる。
今回も真剣な眼差しで議論が交わされる幾多
のシーンにふれたとき、「年会長をお引き受け
してよかった」という気持ちが心の底から湧き
上がるのを感じました。

塩見　嶋田一夫先生（組織委員長）や石野史
敏先生（組織委員）と年会本部でそういったお
話をされていましたよね。参加者数の推移
データとにらめっこしながら（笑）。

小安　そうそう、それでポスター討論が始ま
る頃に彼らと展示ホールへ移動して、急遽参
加できなくなったディスカッサーがいると知
れば、顔見知りの足を止めて「何番から何番ま
でのポスターディスカッサーをたのむ！」みた
いなこともやりましたね。
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生かしてさらにバージョンアップできるような
仕掛けを検討したいと思います。

小安　「わざわざポスターをまわる意味があ
るのか？」というような指摘は今も少なからず
あるでしょうね。ただ、せっかく研究の成果を
まとめた発表者に対して年会は敬意を払うべ
きで、私はそれが若手育成にもつながると
思っています。例えば、これから論文にしよう
としている若手には実験のバリエーションを
提案してあげるとか、ポジティブなフィード
バックが大事で、こういうことがサイエンス全
体を底上げして、サイエンス自体を活性化して
いくんじゃないですかね。

塩見　昔は辛辣で厳しい質問を受けた学生
がフリーズするみたいなことがあったと聞い
ています。私もアメリカから帰ってきてすぐく
らいの分生年会だったかな、そういった場面
に遭遇したこともありました。最近は、質疑応
答は大変お行儀よくなされますよね。シンポジ
ウムやワークショップの座長を仰せつかって、
フロアからの質問がなくて、私がポディウムか
ら質問を続投するといった経験もあります。

小安　何十年も前は、勢いのある若手がいた
ら、「ぺんぺん草が生えなくなるまで叩いてか
らがスタートだ！」みたいなこともあったと聞
きます（笑）。私自身も、突っ込みどころのある
発表にはすべて質問するようなタイプですが、
闇雲に厳しい質問を浴びせるのではなく、た
だただ真剣に議論するということでしょう。少
なくともサイエンスの議論はそうでなければ

いけない。ディスカッサーがポスター会場をま
わって議論することで、議論がない発表が無
いという、こういうスタイルが分子生物学会の
年会に合っていると感じます。

塩見　そうですよね、私もそう思います。では、
いまの若手、分子生物学にかぎらず、ライフサ
イエンスの日本の若手研究者を先生はどうみ
てらっしゃいますか？

小安　「博士後期課程の若手を増やさないと
日本のサイエンスが終わってしまう」というこ
とをあちこちで発言しています。給料を出すべ
きだと主張していますし、言い続けないといけ
ません。分生はキャリアパス委員会が発信を続
けているけど、これはすごく有効な取り組みだ
と思いますよ。研究の現場では、それぞれの施
設が共同研究や連携大学院などの仕組みを駆
使しているわけですが、本筋としては、サイエン
スがおもしろいってことを学生さんに根付か
せる活動が重要でしょうね。若い人って、研究
でおもしろい結果が出てそれを楽しいと思うと、
結構馬力が入るじゃないですか。そういう人を
増やしてあげたいですよね。かと言って、ボスが
むやみにおだてるのは甘やかすだけになって
しまうかもしれない。だからこそ、研究室から
離れた学会発表の場で、ディスカッサーと議論
するような機会があるべきと思います。

塩見　ポスターは女性がたくさん発表してい
ていいですよね。分生会員の女性比率（3割
弱）よりも高い比率ですし、これはとても喜ば
しいことです。ただ、シンポジウムやワーク
ショップでの比率の低さにはあまり変化がみ

られていません。

小安　日本でも持続的に取り組んでいるけど、
なかなか増えていないですね。「スピーカーの
3分の1は女性に」という国際的なアベレージ
になるべく近づけようとしているものの、そも
そも欧米はそんなルールがなくても女性が多
いからね。日本にだって性別を限定した公募
や賞には絶対応募しないって人もいるし、何
が正しいのか、どうあるべきか、難しさをいつ
も感じています。

塩見　海外では参加者が女性ばかりのセッ
ションもあったりしますよね。分子生物学会で
も、年会保育室を導入された山本正幸先生の
2001年会で、スピーカーが全員女性のワーク
ショップが企画されました。その後、男女共同
参画ワーキンググループが委員会組織に昇格
して、今はキャリアパス委員会のもと、女性研
究者を盛り上げようと年会での企画が毎年の
ように行われてきています。2021年会で久し
ぶりに女性だけを集めてみようと思う反面、こ
れはつまり20年間、我々は、同じ目標に向かっ
て同じような企画を行っているんだ、という実
情を思い知らされ、焦りというか、一抹の不安
をおぼえたのも事実です。なんとかしたいと
ずっと考えていますが、同時にフッと思い浮か
んだのは、果たして日本の女性若手研究者で、
PIとしてバリバリやっていきたい人がどれくら
いいるのか、ということなんですね。我々は、彼
女たちの希望を汲み取り、彼女たちにとって良
かれと思ってやっている企画なども、本当は
ちょっと的ハズレで、だから費用対効果が思
うほど出てきていないのではないか。そろそろ、

当事者の生の声を改めて拾い集め、問題意識
を新たにし、それに沿った改革を推進する時
なのかな、その主体となるのも歳をとった我々
ではなく、女性若手研究者たち自身に任せて
みる、少なくとも案を出してもらうのは良いの
かな、と思ったりもします。

岩崎　研究を続けていきたいというところか
ら、PIというものを意識したとき、すごく高い
ハードルだと捉えている女性が少なくないと
思います。PIを目指すなら結婚も出産もあきら
め、多くを犠牲にしないと無理だと思っている
人が多い…　研究も完璧にやりたいし、子育
てだって完璧にと考えたら、それはどちらかし
か選択できなくなりますよね。私は小学生の頃
にアメリカにいましたが、日本人メンタルなの
でいろいろと不安になることもあります（笑）。
でも、美喜子さんみたいな女性PIもいますし、
幸せに研究できるんだということをしっかり
示す必要がありそうです。

小安　生活に何を求めるのか、その基準が変
わってきている可能性もありそうだけど、やっ
ぱり頑張っている人をロールモデルとして宣
伝しなきゃいけないでしょうね。

塩見　アメリカで過ごしているうちに、あまり
気を張らず、それほどちゃんとしなくてもいい
んだと、周囲の女性研究者たちをみてそう思
えるようになったんです。それを日本でどう設
定するかが問題ですけど、自分が見聞きして
きたやり方がスタンダードだとは決め付けず、
いろんなやり方、多様性を知るためにも海外
への留学はよいと思います。

小安　そう、多様性を知って、そこから学ぶこ
とが大事ですね。アメリカにかぎったことでは
ないでしょうが、海外での手続きのいい加減
さにとまどった日本人は少なくないんじゃな
いかな。ただそれでも不思議と慣れちゃうんだ
よね（笑）。最初は抵抗があっても、慣れるとむ
しろ楽に感じたりしてね。さらに日本に帰って
くると、細かいことは指摘しないで欲しいと思
うようにもなる。

塩見　そういう意味でも、学会は多様性の坩
堝と言えそうですが、広い研究領域をカバーす
る分子生物学についてはどう思われますか？

小安　学会の創立40周年記念対談で大石道
夫さん（第10期会長）に逆に問いかけられてし
まったんだけど、「21世紀の分子生物学は何
がある？」、「分子生物学会の存在意義はなん
だ！」というわけです。世界的にみても、「分子
生物学」の学会って日本にしかありませんが、
そのコンセプトになったのは「分子遺伝学」で
したよね。遺伝子と個体とのあいだのブラック
ボックスをいかに解くかというところがあって、
還元主義の権化みたいな学問だったからね、
分子生物学というのは。だけどそれが今日的
な意味になったとき、「分子生物学」とは果た
して何だろうと。分子生物学的な手法を使って
拡大してきた学会であることはたしかですが、
かなり深い問いであるように思いますね。

岩崎　年会プログラムで演題分類の変遷をみ
ると、本当に広い領域をカバーする学会であ
ることがわかりますが、これらの領域も、マー
ジしたり、分岐したり、新設されたり、実は今で

もずっと変わり続けてきているんです。

塩見　分生はそういう変化を遂げながら、最
近ではEMBOとの関係強化によって、フェ
ローシップ制度を若手に活用してもらうため
のサポートをしたり、ラボマネージメントスキ
ルを理論的に学べるコースを共同開催したり、
若手支援を前提とした学会の国際化に力点を
置いています。また、韓国分子細胞生物学会
（KSMCB）などからもアプローチを受けてい
ます。このような海外との連携についてはいか
がでしょうか？

小安　目的次第だと思います。情報を交換し
たいのか、それとも人の行き来を活発にした
いのか、何のために学会を国際化するのかと
いうことであって、お互いにどういうメリット
があるのか継続的な議論が必要でしょうね。
一方で、年会の英語化は分生でもやるべきだ
と私はずっと言っています。抵抗感をもつ人も
いるだろうけど、若手の英語力はかなり上がっ
ているし、発表するだけなら練習すればできる
ようになります。ディスカッションは大変だか
ら、どうしても詰まったときには「日本語でもい
いよ」って座長が助け舟を出してあげましょう
よ。だから、国際化を目指すなら年会の使用言
語はすべて英語でいいと思う。外国から人を
呼んだって、英語の年会なら彼らはそこを尊
重して貢献しようとしてくれますから。でもた
だの連携だと、ものすごく手間がかかるわりに
あんまり効果を見出せないんじゃないかな。
やるなら自分たちが襟を正して足元から変え
ていかないと。そういうところで鍛えてあげれ
ば、学生さんも国際学会で臆することがなく

なっていきますよ。

塩見　海外からいらした人をいろんなセッ
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学会は今後どのようになっていけばよいと思
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小安　これからの日本のサイエンスがとって
も不安なので、とにかく若い人をどうやって育
てられるかにかかっているでしょう。ただ幸い
にして、日本の分子生物学会は我が国のライ
フサイエンスのすべてを包含しているような状
態にあるので、いかに盛り上がっていけるかっ
てことをこの学会には考える責任があると感
じています。それと、未発表データの発表が多
い学会はいい学会だと皆さんそう思われてい
るはずです。撮影や録音は無論一切させず、高
いモラルの中で発表できる環境が整っていれ
ば、それは年会の価値をさらに高めると思い
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回年会の年会長をされたときは、A会場とB会
場の二つしか会場がなくてね。でも活気が
あった。若手のひとりとして当時の私が感じて
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る自由な雰囲気があったからこそだというこ
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小安　分子生物学会のキャリアパス委員会が、
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議論しているじゃないですか。これは素晴らし
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手伝いさせていただきます。
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なってくれるといいですよね。無理なカタチで
はなくごく自然に。
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塩見　小安先生の年会でプログラム委員長を
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2009年会で小原（雄治）さんが命名したディ
スカッサー制度がありますよね。私自身もディ

スカッサーをやってみて、体験してその良さが
よくわかりました。若い人がすごく喜んでくれ
る。緊張もするだろうけど、なかなか接点のな
いような人が自分の話を聞いてくれる、自分の
ポスターをみてディスカッションしてくれる。
今回も真剣な眼差しで議論が交わされる幾多
のシーンにふれたとき、「年会長をお引き受け
してよかった」という気持ちが心の底から湧き
上がるのを感じました。

塩見　嶋田一夫先生（組織委員長）や石野史
敏先生（組織委員）と年会本部でそういったお
話をされていましたよね。参加者数の推移
データとにらめっこしながら（笑）。

小安　そうそう、それでポスター討論が始ま
る頃に彼らと展示ホールへ移動して、急遽参
加できなくなったディスカッサーがいると知
れば、顔見知りの足を止めて「何番から何番ま
でのポスターディスカッサーをたのむ！」みた
いなこともやりましたね。
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岩崎　2021年会でもこの制度の良い部分を
生かしてさらにバージョンアップできるような
仕掛けを検討したいと思います。
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るのか？」というような指摘は今も少なからず
あるでしょうね。ただ、せっかく研究の成果を
まとめた発表者に対して年会は敬意を払うべ
きで、私はそれが若手育成にもつながると
思っています。例えば、これから論文にしよう
としている若手には実験のバリエーションを
提案してあげるとか、ポジティブなフィード
バックが大事で、こういうことがサイエンス全
体を底上げして、サイエンス自体を活性化して
いくんじゃないですかね。
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ら質問を続投するといった経験もあります。
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ら、「ぺんぺん草が生えなくなるまで叩いてか
らがスタートだ！」みたいなこともあったと聞
きます（笑）。私自身も、突っ込みどころのある
発表にはすべて質問するようなタイプですが、
闇雲に厳しい質問を浴びせるのではなく、た
だただ真剣に議論するということでしょう。少
なくともサイエンスの議論はそうでなければ

いけない。ディスカッサーがポスター会場をま
わって議論することで、議論がない発表が無
いという、こういうスタイルが分子生物学会の
年会に合っていると感じます。

塩見　そうですよね、私もそう思います。では、
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いうことであって、お互いにどういうメリット
があるのか継続的な議論が必要でしょうね。
一方で、年会の英語化は分生でもやるべきだ
と私はずっと言っています。抵抗感をもつ人も
いるだろうけど、若手の英語力はかなり上がっ
ているし、発表するだけなら練習すればできる
ようになります。ディスカッションは大変だか
ら、どうしても詰まったときには「日本語でもい
いよ」って座長が助け舟を出してあげましょう
よ。だから、国際化を目指すなら年会の使用言
語はすべて英語でいいと思う。外国から人を
呼んだって、英語の年会なら彼らはそこを尊
重して貢献しようとしてくれますから。でもた
だの連携だと、ものすごく手間がかかるわりに
あんまり効果を見出せないんじゃないかな。
やるなら自分たちが襟を正して足元から変え
ていかないと。そういうところで鍛えてあげれ
ば、学生さんも国際学会で臆することがなく

なっていきますよ。

塩見　海外からいらした人をいろんなセッ
ションに招いて、ポスターのディスカッション
にも参加してもらったりすると、学生さんの刺
激にもなりそうですね。年会だけにとどまらず、
学会は今後どのようになっていけばよいと思
われますか？

小安　これからの日本のサイエンスがとって
も不安なので、とにかく若い人をどうやって育
てられるかにかかっているでしょう。ただ幸い
にして、日本の分子生物学会は我が国のライ
フサイエンスのすべてを包含しているような状
態にあるので、いかに盛り上がっていけるかっ
てことをこの学会には考える責任があると感
じています。それと、未発表データの発表が多
い学会はいい学会だと皆さんそう思われてい
るはずです。撮影や録音は無論一切させず、高
いモラルの中で発表できる環境が整っていれ
ば、それは年会の価値をさらに高めると思い
ますよ。私の恩師である岡田吉美先生が第1
回年会の年会長をされたときは、A会場とB会
場の二つしか会場がなくてね。でも活気が
あった。若手のひとりとして当時の私が感じて
いたのは、その活気は若い人が主体的になれ
る自由な雰囲気があったからこそだというこ
とです。

塩見　仰る通りですね。それでは最後に、
2021年会に向けて私たちにエールを。

小安　分子生物学会のキャリアパス委員会が、
男女共同参画を含む日本のサイエンスを取り

巻く問題に真っ向から挑み、すごく真面目に
議論しているじゃないですか。これは素晴らし
いことです。それこそ、日本の女性研究者の
ロールモデルが示せるような、対外的なアプ
ローチも今後さらに求められていくでしょう。
年会も学会も若手を大事に。私も引き続きお
手伝いさせていただきます。

岩崎　理事会の女性比率も会員比率くらいに
なってくれるといいですよね。無理なカタチで
はなくごく自然に。

塩見　小安先生、お忙しいところ本日はあり
がとうございました。
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第37回日本分子生物学会年会
年会長　 小安　重夫

（理化学研究所統合生命医科学研究センター）

年会長挨拶

　ようこそ横浜へ。いよいよ第37回日本分子生物学会年会が始まります。今回は従来の
４日間から3日間にわたり、3,000を越える演題が発表されます。
　これまで繰り返し申し上げてきましたように、第37回年会は、サイエンスの議論を中
心に、皆がデータを前にとことん議論のできる学会を目指してきました。そのために、今
年の年会はポスター討論を中心におきましたが、ワークショップも一般演題から多くを
採用して構成していただきました。さらに、指定演者にもポスターを出すことをお願い
しました。
　ワークショップでの議論の後には皆でポスター会場へ移動して、参加者と演者とが議
論を戦わしてもらいます。ポスター会場では、最初の30分は自由にポスターを見て頂き
ますが、次の１時間は奇数番号の方にはポスターの前に陣取って頂き、そこをディスカッ
サーが順番に周り議論の火付け役兼仕切り役をしてもらいます。次の１時間は偶数番号
のポスターで同様な議論をして頂きます。最後の30分は再び自由にポスターを見て頂き
ます。自分の番が終わったからと言ってポスターをはがすようなことはぜず、最後まで議
論に参加して下さい。サイエンスを語る時、年季の入った研究者も初めて参加する学生
も、同じようにワクワクすることと思います。皆が同じようにディスカッサーや他の参加
者を相手に議論を戦わすことをぜひとも楽しんで下さい。
　これもまたお約束したように、この時間には他の行事は一切入れておりません。大い
に議論して下さい。ディスカッサーは、議論の仕切り役として、ぜひとも大いに年会を
活気づけて下さい。よろしくお願いいたします。
　世界で初めて観察しているかもしれない現象が自分の目の前に現れる時、研究者の心
はときめきます。目の前のデータが自然の謎の何を我々に語ってくれているのか、それ
をじっくり解き明かしていくのがサイエンスの醍醐味ではないでしょうか。役に立つと
か立たないとか、そんなことは関係ありません。真実が目の前に現れる、その瞬間に立ち
合いたい、それが科学者の研究意欲をかき立てる大きな動機です。そして、そんな興奮を
繰り返し味わいたくて研究を続けている人は多いと思います。
　若い参加者の中にも既にそのような思いをして、サイエンスにはまった人もいるで
しょうし、他人の発表からそのようなときめきを感じる人もいると思います。私もこの
年会で色々なサイエンスに出会えることを期待しています。
　皆さん、大いに議論をしましょう。

プログラム 年会長あいさつ



塩見　2016年会の『半端なベクトルに出口な
し！』というキャッチフレーズは印象的な問い
かけだったように思います。このあたりのコン
セプトからお聞かせいただけますでしょうか？

一條　ちょうどこの頃、いわゆる出口指向の
研究が強く求められ始めた時期でした。研究
者の側もそれにつられ、なんでもかんでも創薬
につなげますみたいなことになった。でも、薬
が簡単に創れるはずのないことを知っている
基礎研究者が、そんなことやっていてはダメで
すよね。自分の求める方向性と出口が近けれ
ば良いのだけれど、遠いのに無理に合わせよ

うとすると研究の力も半減しちゃうんだし、そ
のベクトルが半端だと自分たちの首を絞める
ことになる、そういう警鐘の意味を込めたかっ
たんです。ファンディングエージェンシーとし
ても本当はいろんな出口を用意できるといい
んだけど、予算にはかぎりがあるからどうして
も重点分野に絞りがちです。もちろん、そう
いった出口指向の研究が無ければ困るし、応
用をめざす研究が悪いわけでも決してありま
せん。要は研究者自身のやりたいこととピッタ
シあっていればいいんです。組織委員長の三
浦（正幸）さんと、キャッチフレーズだけが一人
歩きしないようにしなければねと言ってたん

だけど、2016年会としては、まずは基礎研究
を徹底的にやりましょうと、そこから応用につ
ながっていけばいいなという、ボトムアップ的
なメッセージを出したかったんです。

塩見　私も含め、皆さんそのメッセージを受
け止めていらしたと思います。ここにも飾って
あるけど、年会ポスターは落ち着いたいい画
ですね。『Sleeping Gypsy』に何か秘められた
ことがあったのでは？

一條　近藤（滋）さんの年会以降、画家の作品
をモチーフにする慣例があったじゃないです
か。それで、最初は好きなシャガールにしよう
と思ったんですけど、没後50年を経過してい
ないからパブリックドメインに適用されないこ
とがわかって、たまたま近い時期にMoMAで
アンリ・ルソーを観ていたから決めたみたいな
感じでした。デザインの第1版と第2版では若
干色味がちがうんですが、もう１箇所、明らか
な違いがあるんですよ。

岩崎　DNAの巻方、ですか？

一條　そうです。これはちょっとした裏話なの
ですが、第1版をご覧になった会員から、「本来
右巻きであるべきDNAのらせんが左巻きと
なっておりおかしい」とご指摘をいただいてね。
でもこれ、ジプシーがみている夢の中の物語
だし、鏡像というか、反転しているおもしろさ
があっていいんじゃないかなと個人的には
思ったんだけど、教育上どうかということで修
正してもらったのが第2版となったわけです。

塩見　ということは、第1版のポスターは世の
中に何枚かしか出回っていないのですね。横
浜で間違い探しできるかも。由香さんよく気づ
いたね。

岩崎　間違いやすいポイントはそこかなと。

一條　すごいですね。この第1版はいつかレア
ものとして価値が上がるんじゃないかと、僕は
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数枚確保してます。まぁ、特別に秘めたことは
なかったけど、意図せず秘められたことがあっ
たんです（笑）。

塩見　2016年会の口頭発表はすべてシンポ
ジウムでしたね？

一條　はい、ワークショップが格下にみられる
ヒエラルキーがなんとなくイヤで、若手もシン
ポジウムの座長・演者になってもらおうと、公
募企画もフラットにシンポジウムとしました。
プログラムはすべてプログラム委員長の村田
（茂穂）さんにお任せして、丸々数日かけて見
事に編成してくれました。東大薬学のなかだけ
で年会組織を構成した甲斐あって、意見交換
もしやすかったと思います。数年かけて年会の
準備を進めていると言っても、やはり密に議論
したい場面もあるし、会議日程を調整して、あ
ちこちから集まってもらうのも結構大変です
からね。ちょっと閉じた感じにみえるかもしれ
ないけど、チームワークとフットワークを考え
てこうしました。

塩見　同感です。私たちの年会もそのあたりを
意識して準備にあたっています。朝一番の企画、
早朝のセミナーはめずらしかったですよね？

一條　そうですね、プレナリー的なものはあま
り分生らしくないので、どちらかというと、若
手を呼び込むための教育講演的な意味合い
で企画しました。

塩見　参加者のフットワークを意識されて、
コーヒーやマフィンを提供されたのですか？

一條　いえ、著名な方々にモーニングセミ
ナーを引き受けていただけたので、朝はあえて
出さず、その分ポスター会場のビールに厚み
を出しました。Keystone Symposiaなんかで
もありますよね、オーガナイザーがお金を集め
てきて、参加者は5ドルくらい払って飲めるみ
たいな。ポスター会場でアルコールを振る舞
いたいと思ったものの、年会長の立場ではや
はり収支が気になるじゃないですか。事前参
加である程度の見込みは立てられても、会期
中に雨が降れば少なからず足が遠のくことも
ありますから。ですから、収支予測をみながら、
とりあえず初日に提供できそうな数を出して、
横浜球場で活躍している売り子さんにビール
のサーブをお願いしました。結果的には三日
間の会期を通じて提供することができました
が、無料サーブ分が終わった途端に皆さんほ
とんど買ってくれないと売り子さんが嘆いてま
した（笑）。

岩崎　今年もやりたいですけど、ハイブリッド
ではむずかしそうです。アルコールの提供はア
ンケートでも様々な反応だったようですね。

一條　まずまずだったと聞いていますが、
ビールなんてけしからんとか、アルコールくさ
い人は困るとか、なかにはそういった意見もい
ただきましたよ（笑）。ほかにご意見が寄せら
れたのはポスターへの顔写真貼付でした。

岩崎　ポスター発表時のアルコールの提供は
海外ではよくあることだと思いますが、反対意
見もあるんですね。顔写真はどういう意図です
か？

一條　ポスター会場で演者がみつからないこ
とってよくありますよね。でもせめて顔写真が
あれば双方にメリットがあるかなって。それで、
写真の貼付をマストにしてはどうかと思ったん
ですけど、組織委員会でもマストにはしない方
が良いという意見もあって、抑え気味のトーン
にしたら貼付してくれる方は期待してたほど多
くなかったんです。「推奨」という表現が弱かっ
たんでしょうが、書き方ひとつですごく変わる
んだということをこの経験で得た感じです。

岩崎　日本ではめずらしいのかもしれません
が、海外の学会のいいところをたくさん取り入
れて素晴らしいと思います。

一條　ありがとうございます。そのあたりは意
識した点でした。

塩見　最終日の夜に市民公開講座『ゲノム編
集は生命観を変えるか？』が開催されました。

一條　これはもう大隅典子さん（第18期理事
長）にお任せしちゃいました。大学の同級生な
んですけど、こういうテーマは彼女がやってく
れたら、いろんな意味で安心できるし、学会本
体の公益事業的にもいいかなということで。
高校生発表に参加した学生さんも来てくれて、
時世にも合ったテーマだったんじゃないかな
と思います。本当は市民公開講座も土日にで
きたらよかったけど、平日は夜でないと一般の
方にはなかなか来ていただけないし、このあ
たりはむずかしい判断でした。フォーラムもね、
問題意識の高い方が中心になってテーマを
絞って企画されるものだから、夜の開催は申

し訳ない気持ちもありましたが、参加者は少
なくなかったようです。横浜にかぎったことで
はないんですが、みんな飲みに行きたいでしょ
（笑）。だから18時以降にはサイエンティ
フィックプログラムを組まないようにしました。

塩見　コミュニケーションを交わす絶好の場
ですからね。では、ポスター発表での座長制に
ついてはいかがでしたか？

一條　小安（重夫）先生の2014年会に参加し
て、会期三日の横浜年会として完成した感じ
を受けたんです。ポスター・展示会場のキャパ
を活かして、企業展示からポスターへの導線
もよく、一体感のあるあの年会のスタイルが僕
も好きで、2016年会のべースにさせていただ
きました。その流れのなかでのポスターの座
長制でした。だいぶ前ですが、福岡の球場がポ
スター会場になったことがあって、僕も座長を
務めました。そのとき、たまたま担当したなか
にいたのが学生時代の倉永（英里奈）さんだっ
たんです。よくできる人がいるんだなという印
象と、そのときの楽しかったイメージがすごく
残っていて、僕にとってのいい出会い、その思
い出があったので、ディスカッサーではなく、
ポスター座長という懐かしい名称でやらせて
もらいました。

岩崎　会員の方から「ディスカッサー」が和製
英語だというご指摘がありました。たしかにそ
うとも思うんですが、あえての「ディスカッ
サー」という用語も分生年会では定着してい
る向きもあるようです。確かに、「ポスター座
長」は良いですね。また一方で、分生はディス

カッサーがいなくてもポスターが十分に盛り
上がっているというご意見もいただきました。

塩見　アクティブに話しているところは邪魔
しないで、ディスカッサーの皆さんには、議論
する相手がまだいないようなポスターをま
わってもらおうと思っています。

一條　僕のときもそうだったかな。名称こそ変
えたけど、盛り上がっているところはそのまま
で、座長には火付けに徹してもらいました。う
ちの学生さんにも言うんだけど、偉い先生が
来たときアピールするチャンスを逸することの
ないように、ポスター説明は1分、2分、5分の
ように、いくつかバージョンを用意しておくの
が大事ですよね。ともあれ、倉永さんを見出し
たポスターの座長制はよかったということか
な（笑）。

岩崎　ポスター賞も好評だったようですね。
うちのラボの学生さんは、賞状をずっと机に
貼っていましたし、すごく喜んでいました。

一條　分生の年会でポスター賞とりましたっ
てなると、その若手にとってはやっぱりいいこ
とだし、業績が自身のプロモーションにも使え
るし、積極的に乱発（？）しましたね。これ、座
長にとってのインセンティブでもあるので、座
長に選出してもらいました。

塩見　若手もすごく喜んでくれたし、「一條先
生、もう一度年会やってみますか？」と言われ
たらどうされますか？

一條　もういいもういい（笑）。この手の役は
一度だから頑張れるんですよ。僕の場合は、仲
間内でやれたのもあって、本当にすごく楽し
かったですよ。

塩見　では、日本の若手研究者についてどう
思われますか？

一條　ひとつあげるとすれば、海外に行かな
くなっちゃっているのは困りますね。日本に
戻ってきてからの不安定さがそうさせている
のが大きな問題だと思います。今はコロナで
途切れてますが、うちのラボでは、オックス
フォードに6週間くらい短期留学するプログラ
ムなどを使って、無理にでも海外生活を体験
してもらうようにしていますが。

岩崎　無理にでも送り出す親心、素晴らしい
ですね。

一條　それでも、海外学振がとれても500万
円くらいですから、向こうの最低賃金には届か
ないんですよね。だから、これを持って行って
も、向こうでプラスアルファをもらわないと最
低賃金にならない。民間財団のサポートも一
件あたりの助成金を大きくしてもらえると助
かる若手は増えると思います。

塩見　重複申請が認められないケースもあり
ますしね。最近はそのあたりの事情が理解さ
れてきたのか、だいぶよくなってきているとは
思います。何よりも若手ですよね。分生はそこ
を第一に考えている学会ですから、キャリアパ
ス委員会には引き続きそのあたりを頑張って

もらいたいです。では、女性研究者については
いかがですか？

一條　東大薬学は、実績的にまだまだ胸を
張って言える状況ではありません。それこそ財
団の審査などでも、女性比率を上げるために
単純な合格ラインの点数よりもアファーマ
ティブアクションは意識すべきでしょうね。ど
んなコミュニティーにおいても、女性比率は最
低20％を死守しなければいけないと思います。

岩崎　日本の女性は海外の女性に比べて、不
満があるような場合でも、なんとか戦ってやる
というより、我慢の末に諦めてしまうケースが
多いかもしれないですね。

一條　そういうケースもあるかもしれません
ね。それでも、政治家の無責任で不適切な発
言が叩かれるようになってきているし、世の中
の変化は皆さん感じていると思います。しかし、
なかなか数値には表れていないようですね。

塩見　分子生物学会のこれからは？

一條　僕が年会長に指名されたとき、東北大
学の山本雅之先生が同じ2016年に生化学会
の大会長をされることになりました。山本先生
や僕らの領域は分生と生化でかなりかぶって
いるのもあって、年に二回、生物系で大きな年
会があるのは結構な負担なんです。それで、山
本先生にすぐ電話したのですが、2011年東日
本大震災の復興を旗印に東北で開催されると
いうことが決まっていて、また当時の仙台では
サイズ的に合同大会の収容キャパがないとい

うことがあって、合同大会を断念した経緯があ
りました。生化とかぶらない領域があるのもよ
く理解しているんだけど、何年かに一度合同
にするとか、そういう可能性は模索してもよい
と思います。このコロナの状況で世界的にも
様々な動きがあると思うので、そのあたりの動
向を見据えつつ分子生物学会のあり方みたい
なことを考えていく時期なのかもしれません
ね。学会という枠を越えれば、生物科学学会
連合のような塊で意見を発出するようなこと
も益々重要になりますよね。

塩見　生科連代表の小林武彦さんが学術会
議の基礎生物学委員長を担っていますし、よ
い感じで世代交代を進めてくれるでしょう。

一條　生物系ではやはり分生がオピニオン
リーダー的な役割を果たすべきと思います。た
だ、議題がてんこ盛りのわりに理事会が年に
一回しかないからか、生化学会に比べると
ちょっとカタい感じがします。こういった雰囲
気を打破するためにも、分子生物学会も次世
代が担っていくべきですね。

塩見　年会の国際化あるいはオンライン化に
ついてはいかがでしょうか？

一條　アフターコロナがどうなるか、研究者を
取り巻く環境もまだ現時点ではみえていない
部分が少なくありません。なんといっても、学
会発表はインパーソンでやりたいですよね。オ
ンラインだとオーディエンスがみえないし、レ
スポンスの感じがね。初めて発表するような
内容のとき、うけるかどうかわからない状況を

経過しながらも、ドーっと湧くような瞬間って
すごく嬉しいじゃないですか。やっぱり場の雰
囲気ってあるけどオンラインだと掴めない、そ
れが一番気になっています。

岩崎　オンライン発表で英語ってすごく厳し
いですよね。いきなり国際電話で会話するよう
なものですからね（笑）。

一條　若い世代が英語に慣れてきているとは
言っても、やっぱり普段からのトレーニングが
必要ですからね。そうなると、英語での発表だ
からちょっと引いちゃうみたいなケースもある
と思います。分生の年会は特にポスターが大
事なので、使用言語についてはじっくり議論し
ました。無理に英語を導入すると静かになっ
ちゃたりしますから、ゆるやかな国際化くらい
がいいんじゃないかな。また、口頭発表にして
も、発表は何度も練習できるけどディスカッ
ションはね。だから、単純に年会を国際化・英
語化するだけだと、分生の若手会員にとって
はむずかしいだけかもしれません。

塩見　特にオンラインだと、言葉の壁は高くな
りますよね。その壁を少しでも低くして、また分
生で発表したいと思ってもらえる年会にした
いと思っています。それでは最後に、2021年会
にエールを。

一條　塩見さんがやるから僕は何も心配して
いません。今年はハイブリッド開催で年会を
乗り切らないといけないし、本当にご苦労が
多いと思います。当然、収支がシビアなのは理
事会もわかっているし、この難局を学会本体

がちゃんとサポートすることで未来の分生を
盛り上げることになるんですから。ビールが配
れないのは残念ですけど、もしやれたら僕が
一番に並びますので（笑）。

岩崎　せっかく横浜の会場を借りているので、
たくさんの方に来ていただいて、とことん年会
を楽しんでもらいたいです。

塩見　2014年会でプログラム委員長をさせ
ていただいて、ディスカッションすることを大
事にしながらコンパクトな年会ができること
がわかったので、私たちの2021年会もそんな
風にやれたらいいなと思っています。
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塩見　2016年会の『半端なベクトルに出口な
し！』というキャッチフレーズは印象的な問い
かけだったように思います。このあたりのコン
セプトからお聞かせいただけますでしょうか？

一條　ちょうどこの頃、いわゆる出口指向の
研究が強く求められ始めた時期でした。研究
者の側もそれにつられ、なんでもかんでも創薬
につなげますみたいなことになった。でも、薬
が簡単に創れるはずのないことを知っている
基礎研究者が、そんなことやっていてはダメで
すよね。自分の求める方向性と出口が近けれ
ば良いのだけれど、遠いのに無理に合わせよ

うとすると研究の力も半減しちゃうんだし、そ
のベクトルが半端だと自分たちの首を絞める
ことになる、そういう警鐘の意味を込めたかっ
たんです。ファンディングエージェンシーとし
ても本当はいろんな出口を用意できるといい
んだけど、予算にはかぎりがあるからどうして
も重点分野に絞りがちです。もちろん、そう
いった出口指向の研究が無ければ困るし、応
用をめざす研究が悪いわけでも決してありま
せん。要は研究者自身のやりたいこととピッタ
シあっていればいいんです。組織委員長の三
浦（正幸）さんと、キャッチフレーズだけが一人
歩きしないようにしなければねと言ってたん

だけど、2016年会としては、まずは基礎研究
を徹底的にやりましょうと、そこから応用につ
ながっていけばいいなという、ボトムアップ的
なメッセージを出したかったんです。

塩見　私も含め、皆さんそのメッセージを受
け止めていらしたと思います。ここにも飾って
あるけど、年会ポスターは落ち着いたいい画
ですね。『Sleeping Gypsy』に何か秘められた
ことがあったのでは？

一條　近藤（滋）さんの年会以降、画家の作品
をモチーフにする慣例があったじゃないです
か。それで、最初は好きなシャガールにしよう
と思ったんですけど、没後50年を経過してい
ないからパブリックドメインに適用されないこ
とがわかって、たまたま近い時期にMoMAで
アンリ・ルソーを観ていたから決めたみたいな
感じでした。デザインの第1版と第2版では若
干色味がちがうんですが、もう１箇所、明らか
な違いがあるんですよ。

岩崎　DNAの巻方、ですか？

一條　そうです。これはちょっとした裏話なの
ですが、第1版をご覧になった会員から、「本来
右巻きであるべきDNAのらせんが左巻きと
なっておりおかしい」とご指摘をいただいてね。
でもこれ、ジプシーがみている夢の中の物語
だし、鏡像というか、反転しているおもしろさ
があっていいんじゃないかなと個人的には
思ったんだけど、教育上どうかということで修
正してもらったのが第2版となったわけです。

塩見　ということは、第1版のポスターは世の
中に何枚かしか出回っていないのですね。横
浜で間違い探しできるかも。由香さんよく気づ
いたね。

岩崎　間違いやすいポイントはそこかなと。

一條　すごいですね。この第1版はいつかレア
ものとして価値が上がるんじゃないかと、僕は
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数枚確保してます。まぁ、特別に秘めたことは
なかったけど、意図せず秘められたことがあっ
たんです（笑）。

塩見　2016年会の口頭発表はすべてシンポ
ジウムでしたね？

一條　はい、ワークショップが格下にみられる
ヒエラルキーがなんとなくイヤで、若手もシン
ポジウムの座長・演者になってもらおうと、公
募企画もフラットにシンポジウムとしました。
プログラムはすべてプログラム委員長の村田
（茂穂）さんにお任せして、丸々数日かけて見
事に編成してくれました。東大薬学のなかだけ
で年会組織を構成した甲斐あって、意見交換
もしやすかったと思います。数年かけて年会の
準備を進めていると言っても、やはり密に議論
したい場面もあるし、会議日程を調整して、あ
ちこちから集まってもらうのも結構大変です
からね。ちょっと閉じた感じにみえるかもしれ
ないけど、チームワークとフットワークを考え
てこうしました。

塩見　同感です。私たちの年会もそのあたりを
意識して準備にあたっています。朝一番の企画、
早朝のセミナーはめずらしかったですよね？

一條　そうですね、プレナリー的なものはあま
り分生らしくないので、どちらかというと、若
手を呼び込むための教育講演的な意味合い
で企画しました。

塩見　参加者のフットワークを意識されて、
コーヒーやマフィンを提供されたのですか？

一條　いえ、著名な方々にモーニングセミ
ナーを引き受けていただけたので、朝はあえて
出さず、その分ポスター会場のビールに厚み
を出しました。Keystone Symposiaなんかで
もありますよね、オーガナイザーがお金を集め
てきて、参加者は5ドルくらい払って飲めるみ
たいな。ポスター会場でアルコールを振る舞
いたいと思ったものの、年会長の立場ではや
はり収支が気になるじゃないですか。事前参
加である程度の見込みは立てられても、会期
中に雨が降れば少なからず足が遠のくことも
ありますから。ですから、収支予測をみながら、
とりあえず初日に提供できそうな数を出して、
横浜球場で活躍している売り子さんにビール
のサーブをお願いしました。結果的には三日
間の会期を通じて提供することができました
が、無料サーブ分が終わった途端に皆さんほ
とんど買ってくれないと売り子さんが嘆いてま
した（笑）。

岩崎　今年もやりたいですけど、ハイブリッド
ではむずかしそうです。アルコールの提供はア
ンケートでも様々な反応だったようですね。

一條　まずまずだったと聞いていますが、
ビールなんてけしからんとか、アルコールくさ
い人は困るとか、なかにはそういった意見もい
ただきましたよ（笑）。ほかにご意見が寄せら
れたのはポスターへの顔写真貼付でした。

岩崎　ポスター発表時のアルコールの提供は
海外ではよくあることだと思いますが、反対意
見もあるんですね。顔写真はどういう意図です
か？

一條　ポスター会場で演者がみつからないこ
とってよくありますよね。でもせめて顔写真が
あれば双方にメリットがあるかなって。それで、
写真の貼付をマストにしてはどうかと思ったん
ですけど、組織委員会でもマストにはしない方
が良いという意見もあって、抑え気味のトーン
にしたら貼付してくれる方は期待してたほど多
くなかったんです。「推奨」という表現が弱かっ
たんでしょうが、書き方ひとつですごく変わる
んだということをこの経験で得た感じです。

岩崎　日本ではめずらしいのかもしれません
が、海外の学会のいいところをたくさん取り入
れて素晴らしいと思います。

一條　ありがとうございます。そのあたりは意
識した点でした。

塩見　最終日の夜に市民公開講座『ゲノム編
集は生命観を変えるか？』が開催されました。

一條　これはもう大隅典子さん（第18期理事
長）にお任せしちゃいました。大学の同級生な
んですけど、こういうテーマは彼女がやってく
れたら、いろんな意味で安心できるし、学会本
体の公益事業的にもいいかなということで。
高校生発表に参加した学生さんも来てくれて、
時世にも合ったテーマだったんじゃないかな
と思います。本当は市民公開講座も土日にで
きたらよかったけど、平日は夜でないと一般の
方にはなかなか来ていただけないし、このあ
たりはむずかしい判断でした。フォーラムもね、
問題意識の高い方が中心になってテーマを
絞って企画されるものだから、夜の開催は申

し訳ない気持ちもありましたが、参加者は少
なくなかったようです。横浜にかぎったことで
はないんですが、みんな飲みに行きたいでしょ
（笑）。だから18時以降にはサイエンティ
フィックプログラムを組まないようにしました。

塩見　コミュニケーションを交わす絶好の場
ですからね。では、ポスター発表での座長制に
ついてはいかがでしたか？

一條　小安（重夫）先生の2014年会に参加し
て、会期三日の横浜年会として完成した感じ
を受けたんです。ポスター・展示会場のキャパ
を活かして、企業展示からポスターへの導線
もよく、一体感のあるあの年会のスタイルが僕
も好きで、2016年会のべースにさせていただ
きました。その流れのなかでのポスターの座
長制でした。だいぶ前ですが、福岡の球場がポ
スター会場になったことがあって、僕も座長を
務めました。そのとき、たまたま担当したなか
にいたのが学生時代の倉永（英里奈）さんだっ
たんです。よくできる人がいるんだなという印
象と、そのときの楽しかったイメージがすごく
残っていて、僕にとってのいい出会い、その思
い出があったので、ディスカッサーではなく、
ポスター座長という懐かしい名称でやらせて
もらいました。

岩崎　会員の方から「ディスカッサー」が和製
英語だというご指摘がありました。たしかにそ
うとも思うんですが、あえての「ディスカッ
サー」という用語も分生年会では定着してい
る向きもあるようです。確かに、「ポスター座
長」は良いですね。また一方で、分生はディス

カッサーがいなくてもポスターが十分に盛り
上がっているというご意見もいただきました。

塩見　アクティブに話しているところは邪魔
しないで、ディスカッサーの皆さんには、議論
する相手がまだいないようなポスターをま
わってもらおうと思っています。

一條　僕のときもそうだったかな。名称こそ変
えたけど、盛り上がっているところはそのまま
で、座長には火付けに徹してもらいました。う
ちの学生さんにも言うんだけど、偉い先生が
来たときアピールするチャンスを逸することの
ないように、ポスター説明は1分、2分、5分の
ように、いくつかバージョンを用意しておくの
が大事ですよね。ともあれ、倉永さんを見出し
たポスターの座長制はよかったということか
な（笑）。

岩崎　ポスター賞も好評だったようですね。
うちのラボの学生さんは、賞状をずっと机に
貼っていましたし、すごく喜んでいました。

一條　分生の年会でポスター賞とりましたっ
てなると、その若手にとってはやっぱりいいこ
とだし、業績が自身のプロモーションにも使え
るし、積極的に乱発（？）しましたね。これ、座
長にとってのインセンティブでもあるので、座
長に選出してもらいました。

塩見　若手もすごく喜んでくれたし、「一條先
生、もう一度年会やってみますか？」と言われ
たらどうされますか？

一條　もういいもういい（笑）。この手の役は
一度だから頑張れるんですよ。僕の場合は、仲
間内でやれたのもあって、本当にすごく楽し
かったですよ。

塩見　では、日本の若手研究者についてどう
思われますか？

一條　ひとつあげるとすれば、海外に行かな
くなっちゃっているのは困りますね。日本に
戻ってきてからの不安定さがそうさせている
のが大きな問題だと思います。今はコロナで
途切れてますが、うちのラボでは、オックス
フォードに6週間くらい短期留学するプログラ
ムなどを使って、無理にでも海外生活を体験
してもらうようにしていますが。

岩崎　無理にでも送り出す親心、素晴らしい
ですね。

一條　それでも、海外学振がとれても500万
円くらいですから、向こうの最低賃金には届か
ないんですよね。だから、これを持って行って
も、向こうでプラスアルファをもらわないと最
低賃金にならない。民間財団のサポートも一
件あたりの助成金を大きくしてもらえると助
かる若手は増えると思います。

塩見　重複申請が認められないケースもあり
ますしね。最近はそのあたりの事情が理解さ
れてきたのか、だいぶよくなってきているとは
思います。何よりも若手ですよね。分生はそこ
を第一に考えている学会ですから、キャリアパ
ス委員会には引き続きそのあたりを頑張って

もらいたいです。では、女性研究者については
いかがですか？

一條　東大薬学は、実績的にまだまだ胸を
張って言える状況ではありません。それこそ財
団の審査などでも、女性比率を上げるために
単純な合格ラインの点数よりもアファーマ
ティブアクションは意識すべきでしょうね。ど
んなコミュニティーにおいても、女性比率は最
低20％を死守しなければいけないと思います。

岩崎　日本の女性は海外の女性に比べて、不
満があるような場合でも、なんとか戦ってやる
というより、我慢の末に諦めてしまうケースが
多いかもしれないですね。

一條　そういうケースもあるかもしれません
ね。それでも、政治家の無責任で不適切な発
言が叩かれるようになってきているし、世の中
の変化は皆さん感じていると思います。しかし、
なかなか数値には表れていないようですね。

塩見　分子生物学会のこれからは？

一條　僕が年会長に指名されたとき、東北大
学の山本雅之先生が同じ2016年に生化学会
の大会長をされることになりました。山本先生
や僕らの領域は分生と生化でかなりかぶって
いるのもあって、年に二回、生物系で大きな年
会があるのは結構な負担なんです。それで、山
本先生にすぐ電話したのですが、2011年東日
本大震災の復興を旗印に東北で開催されると
いうことが決まっていて、また当時の仙台では
サイズ的に合同大会の収容キャパがないとい

うことがあって、合同大会を断念した経緯があ
りました。生化とかぶらない領域があるのもよ
く理解しているんだけど、何年かに一度合同
にするとか、そういう可能性は模索してもよい
と思います。このコロナの状況で世界的にも
様々な動きがあると思うので、そのあたりの動
向を見据えつつ分子生物学会のあり方みたい
なことを考えていく時期なのかもしれません
ね。学会という枠を越えれば、生物科学学会
連合のような塊で意見を発出するようなこと
も益々重要になりますよね。

塩見　生科連代表の小林武彦さんが学術会
議の基礎生物学委員長を担っていますし、よ
い感じで世代交代を進めてくれるでしょう。

一條　生物系ではやはり分生がオピニオン
リーダー的な役割を果たすべきと思います。た
だ、議題がてんこ盛りのわりに理事会が年に
一回しかないからか、生化学会に比べると
ちょっとカタい感じがします。こういった雰囲
気を打破するためにも、分子生物学会も次世
代が担っていくべきですね。

塩見　年会の国際化あるいはオンライン化に
ついてはいかがでしょうか？

一條　アフターコロナがどうなるか、研究者を
取り巻く環境もまだ現時点ではみえていない
部分が少なくありません。なんといっても、学
会発表はインパーソンでやりたいですよね。オ
ンラインだとオーディエンスがみえないし、レ
スポンスの感じがね。初めて発表するような
内容のとき、うけるかどうかわからない状況を
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経過しながらも、ドーっと湧くような瞬間って
すごく嬉しいじゃないですか。やっぱり場の雰
囲気ってあるけどオンラインだと掴めない、そ
れが一番気になっています。

岩崎　オンライン発表で英語ってすごく厳し
いですよね。いきなり国際電話で会話するよう
なものですからね（笑）。

一條　若い世代が英語に慣れてきているとは
言っても、やっぱり普段からのトレーニングが
必要ですからね。そうなると、英語での発表だ
からちょっと引いちゃうみたいなケースもある
と思います。分生の年会は特にポスターが大
事なので、使用言語についてはじっくり議論し
ました。無理に英語を導入すると静かになっ
ちゃたりしますから、ゆるやかな国際化くらい
がいいんじゃないかな。また、口頭発表にして
も、発表は何度も練習できるけどディスカッ
ションはね。だから、単純に年会を国際化・英
語化するだけだと、分生の若手会員にとって
はむずかしいだけかもしれません。

塩見　特にオンラインだと、言葉の壁は高くな
りますよね。その壁を少しでも低くして、また分
生で発表したいと思ってもらえる年会にした
いと思っています。それでは最後に、2021年会
にエールを。

一條　塩見さんがやるから僕は何も心配して
いません。今年はハイブリッド開催で年会を
乗り切らないといけないし、本当にご苦労が
多いと思います。当然、収支がシビアなのは理
事会もわかっているし、この難局を学会本体

がちゃんとサポートすることで未来の分生を
盛り上げることになるんですから。ビールが配
れないのは残念ですけど、もしやれたら僕が
一番に並びますので（笑）。

岩崎　せっかく横浜の会場を借りているので、
たくさんの方に来ていただいて、とことん年会
を楽しんでもらいたいです。

塩見　2014年会でプログラム委員長をさせ
ていただいて、ディスカッションすることを大
事にしながらコンパクトな年会ができること
がわかったので、私たちの2021年会もそんな
風にやれたらいいなと思っています。
　



塩見　2016年会の『半端なベクトルに出口な
し！』というキャッチフレーズは印象的な問い
かけだったように思います。このあたりのコン
セプトからお聞かせいただけますでしょうか？

一條　ちょうどこの頃、いわゆる出口指向の
研究が強く求められ始めた時期でした。研究
者の側もそれにつられ、なんでもかんでも創薬
につなげますみたいなことになった。でも、薬
が簡単に創れるはずのないことを知っている
基礎研究者が、そんなことやっていてはダメで
すよね。自分の求める方向性と出口が近けれ
ば良いのだけれど、遠いのに無理に合わせよ

うとすると研究の力も半減しちゃうんだし、そ
のベクトルが半端だと自分たちの首を絞める
ことになる、そういう警鐘の意味を込めたかっ
たんです。ファンディングエージェンシーとし
ても本当はいろんな出口を用意できるといい
んだけど、予算にはかぎりがあるからどうして
も重点分野に絞りがちです。もちろん、そう
いった出口指向の研究が無ければ困るし、応
用をめざす研究が悪いわけでも決してありま
せん。要は研究者自身のやりたいこととピッタ
シあっていればいいんです。組織委員長の三
浦（正幸）さんと、キャッチフレーズだけが一人
歩きしないようにしなければねと言ってたん

だけど、2016年会としては、まずは基礎研究
を徹底的にやりましょうと、そこから応用につ
ながっていけばいいなという、ボトムアップ的
なメッセージを出したかったんです。

塩見　私も含め、皆さんそのメッセージを受
け止めていらしたと思います。ここにも飾って
あるけど、年会ポスターは落ち着いたいい画
ですね。『Sleeping Gypsy』に何か秘められた
ことがあったのでは？

一條　近藤（滋）さんの年会以降、画家の作品
をモチーフにする慣例があったじゃないです
か。それで、最初は好きなシャガールにしよう
と思ったんですけど、没後50年を経過してい
ないからパブリックドメインに適用されないこ
とがわかって、たまたま近い時期にMoMAで
アンリ・ルソーを観ていたから決めたみたいな
感じでした。デザインの第1版と第2版では若
干色味がちがうんですが、もう１箇所、明らか
な違いがあるんですよ。

岩崎　DNAの巻方、ですか？

一條　そうです。これはちょっとした裏話なの
ですが、第1版をご覧になった会員から、「本来
右巻きであるべきDNAのらせんが左巻きと
なっておりおかしい」とご指摘をいただいてね。
でもこれ、ジプシーがみている夢の中の物語
だし、鏡像というか、反転しているおもしろさ
があっていいんじゃないかなと個人的には
思ったんだけど、教育上どうかということで修
正してもらったのが第2版となったわけです。

塩見　ということは、第1版のポスターは世の
中に何枚かしか出回っていないのですね。横
浜で間違い探しできるかも。由香さんよく気づ
いたね。

岩崎　間違いやすいポイントはそこかなと。

一條　すごいですね。この第1版はいつかレア
ものとして価値が上がるんじゃないかと、僕は
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数枚確保してます。まぁ、特別に秘めたことは
なかったけど、意図せず秘められたことがあっ
たんです（笑）。

塩見　2016年会の口頭発表はすべてシンポ
ジウムでしたね？

一條　はい、ワークショップが格下にみられる
ヒエラルキーがなんとなくイヤで、若手もシン
ポジウムの座長・演者になってもらおうと、公
募企画もフラットにシンポジウムとしました。
プログラムはすべてプログラム委員長の村田
（茂穂）さんにお任せして、丸々数日かけて見
事に編成してくれました。東大薬学のなかだけ
で年会組織を構成した甲斐あって、意見交換
もしやすかったと思います。数年かけて年会の
準備を進めていると言っても、やはり密に議論
したい場面もあるし、会議日程を調整して、あ
ちこちから集まってもらうのも結構大変です
からね。ちょっと閉じた感じにみえるかもしれ
ないけど、チームワークとフットワークを考え
てこうしました。

塩見　同感です。私たちの年会もそのあたりを
意識して準備にあたっています。朝一番の企画、
早朝のセミナーはめずらしかったですよね？

一條　そうですね、プレナリー的なものはあま
り分生らしくないので、どちらかというと、若
手を呼び込むための教育講演的な意味合い
で企画しました。

塩見　参加者のフットワークを意識されて、
コーヒーやマフィンを提供されたのですか？

一條　いえ、著名な方々にモーニングセミ
ナーを引き受けていただけたので、朝はあえて
出さず、その分ポスター会場のビールに厚み
を出しました。Keystone Symposiaなんかで
もありますよね、オーガナイザーがお金を集め
てきて、参加者は5ドルくらい払って飲めるみ
たいな。ポスター会場でアルコールを振る舞
いたいと思ったものの、年会長の立場ではや
はり収支が気になるじゃないですか。事前参
加である程度の見込みは立てられても、会期
中に雨が降れば少なからず足が遠のくことも
ありますから。ですから、収支予測をみながら、
とりあえず初日に提供できそうな数を出して、
横浜球場で活躍している売り子さんにビール
のサーブをお願いしました。結果的には三日
間の会期を通じて提供することができました
が、無料サーブ分が終わった途端に皆さんほ
とんど買ってくれないと売り子さんが嘆いてま
した（笑）。

岩崎　今年もやりたいですけど、ハイブリッド
ではむずかしそうです。アルコールの提供はア
ンケートでも様々な反応だったようですね。

一條　まずまずだったと聞いていますが、
ビールなんてけしからんとか、アルコールくさ
い人は困るとか、なかにはそういった意見もい
ただきましたよ（笑）。ほかにご意見が寄せら
れたのはポスターへの顔写真貼付でした。

岩崎　ポスター発表時のアルコールの提供は
海外ではよくあることだと思いますが、反対意
見もあるんですね。顔写真はどういう意図です
か？

一條　ポスター会場で演者がみつからないこ
とってよくありますよね。でもせめて顔写真が
あれば双方にメリットがあるかなって。それで、
写真の貼付をマストにしてはどうかと思ったん
ですけど、組織委員会でもマストにはしない方
が良いという意見もあって、抑え気味のトーン
にしたら貼付してくれる方は期待してたほど多
くなかったんです。「推奨」という表現が弱かっ
たんでしょうが、書き方ひとつですごく変わる
んだということをこの経験で得た感じです。

岩崎　日本ではめずらしいのかもしれません
が、海外の学会のいいところをたくさん取り入
れて素晴らしいと思います。

一條　ありがとうございます。そのあたりは意
識した点でした。

塩見　最終日の夜に市民公開講座『ゲノム編
集は生命観を変えるか？』が開催されました。

一條　これはもう大隅典子さん（第18期理事
長）にお任せしちゃいました。大学の同級生な
んですけど、こういうテーマは彼女がやってく
れたら、いろんな意味で安心できるし、学会本
体の公益事業的にもいいかなということで。
高校生発表に参加した学生さんも来てくれて、
時世にも合ったテーマだったんじゃないかな
と思います。本当は市民公開講座も土日にで
きたらよかったけど、平日は夜でないと一般の
方にはなかなか来ていただけないし、このあ
たりはむずかしい判断でした。フォーラムもね、
問題意識の高い方が中心になってテーマを
絞って企画されるものだから、夜の開催は申

し訳ない気持ちもありましたが、参加者は少
なくなかったようです。横浜にかぎったことで
はないんですが、みんな飲みに行きたいでしょ
（笑）。だから18時以降にはサイエンティ
フィックプログラムを組まないようにしました。

塩見　コミュニケーションを交わす絶好の場
ですからね。では、ポスター発表での座長制に
ついてはいかがでしたか？

一條　小安（重夫）先生の2014年会に参加し
て、会期三日の横浜年会として完成した感じ
を受けたんです。ポスター・展示会場のキャパ
を活かして、企業展示からポスターへの導線
もよく、一体感のあるあの年会のスタイルが僕
も好きで、2016年会のべースにさせていただ
きました。その流れのなかでのポスターの座
長制でした。だいぶ前ですが、福岡の球場がポ
スター会場になったことがあって、僕も座長を
務めました。そのとき、たまたま担当したなか
にいたのが学生時代の倉永（英里奈）さんだっ
たんです。よくできる人がいるんだなという印
象と、そのときの楽しかったイメージがすごく
残っていて、僕にとってのいい出会い、その思
い出があったので、ディスカッサーではなく、
ポスター座長という懐かしい名称でやらせて
もらいました。

岩崎　会員の方から「ディスカッサー」が和製
英語だというご指摘がありました。たしかにそ
うとも思うんですが、あえての「ディスカッ
サー」という用語も分生年会では定着してい
る向きもあるようです。確かに、「ポスター座
長」は良いですね。また一方で、分生はディス

カッサーがいなくてもポスターが十分に盛り
上がっているというご意見もいただきました。

塩見　アクティブに話しているところは邪魔
しないで、ディスカッサーの皆さんには、議論
する相手がまだいないようなポスターをま
わってもらおうと思っています。

一條　僕のときもそうだったかな。名称こそ変
えたけど、盛り上がっているところはそのまま
で、座長には火付けに徹してもらいました。う
ちの学生さんにも言うんだけど、偉い先生が
来たときアピールするチャンスを逸することの
ないように、ポスター説明は1分、2分、5分の
ように、いくつかバージョンを用意しておくの
が大事ですよね。ともあれ、倉永さんを見出し
たポスターの座長制はよかったということか
な（笑）。

岩崎　ポスター賞も好評だったようですね。
うちのラボの学生さんは、賞状をずっと机に
貼っていましたし、すごく喜んでいました。

一條　分生の年会でポスター賞とりましたっ
てなると、その若手にとってはやっぱりいいこ
とだし、業績が自身のプロモーションにも使え
るし、積極的に乱発（？）しましたね。これ、座
長にとってのインセンティブでもあるので、座
長に選出してもらいました。

塩見　若手もすごく喜んでくれたし、「一條先
生、もう一度年会やってみますか？」と言われ
たらどうされますか？

一條　もういいもういい（笑）。この手の役は
一度だから頑張れるんですよ。僕の場合は、仲
間内でやれたのもあって、本当にすごく楽し
かったですよ。

塩見　では、日本の若手研究者についてどう
思われますか？

一條　ひとつあげるとすれば、海外に行かな
くなっちゃっているのは困りますね。日本に
戻ってきてからの不安定さがそうさせている
のが大きな問題だと思います。今はコロナで
途切れてますが、うちのラボでは、オックス
フォードに6週間くらい短期留学するプログラ
ムなどを使って、無理にでも海外生活を体験
してもらうようにしていますが。

岩崎　無理にでも送り出す親心、素晴らしい
ですね。

一條　それでも、海外学振がとれても500万
円くらいですから、向こうの最低賃金には届か
ないんですよね。だから、これを持って行って
も、向こうでプラスアルファをもらわないと最
低賃金にならない。民間財団のサポートも一
件あたりの助成金を大きくしてもらえると助
かる若手は増えると思います。

塩見　重複申請が認められないケースもあり
ますしね。最近はそのあたりの事情が理解さ
れてきたのか、だいぶよくなってきているとは
思います。何よりも若手ですよね。分生はそこ
を第一に考えている学会ですから、キャリアパ
ス委員会には引き続きそのあたりを頑張って

もらいたいです。では、女性研究者については
いかがですか？

一條　東大薬学は、実績的にまだまだ胸を
張って言える状況ではありません。それこそ財
団の審査などでも、女性比率を上げるために
単純な合格ラインの点数よりもアファーマ
ティブアクションは意識すべきでしょうね。ど
んなコミュニティーにおいても、女性比率は最
低20％を死守しなければいけないと思います。

岩崎　日本の女性は海外の女性に比べて、不
満があるような場合でも、なんとか戦ってやる
というより、我慢の末に諦めてしまうケースが
多いかもしれないですね。

一條　そういうケースもあるかもしれません
ね。それでも、政治家の無責任で不適切な発
言が叩かれるようになってきているし、世の中
の変化は皆さん感じていると思います。しかし、
なかなか数値には表れていないようですね。

塩見　分子生物学会のこれからは？

一條　僕が年会長に指名されたとき、東北大
学の山本雅之先生が同じ2016年に生化学会
の大会長をされることになりました。山本先生
や僕らの領域は分生と生化でかなりかぶって
いるのもあって、年に二回、生物系で大きな年
会があるのは結構な負担なんです。それで、山
本先生にすぐ電話したのですが、2011年東日
本大震災の復興を旗印に東北で開催されると
いうことが決まっていて、また当時の仙台では
サイズ的に合同大会の収容キャパがないとい

うことがあって、合同大会を断念した経緯があ
りました。生化とかぶらない領域があるのもよ
く理解しているんだけど、何年かに一度合同
にするとか、そういう可能性は模索してもよい
と思います。このコロナの状況で世界的にも
様々な動きがあると思うので、そのあたりの動
向を見据えつつ分子生物学会のあり方みたい
なことを考えていく時期なのかもしれません
ね。学会という枠を越えれば、生物科学学会
連合のような塊で意見を発出するようなこと
も益々重要になりますよね。

塩見　生科連代表の小林武彦さんが学術会
議の基礎生物学委員長を担っていますし、よ
い感じで世代交代を進めてくれるでしょう。

一條　生物系ではやはり分生がオピニオン
リーダー的な役割を果たすべきと思います。た
だ、議題がてんこ盛りのわりに理事会が年に
一回しかないからか、生化学会に比べると
ちょっとカタい感じがします。こういった雰囲
気を打破するためにも、分子生物学会も次世
代が担っていくべきですね。

塩見　年会の国際化あるいはオンライン化に
ついてはいかがでしょうか？

一條　アフターコロナがどうなるか、研究者を
取り巻く環境もまだ現時点ではみえていない
部分が少なくありません。なんといっても、学
会発表はインパーソンでやりたいですよね。オ
ンラインだとオーディエンスがみえないし、レ
スポンスの感じがね。初めて発表するような
内容のとき、うけるかどうかわからない状況を
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経過しながらも、ドーっと湧くような瞬間って
すごく嬉しいじゃないですか。やっぱり場の雰
囲気ってあるけどオンラインだと掴めない、そ
れが一番気になっています。

岩崎　オンライン発表で英語ってすごく厳し
いですよね。いきなり国際電話で会話するよう
なものですからね（笑）。

一條　若い世代が英語に慣れてきているとは
言っても、やっぱり普段からのトレーニングが
必要ですからね。そうなると、英語での発表だ
からちょっと引いちゃうみたいなケースもある
と思います。分生の年会は特にポスターが大
事なので、使用言語についてはじっくり議論し
ました。無理に英語を導入すると静かになっ
ちゃたりしますから、ゆるやかな国際化くらい
がいいんじゃないかな。また、口頭発表にして
も、発表は何度も練習できるけどディスカッ
ションはね。だから、単純に年会を国際化・英
語化するだけだと、分生の若手会員にとって
はむずかしいだけかもしれません。

塩見　特にオンラインだと、言葉の壁は高くな
りますよね。その壁を少しでも低くして、また分
生で発表したいと思ってもらえる年会にした
いと思っています。それでは最後に、2021年会
にエールを。

一條　塩見さんがやるから僕は何も心配して
いません。今年はハイブリッド開催で年会を
乗り切らないといけないし、本当にご苦労が
多いと思います。当然、収支がシビアなのは理
事会もわかっているし、この難局を学会本体

がちゃんとサポートすることで未来の分生を
盛り上げることになるんですから。ビールが配
れないのは残念ですけど、もしやれたら僕が
一番に並びますので（笑）。

岩崎　せっかく横浜の会場を借りているので、
たくさんの方に来ていただいて、とことん年会
を楽しんでもらいたいです。

塩見　2014年会でプログラム委員長をさせ
ていただいて、ディスカッションすることを大
事にしながらコンパクトな年会ができること
がわかったので、私たちの2021年会もそんな
風にやれたらいいなと思っています。
　



塩見　2016年会の『半端なベクトルに出口な
し！』というキャッチフレーズは印象的な問い
かけだったように思います。このあたりのコン
セプトからお聞かせいただけますでしょうか？

一條　ちょうどこの頃、いわゆる出口指向の
研究が強く求められ始めた時期でした。研究
者の側もそれにつられ、なんでもかんでも創薬
につなげますみたいなことになった。でも、薬
が簡単に創れるはずのないことを知っている
基礎研究者が、そんなことやっていてはダメで
すよね。自分の求める方向性と出口が近けれ
ば良いのだけれど、遠いのに無理に合わせよ

うとすると研究の力も半減しちゃうんだし、そ
のベクトルが半端だと自分たちの首を絞める
ことになる、そういう警鐘の意味を込めたかっ
たんです。ファンディングエージェンシーとし
ても本当はいろんな出口を用意できるといい
んだけど、予算にはかぎりがあるからどうして
も重点分野に絞りがちです。もちろん、そう
いった出口指向の研究が無ければ困るし、応
用をめざす研究が悪いわけでも決してありま
せん。要は研究者自身のやりたいこととピッタ
シあっていればいいんです。組織委員長の三
浦（正幸）さんと、キャッチフレーズだけが一人
歩きしないようにしなければねと言ってたん

だけど、2016年会としては、まずは基礎研究
を徹底的にやりましょうと、そこから応用につ
ながっていけばいいなという、ボトムアップ的
なメッセージを出したかったんです。

塩見　私も含め、皆さんそのメッセージを受
け止めていらしたと思います。ここにも飾って
あるけど、年会ポスターは落ち着いたいい画
ですね。『Sleeping Gypsy』に何か秘められた
ことがあったのでは？

一條　近藤（滋）さんの年会以降、画家の作品
をモチーフにする慣例があったじゃないです
か。それで、最初は好きなシャガールにしよう
と思ったんですけど、没後50年を経過してい
ないからパブリックドメインに適用されないこ
とがわかって、たまたま近い時期にMoMAで
アンリ・ルソーを観ていたから決めたみたいな
感じでした。デザインの第1版と第2版では若
干色味がちがうんですが、もう１箇所、明らか
な違いがあるんですよ。

岩崎　DNAの巻方、ですか？

一條　そうです。これはちょっとした裏話なの
ですが、第1版をご覧になった会員から、「本来
右巻きであるべきDNAのらせんが左巻きと
なっておりおかしい」とご指摘をいただいてね。
でもこれ、ジプシーがみている夢の中の物語
だし、鏡像というか、反転しているおもしろさ
があっていいんじゃないかなと個人的には
思ったんだけど、教育上どうかということで修
正してもらったのが第2版となったわけです。

塩見　ということは、第1版のポスターは世の
中に何枚かしか出回っていないのですね。横
浜で間違い探しできるかも。由香さんよく気づ
いたね。

岩崎　間違いやすいポイントはそこかなと。

一條　すごいですね。この第1版はいつかレア
ものとして価値が上がるんじゃないかと、僕は

数枚確保してます。まぁ、特別に秘めたことは
なかったけど、意図せず秘められたことがあっ
たんです（笑）。

塩見　2016年会の口頭発表はすべてシンポ
ジウムでしたね？

一條　はい、ワークショップが格下にみられる
ヒエラルキーがなんとなくイヤで、若手もシン
ポジウムの座長・演者になってもらおうと、公
募企画もフラットにシンポジウムとしました。
プログラムはすべてプログラム委員長の村田
（茂穂）さんにお任せして、丸々数日かけて見
事に編成してくれました。東大薬学のなかだけ
で年会組織を構成した甲斐あって、意見交換
もしやすかったと思います。数年かけて年会の
準備を進めていると言っても、やはり密に議論
したい場面もあるし、会議日程を調整して、あ
ちこちから集まってもらうのも結構大変です
からね。ちょっと閉じた感じにみえるかもしれ
ないけど、チームワークとフットワークを考え
てこうしました。

塩見　同感です。私たちの年会もそのあたりを
意識して準備にあたっています。朝一番の企画、
早朝のセミナーはめずらしかったですよね？

一條　そうですね、プレナリー的なものはあま
り分生らしくないので、どちらかというと、若
手を呼び込むための教育講演的な意味合い
で企画しました。

塩見　参加者のフットワークを意識されて、
コーヒーやマフィンを提供されたのですか？

一條　いえ、著名な方々にモーニングセミ
ナーを引き受けていただけたので、朝はあえて
出さず、その分ポスター会場のビールに厚み
を出しました。Keystone Symposiaなんかで
もありますよね、オーガナイザーがお金を集め
てきて、参加者は5ドルくらい払って飲めるみ
たいな。ポスター会場でアルコールを振る舞
いたいと思ったものの、年会長の立場ではや
はり収支が気になるじゃないですか。事前参
加である程度の見込みは立てられても、会期
中に雨が降れば少なからず足が遠のくことも
ありますから。ですから、収支予測をみながら、
とりあえず初日に提供できそうな数を出して、
横浜球場で活躍している売り子さんにビール
のサーブをお願いしました。結果的には三日
間の会期を通じて提供することができました
が、無料サーブ分が終わった途端に皆さんほ
とんど買ってくれないと売り子さんが嘆いてま
した（笑）。

岩崎　今年もやりたいですけど、ハイブリッド
ではむずかしそうです。アルコールの提供はア
ンケートでも様々な反応だったようですね。

一條　まずまずだったと聞いていますが、
ビールなんてけしからんとか、アルコールくさ
い人は困るとか、なかにはそういった意見もい
ただきましたよ（笑）。ほかにご意見が寄せら
れたのはポスターへの顔写真貼付でした。

岩崎　ポスター発表時のアルコールの提供は
海外ではよくあることだと思いますが、反対意
見もあるんですね。顔写真はどういう意図です
か？

一條　ポスター会場で演者がみつからないこ
とってよくありますよね。でもせめて顔写真が
あれば双方にメリットがあるかなって。それで、
写真の貼付をマストにしてはどうかと思ったん
ですけど、組織委員会でもマストにはしない方
が良いという意見もあって、抑え気味のトーン
にしたら貼付してくれる方は期待してたほど多
くなかったんです。「推奨」という表現が弱かっ
たんでしょうが、書き方ひとつですごく変わる
んだということをこの経験で得た感じです。

岩崎　日本ではめずらしいのかもしれません
が、海外の学会のいいところをたくさん取り入
れて素晴らしいと思います。

一條　ありがとうございます。そのあたりは意
識した点でした。

塩見　最終日の夜に市民公開講座『ゲノム編
集は生命観を変えるか？』が開催されました。

一條　これはもう大隅典子さん（第18期理事
長）にお任せしちゃいました。大学の同級生な
んですけど、こういうテーマは彼女がやってく
れたら、いろんな意味で安心できるし、学会本
体の公益事業的にもいいかなということで。
高校生発表に参加した学生さんも来てくれて、
時世にも合ったテーマだったんじゃないかな
と思います。本当は市民公開講座も土日にで
きたらよかったけど、平日は夜でないと一般の
方にはなかなか来ていただけないし、このあ
たりはむずかしい判断でした。フォーラムもね、
問題意識の高い方が中心になってテーマを
絞って企画されるものだから、夜の開催は申

し訳ない気持ちもありましたが、参加者は少
なくなかったようです。横浜にかぎったことで
はないんですが、みんな飲みに行きたいでしょ
（笑）。だから18時以降にはサイエンティ
フィックプログラムを組まないようにしました。

塩見　コミュニケーションを交わす絶好の場
ですからね。では、ポスター発表での座長制に
ついてはいかがでしたか？

一條　小安（重夫）先生の2014年会に参加し
て、会期三日の横浜年会として完成した感じ
を受けたんです。ポスター・展示会場のキャパ
を活かして、企業展示からポスターへの導線
もよく、一体感のあるあの年会のスタイルが僕
も好きで、2016年会のべースにさせていただ
きました。その流れのなかでのポスターの座
長制でした。だいぶ前ですが、福岡の球場がポ
スター会場になったことがあって、僕も座長を
務めました。そのとき、たまたま担当したなか
にいたのが学生時代の倉永（英里奈）さんだっ
たんです。よくできる人がいるんだなという印
象と、そのときの楽しかったイメージがすごく
残っていて、僕にとってのいい出会い、その思
い出があったので、ディスカッサーではなく、
ポスター座長という懐かしい名称でやらせて
もらいました。

岩崎　会員の方から「ディスカッサー」が和製
英語だというご指摘がありました。たしかにそ
うとも思うんですが、あえての「ディスカッ
サー」という用語も分生年会では定着してい
る向きもあるようです。確かに、「ポスター座
長」は良いですね。また一方で、分生はディス

カッサーがいなくてもポスターが十分に盛り
上がっているというご意見もいただきました。

塩見　アクティブに話しているところは邪魔
しないで、ディスカッサーの皆さんには、議論
する相手がまだいないようなポスターをま
わってもらおうと思っています。

一條　僕のときもそうだったかな。名称こそ変
えたけど、盛り上がっているところはそのまま
で、座長には火付けに徹してもらいました。う
ちの学生さんにも言うんだけど、偉い先生が
来たときアピールするチャンスを逸することの
ないように、ポスター説明は1分、2分、5分の
ように、いくつかバージョンを用意しておくの
が大事ですよね。ともあれ、倉永さんを見出し
たポスターの座長制はよかったということか
な（笑）。

岩崎　ポスター賞も好評だったようですね。
うちのラボの学生さんは、賞状をずっと机に
貼っていましたし、すごく喜んでいました。

一條　分生の年会でポスター賞とりましたっ
てなると、その若手にとってはやっぱりいいこ
とだし、業績が自身のプロモーションにも使え
るし、積極的に乱発（？）しましたね。これ、座
長にとってのインセンティブでもあるので、座
長に選出してもらいました。

塩見　若手もすごく喜んでくれたし、「一條先
生、もう一度年会やってみますか？」と言われ
たらどうされますか？

一條　もういいもういい（笑）。この手の役は
一度だから頑張れるんですよ。僕の場合は、仲
間内でやれたのもあって、本当にすごく楽し
かったですよ。

塩見　では、日本の若手研究者についてどう
思われますか？

一條　ひとつあげるとすれば、海外に行かな
くなっちゃっているのは困りますね。日本に
戻ってきてからの不安定さがそうさせている
のが大きな問題だと思います。今はコロナで
途切れてますが、うちのラボでは、オックス
フォードに6週間くらい短期留学するプログラ
ムなどを使って、無理にでも海外生活を体験
してもらうようにしていますが。

岩崎　無理にでも送り出す親心、素晴らしい
ですね。

一條　それでも、海外学振がとれても500万
円くらいですから、向こうの最低賃金には届か
ないんですよね。だから、これを持って行って
も、向こうでプラスアルファをもらわないと最
低賃金にならない。民間財団のサポートも一
件あたりの助成金を大きくしてもらえると助
かる若手は増えると思います。

塩見　重複申請が認められないケースもあり
ますしね。最近はそのあたりの事情が理解さ
れてきたのか、だいぶよくなってきているとは
思います。何よりも若手ですよね。分生はそこ
を第一に考えている学会ですから、キャリアパ
ス委員会には引き続きそのあたりを頑張って

もらいたいです。では、女性研究者については
いかがですか？

一條　東大薬学は、実績的にまだまだ胸を
張って言える状況ではありません。それこそ財
団の審査などでも、女性比率を上げるために
単純な合格ラインの点数よりもアファーマ
ティブアクションは意識すべきでしょうね。ど
んなコミュニティーにおいても、女性比率は最
低20％を死守しなければいけないと思います。

岩崎　日本の女性は海外の女性に比べて、不
満があるような場合でも、なんとか戦ってやる
というより、我慢の末に諦めてしまうケースが
多いかもしれないですね。

一條　そういうケースもあるかもしれません
ね。それでも、政治家の無責任で不適切な発
言が叩かれるようになってきているし、世の中
の変化は皆さん感じていると思います。しかし、
なかなか数値には表れていないようですね。

塩見　分子生物学会のこれからは？

一條　僕が年会長に指名されたとき、東北大
学の山本雅之先生が同じ2016年に生化学会
の大会長をされることになりました。山本先生
や僕らの領域は分生と生化でかなりかぶって
いるのもあって、年に二回、生物系で大きな年
会があるのは結構な負担なんです。それで、山
本先生にすぐ電話したのですが、2011年東日
本大震災の復興を旗印に東北で開催されると
いうことが決まっていて、また当時の仙台では
サイズ的に合同大会の収容キャパがないとい

うことがあって、合同大会を断念した経緯があ
りました。生化とかぶらない領域があるのもよ
く理解しているんだけど、何年かに一度合同
にするとか、そういう可能性は模索してもよい
と思います。このコロナの状況で世界的にも
様々な動きがあると思うので、そのあたりの動
向を見据えつつ分子生物学会のあり方みたい
なことを考えていく時期なのかもしれません
ね。学会という枠を越えれば、生物科学学会
連合のような塊で意見を発出するようなこと
も益々重要になりますよね。

塩見　生科連代表の小林武彦さんが学術会
議の基礎生物学委員長を担っていますし、よ
い感じで世代交代を進めてくれるでしょう。

一條　生物系ではやはり分生がオピニオン
リーダー的な役割を果たすべきと思います。た
だ、議題がてんこ盛りのわりに理事会が年に
一回しかないからか、生化学会に比べると
ちょっとカタい感じがします。こういった雰囲
気を打破するためにも、分子生物学会も次世
代が担っていくべきですね。

塩見　年会の国際化あるいはオンライン化に
ついてはいかがでしょうか？

一條　アフターコロナがどうなるか、研究者を
取り巻く環境もまだ現時点ではみえていない
部分が少なくありません。なんといっても、学
会発表はインパーソンでやりたいですよね。オ
ンラインだとオーディエンスがみえないし、レ
スポンスの感じがね。初めて発表するような
内容のとき、うけるかどうかわからない状況を
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経過しながらも、ドーっと湧くような瞬間って
すごく嬉しいじゃないですか。やっぱり場の雰
囲気ってあるけどオンラインだと掴めない、そ
れが一番気になっています。

岩崎　オンライン発表で英語ってすごく厳し
いですよね。いきなり国際電話で会話するよう
なものですからね（笑）。

一條　若い世代が英語に慣れてきているとは
言っても、やっぱり普段からのトレーニングが
必要ですからね。そうなると、英語での発表だ
からちょっと引いちゃうみたいなケースもある
と思います。分生の年会は特にポスターが大
事なので、使用言語についてはじっくり議論し
ました。無理に英語を導入すると静かになっ
ちゃたりしますから、ゆるやかな国際化くらい
がいいんじゃないかな。また、口頭発表にして
も、発表は何度も練習できるけどディスカッ
ションはね。だから、単純に年会を国際化・英
語化するだけだと、分生の若手会員にとって
はむずかしいだけかもしれません。

塩見　特にオンラインだと、言葉の壁は高くな
りますよね。その壁を少しでも低くして、また分
生で発表したいと思ってもらえる年会にした
いと思っています。それでは最後に、2021年会
にエールを。

一條　塩見さんがやるから僕は何も心配して
いません。今年はハイブリッド開催で年会を
乗り切らないといけないし、本当にご苦労が
多いと思います。当然、収支がシビアなのは理
事会もわかっているし、この難局を学会本体

がちゃんとサポートすることで未来の分生を
盛り上げることになるんですから。ビールが配
れないのは残念ですけど、もしやれたら僕が
一番に並びますので（笑）。

岩崎　せっかく横浜の会場を借りているので、
たくさんの方に来ていただいて、とことん年会
を楽しんでもらいたいです。

塩見　2014年会でプログラム委員長をさせ
ていただいて、ディスカッションすることを大
事にしながらコンパクトな年会ができること
がわかったので、私たちの2021年会もそんな
風にやれたらいいなと思っています。
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ションセンター　センター長
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ワンストップ創薬共用センター　
センター長

2015年　東京大学　教育研究評議員

2015年　東京大学創薬機構　機構長

2018年　東京大学大学院薬学系研究科　
研究科長

2019年　東京大学ライフサイエンス連携
研究教育拠点　拠点長
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第39回日本分子生物学会年会の開催にあたって

第39回日本分子生物学会年会
年会長　 一條　秀憲

（東京大学大学院薬学系研究科）

年会長挨拶

　2016（H28）年度の日本分子生物学会年会は、「半端なベクトルに出口無し！～徹底した基礎
研究から広がる応用～」というテーマの下、11月 30日（水）～ 12月 2日（金）の 3日間、パ
シフィコ横浜において、国内外の演者による 114枠のシンポジウム、約 3000題のポスター発表、
各 18枠のランチョンセミナーとフォーラム等による国際色豊かで活発な情報交換の場を提供す
るとともに、最終日には「ゲノム編集は生命観を変えるか？」という分子生物学会らしい市民講
座が開催されます。

　これまで「年会のコンセプト」の中でも繰り返し申し上げてきましたが、本年会のもっとも重
要なミッションは、「基礎研究に徹する」ことの楽しさ、大切さ、素晴らしさを（再）認識する
機会を提供することです。

　その特徴をいくつか挙げますと、これまで分生単独開催の時にはなかった特別講演枠（プレナ
リーモーニングセミナー）を設定し、まさに基礎研究に徹して偉業を成し遂げて来られた先生方
に、自由なテーマで講演をお願いしました。また、厳選された分生らしいシンポジウムだけをシ
ンプルに配置するとともに、これまで指定シンポジウムに限られていた海外招聘演者への旅費支
援をシンポジウム枠すべてに拡大することで、国際化の推進を試みました。一方、使用言語に関
しては、緩やかな国際化と深みのあるディスカッションの両立を目指し、英語セッションにおい
ても質疑応答は臨機応変に「日本語も可」を推奨しています。

　また、分生最大の特徴ともいえる熱気溢れるポスターセッションでは、4分発表 3分質疑応答
の持ち時間を座長に仕切っていただくことで、前後のフリータイムでの白熱した議論を誘導する
狙いです。さらに、誰がポスター発表者なのか名札を探し廻らなくても済むように、ポスターに
顔写真の添付をお願いしました。そして・そして、ポスター会場でのミキサー（！）。今どきで
はないかもしれませんし、好き嫌いもあると思いますが、海外では当たり前（？）のアルコール
の力もちょっとだけ借りて、サイエンス議論を盛り上げることに挑戦します。

　最後になりましたが、寄付・展示・広告等にご出捐いただいた企業・団体の皆様に感謝すると
ともに、年会準備に携わって下さったすべての皆様に心から御礼申し上げます。特に、プログラ
ム委員（村田茂穂委員長）ならびに組織委員（三浦正幸委員長）の皆様には、約２年前から幾度
となく会議やメールによるディスカッションに参加していただき、企画構成に関わるさまざまな
作業にご尽力いただきました。また、たいへんお忙しい中、ポスター座長をご快諾いただいた
300名近くの先生方のご協力無しには年会の開催に至ることはあり得ませんでした。この場をお
借りして、心より感謝申し上げます。

　それでは、もうすぐ皆様とYokohama でお目にかかれること、楽しみにしています。

プログラム 年会長あいさつ



塩見　石野先生は前回の横浜なので、年会の
記憶もまだ新しいところだと思いますが、今日
はどうぞよろしくお願いします。まず、色彩あざ
やかなクロード・モネの『ラ・ジャポネーズ』に
秘めたことなど、お伺いしてよろしいですか？

石野　モネは子供の頃から好きだったんです
けど、日本の文化を世界に発信するというメッ
セージを込めようとしたとき、その影響力がわ
かりやすいのはこの作品かなと考えたのが
きっかけでした。日本の科学って、アメリカや
ヨーロッパと違うと思いません？特に生物学。
例えば生き物ひとつをあげてみても、僕たちに

とって生物って仲間じゃないですか。でも彼ら
の考え方は生物を明らかに支配していて、哺
乳類は家畜だから思い通りにできる、そういう
考え方があるんですよね。昔の西洋の書籍を
読むと、動物は痛みを感じないと書かれてい
たりもする。協調原理がベースにある日本人
的には、競争原理を持ち込んだそういう感覚
はなかなか受け入れにくいところですよね。日
本人が進化を好むのって、自然淘汰うんぬん
ではなく、生物同士の仲間意識みたいなとこ
ろが好きだからだと思うんです。だから、進化
をどう考えるか、生物をどう考えるかを大事に
しているし、違う考え方があることの大事さも

理解しているじゃないですか。今までは西洋
の科学に合わせているところがあって、彼らの
考えているように論文を書けば通りやすいの
も事実だけれど、ある程度、日本人的な思想を
ぶつけてみてもいいかなと。『ラ・ジャポネー
ズ』が世界の絵画に影響を与えたように、日本
人のオリジナリティーを世界に向かって発信
することの重要性を重ね合わせました。刀を
持った侍が、ピペッドマンを持った僕に変わっ
ているのはご愛敬ということで（笑）。

岩崎　日本的であたたかみを感じる素敵なデ
ザインですよね。それに重ね合わせた先生の
メッセージ、すごくわかります。そういうなかで欧
米のジャーナルに論文を通そうとするから、な
んとなく欧米の論文をマネしようとしちゃって。

石野　妥協すれば論文は通りやすいかもしれ
ないけど、それより自分たちの発信力を上げ
るためには、国立競技場を新しく建設するくら
いの予算を科研費のシステムに組み込んでも

らいたいよね。お隣の中国では、自分たちで
創ったジャーナルに必ず投稿しているわけで
しょう？それでインパクトファクターだって結
果的に上がっているし、実績のあげ方が徹底
されていますよね。Genes to Cellsでそれがで
きないのは、日本人の感性ではそういうやり
方をえげつないって思ってしまうからですよね。
でも、中国はそれができる、欧米だって戦略的
にやってきているんですよ。Nature、Cell、
Scienceを抑えるってことは情報を抑えるって
こととイコールですから。欧米が世界で負けな
いシステムを構築してきたなかで、我々は時間
差のある状況で戦っているんだからね。後発
国家が感性とか気にしていたら勝てるわけが
ないんですよ。

塩見　お行儀よくしている場合じゃないと
（笑）。外国との違いという切り口では、年会特
別企画に元外交官の佐藤優氏が登壇されま
した。『科学に潜む宗教的思考の危うさ』と題
した講演はメインホールが満席でしたね。
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石野　ありがたいことに多くの参加者が来て
くれましたね。佐藤さんの著書には、日本人と
外国人との違いが描写されていることが多く
あって、日本の文化や思想みたいなことをかな
り意識されている方なのかなと思い、年会にお
呼び出来たら面白いかなと。参加者にはシウマ
イ弁当も好評だったようです（笑）。科学っても
のの考え方だと思うんですよね。だから、僕た
ち日本人が世界のなかでどういう立ち位置に
なるのかってところを、ちょっと違う分野の方
の視点で話してもらいたかったんです。当然、
欧米とは発想が違います。彼らは良くも悪くも
キリスト教に縛られている面もあって、科学は
キリスト教がアンチテーゼみたいに言われて
いるけど、決してそうではなく、科学そのものが
キリスト教の中から生まれたシステムとも言え
るんじゃないかな。僕たちはさほど影響を受け
ずに科学を捉えているから、そもそもの思考が
違う。だからこそ、日本人であること自体が実
はオリジナリティーなんだということを素直に
出せればいいんだけど、西洋思想と相容れな
い部分を意識し過ぎてしまう向きがあるよう
に思います。論文を書くときってシャープな論
理思考になるじゃないですか。でも日本語だと
すこしぼやかした表現にもできる。

岩崎　自分自身ではなかなか気づかないので
すが、日本語よりも英語のときのほうがちょっ
と強気なんじゃないかと言われることもあり
ます（笑）。日本人の感性でいい論文を選ぶ
ジャーナルがあるとよいですね。

石野　日本は個人で戦っている感じだから、
自国のサイエンスを大事にしようと思えば、そ

ういうポリシーのジャーナルは意義がありそ
うですよね。

塩見　ポリシーをもつのって大事なことです
よね。年会の全体日程やプログラム編成など、
まさにそういうものだと思います。先生の年会
では、ワークショップの枠を90分と120分、二
つの時間を設定されたようですが、分生年会
ではめずらしかったのではないでしょうか？

石野　国際化みたいなところを考え、英語で
やってもらえるセッションは長いほうの120分
枠を基本にしました。ポスターの時間は削り
たくなかったので、全体日程としては苦肉の策
だったという面もありましたが（笑）。

塩見　2018年会はオーガナイザー・スピー
カーの女性比率が1/3と高かったのですが、こ
れはどんな工夫をされたのでしょうか？

石野　シンポジウムはプログラム委員による
指定企画とし、もともと女性に多く入ってもら
うようにしました。一方の公募ワークショップ
は、女性や若手の参加を積極的に促すため
「女性や若手研究者がオーガナイザーや指定
演者に入っている企画を優先して採択します」
というメッセージを募集要項に記載しました。
ただこれは分子生物学会のアイデンティ
ティーですから、結果的に自然とそういう比率
になったんだと思っています。また、年会組織
委員も医科歯科のメンバー5人のうち2人が
女性で、井関祥子さんと金井正美さんという
アイデア豊富なメンバーに恵まれて、検討する
様々なことが非常にスムースでした。年会長に

かぎらず、企画の段階から女性が入っている
のが重要ですよね。

岩崎　横浜での年会は、今回の10回目にして
美喜子さんが初めての女性の年会長というこ
とで、また新しい雰囲気になるんじゃないかな
と私も楽しみにしています。分生の年会長とし
ても、1995年の岡崎恒子先生、翌1996年の
大塚栄子先生以来、女性は3人目というのは
ちょっと驚きです。

塩見　まだまだよね。では、分生の女性会員に
メッセージはありますでしょうか？

石野　夫婦で研究者をしていると、研究室を
二人で監督しているみたいな悪いイメージを
もつ方もいたようです。僕たちの場合、テーマ
的にはずっと一緒にやっていますけど、イギリ
ス留学から帰って1年くらいでそれぞれが研
究室を構えるようになりました。でも、この人
は男性だ、あの人は女性だと議論するのって
おかしいと思いません？僕の海外の共同研究
者は女性だし、いちいち分けて考えるのがそ
もそもおかしい。日本でフルプロフェッサーが
大変だと思うのは、ズバリ子育てです。育児支
援がいまひとつ充実していない、社会の理解
がまだまだ乏しい状況にあります。実家が近く
にあるとか、そういった環境がないと研究を続
けにくい方が少なくないでしょうね。日本の研
究環境は、女性が自由に研究を続けていける
ような状況ではないということなんだと思い
ます。でも実際問題、子供ってしょっちゅう熱
を出すんですよ。それが教授会の日だったりす
ると、休みにくかったりするわけですよね。そう

いうときこそ、夫婦で工面しながら乗り越えて
いく。特に生物学は女性の感性が活きる研究
分野ですし、そこが変わらなければもったいな
いんですよ。

塩見　なんで環境の整備が進まないんでしょ
うね。子供が熱を出したときに看てくれる託児
所を設置しようとか、やるべきことはわかって
いると思うんです。

石野　誰がどうやってきちんと評価するか。優
秀な若い女性研究者という次世代の戦力が
去ってしまうようなことは絶対に避けないと
いけませんよね。旧態依然とした馴れ合いで
はなく、男性にとっても女性にとってもよい環
境、これからを見据えた制度設計を進めるべ
きですよね。

岩崎　入試の合格点を操作して女性の合格
者数を減らすというような話もありましたが、
続けられないなら排除しようっていうことで
はなく、働き続けられる環境をつくっていこう
というのがどう考えても正しいはずですよね。

石野　パートナーと一緒に研究したいってな
ると、男性は稼がなきゃいけないという思いが
強くなってあまり無茶しなくなる、保守的にな
るんだよね。だからそれを逆手にとって、女性
には特にチャレンジングなテーマをしてほし
いと言っていた時期もありました。パートナー
と相談してそれができるなら、そういう時期が
あっていいと思います。本来は女性も男性もな
くて、研究者を目指すんだったら、自分がした
い仕事をするためになんとかしなさいってこ

とですよね。

塩見　自己努力でできることを探す、というの
は重要なメッセージですね。

石野　昔、家庭を犠牲にして仕事をするのが
偉いんだっていう変な思い込みがありました
でしょ。いまでもその手の昔話を武勇伝のよ
うに語る人もいるんだけど、そういうボスの下
にいる若手はもがいているでしょうね。時代に
逆行していることを聞かされるんですから非
常にストレスフルだと思います。僕自身が迷惑
千万な思いでいた時期もありましたから、そう
じゃない研究者を目指してきたのもあり、フ
ラットな研究室運営をするというのが自分の
核になっています。

塩見　石野先生には、日本の若手研究者がど
う映っていますか？

石野　まずは、ラボを自由に移れる流動性、か
な。そのあたりが担保されていない今の状況
だと、特に若手はかわいそうです。僕たちの頃
は少なくとも3回はテーマを変えるよう言われ
ていました。学部のときと大学院のとき、ポス
ドクのとき、三つの違うテーマで違う分野を経
験すれば、それが自分の研究者としての核に
なる。そういう意味でも、流動性として考えら
れるのが海外留学ですよね。

塩見　若手の海外留学は確かに減ってきてい
ますね。

石野　もう一つは、予算。21世紀に入って科

学予算を増やさなかった先進国は日本だけな
んです。欧米諸国や中国は増加しているのに、
それで研究力の順位が下がったとか言われる
のはちょっとどうかと思いますよね。そうこう
しているうちに、他国は最新鋭の機器を導入
しているんですから。これでは、日本の若い人
たちが自由に伸びていけるか心配です。

塩見　それでいて、有期雇用とか言われると
ね…

石野　僕たちが若い頃って、10年ごとにやる
ことを考えられたんだよね。だから、下積みの
時期があっても、そのあと、ある程度の裁量を
もってやれる時間がありました。でも期限付き
がベースだと、どこで途切れるかわからないわ
けですから、なかなかチャレンジできない。ラ
ボを立ち上げたばかりだったり、留学から帰っ
てきたタイミングだったりすると、5年くらい論
文が出ないケースって結構ありますからね。

岩崎　それなのに、研究費が2～3年で終わっ
てしまう若手に挑戦的なテーマが求められた
りして…若手や学生さんたちが研究を続けて
いきたいって思えるようにしないといけないと
思います。

石野　たった数年で挑戦的なテーマと向き合
うのはむずかしいし、そんなの挑戦的じゃない
よね。海外の研究現場と比べたとき果たしてど
ちらに魅力があるのか、抜本的なところの軌
道修正が必要でしょう。

塩見　海外では分子生物学会と名乗る学会

は多くないようですが？

石野　「分子生物学」って、いまや誰もが方法
論として使っていることなので、皆さんが個別
のテーマでそれぞれ研究しているんだし、日本
は日本でうまくすみ分けているような気がし
ます。「エピジェネティクス」って言葉にも言え
るんですけど、わざわざそれを名乗らなくてい
いのですよ。何を名乗るかではなく、何を対象
にした学会なのかというスタンスにそれは示
されていますよね。誰もが入ってこられる学会。
バクテリアからヒトまで、一つに集まれるから
こその強み、その楽しみが日本の分子生物学
会にはあるんですよ。

岩崎　先生のお話を聞いていて、分子生物学
会も日本的なものなのかもしれないなと思い
ました。分野ごとにパツパツ区切って分けるん
じゃなく、みんな融合して集まりましょうって
いう、西洋にないスタイルって魅力的だと思い
ました。

塩見　では、バイオインフォマティクスとかAI
について、先生はどうみてらっしゃいますか？

石野　ゲノム科学とかビッグデータを扱う分
野はAIがフィットするだろうと思っています。
間違いなく、AIが必須の分野はますます増え
ていくでしょうね。研究分野が変化するスピー
ドからしても、学会はいろんな意味で世代交
代が必要でしょうね。過去をベースに考えてし
まう日本人はなおさら、意識を根底から変え
るためにも軸を変えるべきなんでしょうね。

塩見　まさに分子生物学会がその時期にきて
いると私も思っています。

石野　いろんな学会がありますけど、「分子生
物学会」って生物学が好きな人が集まってで
きた学会で、それは今でも継承されている大
きな柱のひとつだと思います。規模の大小とは
関係なく、そこを大事にしながら変化していっ
て欲しいですね。

塩見　私たちの2021年会へエールをお願い
します。

石野　都市ビルみたいなところから始まった
第1回年会から歩んできた者としては、横浜で
年会をするようになって、これはすごいことに
なってきたと思いましたよ。ただ、40年をかけ
て変化してきたことも事実ですし、僕たちの年
会ではなるべくお金をかけずにやる、三日間
でどれだけコンパクトにできるかを試した年
会でもありました。分生は若い参加者が多い
し、一年の最後に参加する学会で発表ができ
なくなったりしたら一大事ですからね。日本列
島を襲う台風や地震などの自然災害で学会が
開催できなかったケースもありましたし、そう
いうダメージを最小限にするためにも、2018
年会で災害保険の議論をスタートしました。
それが理事会に引き継がれて、次の2019福岡
年会で加入できたと聞いています。横浜開催
が最後だと思うと感慨深いものがあります。塩
見さんで10回目ですもんね。参加した人たち
がいい思い出を作って、できれば横浜に戻っ
てきたいという機運を高められたら素晴らし
いですね。

パシフィコ横浜 開催
10回 記

念

岩崎　横浜できらびやかに年会を開けると、
若い研究者へのアピールにもなります。私は
やっぱり日本が好きなので、日本の研究環境
がよくなって欲しいと思いますし、研究する場
所のチョイスが海外しかないっていう状況に
はならないで欲しいです。

石野　海外へ留学すると、アメリカやイギリス
に残ったほうが論文を書くのも楽だよねって
思うことが少なくないけど、わざわざ日本へ
帰ってきて、苦労しながらも論文を書いている
じゃないですか。そうやってひた向きに努力し
ている若い人が大勢いますし、文科省や学振
など、行政機関への働きかけは僕たちがこれ
からもやり続けなければいけませんよね。です
から、若い人たちが学会や年会を盛り上げて
いってくれることを期待しています。

塩見　大事に育ってほしいですよね、日本の
サイエンスが。石野先生、今日はありがとうご
ざいました。



塩見　石野先生は前回の横浜なので、年会の
記憶もまだ新しいところだと思いますが、今日
はどうぞよろしくお願いします。まず、色彩あざ
やかなクロード・モネの『ラ・ジャポネーズ』に
秘めたことなど、お伺いしてよろしいですか？

石野　モネは子供の頃から好きだったんです
けど、日本の文化を世界に発信するというメッ
セージを込めようとしたとき、その影響力がわ
かりやすいのはこの作品かなと考えたのが
きっかけでした。日本の科学って、アメリカや
ヨーロッパと違うと思いません？特に生物学。
例えば生き物ひとつをあげてみても、僕たちに

とって生物って仲間じゃないですか。でも彼ら
の考え方は生物を明らかに支配していて、哺
乳類は家畜だから思い通りにできる、そういう
考え方があるんですよね。昔の西洋の書籍を
読むと、動物は痛みを感じないと書かれてい
たりもする。協調原理がベースにある日本人
的には、競争原理を持ち込んだそういう感覚
はなかなか受け入れにくいところですよね。日
本人が進化を好むのって、自然淘汰うんぬん
ではなく、生物同士の仲間意識みたいなとこ
ろが好きだからだと思うんです。だから、進化
をどう考えるか、生物をどう考えるかを大事に
しているし、違う考え方があることの大事さも

理解しているじゃないですか。今までは西洋
の科学に合わせているところがあって、彼らの
考えているように論文を書けば通りやすいの
も事実だけれど、ある程度、日本人的な思想を
ぶつけてみてもいいかなと。『ラ・ジャポネー
ズ』が世界の絵画に影響を与えたように、日本
人のオリジナリティーを世界に向かって発信
することの重要性を重ね合わせました。刀を
持った侍が、ピペッドマンを持った僕に変わっ
ているのはご愛敬ということで（笑）。

岩崎　日本的であたたかみを感じる素敵なデ
ザインですよね。それに重ね合わせた先生の
メッセージ、すごくわかります。そういうなかで欧
米のジャーナルに論文を通そうとするから、な
んとなく欧米の論文をマネしようとしちゃって。

石野　妥協すれば論文は通りやすいかもしれ
ないけど、それより自分たちの発信力を上げ
るためには、国立競技場を新しく建設するくら
いの予算を科研費のシステムに組み込んでも

らいたいよね。お隣の中国では、自分たちで
創ったジャーナルに必ず投稿しているわけで
しょう？それでインパクトファクターだって結
果的に上がっているし、実績のあげ方が徹底
されていますよね。Genes to Cellsでそれがで
きないのは、日本人の感性ではそういうやり
方をえげつないって思ってしまうからですよね。
でも、中国はそれができる、欧米だって戦略的
にやってきているんですよ。Nature、Cell、
Scienceを抑えるってことは情報を抑えるって
こととイコールですから。欧米が世界で負けな
いシステムを構築してきたなかで、我々は時間
差のある状況で戦っているんだからね。後発
国家が感性とか気にしていたら勝てるわけが
ないんですよ。

塩見　お行儀よくしている場合じゃないと
（笑）。外国との違いという切り口では、年会特
別企画に元外交官の佐藤優氏が登壇されま
した。『科学に潜む宗教的思考の危うさ』と題
した講演はメインホールが満席でしたね。
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石野　ありがたいことに多くの参加者が来て
くれましたね。佐藤さんの著書には、日本人と
外国人との違いが描写されていることが多く
あって、日本の文化や思想みたいなことをかな
り意識されている方なのかなと思い、年会にお
呼び出来たら面白いかなと。参加者にはシウマ
イ弁当も好評だったようです（笑）。科学っても
のの考え方だと思うんですよね。だから、僕た
ち日本人が世界のなかでどういう立ち位置に
なるのかってところを、ちょっと違う分野の方
の視点で話してもらいたかったんです。当然、
欧米とは発想が違います。彼らは良くも悪くも
キリスト教に縛られている面もあって、科学は
キリスト教がアンチテーゼみたいに言われて
いるけど、決してそうではなく、科学そのものが
キリスト教の中から生まれたシステムとも言え
るんじゃないかな。僕たちはさほど影響を受け
ずに科学を捉えているから、そもそもの思考が
違う。だからこそ、日本人であること自体が実
はオリジナリティーなんだということを素直に
出せればいいんだけど、西洋思想と相容れな
い部分を意識し過ぎてしまう向きがあるよう
に思います。論文を書くときってシャープな論
理思考になるじゃないですか。でも日本語だと
すこしぼやかした表現にもできる。

岩崎　自分自身ではなかなか気づかないので
すが、日本語よりも英語のときのほうがちょっ
と強気なんじゃないかと言われることもあり
ます（笑）。日本人の感性でいい論文を選ぶ
ジャーナルがあるとよいですね。

石野　日本は個人で戦っている感じだから、
自国のサイエンスを大事にしようと思えば、そ

ういうポリシーのジャーナルは意義がありそ
うですよね。

塩見　ポリシーをもつのって大事なことです
よね。年会の全体日程やプログラム編成など、
まさにそういうものだと思います。先生の年会
では、ワークショップの枠を90分と120分、二
つの時間を設定されたようですが、分生年会
ではめずらしかったのではないでしょうか？

石野　国際化みたいなところを考え、英語で
やってもらえるセッションは長いほうの120分
枠を基本にしました。ポスターの時間は削り
たくなかったので、全体日程としては苦肉の策
だったという面もありましたが（笑）。

塩見　2018年会はオーガナイザー・スピー
カーの女性比率が1/3と高かったのですが、こ
れはどんな工夫をされたのでしょうか？

石野　シンポジウムはプログラム委員による
指定企画とし、もともと女性に多く入ってもら
うようにしました。一方の公募ワークショップ
は、女性や若手の参加を積極的に促すため
「女性や若手研究者がオーガナイザーや指定
演者に入っている企画を優先して採択します」
というメッセージを募集要項に記載しました。
ただこれは分子生物学会のアイデンティ
ティーですから、結果的に自然とそういう比率
になったんだと思っています。また、年会組織
委員も医科歯科のメンバー5人のうち2人が
女性で、井関祥子さんと金井正美さんという
アイデア豊富なメンバーに恵まれて、検討する
様々なことが非常にスムースでした。年会長に

かぎらず、企画の段階から女性が入っている
のが重要ですよね。

岩崎　横浜での年会は、今回の10回目にして
美喜子さんが初めての女性の年会長というこ
とで、また新しい雰囲気になるんじゃないかな
と私も楽しみにしています。分生の年会長とし
ても、1995年の岡崎恒子先生、翌1996年の
大塚栄子先生以来、女性は3人目というのは
ちょっと驚きです。

塩見　まだまだよね。では、分生の女性会員に
メッセージはありますでしょうか？

石野　夫婦で研究者をしていると、研究室を
二人で監督しているみたいな悪いイメージを
もつ方もいたようです。僕たちの場合、テーマ
的にはずっと一緒にやっていますけど、イギリ
ス留学から帰って1年くらいでそれぞれが研
究室を構えるようになりました。でも、この人
は男性だ、あの人は女性だと議論するのって
おかしいと思いません？僕の海外の共同研究
者は女性だし、いちいち分けて考えるのがそ
もそもおかしい。日本でフルプロフェッサーが
大変だと思うのは、ズバリ子育てです。育児支
援がいまひとつ充実していない、社会の理解
がまだまだ乏しい状況にあります。実家が近く
にあるとか、そういった環境がないと研究を続
けにくい方が少なくないでしょうね。日本の研
究環境は、女性が自由に研究を続けていける
ような状況ではないということなんだと思い
ます。でも実際問題、子供ってしょっちゅう熱
を出すんですよ。それが教授会の日だったりす
ると、休みにくかったりするわけですよね。そう

いうときこそ、夫婦で工面しながら乗り越えて
いく。特に生物学は女性の感性が活きる研究
分野ですし、そこが変わらなければもったいな
いんですよ。

塩見　なんで環境の整備が進まないんでしょ
うね。子供が熱を出したときに看てくれる託児
所を設置しようとか、やるべきことはわかって
いると思うんです。

石野　誰がどうやってきちんと評価するか。優
秀な若い女性研究者という次世代の戦力が
去ってしまうようなことは絶対に避けないと
いけませんよね。旧態依然とした馴れ合いで
はなく、男性にとっても女性にとってもよい環
境、これからを見据えた制度設計を進めるべ
きですよね。

岩崎　入試の合格点を操作して女性の合格
者数を減らすというような話もありましたが、
続けられないなら排除しようっていうことで
はなく、働き続けられる環境をつくっていこう
というのがどう考えても正しいはずですよね。

石野　パートナーと一緒に研究したいってな
ると、男性は稼がなきゃいけないという思いが
強くなってあまり無茶しなくなる、保守的にな
るんだよね。だからそれを逆手にとって、女性
には特にチャレンジングなテーマをしてほし
いと言っていた時期もありました。パートナー
と相談してそれができるなら、そういう時期が
あっていいと思います。本来は女性も男性もな
くて、研究者を目指すんだったら、自分がした
い仕事をするためになんとかしなさいってこ

とですよね。

塩見　自己努力でできることを探す、というの
は重要なメッセージですね。

石野　昔、家庭を犠牲にして仕事をするのが
偉いんだっていう変な思い込みがありました
でしょ。いまでもその手の昔話を武勇伝のよ
うに語る人もいるんだけど、そういうボスの下
にいる若手はもがいているでしょうね。時代に
逆行していることを聞かされるんですから非
常にストレスフルだと思います。僕自身が迷惑
千万な思いでいた時期もありましたから、そう
じゃない研究者を目指してきたのもあり、フ
ラットな研究室運営をするというのが自分の
核になっています。

塩見　石野先生には、日本の若手研究者がど
う映っていますか？

石野　まずは、ラボを自由に移れる流動性、か
な。そのあたりが担保されていない今の状況
だと、特に若手はかわいそうです。僕たちの頃
は少なくとも3回はテーマを変えるよう言われ
ていました。学部のときと大学院のとき、ポス
ドクのとき、三つの違うテーマで違う分野を経
験すれば、それが自分の研究者としての核に
なる。そういう意味でも、流動性として考えら
れるのが海外留学ですよね。

塩見　若手の海外留学は確かに減ってきてい
ますね。

石野　もう一つは、予算。21世紀に入って科

学予算を増やさなかった先進国は日本だけな
んです。欧米諸国や中国は増加しているのに、
それで研究力の順位が下がったとか言われる
のはちょっとどうかと思いますよね。そうこう
しているうちに、他国は最新鋭の機器を導入
しているんですから。これでは、日本の若い人
たちが自由に伸びていけるか心配です。

塩見　それでいて、有期雇用とか言われると
ね…

石野　僕たちが若い頃って、10年ごとにやる
ことを考えられたんだよね。だから、下積みの
時期があっても、そのあと、ある程度の裁量を
もってやれる時間がありました。でも期限付き
がベースだと、どこで途切れるかわからないわ
けですから、なかなかチャレンジできない。ラ
ボを立ち上げたばかりだったり、留学から帰っ
てきたタイミングだったりすると、5年くらい論
文が出ないケースって結構ありますからね。

岩崎　それなのに、研究費が2～3年で終わっ
てしまう若手に挑戦的なテーマが求められた
りして…若手や学生さんたちが研究を続けて
いきたいって思えるようにしないといけないと
思います。

石野　たった数年で挑戦的なテーマと向き合
うのはむずかしいし、そんなの挑戦的じゃない
よね。海外の研究現場と比べたとき果たしてど
ちらに魅力があるのか、抜本的なところの軌
道修正が必要でしょう。

塩見　海外では分子生物学会と名乗る学会

は多くないようですが？

石野　「分子生物学」って、いまや誰もが方法
論として使っていることなので、皆さんが個別
のテーマでそれぞれ研究しているんだし、日本
は日本でうまくすみ分けているような気がし
ます。「エピジェネティクス」って言葉にも言え
るんですけど、わざわざそれを名乗らなくてい
いのですよ。何を名乗るかではなく、何を対象
にした学会なのかというスタンスにそれは示
されていますよね。誰もが入ってこられる学会。
バクテリアからヒトまで、一つに集まれるから
こその強み、その楽しみが日本の分子生物学
会にはあるんですよ。

岩崎　先生のお話を聞いていて、分子生物学
会も日本的なものなのかもしれないなと思い
ました。分野ごとにパツパツ区切って分けるん
じゃなく、みんな融合して集まりましょうって
いう、西洋にないスタイルって魅力的だと思い
ました。

塩見　では、バイオインフォマティクスとかAI
について、先生はどうみてらっしゃいますか？

石野　ゲノム科学とかビッグデータを扱う分
野はAIがフィットするだろうと思っています。
間違いなく、AIが必須の分野はますます増え
ていくでしょうね。研究分野が変化するスピー
ドからしても、学会はいろんな意味で世代交
代が必要でしょうね。過去をベースに考えてし
まう日本人はなおさら、意識を根底から変え
るためにも軸を変えるべきなんでしょうね。

塩見　まさに分子生物学会がその時期にきて
いると私も思っています。

石野　いろんな学会がありますけど、「分子生
物学会」って生物学が好きな人が集まってで
きた学会で、それは今でも継承されている大
きな柱のひとつだと思います。規模の大小とは
関係なく、そこを大事にしながら変化していっ
て欲しいですね。

塩見　私たちの2021年会へエールをお願い
します。

石野　都市ビルみたいなところから始まった
第1回年会から歩んできた者としては、横浜で
年会をするようになって、これはすごいことに
なってきたと思いましたよ。ただ、40年をかけ
て変化してきたことも事実ですし、僕たちの年
会ではなるべくお金をかけずにやる、三日間
でどれだけコンパクトにできるかを試した年
会でもありました。分生は若い参加者が多い
し、一年の最後に参加する学会で発表ができ
なくなったりしたら一大事ですからね。日本列
島を襲う台風や地震などの自然災害で学会が
開催できなかったケースもありましたし、そう
いうダメージを最小限にするためにも、2018
年会で災害保険の議論をスタートしました。
それが理事会に引き継がれて、次の2019福岡
年会で加入できたと聞いています。横浜開催
が最後だと思うと感慨深いものがあります。塩
見さんで10回目ですもんね。参加した人たち
がいい思い出を作って、できれば横浜に戻っ
てきたいという機運を高められたら素晴らし
いですね。
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持った侍が、ピペッドマンを持った僕に変わっ
ているのはご愛敬ということで（笑）。

岩崎　日本的であたたかみを感じる素敵なデ
ザインですよね。それに重ね合わせた先生の
メッセージ、すごくわかります。そういうなかで欧
米のジャーナルに論文を通そうとするから、な
んとなく欧米の論文をマネしようとしちゃって。

石野　妥協すれば論文は通りやすいかもしれ
ないけど、それより自分たちの発信力を上げ
るためには、国立競技場を新しく建設するくら
いの予算を科研費のシステムに組み込んでも

らいたいよね。お隣の中国では、自分たちで
創ったジャーナルに必ず投稿しているわけで
しょう？それでインパクトファクターだって結
果的に上がっているし、実績のあげ方が徹底
されていますよね。Genes to Cellsでそれがで
きないのは、日本人の感性ではそういうやり
方をえげつないって思ってしまうからですよね。
でも、中国はそれができる、欧米だって戦略的
にやってきているんですよ。Nature、Cell、
Scienceを抑えるってことは情報を抑えるって
こととイコールですから。欧米が世界で負けな
いシステムを構築してきたなかで、我々は時間
差のある状況で戦っているんだからね。後発
国家が感性とか気にしていたら勝てるわけが
ないんですよ。

塩見　お行儀よくしている場合じゃないと
（笑）。外国との違いという切り口では、年会特
別企画に元外交官の佐藤優氏が登壇されま
した。『科学に潜む宗教的思考の危うさ』と題
した講演はメインホールが満席でしたね。
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石野　ありがたいことに多くの参加者が来て
くれましたね。佐藤さんの著書には、日本人と
外国人との違いが描写されていることが多く
あって、日本の文化や思想みたいなことをかな
り意識されている方なのかなと思い、年会にお
呼び出来たら面白いかなと。参加者にはシウマ
イ弁当も好評だったようです（笑）。科学っても
のの考え方だと思うんですよね。だから、僕た
ち日本人が世界のなかでどういう立ち位置に
なるのかってところを、ちょっと違う分野の方
の視点で話してもらいたかったんです。当然、
欧米とは発想が違います。彼らは良くも悪くも
キリスト教に縛られている面もあって、科学は
キリスト教がアンチテーゼみたいに言われて
いるけど、決してそうではなく、科学そのものが
キリスト教の中から生まれたシステムとも言え
るんじゃないかな。僕たちはさほど影響を受け
ずに科学を捉えているから、そもそもの思考が
違う。だからこそ、日本人であること自体が実
はオリジナリティーなんだということを素直に
出せればいいんだけど、西洋思想と相容れな
い部分を意識し過ぎてしまう向きがあるよう
に思います。論文を書くときってシャープな論
理思考になるじゃないですか。でも日本語だと
すこしぼやかした表現にもできる。

岩崎　自分自身ではなかなか気づかないので
すが、日本語よりも英語のときのほうがちょっ
と強気なんじゃないかと言われることもあり
ます（笑）。日本人の感性でいい論文を選ぶ
ジャーナルがあるとよいですね。

石野　日本は個人で戦っている感じだから、
自国のサイエンスを大事にしようと思えば、そ

ういうポリシーのジャーナルは意義がありそ
うですよね。

塩見　ポリシーをもつのって大事なことです
よね。年会の全体日程やプログラム編成など、
まさにそういうものだと思います。先生の年会
では、ワークショップの枠を90分と120分、二
つの時間を設定されたようですが、分生年会
ではめずらしかったのではないでしょうか？

石野　国際化みたいなところを考え、英語で
やってもらえるセッションは長いほうの120分
枠を基本にしました。ポスターの時間は削り
たくなかったので、全体日程としては苦肉の策
だったという面もありましたが（笑）。

塩見　2018年会はオーガナイザー・スピー
カーの女性比率が1/3と高かったのですが、こ
れはどんな工夫をされたのでしょうか？

石野　シンポジウムはプログラム委員による
指定企画とし、もともと女性に多く入ってもら
うようにしました。一方の公募ワークショップ
は、女性や若手の参加を積極的に促すため
「女性や若手研究者がオーガナイザーや指定
演者に入っている企画を優先して採択します」
というメッセージを募集要項に記載しました。
ただこれは分子生物学会のアイデンティ
ティーですから、結果的に自然とそういう比率
になったんだと思っています。また、年会組織
委員も医科歯科のメンバー5人のうち2人が
女性で、井関祥子さんと金井正美さんという
アイデア豊富なメンバーに恵まれて、検討する
様々なことが非常にスムースでした。年会長に

かぎらず、企画の段階から女性が入っている
のが重要ですよね。

岩崎　横浜での年会は、今回の10回目にして
美喜子さんが初めての女性の年会長というこ
とで、また新しい雰囲気になるんじゃないかな
と私も楽しみにしています。分生の年会長とし
ても、1995年の岡崎恒子先生、翌1996年の
大塚栄子先生以来、女性は3人目というのは
ちょっと驚きです。

塩見　まだまだよね。では、分生の女性会員に
メッセージはありますでしょうか？

石野　夫婦で研究者をしていると、研究室を
二人で監督しているみたいな悪いイメージを
もつ方もいたようです。僕たちの場合、テーマ
的にはずっと一緒にやっていますけど、イギリ
ス留学から帰って1年くらいでそれぞれが研
究室を構えるようになりました。でも、この人
は男性だ、あの人は女性だと議論するのって
おかしいと思いません？僕の海外の共同研究
者は女性だし、いちいち分けて考えるのがそ
もそもおかしい。日本でフルプロフェッサーが
大変だと思うのは、ズバリ子育てです。育児支
援がいまひとつ充実していない、社会の理解
がまだまだ乏しい状況にあります。実家が近く
にあるとか、そういった環境がないと研究を続
けにくい方が少なくないでしょうね。日本の研
究環境は、女性が自由に研究を続けていける
ような状況ではないということなんだと思い
ます。でも実際問題、子供ってしょっちゅう熱
を出すんですよ。それが教授会の日だったりす
ると、休みにくかったりするわけですよね。そう

いうときこそ、夫婦で工面しながら乗り越えて
いく。特に生物学は女性の感性が活きる研究
分野ですし、そこが変わらなければもったいな
いんですよ。

塩見　なんで環境の整備が進まないんでしょ
うね。子供が熱を出したときに看てくれる託児
所を設置しようとか、やるべきことはわかって
いると思うんです。

石野　誰がどうやってきちんと評価するか。優
秀な若い女性研究者という次世代の戦力が
去ってしまうようなことは絶対に避けないと
いけませんよね。旧態依然とした馴れ合いで
はなく、男性にとっても女性にとってもよい環
境、これからを見据えた制度設計を進めるべ
きですよね。

岩崎　入試の合格点を操作して女性の合格
者数を減らすというような話もありましたが、
続けられないなら排除しようっていうことで
はなく、働き続けられる環境をつくっていこう
というのがどう考えても正しいはずですよね。

石野　パートナーと一緒に研究したいってな
ると、男性は稼がなきゃいけないという思いが
強くなってあまり無茶しなくなる、保守的にな
るんだよね。だからそれを逆手にとって、女性
には特にチャレンジングなテーマをしてほし
いと言っていた時期もありました。パートナー
と相談してそれができるなら、そういう時期が
あっていいと思います。本来は女性も男性もな
くて、研究者を目指すんだったら、自分がした
い仕事をするためになんとかしなさいってこ

とですよね。

塩見　自己努力でできることを探す、というの
は重要なメッセージですね。

石野　昔、家庭を犠牲にして仕事をするのが
偉いんだっていう変な思い込みがありました
でしょ。いまでもその手の昔話を武勇伝のよ
うに語る人もいるんだけど、そういうボスの下
にいる若手はもがいているでしょうね。時代に
逆行していることを聞かされるんですから非
常にストレスフルだと思います。僕自身が迷惑
千万な思いでいた時期もありましたから、そう
じゃない研究者を目指してきたのもあり、フ
ラットな研究室運営をするというのが自分の
核になっています。

塩見　石野先生には、日本の若手研究者がど
う映っていますか？

石野　まずは、ラボを自由に移れる流動性、か
な。そのあたりが担保されていない今の状況
だと、特に若手はかわいそうです。僕たちの頃
は少なくとも3回はテーマを変えるよう言われ
ていました。学部のときと大学院のとき、ポス
ドクのとき、三つの違うテーマで違う分野を経
験すれば、それが自分の研究者としての核に
なる。そういう意味でも、流動性として考えら
れるのが海外留学ですよね。

塩見　若手の海外留学は確かに減ってきてい
ますね。

石野　もう一つは、予算。21世紀に入って科

学予算を増やさなかった先進国は日本だけな
んです。欧米諸国や中国は増加しているのに、
それで研究力の順位が下がったとか言われる
のはちょっとどうかと思いますよね。そうこう
しているうちに、他国は最新鋭の機器を導入
しているんですから。これでは、日本の若い人
たちが自由に伸びていけるか心配です。

塩見　それでいて、有期雇用とか言われると
ね…

石野　僕たちが若い頃って、10年ごとにやる
ことを考えられたんだよね。だから、下積みの
時期があっても、そのあと、ある程度の裁量を
もってやれる時間がありました。でも期限付き
がベースだと、どこで途切れるかわからないわ
けですから、なかなかチャレンジできない。ラ
ボを立ち上げたばかりだったり、留学から帰っ
てきたタイミングだったりすると、5年くらい論
文が出ないケースって結構ありますからね。

岩崎　それなのに、研究費が2～3年で終わっ
てしまう若手に挑戦的なテーマが求められた
りして…若手や学生さんたちが研究を続けて
いきたいって思えるようにしないといけないと
思います。

石野　たった数年で挑戦的なテーマと向き合
うのはむずかしいし、そんなの挑戦的じゃない
よね。海外の研究現場と比べたとき果たしてど
ちらに魅力があるのか、抜本的なところの軌
道修正が必要でしょう。

塩見　海外では分子生物学会と名乗る学会

は多くないようですが？

石野　「分子生物学」って、いまや誰もが方法
論として使っていることなので、皆さんが個別
のテーマでそれぞれ研究しているんだし、日本
は日本でうまくすみ分けているような気がし
ます。「エピジェネティクス」って言葉にも言え
るんですけど、わざわざそれを名乗らなくてい
いのですよ。何を名乗るかではなく、何を対象
にした学会なのかというスタンスにそれは示
されていますよね。誰もが入ってこられる学会。
バクテリアからヒトまで、一つに集まれるから
こその強み、その楽しみが日本の分子生物学
会にはあるんですよ。

岩崎　先生のお話を聞いていて、分子生物学
会も日本的なものなのかもしれないなと思い
ました。分野ごとにパツパツ区切って分けるん
じゃなく、みんな融合して集まりましょうって
いう、西洋にないスタイルって魅力的だと思い
ました。

塩見　では、バイオインフォマティクスとかAI
について、先生はどうみてらっしゃいますか？

石野　ゲノム科学とかビッグデータを扱う分
野はAIがフィットするだろうと思っています。
間違いなく、AIが必須の分野はますます増え
ていくでしょうね。研究分野が変化するスピー
ドからしても、学会はいろんな意味で世代交
代が必要でしょうね。過去をベースに考えてし
まう日本人はなおさら、意識を根底から変え
るためにも軸を変えるべきなんでしょうね。

塩見　まさに分子生物学会がその時期にきて
いると私も思っています。

石野　いろんな学会がありますけど、「分子生
物学会」って生物学が好きな人が集まってで
きた学会で、それは今でも継承されている大
きな柱のひとつだと思います。規模の大小とは
関係なく、そこを大事にしながら変化していっ
て欲しいですね。

塩見　私たちの2021年会へエールをお願い
します。

石野　都市ビルみたいなところから始まった
第1回年会から歩んできた者としては、横浜で
年会をするようになって、これはすごいことに
なってきたと思いましたよ。ただ、40年をかけ
て変化してきたことも事実ですし、僕たちの年
会ではなるべくお金をかけずにやる、三日間
でどれだけコンパクトにできるかを試した年
会でもありました。分生は若い参加者が多い
し、一年の最後に参加する学会で発表ができ
なくなったりしたら一大事ですからね。日本列
島を襲う台風や地震などの自然災害で学会が
開催できなかったケースもありましたし、そう
いうダメージを最小限にするためにも、2018
年会で災害保険の議論をスタートしました。
それが理事会に引き継がれて、次の2019福岡
年会で加入できたと聞いています。横浜開催
が最後だと思うと感慨深いものがあります。塩
見さんで10回目ですもんね。参加した人たち
がいい思い出を作って、できれば横浜に戻っ
てきたいという機運を高められたら素晴らし
いですね。
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岩崎　横浜できらびやかに年会を開けると、
若い研究者へのアピールにもなります。私は
やっぱり日本が好きなので、日本の研究環境
がよくなって欲しいと思いますし、研究する場
所のチョイスが海外しかないっていう状況に
はならないで欲しいです。

石野　海外へ留学すると、アメリカやイギリス
に残ったほうが論文を書くのも楽だよねって
思うことが少なくないけど、わざわざ日本へ
帰ってきて、苦労しながらも論文を書いている
じゃないですか。そうやってひた向きに努力し
ている若い人が大勢いますし、文科省や学振
など、行政機関への働きかけは僕たちがこれ
からもやり続けなければいけませんよね。です
から、若い人たちが学会や年会を盛り上げて
いってくれることを期待しています。

塩見　大事に育ってほしいですよね、日本の
サイエンスが。石野先生、今日はありがとうご
ざいました。



塩見　石野先生は前回の横浜なので、年会の
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ているのはご愛敬ということで（笑）。
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自国のサイエンスを大事にしようと思えば、そ

ういうポリシーのジャーナルは意義がありそ
うですよね。

塩見　ポリシーをもつのって大事なことです
よね。年会の全体日程やプログラム編成など、
まさにそういうものだと思います。先生の年会
では、ワークショップの枠を90分と120分、二
つの時間を設定されたようですが、分生年会
ではめずらしかったのではないでしょうか？

石野　国際化みたいなところを考え、英語で
やってもらえるセッションは長いほうの120分
枠を基本にしました。ポスターの時間は削り
たくなかったので、全体日程としては苦肉の策
だったという面もありましたが（笑）。

塩見　2018年会はオーガナイザー・スピー
カーの女性比率が1/3と高かったのですが、こ
れはどんな工夫をされたのでしょうか？

石野　シンポジウムはプログラム委員による
指定企画とし、もともと女性に多く入ってもら
うようにしました。一方の公募ワークショップ
は、女性や若手の参加を積極的に促すため
「女性や若手研究者がオーガナイザーや指定
演者に入っている企画を優先して採択します」
というメッセージを募集要項に記載しました。
ただこれは分子生物学会のアイデンティ
ティーですから、結果的に自然とそういう比率
になったんだと思っています。また、年会組織
委員も医科歯科のメンバー5人のうち2人が
女性で、井関祥子さんと金井正美さんという
アイデア豊富なメンバーに恵まれて、検討する
様々なことが非常にスムースでした。年会長に

かぎらず、企画の段階から女性が入っている
のが重要ですよね。

岩崎　横浜での年会は、今回の10回目にして
美喜子さんが初めての女性の年会長というこ
とで、また新しい雰囲気になるんじゃないかな
と私も楽しみにしています。分生の年会長とし
ても、1995年の岡崎恒子先生、翌1996年の
大塚栄子先生以来、女性は3人目というのは
ちょっと驚きです。

塩見　まだまだよね。では、分生の女性会員に
メッセージはありますでしょうか？

石野　夫婦で研究者をしていると、研究室を
二人で監督しているみたいな悪いイメージを
もつ方もいたようです。僕たちの場合、テーマ
的にはずっと一緒にやっていますけど、イギリ
ス留学から帰って1年くらいでそれぞれが研
究室を構えるようになりました。でも、この人
は男性だ、あの人は女性だと議論するのって
おかしいと思いません？僕の海外の共同研究
者は女性だし、いちいち分けて考えるのがそ
もそもおかしい。日本でフルプロフェッサーが
大変だと思うのは、ズバリ子育てです。育児支
援がいまひとつ充実していない、社会の理解
がまだまだ乏しい状況にあります。実家が近く
にあるとか、そういった環境がないと研究を続
けにくい方が少なくないでしょうね。日本の研
究環境は、女性が自由に研究を続けていける
ような状況ではないということなんだと思い
ます。でも実際問題、子供ってしょっちゅう熱
を出すんですよ。それが教授会の日だったりす
ると、休みにくかったりするわけですよね。そう

いうときこそ、夫婦で工面しながら乗り越えて
いく。特に生物学は女性の感性が活きる研究
分野ですし、そこが変わらなければもったいな
いんですよ。

塩見　なんで環境の整備が進まないんでしょ
うね。子供が熱を出したときに看てくれる託児
所を設置しようとか、やるべきことはわかって
いると思うんです。

石野　誰がどうやってきちんと評価するか。優
秀な若い女性研究者という次世代の戦力が
去ってしまうようなことは絶対に避けないと
いけませんよね。旧態依然とした馴れ合いで
はなく、男性にとっても女性にとってもよい環
境、これからを見据えた制度設計を進めるべ
きですよね。

岩崎　入試の合格点を操作して女性の合格
者数を減らすというような話もありましたが、
続けられないなら排除しようっていうことで
はなく、働き続けられる環境をつくっていこう
というのがどう考えても正しいはずですよね。

石野　パートナーと一緒に研究したいってな
ると、男性は稼がなきゃいけないという思いが
強くなってあまり無茶しなくなる、保守的にな
るんだよね。だからそれを逆手にとって、女性
には特にチャレンジングなテーマをしてほし
いと言っていた時期もありました。パートナー
と相談してそれができるなら、そういう時期が
あっていいと思います。本来は女性も男性もな
くて、研究者を目指すんだったら、自分がした
い仕事をするためになんとかしなさいってこ

とですよね。

塩見　自己努力でできることを探す、というの
は重要なメッセージですね。

石野　昔、家庭を犠牲にして仕事をするのが
偉いんだっていう変な思い込みがありました
でしょ。いまでもその手の昔話を武勇伝のよ
うに語る人もいるんだけど、そういうボスの下
にいる若手はもがいているでしょうね。時代に
逆行していることを聞かされるんですから非
常にストレスフルだと思います。僕自身が迷惑
千万な思いでいた時期もありましたから、そう
じゃない研究者を目指してきたのもあり、フ
ラットな研究室運営をするというのが自分の
核になっています。

塩見　石野先生には、日本の若手研究者がど
う映っていますか？

石野　まずは、ラボを自由に移れる流動性、か
な。そのあたりが担保されていない今の状況
だと、特に若手はかわいそうです。僕たちの頃
は少なくとも3回はテーマを変えるよう言われ
ていました。学部のときと大学院のとき、ポス
ドクのとき、三つの違うテーマで違う分野を経
験すれば、それが自分の研究者としての核に
なる。そういう意味でも、流動性として考えら
れるのが海外留学ですよね。

塩見　若手の海外留学は確かに減ってきてい
ますね。

石野　もう一つは、予算。21世紀に入って科

学予算を増やさなかった先進国は日本だけな
んです。欧米諸国や中国は増加しているのに、
それで研究力の順位が下がったとか言われる
のはちょっとどうかと思いますよね。そうこう
しているうちに、他国は最新鋭の機器を導入
しているんですから。これでは、日本の若い人
たちが自由に伸びていけるか心配です。

塩見　それでいて、有期雇用とか言われると
ね…

石野　僕たちが若い頃って、10年ごとにやる
ことを考えられたんだよね。だから、下積みの
時期があっても、そのあと、ある程度の裁量を
もってやれる時間がありました。でも期限付き
がベースだと、どこで途切れるかわからないわ
けですから、なかなかチャレンジできない。ラ
ボを立ち上げたばかりだったり、留学から帰っ
てきたタイミングだったりすると、5年くらい論
文が出ないケースって結構ありますからね。

岩崎　それなのに、研究費が2～3年で終わっ
てしまう若手に挑戦的なテーマが求められた
りして…若手や学生さんたちが研究を続けて
いきたいって思えるようにしないといけないと
思います。

石野　たった数年で挑戦的なテーマと向き合
うのはむずかしいし、そんなの挑戦的じゃない
よね。海外の研究現場と比べたとき果たしてど
ちらに魅力があるのか、抜本的なところの軌
道修正が必要でしょう。

塩見　海外では分子生物学会と名乗る学会

は多くないようですが？

石野　「分子生物学」って、いまや誰もが方法
論として使っていることなので、皆さんが個別
のテーマでそれぞれ研究しているんだし、日本
は日本でうまくすみ分けているような気がし
ます。「エピジェネティクス」って言葉にも言え
るんですけど、わざわざそれを名乗らなくてい
いのですよ。何を名乗るかではなく、何を対象
にした学会なのかというスタンスにそれは示
されていますよね。誰もが入ってこられる学会。
バクテリアからヒトまで、一つに集まれるから
こその強み、その楽しみが日本の分子生物学
会にはあるんですよ。

岩崎　先生のお話を聞いていて、分子生物学
会も日本的なものなのかもしれないなと思い
ました。分野ごとにパツパツ区切って分けるん
じゃなく、みんな融合して集まりましょうって
いう、西洋にないスタイルって魅力的だと思い
ました。

塩見　では、バイオインフォマティクスとかAI
について、先生はどうみてらっしゃいますか？

石野　ゲノム科学とかビッグデータを扱う分
野はAIがフィットするだろうと思っています。
間違いなく、AIが必須の分野はますます増え
ていくでしょうね。研究分野が変化するスピー
ドからしても、学会はいろんな意味で世代交
代が必要でしょうね。過去をベースに考えてし
まう日本人はなおさら、意識を根底から変え
るためにも軸を変えるべきなんでしょうね。

塩見　まさに分子生物学会がその時期にきて
いると私も思っています。

石野　いろんな学会がありますけど、「分子生
物学会」って生物学が好きな人が集まってで
きた学会で、それは今でも継承されている大
きな柱のひとつだと思います。規模の大小とは
関係なく、そこを大事にしながら変化していっ
て欲しいですね。

塩見　私たちの2021年会へエールをお願い
します。

石野　都市ビルみたいなところから始まった
第1回年会から歩んできた者としては、横浜で
年会をするようになって、これはすごいことに
なってきたと思いましたよ。ただ、40年をかけ
て変化してきたことも事実ですし、僕たちの年
会ではなるべくお金をかけずにやる、三日間
でどれだけコンパクトにできるかを試した年
会でもありました。分生は若い参加者が多い
し、一年の最後に参加する学会で発表ができ
なくなったりしたら一大事ですからね。日本列
島を襲う台風や地震などの自然災害で学会が
開催できなかったケースもありましたし、そう
いうダメージを最小限にするためにも、2018
年会で災害保険の議論をスタートしました。
それが理事会に引き継がれて、次の2019福岡
年会で加入できたと聞いています。横浜開催
が最後だと思うと感慨深いものがあります。塩
見さんで10回目ですもんね。参加した人たち
がいい思い出を作って、できれば横浜に戻っ
てきたいという機運を高められたら素晴らし
いですね。

第41回（2018年）年会 石野 史敏 年会長インタビュー
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岩崎　横浜できらびやかに年会を開けると、
若い研究者へのアピールにもなります。私は
やっぱり日本が好きなので、日本の研究環境
がよくなって欲しいと思いますし、研究する場
所のチョイスが海外しかないっていう状況に
はならないで欲しいです。

石野　海外へ留学すると、アメリカやイギリス
に残ったほうが論文を書くのも楽だよねって
思うことが少なくないけど、わざわざ日本へ
帰ってきて、苦労しながらも論文を書いている
じゃないですか。そうやってひた向きに努力し
ている若い人が大勢いますし、文科省や学振
など、行政機関への働きかけは僕たちがこれ
からもやり続けなければいけませんよね。です
から、若い人たちが学会や年会を盛り上げて
いってくれることを期待しています。

塩見　大事に育ってほしいですよね、日本の
サイエンスが。石野先生、今日はありがとうご
ざいました。
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（東京医科歯科大学難治疾患研究所）

年会長挨拶

　大変嬉しいニュースが飛び込んできました。もちろん本庶佑先生のノーベル医学生理学賞受賞
の話です！第41回日本分子生物学会年会のテーマには「日本からオリジナリティーを発信しよう」
を掲げ ましたが、まさにそれを実践され、評価されたものと大変嬉しく思っています。大隅良典先
生、山中伸弥先生のご業績もそうですが、人類の文化発展に高く貢献したことを誇れるものを持っ
ているわたしたちは幸せだと思います。是非とも、これに続きたいものですね。
　現代の科学は西洋思想に基づいて成立したものですが、日本人の自然や生物への向かい合い方
は独特であり、それが実験の発想、結果の解釈などにも微妙な影響を与えていると思います。です
から、わたしたちが「自らの好奇心を追求する研究を深める」ことこそが「日本からのオリジナリ
ティーを生み出す」ことにつながると感じています。ポスターにクロード・ モネの代表作の一つ
「ラ・ジャポネーズ」を採用したのも、そのような意図を込めています。いつものように分子生物学
会風アレンジが加えてあり、背景に書かれている団扇のデザインには、これまでGenes to Cells誌
の表紙を飾った図から、私の専門のDNA、ゲノム、エピジェネティクスに関係するものを集めてい
ます。編集部のご好意で使わせていただきましたので、是非、学会ホームページのGenes to Cellsの
表紙ギャラリー＊の説明と合わせて楽しんでください。なお、この年会テーマと関連して大会最終
日の昼には、作家の佐藤優さんに特別講演「科学に潜む宗教的思考の危うさ」をお願いしています。
宗教観に由来する「日本と西洋」の違いだけでなく、思想活動そのものに潜む盲点にまで踏み込ん
だ講演をしていただけるものと思っています。
　今年会では昨年に引き続き、午後一番の大会のメインの時間にポスターの発表時間が設定して
あります。そしてLate breaking abstractを含め全てのポスター発表にディスカッサーを配置して
います。分子生物学会年会の原点である活発な議論を十分に堪能して下さい。ディスカッサーとし
て御協力いただきます多数の先生方には、この場を借りて感謝を申し上げたいと思います。シンポ
ジウム企画はプログラム委員会の先生方にお願いをしました。聴衆・発表者ともが刺激を受けられ
るような魅力的な企画を立てていただいたと思っています。注目していただきたいのは、シンポジ
ウム・ワークショップ全体の1/3で、女性・若手がオーガナイザー・座長を務めていることです。国際
学会と比較するとまだ十分ではないですが、この流れが日本の学会の新しい形になっていくこと
を期待しています。海外若手研究者招聘企画である留学中の海外会員の発表支援は、学会からの要
請を受け今年会では復活させました。また、奇しくも平成で最後の年となった2018年は、西日本豪
雨、北海道地震、数々の台風など多くの災害に見舞われた年となりましたが、被災された学生会員
には、例年通り参加費免除の対応をしております。参加された全ての会員の皆さんが、本年会で有
意義な時間を過ごしていただけるよう祈念しております。
　最後になりましたが、基礎系の学会がこのような大きな年会を横浜で開催するためには、展示会
場やランチョンセミナーの運営などで関連企業の方々に大変お世話になっています。横浜では、幸
いポスターと企業展示が同じ会場に設置されています。学会員と年会を支援してくださる企業の
方々の、どちらもが満足感を持って大会を終えられるよう、会員の皆様には企業展示にも頻繁に足
を運んでくださるようお願いします。

＊http://www.mbsj.jp/gtc/cover_gallery.html

プログラム 年会長あいさつ
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ポスター

　今回、大変ありがたいことに、美喜子さんにお声がけ頂き、横浜ヒストリアの歴代年会長

インタビューに参加させて頂きました。インタビュー記事を読んでいただくとわかると思いま

すが、歴代年会長の先生方がそれぞれ個性的なアプローチで年会成功に向けてご尽力され

ていた様子を臨場感たっぷりに伺うことができ、とても楽しい時間でした。新型コロナウイル

ス禍の下でのインタビューでしたので、ときに延期が必要になったり、感染状況の様子をみ

ながらタイミングを考慮したり、さらには台風が来襲したり、と難しい部分もありました。こ

んな状況下でしたが、快くインタビューに応じてくださった歴代年会長の先生方に心から感

謝申し上げます。また、インタビュー会場の設営や冊子の作成については、分子生物学会事

務局の並木さんに大変お世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。

　先生方には、年会のお話の他にも分子生物学会の今後や若手研究者、女性研究者に関す

るお話も伺うことができました。期待を感じるコメントも多く、身の引き締まる思いです。今

は正直、自分の研究やまわりのことでいっぱいいっぱいな部分もありますが、今後、ステップ

アップして経験をコミュニティーに還元していけるような研究者になりたいという気持ちが強

くなりました。また女性研究者については、2001年の年会において保育室を設置するなど、

世間に先駆けてサポート体制を組んだということを今回初めて知り、感動しました。とはい

え、未だにシンポジストやシニア研究者の女性比率などをみると改善が必要な部分もあり、

根強い問題なのだなと改めて実感する部分もありました。

　参加者の方々が活発なディスカッションを通して大変盛り上がり、大満足でパシフィコ横

浜を後にしているというこれまでの年会の成功は、歴代年会長の先生方や、組織委員会・プ

ログラム委員会の先生方、そして学会・年会事務局の方々などたくさんの思いや裏方の努力

を通して勝ち取ったものなのだな、と改めて実感しました。私自身、研究発表の最初には

オーガナイザーへの謝辞を述べていますが、今後は、そうした方々への謝意も思いっきりこ

めていきたいと思ったところです。

　今年の年会は、昨年に引き続き極めて困難な状況の中での準備となりましたが、年会長は

じめ、みなさんのこだわりが沢山つまっています。組織委員会の一員として、これまでの年会

がそうであったように、皆様に良いディスカッションを通して年会を楽しんでいただければ、

と心から願っています。

2021年11月

岩崎 由香
慶應義塾大学 医学部 
分子生物学教室 准教授

■ あとがき
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クロマチンの断片化

プロテオーム解析に

エピジェネティクス受託解析サービス

ATAC-Seq/ChIP-Seq/CUT&Tag/DNAメチル化
好評受付中！
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